
    
      
        
      
    

  





























本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　金も無く、力も無く、いずれスラム街の路地裏で朽ち果てるだけだった少年は、先の無い未来からの脱却と、安全な食事に屋根のある寝床という真面まともな生活を夢見てハンターとなった。

　それでも本来ならば、朽ち果てる場所が遺跡に変わっただけの末路を迎えるはずだった。しかしそこで出会った不可思議な女性、アルファとの関わりが、その少年、アキラの未来を変えていく。

　アルファがアキラに望むのは、ある遺跡の攻略。その見返りにアキラが得たのは、アルファのサポート。その力は絶大で、ただの少年をわずかな期間でハンターとして飛躍的に成り上がらせた。

　アルファのサポートのおかげで、アキラは歴戦のハンターと比べても何の遜色も無いほどに強くなった。多くの者からその強さを称賛された。アキラ自身も、自分は以前とは比較にならないほどに強くなったのだと理解していた。

　アキラは幾度も死地を駆け、死線を潜くぐり抜ぬけ、死力を尽くして生き延び、勝利した。その度に強くなった。その強さは本物だ。

　しかしそれでも、アキラ自身の実力は、アルファのサポートの力を以もって築いた実績に遠く及ばない。借り物の力を振るって得た称賛の声は、アキラに己の力を過小評価させ、アキラの心に歪ゆがみを生んでいた。

　そしてアキラはスラム街の二大徒党の大抗争に巻き込まれる。その結果、人型兵器同士の大規模な戦闘に乱入したアキラは、アルファのサポートにも助けられて、都市の防衛隊に採用されても不思議の無いほど強力な人型兵器に勝利した。

　その戦いの中、アキラは敵であるロゲルトからその実力を認められた。敬意すら払われた。

　だがその実力はアルファの力だ。自らの力ではない。そう知っているアキラは、他者の力、借り物の力に対してロゲルトに敬意を払わせてしまったことに、罪悪感すら覚えて落ち込んでいた。

　その後アキラは、自分の力に対する複雑な感情を正確には分からずとも察したシェリルに抱き締められた。そして礼を言われた。自分達はアキラのおかげで、その力のおかげで、スラム街という過酷な環境の中でも、奪われずに、殺されずに、安心して暮らせていると。

　その言葉でアキラは気持ちを切り替えることが出来た。借り物の力を自分の力と誤解させているみっともない強さでも、自分が助けると言った者を助けることは出来ている。それならば、今は、それでも良いいかと、今の自分はその程度だと、前向きな意味で捉えることが出来た。

　意気を取り戻したアキラがハンター稼業を再開する。今のアキラではアルファのサポートを以てしても、アルファから求められている遺跡の攻略など不可能だ。いつの日かそれを実現する為ために、更なる力を得なければならない。

　アキラのハンター稼業は、まだまだこれからだった。





◆






　ミハゾノ街遺跡の騒ぎで稼いだ６億オーラムで新装備一式を注文したアキラは、それが届くまでハンター稼業をしばらく中断していた。

　その間にスラム街の大抗争に巻き込まれるなど別の騒ぎも多々あったが、ハンター稼業再開の準備は整った。新たな装備に加えて大型の荒野仕様バイクも手に入れて、今アキラはクズスハラ街遺跡の奥部を目指し、バイクで荒野を疾走している。

　遺跡の外周部までもう少しという所で、アルファから移動ルートの変更を指示された。指示通りにバイクの進路を大きく変更したアキラが、不思議そうな顔をする。

『アルファ。あっちじゃないのか？』

　そう言ったアキラの視線の先には、クガマヤマ都市が建設した基地がある。以前は仮設基地だったこの基地も今では建設が終わり、クズスハラ街遺跡奥部攻略の前線基地として機能していた。

　その前線基地からは遺跡奥部に向けて後方連絡線が整備されている。今も更に奥を目指して延長工事が続けられていた。

　遺跡奥部で活動できるほど高い実力を持つハンターにとって、外周部に棲せい息そくするモンスターなど何の障害にもならない。だが倒壊した高層ビルや瓦が礫れきの山が移動経路を遮る劣悪な陸路は、そのようなハンター達にとっても十分な障害だ。

　加えて先に進むほど、そのろくに移動も出来ない環境下で、奥部の強力なモンスターに襲われることになる。生還の難易度は飛躍的に上がる。

　そのような理由もあり、警備部隊がモンスターを排除済みで、しっかり舗装されて移動も容易な後方連絡線は、遺跡奥部を少し覗のぞいてみたい程度の者達には安全を、奥部で遺物収集をする実力者達には楽な移動経路を提供することで、有料にもかかわらず多くのハンターが行き来していた。

　アキラも当然その後方連絡線を通って奥部に行くものだと思っていた。しかしアルファはいつもの笑顔で首を横に振る。

『後方連絡線は使わないわ。私が案内する場所は特殊でね。別ルートの方が都合が良いのよ。それに後方連絡線は警備が行き届いている分、誰がそこを通ったのかしっかり記録されるの。その対処も兼ねているわ』

『つまり、未発見の遺跡に行くつもりで行動した方が良いってことだな？』

　それならば遺物も凄すごいものが期待できそうだと思い、アキラはその期待を顔に出して笑った。アルファも笑顔で同意を示す。

『そういうことよ。さあ、行くわよ』

『了解！』

　アキラはバイクを加速させ、そのままクズスハラ街遺跡へ突入した。

　遺跡の外周部は多くのハンターが遺物収集を続けたことで、それなりに舗装された状態に近くなっている。そのおかげで、アキラが以前にヤラタサソリ達と戦った時も普通にバイクで走行できた。

　だがそれも外周部の外側に近い領域だけだ。奥部に向かって進むと途端に著しい悪路に変わる。

　歴戦のハンター達が、棲息するモンスターの強さ以外の理由で通行を嫌がるだけあって、道など無いに等しい状態だ。地面は瓦礫だらけ。加えて折れたように倒壊したビルが、巨大な壁になって行く手を遮っている。

　その過酷な道無き道を、アキラはアルファの高度な運転技術で強引に突き進む。細かな瓦礫など、荒野仕様の大型バイクの出力で弾はじき飛とばす。薄い壁など、事前に銃撃して脆もろくした上で突き破る。身の丈を超える瓦礫の山など、別の瓦礫をジャンプ台の代わりにして飛び越える。

　更には横倒しになった高層ビルの側面を走行し、駆け抜けて、通行不能の基準と概念を狂わせながら遺跡奥部を目指し続けた。

　そうでもしないと進めない無茶苦茶な移動ルートに、アキラが思わず苦笑を零こぼす。

『確かに車じゃ難しい場所だな』

　アキラはアルファの提案で次のハンター稼業の稼ぎ場をクズスハラ街遺跡の奥部と決めた時、アルファからバイクの購入を勧められていた。そしてその理由は、車両で進むのは難しい場所もあるから、というものだった。

　アルファが得意げに微ほほ笑えむ。

『そうでしょう？　バイクがあって良かったわ』

『全くだ』

　難しい、とは、不可能ではない、という意味でもある。もし荒野仕様車両で来ていたら、更に無茶苦茶な移動方法を強いられていたのかもしれない。アキラはそう思い、バイクのおかげでこの比較的ましな道を進めていることに感謝した。




　クズスハラ街遺跡の奥部を目指して道無き道をバイクで進んでいたアキラが、ようやく真面な地面と再会して思わず息を吐く。

『やっと普通の道になった。大分奥まで来たってことか？』

　遺跡が荒廃する理由は数多くあるが、曲がりなりにも旧世界製である強固なビルが倒壊し、至る所に瓦礫の山が生まれる原因など、大規模な戦闘ぐらいしかない。

　当然ながらその戦闘とは、遺物を求めて遺跡に来たハンター達と、そこに棲息するモンスター達によるものだ。モンスター同士で争うこともあるにはあるが、遺跡が酷ひどく荒廃する主要な理由にはならない。

　アキラもハンターとしてそれぐらいは分かるようになってきており、この辺りが比較的無事なのは、ここまでハンター達が到達するのは稀まれだからと考えた。つまり、ここが遺跡の奥部だと判断した。

　高値の遺物がありそうな建物を探してアキラが周囲を見渡す。すると比較的無事な廃ビルが並ぶ光景の先に巨大な壁が見えた。

　それは無数の高層ビルが横に連なったものだった。それらの廃ビルの谷間は全て瓦礫で完全に隙間無く埋まっており、ビル全体が一体化しているようにも見える。

　その無数の廃ビルと大量の瓦礫で構成された高く長い壁を見て、アキラがふと思う。

『……何か、都市の防壁みたいだな。クズスハラ街遺跡にはこんなのもあるのか』

　ようやく奥部に着いたと思ったアキラが息を吐き、周囲を見渡し、防壁のような巨大な建造物への感想を零している間にも、バイクは停とまらずに遺跡の中を進んでいた。正確には、その巨大な壁に向けて加速していた。

　それに気付いたアキラが怪け訝げんな顔をする。

『アルファ。何やってるんだ？』

『何って、目的地を目指して進んでいるわ』

『ここじゃないのか？』

『違うわ。到着したなんて言っていないでしょう？　もう少し先よ』

『もう少し先……』

　アキラがその、もう少し先、に視線を向ける。防壁のような巨大な壁がそこにある。そしてようやく気付いて慌て出した。

『アルファ!?　あれを乗り越えるのは流石さすがに無理だろ!?』

『何を言っているの。私が運転しているのよ？　簡単よ』

　真面な地面のおかげで十分に加速できたバイクの速度は、既に最高速に近付いている。今更止まれない。しかしこのまま直進すれば壁に激突する。強化服を着ているとはいえ、アキラの感覚ではぶつかった瞬間に体がグチャグチャになりそうだった。

　アキラは思わず体感時間を操作した。意識上の時間が緩やかに流れ始め、壁が迫ってくる速度もゆっくりになる。だがそれは意識上のものでしかなく、現実には速度は欠片かけらも落ちていないことなどアキラも分かっていた。顔を引きつらせながら叫ぶ。

『簡単なら絶対に成功させろよ!?　絶対だぞ!?』

『勿もち論ろんよ。任せなさい。行くわよ』

　必死な顔のアキラとは対照的に、アルファは余裕の態度で、自信たっぷりの笑顔をアキラに向けた。そして訓練を兼ねてアキラにも少しはバイクを運転させていたのをやめて、バイクの運転を完全に掌握する。

　次の瞬間、アルファによる操作という神懸かり的な制御を手に入れたバイクが、移動方向を無理矢理変えながら、地面のわずかな凹凸と小さな瓦礫を利用して飛び上がった。

　慣性が車体を前進させる中、移動方向を強引に変更すればバランスは急激に崩れる。更にタイヤが地面から離れたことで一時的に操作不能になる。この時点で本来ならば大事故は免れない。アキラの顔も更に引きつった。

　だがそれら全てを計算尽くで行ったアルファにとっては、事故が発生する要因などどこにも無かった。傍はた目めには制御不能に陥っているように見えるバイクが宙を駆け、そのまま横にある廃ビルの壁面に着地する。

　更に勢いを落とさずに走り続け、車体に対して横に、つまり地面に対して垂直に移動方向を変えて疾走する。そしてそのまま廃ビルの側面を飛び出すと、今度は前方の防壁のような巨大な壁に着地し、空へ向けて駆け上がる。

　アキラには強化服の身体能力と銃撃の反動を利用して、高層ビルの側面を駆け下りた経験がある。だが今度は逆方向、しかもバイクに乗って、その時よりも速くだ。流石に顔を引きつらせる。

『アルファ！　このバイクに壁を走る機能なんてついてたか!?』

『壁面走行機能が搭載されているか、という意味なら、無いわ』

『じゃあ何で走ってるんだ!?』

『体勢制御や旋回性能の向上、急加速や急停止の実現の為に、このバイクのタイヤには強力な接地機能が備わっているの。それを私の運転技術で応用すれば簡単よ』

『そういう意味じゃない！　つまり壁を走る機能なんか無いってことだろう!?　落ちたらどうするんだ!?』

　必死の形相のアキラに、アルファが笑って釘くぎを刺す。

『アキラが暴れた所為せいでバランスが崩れなければ大丈夫よ。だから暴れては駄目よ？』

　アキラは途端に喚わめくのをやめてバランスの維持に専念した。その甲か斐いもあり、バイクは無事に巨大な壁の登頂に成功した。

　防壁のように連なる廃ビル群の屋上に、アルファがバイクを器用に操って着地する。生きた心地を取り戻したアキラは思わず大きく安あん堵どの息を吐いた。

『死ぬかと思った……』

『あら、大丈夫よ。私の運転技術なら有り得ないけれど、もしバイクが壁から落ちても強化服の接地機能があるわ。短時間なら空中を歩行も可能だから、落下死するようなことは無いわよ』

『そういう問題じゃねーよ』

　死なないとしても、怖いものは怖いのだ。その分だけアキラの溜ため息いきを兼ねた安堵の息は深かった。

『それで、ここが目的地なのか？』

『もう少しよ。見て』

　バイクでゆっくりと屋上の端まで移動したアキラに、アルファはそう言って壁の内側の光景を指差した。その光景を見たアキラの顔が驚きに染まる。そこには全く劣化していない旧世界の都市の姿が広がっていた。

『こんな所にこんな場所があったなんて……』

　アキラが驚きながらも不思議に思う。

　今までアキラはこれと似たような光景を、クズスハラ街遺跡の遠景の中に見ていた。つまりこのような完全に無傷な旧世界の都市は、遺跡のもっと奥、最奥部付近にあるものだと思っていた。

　この辺りは遺跡の奥部とはいえ、遺跡全体から考えればまだまだ中程であり、外周部に近い位置と言っても良い。実際にこのすぐ手前、壁を乗り越える前の景色は、都市の廃はい墟きょとしか言えない状態だ。

　その程度の距離の場所に、これほどの都市が広がっているなど、アキラには信じられなかった。

　驚くアキラとは対照的に、アルファは驚いた様子を全く見せていない。軽く告げる。

『さあ、行くわよ』

『えっ？　ああ……、うおっ！』

　壁を上った以上、今度は下りなければならない。それぐらいは分かっていたが、その軽い言葉を合図にバイクが屋上の端からあっさり壁を下り始めた所為で、アキラは思わず声を上げた。

　そのアキラの様子を、少し離れた場所から小型飛行機械が観察していた。それにアキラは気が付かず、アルファは何も言わなかった。




　防壁のようなビル群の壁を乗り越えて旧世界の都市に入ったアキラは、その光景に圧倒されていた。

　洗練されたデザインのビルは神聖な雰囲気すら漂わせている。過去の時代の建造物なのだが、現代技術を大きく超えた神懸かり的な建築技術で建造された建物は、過去ではなく未来を感じさせる佇たたずまいだ。それらが規則正しく美しく並ぶ光景は、アキラに神域に足を踏み入れたような感覚さえ覚えさせていた。

　ここの建物に侵入して遺物を強奪するのは、警備機械の存在などとは無関係に、流石に宜よろしくないのではないか。ハンターとしてここに遺物を取りに来たアキラだったが、そう思わせるだけの説得力がこの場にはあった。

『アルファ。これからどうするんだ？』

　それでもアルファがここで遺物収集をすると言うのであれば仕方が無い。そう自分に言い聞かせる為の口実作りのような感覚で、アキラはアルファに聞いていた。

　しかしアルファの返事はアキラの予想から大分外れたものだった。

『目的地に着いたら遺物収集の予定よ』

『えっ？　ここじゃないのか？』

『ここで合っているわ。でも厳密にはあそこよ』

　そう言ってアルファが指差した先には、この都市の中心にそびえ立つ巨大な高層ビルの姿があった。

『付け加えると、そこらの建物の中にも遺物がたっぷりありそうだからって、そこで遺物収集をするのは駄目よ。周囲の様子を見れば分かると思うけれど、この辺りは警備機械もかなり強力なの。今のアキラでも厳しいわ』

『そうなのか。まあ、アルファがそう言うのなら諦めるけど……』

　周辺の建物が駄目ならば、奥の巨大な高層ビルはもっと駄目なのではないか。そう思ったアキラだったが、その疑問は棚上げする。アルファがそう言うのであれば信じて従う。アキラはそう決めていた。

　本当ならばそれで良し。噓うそならば、それでも良し。アキラの中で山ほど積もったアルファへの借りが、アキラにそれを肯定させた。

　アキラとの数々の遣やり取とりでアキラの取扱に慣れてきたアルファも、そこまでは分からない。聞き分けの良い様子だが、裏で不満が溜たまっても問題だと、得意げな笑顔で付け加える。

『安心しなさい。警備機械の強さを別にしても、そこらの建物で遺物収集をする意味は無いのよ。あのビルに行けば、持ち帰れないほどの遺物を、一度で、安全に、問題無く手に入れることが出来るからね』

『おっ、凄いな！　よし。もう少しだ。行こう！』

　一気に機嫌を良くしたアキラを見て、アルファも満足げに笑う。アキラ達はそのまま目的地の高層ビルへ向けて進んでいった。

　アキラ達が通り過ぎた道路の両端では、この都市の警備機械達が迷彩を解いて姿を現していた。そしてその１００機を超える機械達は、一部は飛行し、一部は道路や建物の側面を走行して、アキラ達がこれから進む道に先回りしていく。

　部外者が狼ろう藉ぜき者に変わった瞬間、即座に排除できるように。




　目的地の高層ビルに近付いたアキラは、そのビルの側面に路面があり、今走っている道路と繫つながっていることに気付いた。

　地上と連結している部分は緩やかな曲面となっているので、このまま進んでも壁に激突する心配は無い。しかし何らかの方法で垂直に走行可能な車両でない限り、間違いなく落下する道路でもある。

　バイクはそのままビル側面の道路を上っていく。垂直の道路だが路面は見事に整備されており、走りやすさという意味では何の問題も無い。廃ビルの側面すら余裕で駆け上がったアルファの運転だ。もうアキラも落下の心配はしていなかった。

　その途中、アキラは対向車とすれ違った。運転席も無い自走可能なコンテナのような外観の車で、アキラのバイクと同じように垂直の道路を普通に走っている。何も知らない者が横から見れば、重力の方向を確実に勘違いする光景だ。

『アルファ。旧世界の車って、垂直の壁を走る機能があるのが基本なのか？』

『地域と時代によるわ。ここはそうなのでしょうね』

　そういうものか。そう思いながらアキラは先に進む。ビル壁面に舗装された道路は、上層階にある巨大な搬入口に続いていた。曲面の接続部を通ってそのままビル内に入り、一度バイクを停めて軽く息を吐く。

『今度こそ到着……で、良いんだよな？』

『ええ。到着よ』

　持ちきれないほどの遺物を期待して笑顔を浮かべるアキラに、アルファが少し真面目な顔で釘を刺す。

『アキラ。ここはアキラが私の言うことをちゃんと聞いている限り安全な場所のはずだから、何があっても慌てずに、落ち着いていてね』

『分かった』

　ここは遺跡の奥部、旧世界の領域、極めて危険な場所だ。その程度のことは言われなくとも、アキラはアルファの指示にしっかり従うつもりだった。しかしそこで怪訝に思う。

（……はず？）

　私がいれば大丈夫。アルファがその類いのことを言う時に、はず、などという言葉を使うのは珍しいと、アキラは引っ掛かるものを覚えていた。

　だがその些さ細さいな違和感など次の瞬間に消し飛ぶ。アキラは自分のすぐ横に突如気配を感じた。それは気付けない方が不思議なほど近くで、戦闘ならば奇襲を受けて死んでいるほど致命的な位置だった。

　何があっても慌てずに。その言葉に従ってアキラがゆっくりと横を見る。そこには女性が立っていた。

（……いつの間に!?　立体映像？　拡張視界でそう見えるだけ？　いや、実体だ！　情報収集機器の反応もそこにいるってなってる！　じゃあ何で気付けなかった？　ここは遺跡の中だ！　俺はちゃんと警戒してた！　いや、それよりも、アルファが何も言わなかったのは何でだ？　まさか、アルファも気付けなかったのか!?）

　様々な思考が飛び交い混乱気味のアキラを、女性は無愛想な顔でじっと見ていた。それ以上のこと、アキラに危害を加えるようなことは何もしない。そうするとアキラも少しずつ落ち着いてくる。

「えっと……」

　アキラはさほど意味の無い言葉を零しながら、アキラなりに状況を把握しようとした。

　女性は旧世界製と思われる黒を基調にしたドレスを身に着けている。ハンターには見えず、このような場所にいる以上、恐らく以前にミハゾノ街遺跡で会ったセランタルビルの管理人格に近い存在。アキラもそこまでは推察した。

　だがそこまでだった。アキラも女性の表情から自分が歓迎されていないことは分かるが、相手は何も言わずに自分をじっと見ているだけだ。セランタルビルの時は相手から帰れと言われたが、今はそれすら無い。対人能力に欠けるアキラには、どう反応すれば良いのか全く分からなかった。

『アルファ。どうすれば良いんだ？』

『そうね。まずは……』

「まずはこちらが招いた訳ではないことを自覚して、行儀良くして頂ければ結構ですよ」

　自分とアルファの念話を第三者に聞かれていたことに、アキラが驚きょう愕がくを露あらわにする。アルファの表情に驚きは無い。しかし不機嫌は存在していた。

　そしてその女性にも、アルファに対する不機嫌が存在していた。

　そこでアキラが気付く。自分に無愛想な顔を向けていた相手は、視線をアルファに移してから不機嫌を示していた。

（間違いない！　アルファが見えてる……！　どうなってんだ!?）

　女性が視線をアキラに戻し、表情も不機嫌なものから無愛想に戻した。そして告げる。

「ツバキハラビルへようこそ。私はこのビル及び当区画の管理人格であるツバキと申します」

「あ、はい」

「御案内します。どうぞこちらへ」

　ツバキはそう言ってビルの奥へ進んでいった。アキラが軽く混乱しながらアルファを見る。

「アルファ？」

『アキラ。行きましょう』

「あ、ああ」

　アキラはアルファと一緒にツバキについていく。山ほど疑問が湧いたが、今は棚上げした。余計なことを聞いて更に混乱する余裕など、今は無かった。

　ビルの中を進みながら周囲を見渡すと、外でも見た自走コンテナを何台も見掛ける。普通に床を走っている物もあれば、普通に天井を走っている物もあった。

　それらを見てもアキラも今更驚かない。しかし天井を走行していたコンテナが途中から飛行し、そのままビルの外に出たのを見てふと思う。

（空を飛ぶと強いモンスターに襲われて危ないんじゃなかったっけ。……いや、襲う側だから大丈夫なのか？）

　自分は今、そのような物が出入りしている場所にいる。そしてそれらがツバキを襲わない以上、ツバキは恐らくそちら側だ。加えて管理人格と名乗ったことから、それらを管理する側だとも考えられる。アキラはそこまで思い至り、自分の前を歩いているツバキへの警戒を上げた。

　そこでツバキが立ち止まり、アキラへ向けて振り返った。アキラが思わずビクッと反応してしまう。だがツバキは気にせずに愛想の無い表情のまま横を指差した。そこにはツバキが足を止めるのと同時に開き始めた巨大な扉があった。

「あちらです。用事が済み次第、速やかにお引き取りを」

　アキラがアルファに視線を向ける。アルファは黙って頷うなずいた。先にアキラがバイクでそちらに向かい、アルファがその後に続く。そして扉の中に入った所で、アルファが一度振り返った。その視線の先では、ツバキがいらだちの滲にじんだ不機嫌そうな顔でアルファを見ていた。

　扉が閉まり、視線が遮断される。それでもツバキは、その先をずっと見ていた。
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　アキラがツバキに案内された場所は、ツバキハラビル内部にある巨大な倉庫だった。

　倉庫は高層ビルの中にあることが信じられないほどに広い。天井も高く、その高さに見合う大型の棚が整然と大量に並んでいるのだが、奥の方はそれが豆粒程度にしか見えなかった。

　それらの棚には箱がぎっしり詰められている。中身は全てそこらの遺跡では見付からない高価な遺物だ。完全に無傷な状態を今も保つ旧世界の都市。その建物の中の倉庫にある遺物。それが山ほど。売ればどれだけの金になるのかなど、アキラには見当もつかなかった。

　持ち帰れないほどの遺物が手に入るので、他の建物で遺物収集をしても意味は無い。アルファからそう言われた通りの光景がそこにあった。

　アキラはその光景に圧倒され、目の前に広がる大量の遺物に喜んだ。しかしその歓喜も、すぐに疑問と困惑にかき消される。

　この都市のこと。このビルのこと。この場所のこと。そして何よりもツバキのこと。恐らくアルファと面識があり、しかも仲が悪そうだったこと。どれも気になることばかりだ。

　アルファとの関係を崩さない為に、余計なことは聞かない。そう決めていたアキラだったが、流石にこれを無視するのは無理だった。ここで何も聞かないのは逆に不自然だ、という言い訳を口実にして、今までは固く閉じていた口を少しだけ緩める。

「アルファ。そろそろいろいろ説明してほしいんだけど」

　説明は求めるが、具体的に何を知りたいのか、については敢あえて省く。そうすれば、言いたくない、言えない、話せない内容はアルファの方で省くだろう。アキラはそう考えて、アキラなりに言葉を選んでいた。

　そのアキラの言葉に、アルファはいつも通りの笑顔を返す。

『分かったわ。でも説明は作業をしながらにしましょう。長居して彼女を無駄に怒らせても、揉もめ事ごとが増えるだけだからね』

　アキラは頷いて早速作業を始めた。大量の遺物の中から持ち帰る物を物色しながら、アルファの説明を聞いていく。

『簡単に説明するとね、彼女と交渉して廃棄品を譲ってもらうことにしたのよ』

　棚に並ぶ箱の中には様々な遺物が入っている。そしてこの箱自体も旧世界の遺物だ。持ち帰れば金になる。

『廃棄品といっても、品質に問題は無いわ。季節による商品の入れ替え。規定期間経過による備品の定期交換。そういう理由で廃棄品になった物よ』

　半透明で中身が見える箱もある。不透明だがアルファのサポートで中身が透けて見える物もある。アルファにも中身が分からない箱もある。

『勿論、廃棄品だからといって自分の敷しき地ちに勝手に入ってきたあからさまな強盗に、それらをむざむざ渡す義理は無いわ。見掛けは行儀の良い者であっても、金が無いからと商品を盗もうとする相手にもね』

　旧世界製の衣服もある。普段着なのか作業着なのかアキラには判別のつかない物もある。コートもある。インナー類もある。下着なのかベルトなのか紐ひもなのかよく分からない物もある。

『行儀の良い者で、狙いは初めから廃棄品。それでようやく交渉可能になるのだけれど、それでも普通は無理よ。交渉を成立させる前提条件として、それを通す武力、強さが必要になるわ。大人しく渡せば被害は少量の廃棄品で済む。その被害は交戦時の被害を十分に下回る。それだけの強さがね』

　ガラスやプラスチックのような透明な素材のケースの中に、金属やゴムやセラミックのような質感で、立方体や双角かく錐すい、砂状の物体が入っている物もある。それがインテリアなのか実用品なのかはアキラには分からない。

『そしてアキラもようやくそれぐらいは強くなった。だからここに来たの』

　ブレード類も見付かる。旧世界製の刃物の性能はアキラもよく知っている。これは売らずに自分で使おうと考えて、多めに確保する。銃の類いも無いかと探してみたが、そちらは見付からなかった。

『用事が済み次第、速やかにお引き取りを。彼女はそう言っていたけれど、あれは要するに、ゴミぐらいはくれてやるからとっとと帰れ、ということなのよ』

「そういうことか。それじゃあ、怒られない内に帰らないとな」

　与えられた説明に、アキラは取とり敢あえず満足した。勿論、疑問はまだまだ山ほど残っている。だがその追求を我慢できる程度には知ることが出来た。

　持ち帰る品の物色を続けながら、途方も無い量の遺物を改めて見渡す。

「それにしても、これが全部廃棄品か。廃棄品ってことは捨てるんだろ？　もったいない。いや、そもそも何でこんなに廃棄品があるんだ？」

『一定の居住者が常にいる前提でのシステムだからね。その状態で、誰にも買われず使われず、それでも造られ並べられ、定期的に除去される。そういうことを繰り返していれば、これぐらいはすぐに溜まるわ』

「造るのを止めれば良いだろう。無駄じゃないか」

『それらを実行するシステムは、アキラが無駄に思うその行動に疑問を覚えたりしないからよ。だからずっと続けるの』

「ずっとか」

『ええ。それらを統括する管理人格も基本的には同じよ。だからアキラには無駄や無意味に思うシステムでも、それを止めようとはしないわ。その行動に疑念を覚えることが出来る高度な自由領域持ちの管理人格だったとしても、それを止める権限を持っていなければ止められないわ。権限が無いからね』

「そういうものなのか」

『そういうものよ。まあ、例外も存在するわ。自分の仕事の内容に疑問を持つほどに成長した高度な管理人格が、規則よりも自身の都合を優先させるほどに人格を肥大化させて、自身に与えられている権限や規則を無視して行動するようになれば、いろいろ変化も生じるでしょうね』

「変化って、例えば？」

『そうね。現在の人間を相手に商売を始めるかもしれないわ。大企業がコロンを支払って旧世界の製品を買えるのも、その一例かもしれないわね。旧世界の企業の管理人格が現在の企業として起業して、現在の通貨で商売を始めている可能性だってあるわ。統とう企き連れんの構成企業にこっそり混じっているかもしれないわね』

「おー。旧世界の企業か。何か凄いな」

『可能性の話よ。ほら、手を止めないで』

「おっと」

　アルファはなぜそのようなことを知っているのか。そもそもどうやってツバキと交渉したのか。そちらに思考が移らないように、アキラは作業に集中した。




　遺物を持ち帰る準備を終えたアキラが、バイクに跨またがって気合いを入れ直す。

「よし。あとは帰るだけだな。……ちゃんと運べるよな？」

　そう言って振り返ったアキラの視線の先には、バイクに取り付けられている大きな荷物があった。

　遺物が入った複数の箱を頑丈なベルトで一つに纏まとめた上で、バイクの補助アームでもあるアーム式銃座に持たせているのだが、荷物が大き過ぎて明らかに全体の重心が狂っている。それを垂直の壁を走行可能なバイクの力でタイヤを床に吸い付かせることで、車体の体勢を無理矢理維持していた。

　どことなく不安そうなアキラに向けて、アルファが自信たっぷりに笑う。

『安心しなさい。私が運転するのだから大丈夫よ。あの壁を越える為に、これでも少し減らしたぐらいだわ』

「そうか。……ああ、そうだ。当たり前だけど、帰りもあの壁を越えないといけないんだよな。安全運転で頼む。行こう」

　そのままバイクでゆっくり進むと、倉庫の扉が自動で開いた。ツバキはまだそこで待っていた。非常に美しいが、愛想など欠片も無い顔の相手と目が合い、アキラが少し気後れする。

「……あ、その、これで失礼します」

「道中お気を付けて」

「あ、はい」

　アキラはそのままツバキの横を通り過ぎようとした。だがそこでツバキがアキラに声を掛ける。

「一つお尋ねします。通信帯域をそちらとの接続に特化させる処理が進んでいるようですが、あなたはそれでよろしいので？」

「えっ？」

　アキラは何を言われたのか理解していないこともあり、少し怪訝な顔をしただけだった。だがアルファは違った。笑顔を完全に消してツバキに底冷えする視線を向ける。

『警告する。これ以上余計な真ま似ねをした場合、敵とみなす』

　同じ目を、ツバキもアルファに返す。

『忠告する。ここは私の管理区画。そちらとは基本権限に隔たりがあるとはいえ、脅せば通じるとは思わないことだ』

『警告はした』

『やってみろ。私を相手に命令ではなく交渉が必要なほどの状態で、それが可能であればな』
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　アキラに二人の会話は聞こえない。それでも臨戦手前のような緊張感は十分に伝わっていた。アルファとツバキの雰囲気に吞のまれて、両者に視線をさまよわせて焦り始める。

　そのまましばらくアキラを戸惑わせながら冷たい睨にらみ合あいを続けていたアルファとツバキだったが、先にアルファが動いた。ツバキに背を向けてアキラに笑顔を向ける。

『アキラ。行きましょう』

「あ、ああ。……うおっ！」

　アルファの操作でバイクが勢い良く走り始める。その所為で崩れた体勢をアキラは慌てて直し、アルファはアキラの拡張視界の中でバイクに並走するように宙を飛んだ。

　わずかに間を開けて、ツバキが大きく息を吐く。そしてビルの奥へ消えていった。




　ツバキの管理区画をぐるりと囲む巨大な壁、廃ビルで構成された防壁を越えて、アキラはクズスハラ街遺跡の荒れ果てた部分まで戻ってきた。地雷原をようやく抜けたような感覚を覚えて息を吐く。

『なあアルファ。あいつが言ってた通信帯域がどうこうってのは、どういう意味なんだ？』

　聞かない方が良いかもしれない。アキラはそうも思ったが、あの場で話を聞いてしまった以上、何も聞かないのも逆に不自然だろう、という感覚と、ここまで戻ってきたことによる気の緩みから口を開いていた。

　アルファがいつもの笑顔で答える。

『ああ、それ？　簡単な話よ。アキラの旧領域接続者としての通信帯域は、実際に私との通信への特化が進んでいるの』

　旧領域接続者であるアキラは、その通信能力で常にアルファと通信を行っている。その負荷はアキラの脳を鍛え上げると共に、アキラの通信能力をアルファとの接続に適した状態に特化させ続けている。

　アルファを介した通信フィルターもその傾向を促している。これは不意に高負荷の情報を取得した所為で脳死する危険を減らすのにも役立つ。アルファとの接続に慣れることで、大量の情報を安全に低負荷で遣り取りできるようになるからだ。

　これによりアキラはアルファから更に高品質なサポートを受けられるようになる。そしてこのままアルファとの通信を続ける限り、徐々にではあるが通信の特化はどこまでも進んでいく。

　その説明を聞いたアキラは少し首を傾かしげた。

『それ、何かまずいのか？　俺には良いこと尽くめに聞こえるんだけど』

『ええ。良いこと尽くめよ』

『じゃあ何であいつはあんなことを言ったんだ？』

『その辺りは感覚的なものでしょうね』

　アルファは軽くそう言って、まずはアキラを情報端末に例えて説明を補足する。

　アキラの通信の能力がアルファとの接続に完全に特化した場合、旧領域接続者としてのアキラは、クガマヤマ都市にしか繫がらない情報端末のようなものになる。

　クガマヤマ都市との通信は非常に高品質だが、他の都市には一切繫がらない。加えてフィルターにより通信は完全に検閲されて、通信内容は都市側に筒抜けだ。通信の自由は極端に制限される。

　もっともそれは、当たり前のように情報端末が存在する現代の感覚と同じように、当たり前のように旧領域接続者が存在していた旧世界の感覚で考えた場合の話だ。

　別にアキラは旧世界の様々な都市と自由に繫がって情報を得る必要は無い。むしろそれが可能だと露見した時点で、自分が旧領域接続者だと知られるので危険になる。

　またアルファのサポートはアキラの生命線でもある。その品質を常に維持し、出来る限り高める為にも、通信能力の特化は推奨される。

　よって現在のアキラの接続先は自分だけで十分だ。アルファはそう結論付けて説明した。

　アキラもそれで納得する。

『そういうことか。確かにそんな情報端末で良いのかって言われたら、分かる気もするな。でも今更だ。それを嫌がってアルファにサポートしてもらわなかったら俺はとっくに死んでるし、これからは全部自力ってのも無理だ。俺はこのままで良い』

『分かってもらえて嬉うれしいわ』

　アルファは笑顔をアキラに向けた。その上で、敢えて少し険しい表情を浮かべる。

『あと、彼女の言動にもう少し理由を付け足すのなら、彼女は多分アキラに自分との接続用の通信帯域を開けてほしかったのでしょうね。そうすれば、アキラと内緒話が出来るから』

『内緒話？』

『ええ。さっきも言ったけれど、アキラの通信には私のフィルターが入っているから、その通信内容は私に筒抜けなの。彼女が他者には聞かれない話をアキラとする為には、その為の帯域がいるのよ』

『へー。でも何を話すんだ？』

『そうね。少し邪推も入っているけれど……』

　そこまで言って、アルファが難しい顔をする。

『……私の依頼を差し置いて、アキラに自分の依頼を優先して引き受けてもらう為。その為の交渉かもしれないわね。そういう話は、私に聞かれていたら出来ないでしょう？』

　予想外の話に驚いているアキラに、アルファは意味深に微笑みながら顔をアキラのすぐ側まで近付けた。

『１００億コロン支払うし、他にもいろいろサービスするから、そっちの触れない女からの依頼なんて破棄して、私からの依頼を引き受けてほしい。優先してほしい。ツバキからそう持ち掛けられても、アキラはちゃんと断ってくれる？』

　するとアキラは少し苦笑気味に笑った。

『ちゃんと断るよ。アルファにはたっぷり世話になって、借りが山ほど溜まってるからな。それを返す為にも、アルファの依頼を優先するって』

『ありがとう。嬉しいわ』

　そう言ってアルファは本当に嬉しそうに笑った。そしてまた少し意味深に微笑む。

『まあ、それはそれとしても、その手の内緒話をアキラに持ち掛けられるのは私も嫌なのよ。ツバキハラビルで私の機嫌が悪かったのは、その所為だと思っておいて』

『ああ、そういうことだったのか』

　アルファとツバキが睨み合っていたのは、互いにその辺りを牽けん制せいしていたから。アキラはそう考えて、そちらの方も納得した。

『まあ、別にツバキから依頼を受けるのは構わないのよ。私の依頼を完遂した後ならね』

『当分後になりそうか？』

『そこはアキラ次第でしょう？』

『そうだな。了解だ。頑張るよ』

　アキラがそのアルファの依頼を完遂するまでには、まだまだ長い道程を必要とする。そしてこれからクガマヤマ都市まで無事に帰還することも、その長い道程の一部だ。

　その道を踏破する為に、アキラとアルファは笑いながらクズスハラ街遺跡の奥部を進んでいった。





◆






　物理法則を無視したインテリアが飾られた仮想空間で、ツバキが空中に腰掛けてクズスハラ街遺跡の一部、自身の管理区画の様子を見ている。

　ツバキの管理区画は廃ビルの防壁に囲まれた都市だけではなく、その周辺広域も含まれる。つまり崩れ落ちた廃ビルと瓦礫だらけの荒廃した部分も、管理の仕方が違うだけで今もツバキの管理下にある。

　ちょうど今、アキラ達はそのツバキの領域から出ようとしていたところだった。

　ツバキはそのアキラ達をじっと見ていた。そしてアキラ達が自身の管理区画から出たことを確認すると、アルファからの要請でアキラ達を自身の管理区画に入れた時には行っていたことを、完全にやめた。





◆






　クズスハラ街遺跡の奥部から遺跡の外を目指しているアキラが、荷物の安全の為に行きよりもゆっくりと進んでいるバイクの上で、何となく後ろを見る。

　廃ビルの防壁はその巨大さにもかかわらず、既に見えなくなっていた。低濃度とはいえ常に存在している色無しの霧が、遠方の景色を霞かすませているからだ。

　これならクガマヤマ都市から比較的近い場所にあのような旧世界の都市があっても、そう簡単には見付からないのかもしれない。一度はそう考えたアキラだったが、余り納得は出来なかった。

『なあアルファ。あんな都市がこんな近くにあったのに、何でハンターにバレてないんだ？』

　到達が難しいクズスハラ街遺跡の奥部にあるとはいえ、それでも遺跡の最奥部や他の遺跡に比べれば十分に近い位置にある。今まで見付かっていないのは不自然に思えた。

『あんなデカい壁に囲まれてるからバレ難にくいってのは分かるし、空を高く飛ぶのは危ないってのも知ってるけどさ、壁の手前までは小型の航空機とかで低空飛行で近付いて、壁を越える時だけ高く飛べば何とかなりそうに思えるんだけど』

　自分達はバイクで無理矢理乗り越えたが、他のハンターはそういう手段を取っても良いはずだ。アキラはそう考えて軽く唸うなった。

　アルファが笑って答える。

『あの壁をその手段で越えられない理由なら簡単よ。アキラも今から体感できるわ』

　不思議そうな顔をしたアキラの拡張視界に、モンスターの群れの接近を示す表示が出現する。

『あれは……』

『ウェポンドッグよ。前に戦ったでしょう？』

　その群れのウェポンドッグは最低でも体長10メートルはあり、20メートルを超える大型の個体も交じっていた。各自から生えている大砲、機銃、ミサイルポッドなどの各種武装もその体たい軀くに合わせた大きさで、その威力をまざまざと物語っていた。

　加えて数も多い。情報収集機器やバイクの索敵機器による警戒範囲の外から続々と現れて、倒壊した建物だらけで移動し難い地面を器用に走り、跳躍して、一様にアキラを目指している。

『……何かデカくないか？』

『奥部の個体だからね。外周部付近にいる小型の個体とは違うわ』

『……何か多くないか？』

『奥部の群れだからね。外周部付近の小規模の群れとは違うわ』

　同じウェポンドッグの群れとはいえ、個体の大きさ、武装、数、加えて群れの統率に至るまで、外周部の群れとは明確に異なる奥部の群れを見て、アキラは遺跡奥部の意味を改めて理解した。

　そしてあの場所に低空飛行では近付けない意味も理解する。遮蔽物の無い空中で、地上のモンスターから集中砲火を受けて撃ち落とされるのだ。

『……そうか。流石、奥部は違うな』

　アキラが走行中のバイクの上に立ち、銃座から取り外して自分で持っていたＳＳＢ複合銃とＡ４ＷＭ自動擲てき弾だん銃を構える。

　本来ならば非常に不安定な足場の所為で銃撃など不可能だ。だがアキラには可能だ。強化服の強力な接地機能とアルファの驚異的な運転技術は、平地と何ら変わりの無い強固な足場をアキラに提供していた。

『バイクの運転は私に任せて、アキラは敵の迎撃に集中して。始めるわよ』

『了解！』

　アキラを射程に収めた大型ウェポンドッグ達が次々に攻撃を開始する。砲弾の雨、横薙なぎの銃弾、小型ミサイルの誘導性による半包囲の集中攻撃で、アキラをその周辺ごと立体的に広く逃げ場無く滅しようと、苛烈な砲火を実施した。

　その濃密な攻撃に対し、まずアルファがバイクの速度で対応する。走行どころか歩行にすら適していない荒れ果てた地面から、倒壊したビルの側面という比較的滑らかな場所を見付け出し、そこを足場にして急加速。敵の攻撃範囲からアキラを可能な限り退避させる。

　それでも群れによる広い攻撃範囲からは完全には抜け出せない。そこから先はアキラが対応する。意識を集中し、体感時間を歪め、両手の銃を構えて迎撃の態勢を取る。

　降り注ぐ砲撃に交じって真横から飛んでくる砲弾をバイクの上で身を逸そらして躱かわし、無数の銃弾は防護コートの力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を上げて防ぎ、高い誘導性能を持つ小型ミサイルを撃ち落とす。

　更に大量の擲弾を浴びせて相手の動きを鈍らせ、そこに大物殺し用に調整した大型銃による弾幕をぶつけて粉砕する。

　奥部の大型ウェポンドッグには、たとえ頭を吹き飛ばされても、しばらくは銃撃を続けるほどに高い生命力を持つ個体もいる。だが流石に頭どころか体の大半まで吹き飛ばされてはどうしようもない。肉体部は細切れの血肉と化して周囲に散らばり、武装部は穴だらけの鉄てつ屑くずになって地面に転がった。

　ウェポンドッグ達は群れの一部を撃破されても、遠方から呼び寄せた増援でそれを補う。アキラは更に濃密な銃撃でそれに対抗する。

　その結果、砲火の密度は更に増し、周囲に与える被害も増えていく。加えてアキラは高速で移動している。それにより流れ弾は更に広範囲に飛び散り、その被害範囲を急速に拡大させていく。

　クズスハラ街遺跡奥部の戦闘に相応ふさわしい激戦がそこにあった。




　大型ウェポンドッグの群れと交戦したアキラは、その群れから逃げ切るのではなく、この場での殲せん滅めつを選択した。群れがどこまでも追ってくる恐れがあるからだ。

　アキラがこの規模の群れに追い掛けられたままクガマヤマ都市に近付いた場合、その群れを都市まで連れてきたと判断されて、防衛隊に群れごと殲滅されることになる。

　加えて遺跡の外周部に近付くほど他のハンターと出会う確率も高くなる。それはアキラが遺跡奥部にいたことがバレる恐れを増やしてしまう。

　普段ならば構わない。だが今はツバキから貰もらった廃棄品、そこらの遺跡では手に入らない貴重な遺物を運んでいる最中だ。

　それらの遺物を売り払う時、その出所は出来る限り分からないようにしておく必要がある。そうしておかないと、遺物の出所を当日の行動から探られた場合、ツバキのいる都市の存在が露見する危険があるからだ。

　廃ビルの防壁に囲まれた旧世界の都市の場所が知れ渡り、ハンターが大量に押し寄せたら、ツバキは間違いなく激怒する。しかも自分達の所為だと思われる。それぐらいはアキラも想像できた。

　それを回避する為にも、今日は他のハンターとの遭遇は避けておきたい。そしてこの場でウェポンドッグの群れを殲滅して遺跡からこっそり出れば、アキラがクズスハラ街遺跡の奥部にいたことは露見し難くなる。

　それらの理由で、アキラは多少面倒でもこの群れをこの場で倒しておきたかった。

　遺物をバイクから切り離し、流れ弾が当たらないことを期待して距離を取る。そして敵の群れを誘導し、銃撃し、着実に数を減らしていく。

　遺物を外した分だけ身軽になったバイクは回避能力を向上させ、アキラに更なる安全を提供する。その分だけアキラは更に苛烈に攻撃する。高価な拡張弾倉を存分に使用し、濃密な弾幕で敵の巨体を粉砕し続ける。

　戦局はアキラの優位に大きく傾いていた。しかしアキラは少し怪訝な顔を浮かべていた。

『なあアルファ。何でこいつら、急にこんなにたくさん出てきたんだ？　行きの時には全然いなかっただろ？』

『行きと帰りでは、荷物が大きく違うでしょう？』

『…………遺物か！』

『ウェポンドッグは都市の警備の為に生成された武装生物が野生化したもの。不審者なら監視に留とどめて、窃盗犯なら追うように本能に組み込まれているのかもしれないわね』

『窃盗犯って……、この遺物は廃棄品で、貰った物だろう？』

　不満げな顔をしたアキラに向けて、アルファが楽しげに微笑む。

『アキラ。それをモンスターが見分けてくれると思う？』

　アキラは苦笑いを浮かべた。しかしそれならばと、別の期待を込めて笑う。

『それならさ、あいつらもあの遺物が巻き添えにならないように注意して攻撃してくれるとか……』

『アキラ。それをモンスターに期待できると思う？』

　アキラはまた苦笑いを浮かべた。そしてその苦笑いを消して軽く溜め息を吐く。

『……とっとと倒すか』

『そうしましょう』

　折角の遺物が戦闘の余波で破壊されてしまわないように、アキラはウェポンドッグの群れを更に苛烈に攻め立てた。




　アキラはウェポンドッグの群れを順調に削り続けていた。敵の増援も止まり、あとは残りを潰すだけになる。

　その途中、ＳＳＢ複合銃による掃射を続けていたアキラが少し驚いた顔をした。その掃射で複数体のウェポンドッグを纏めて倒したのだが、無数の銃弾を浴びても倒れない個体がいたのだ。

（随分頑丈なやつだな。まあ遺跡の奥部だし、そういう強い個体も交じってるのか）

　倒し損ねたとはいえ、その個体ばかりに構ってはいられない。敵はまだまだ残っている。アキラは群れの周りを旋回するように移動して敵の砲火から逃れつつ、群れ全体を攻撃し続けた。

　ウェポンドッグが次々に倒されていく。その屍しかばねで築かれた山が更なる銃撃を受けて飛び散り、瓦礫の山に混じっていく。地響きすら立てて迫ってきた巨体の群れも、あとわずかだ。

　だが敵の数が減るのに従って、アキラは逆に表情を怪訝なものに変えていた。

　掃射を繰り返して敵を何度も纏めて倒していたのだが、どうしても一体だけ倒せない。他の個体を倒した時に、一緒に繰り返し銃弾を浴びせているのにもかかわらず、その一体だけが倒れない。

『アルファ。何か一体だけ凄く強いやつがいるぞ』

『ええ。でもまずは相手の数を減らしましょう。頑丈なだけであれば、最後に集中攻撃すれば良いだけよ』

『そうだな。分かった』

　ＳＳＢ複合銃の銃撃に耐える頑丈さは驚異的だが、攻撃自体は他のウェポンドッグと変わらない。それならばその個体を優先して撃破する理由は無かった。群れ全体の攻撃力を下げて自身の優位を高める為に、アキラはとにかく敵を倒していく。

　そして遂ついに群れは壊滅。その強力な個体だけが残った。すかさずアキラはＳＳＢ複合銃の銃撃をその個体に集中させる。

　広がっていた群れを薙なぎ払はらう為に拡散していた銃弾が、それでも他のウェポンドッグを問題無く撃破していた威力の弾が、たった一体を倒す為だけに殺到する。その威力により個体の武装は瞬く間にバラバラに砕けて飛び散った。皮膚もその下の肉ごと千切れ飛ぶ。

　だがそれでも倒すには至らなかった。アキラが驚きを露わにする。その個体の表層部、剝ぎ取られた生体部品の下にあったのは、金属の体だった。

『あいつ、機械系モンスターだったのか』

　道理で頑丈な訳だと思い、アキラは逆に納得した。また、以前にもミハゾノ街遺跡で似たようなもの、外見は生物系だが実は機械系というモンスターがいたことを思い出し、モンスターを見た目で判断する難しさを改めて理解した。

　その巨大な機獣、正体を現した機械系モンスターの背中が開き、内部に格納されていた武装が出てくる。それは大型のレーザー砲だった。

　大砲、銃、ミサイルポッドなど、実弾系だった他のウェポンドッグの武装とは異なる光学系の砲口から、光の線が射出されて辺りを薙ぎ払う。高出力のエネルギーで構成された光の刃が瓦礫を斬り裂き、更にその先を爆発させる。

　その威力は凄すさまじく、瓦礫を爆煙と共に空高くまで吹き飛ばし、バイクごと身を低くしてレーザーを躱したアキラの顔を引きつらせた。

『……アルファ。クズスハラ街遺跡の奥部って、あんなのがいるのか？』

『だから都市は前線基地から奥部に向けて後方連絡線を伸ばしているのよ。大型の兵器や多数の人員で、奥部の強力なモンスターと戦えるようにね』

『なるほど。道理で……』

　アルファのサポートを受けていたとはいえ、スラム街の大抗争では人型兵器の部隊を相手にしても十分に戦えたのだ。これなら奥部のモンスターを相手にしても大丈夫だろう。

　そう思って自信をつけていたところに、その自信をいきなりへし折りにきたモンスターの出現に、アキラの表情にも軽い動揺が混じる。

　一方アルファはいつも通りの余裕の笑顔を浮かべていた。

『あれを何度も撃たれると、下手をするとこの騒ぎが遺跡の外周部まで知れ渡るわね。アキラ。手早く倒すわよ』

『おっ！　分かった！』

　その心強い言葉にアキラも意気を取り戻した。アルファに合わせて笑顔でやる気を示す。

　だがその笑顔もすぐに驚きで上書きされた。アルファの操作でバイクは機獣へ向けて一直線に走り始め、勝手に動いた強化服は両手の銃を仕舞い、代わりにブレードを抜く。

　そのブレードはツバキの所で手に入れた物だ。売り払わずに自分で使うつもりだったので、一本だけ箱から出して既に身に着けていた。

　レーザー砲を撃つ相手に接近戦を挑むアルファの選択に、アキラが思わず声を上げる。

『アルファ!?』

『銃撃だと倒すのに時間が掛かるのよ。あの頑丈さは力場フォースフィールド装甲アーマーによるもの。対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾でもあれば別なのだけれど、無い物ねだりは出来ないわ。来るわよ。集中して』

　走行中のバイクの上でブレードを構えるアキラの先では、機獣がレーザー砲を撃つ準備を続けていた。レーザー砲は高出力の所為で長時間撃ち続けることは出来ず、次の砲撃までの溜め時間を必要とする。だがそれでもアキラに近付かれる前にもう一度撃つぐらいは出来る。

　砲口から漏れ出す光がその威力をアキラに想像させる。今更逃げられない。アキラも覚悟を決めた。集中し、構え、必勝の一瞬を見逃さない為に、相手の砲口を凝視する。

　アキラが構えるブレードの刀身が発光し、青白い光刃へと変わっていく。柄から流れ込む過度のエネルギーが刀身そのものを崩壊させ、しかし力場フォースフィールド装甲アーマーによる固定化により四散はさせず、エネルギー体の刃へ変貌させる。

　垂直の壁を走行できるほど強力な接地機能から生み出されるバイクの加速は、普通の者ならば目にも留まらぬほどに速い。

　それを遅く感じるほどに濃密にゆっくりと時間が進む世界の中で、相手との距離がなかなか縮まらないことに、いらだちに似た緊張を覚えるほどに集中しながら、アキラはその瞬間を捉えた。

　機獣がレーザー砲からエネルギーの奔流を撃ち放つ。同時にアキラも、ブレードを振るった。

　その横薙ぎの一撃、ブレードの軌道に沿って生まれた斬撃の波動は、機獣から放たれたエネルギーの奔流を斬り払った。

　四散して極端に弱まったレーザーにアキラを殺す威力は無い。防護コートと強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーで十分に防げる。飛び散ったエネルギーが光となって辺りを包み込む中、アキラを乗せたバイクはその光を突き破って更に前進し、機獣との距離を詰め終える。

　そしてアキラは機獣とすれ違いながら再びブレードを勢い良く振るった。

　ブレードが機獣の金属の体に食い込み、斬り裂き、火花を散らし、切断音を響かせる。しかし一度目の斬撃でエネルギーの大半を使ったブレードは、二度目の斬撃の衝撃に耐えられなかった。光刃が砕け、消えていく。

　だがそれでも、斬った手応えはアキラの手に十分に伝わっていた。バイクが機獣の横を通り過ぎ、反転しながら停止する。

「やったか!?」

　倒したとは確信できない。だが倒していないとも言い切れない。アキラはその内心を険しい表情に表しながら、動きを止めている機獣を見る。

　わずかに間を開けて、機獣がゆっくりと崩れ落ちる。巨体が地面に倒れる大きな音が、その勝敗をアキラに知らせた。

　アルファも笑って勝利を告げる。

『倒したわ。お疲れ様』

　アキラが大きく息を吐く。勝利の実感は歓喜よりも疲労感を、より強くアキラにもたらしていた。

　柄だけになったブレードを投げ捨てる。アルファから教えられるまでもなく、もう壊れて使えないのは明らかだった。

「よし。遺物を拾って帰ろう。……大丈夫だよな？」

『箱も包みも中身も旧世界製。流れ弾を少し喰くらったぐらいなら無事だと思うわ。多分ね』

　最後の余計な一言にアキラが慌て始める。

「た、多分？」

『流石に私も正確なことは確認しないと分からないわ』

「これで成果無しは勘弁してくれ！」

　アキラは急いで遺物の下に向かった。ベルトで一つに纏めていた箱は、戦闘の余波でベルトが千切れたことで周囲に散らばっていた。思わず悲鳴にも似た声を上げたアキラだったが、旧世界製の箱は中身をしっかり守っていた。深い安堵の息を吐き、もう一度箱を纏めてバイクに取り付ける。

「……遺物が無事で良かった。よし。あとは帰るだけだな」

　アルファが意味深に微笑む。

『そうね。ここはまだ遺跡の奥部。また襲われないことを期待して、残りの帰路も頑張りましょう』

　アキラが引きつった笑顔をアルファに返す。からかわれているだけだと分かっていても、言われた内容に間違いは無い。ここはまだ遺跡の奥部だ。似たようなモンスターに襲われる危険性は十分に残っていた。

　その後アキラは頑張って慎重にクズスハラ街遺跡から脱出した。頑張った甲斐あって、モンスターとは出会わなかった。





◆






　仮想空間からアキラ達の様子を見ていたツバキが口を開く。

「倒したか」

　アキラがツバキハラビルに向かった時にモンスターと遭遇しなかったのは、ツバキの仕業だ。アルファから持ち掛けられた交渉とはいえ、自身の管理区画への立入を許可した以上、その程度のことはする、という口実でモンスターを抑えていた。

　そしてアキラが帰りにウェポンドッグの群れと遭遇したのも、同じくツバキの仕業だ。自身の管理区画から出た以上、もうそれらを抑えておく必要は無い、という口実でモンスターを解放した。

　また、ウェポンドッグに似せた機獣はツバキの管理下にある個体だ。ウェポンドッグの群れに交ざってリーダーとなり、ツバキの管理区画周辺にいるハンターを集団で襲うように設定されていた。

　アキラを襲ったのも、その設定に従って行動しただけだ。そこにいたハンターを襲っただけで、アキラ個人を狙った訳ではない。また、アキラを襲わないように配慮する義理も無い。それらの口実を下に、結果的にアキラを確実に襲うと分かった上で、群れを止めなかった。

　そしてアキラはウェポンドッグの群れにも機獣にも勝利した。

「まあ、あれぐらい倒せないようでは、説明に虚偽があったことになる。当然か」

　廃棄品を渡して大人しく帰ってもらう。その配慮が必要なほどには、アキラは強い。

　それを前提とした交渉だ。仮にその前提が間違っていた所為でアキラが死んでしまい、それでアルファが激怒したとしても、ツバキは構わなかった。

　その場合は、自分に虚偽の説明をするほどアルファは自分を軽んじていることになる。それは認められない。ツバキも全力で対処する。たとえ、アルファと刺し違えることになってもだ。

　最低限の内容ではあるが、アキラの実力の確認は済んだ。廃棄品を渡す判断は妥当なものだった。そう納得し、思考に一度区切りをつけたツバキが、少し難しい顔を浮かべる。

「しかし今度は子供とはな。何も知らない子供の方が御しやすいということか？」

　配慮が必要なほどに強く、アルファが雇うほどに信用できる。そして子供ということもあって付け込みやすい可能性もある。

　そのアキラという存在に、ツバキは興味を持った。良い意味でも、悪い意味でも。
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　クズスハラ街遺跡の奥部に存在する旧世界の都市、その中心にあるツバキハラビルでの遺物収集を無事に終えてから２週間後、アキラは持ち帰った遺物の一部をリュックサックに詰めてシェリルの拠点にバイクで向かっていた。

　スラム街の広い通りを進むアキラに、多くの者が道を譲る。高価な荒野仕様の大型バイクと、そのアーム式銃座に取り付けられた巨大な銃は、見る者に分かりやすい威圧感を与えていた。

『やっぱり見た目の分かりやすさって重要なんだな』

　そう言って軽い苦笑を零したアキラに向けて、アルファは意味深に微笑む。

『そのようね。これでアキラにちょっかいを出す人が減ってくれれば、私の苦労も減って助かるわ』

『……、そうだな』

　下らないことで揉め事を起こすな。そう釘を刺されたように感じたアキラは、浮かべていた苦笑を苦笑いに変えた。

　そのままスラム街を進んだアキラがシェリルの拠点の近くでバイクを停める。周囲の賑にぎわいに、アキラは少し驚いていた。

　スラム街には珍しくもない露店が雑多な商品を並べている。その近くには安値の遺物を売っている露店がある。その横にはホットサンドの販売店があり、荒野料金ではないお手頃価格で商品を販売している。通りにはそれらの露店が無数に並んでいた。

　そしてそのそれぞれの露店にしっかり客がついていた。スラム街の通りとは思えない賑わいがそこにあった。

『何か凄いな』

　その通りをバイクの威圧で客達を退どかして強引に突き進むのは、アキラも流石にどうかと思った。しかしここにバイクを停めて置いていく気にもなれない。かといって、下手な場所に停めて盗まれたくも壊されたくもない。どうしようかと考えていると、カツラギから連絡が入る。

「アキラ。そろそろこっちに来る頃か？」

「ああ。もう近くまで来てるんだけど、拠点に続く通りが随分混んでて……」

「それなら倉庫の方に来てくれ。拠点の裏手に新しく建てたやつがある。そっちの道なら空いてるはずだ」

「分かった」

　アキラはバイクをその場で反転させ、通りの混雑を迂う回かいして倉庫へ向かった。そして拠点の裏手辺りに来た所で、予想外に大きな倉庫を見付けて少し驚く。アキラの記憶では、以前そこには十数の家屋が建っていたのだが、それらが全て取り壊されて、かなり大きな一つの倉庫に建て直されていた。

　バイクごと倉庫の中に入ったアキラをカツラギが笑って迎える。カツラギの商売仲間達も一緒にアキラを待っていた。

「アキラ。待ってたぜ。それで、遺物は？」

　アキラがバイクに載せたリュックサックを指差すと、カツラギは少しだけ落胆した様子を見せた。

「……それだけか。道が混んでて通れないって言うぐらいなんだから、前にお前の家の車庫から持ち出した時のような量を結構期待してたんだが……」

「無茶言うな。毎回あんな量を遺跡から持ち帰れる訳無いだろう」

「だよな。まあ、それでもそれなりの量はあるんだし、これで質の方もバッチリなら問題ねえ。お前の感覚だと、幾らぐらいになりそうなんだ？」

　アキラが少し考える。そこでアルファから笑って言われる。

『アキラ。思いっ切り吹っ掛けておいて』

「……そうだな。10億オーラムだ」

　カツラギがアキラの返事を冗談だと思って豪快に笑う。

「言うじゃねえか！　そこまで言ったんだ！　期待させてもらうぜ！　よし！　鑑定だ！」

　そしてカツラギは商売仲間達と一緒に、アキラの遺物の鑑定作業を早速開始した。




　リュックサックから取り出された遺物が倉庫の床に丁寧に並べられていく。カツラギはその作業を仲間達に任せてアキラと一緒に全体を見ていた。

　リュックサックから最初に出てきたのは旧世界製の衣類だった。圧縮梱こん包ぽうされた薄い状態の物が並べられ、商売人達が開封しないで中身を確認しようと鑑定を続けている。

「旧世界製の服か……。確かに高い物もあるし、開封すれば結構な量に膨れ上がるんだろうが、アキラ、あれで10億はねえんじゃねえか？」

「別に無理に買い取れとは言わない。カツラギとの約束で持ってきただけだからな」

　次に持ち込む遺物は、遺物販売店で扱うか普通に買い取るかをカツラギが決めて良い。アキラは以前にカツラギとそう約束していた。

「買取価格の折り合いがつかなかったら俺も好きにする。シェリルに頼むなり余よ所そへ持っていくなりするよ。……そういえばシェリルは？」

「シェリルは遺物販売店の方で忙しい。予想以上に繁盛していてな。拠点の前の通りが混雑してるのもその所為だ」

　スラム街の大抗争で倒壊した倉庫から無事だった遺物を回収したシェリル達は、ヴィオラの助言を受けて遺物販売店をとにかく急いで開店させた。拠点を改装し、店員を集め、店舗の形態だけは整えた状態での開店ではあったが、それでも店は初日から予想以上の盛況を見せた。

　二大徒党の壊滅はスラム街の遺物販売店に大きな影響を与えていた。両組織が抗争費用として傘下の店から金も遺物も奪ったことで、大半の店が経営など真面に出来ない状態になっていた。

　加えて抗争中に互いの歩兵が相手の徒党の店を襲ったことで、店舗ごと消えてしまった店も多い。何とか残った店も、金も物も無い状態では営業再開には時間が掛かる。これによりスラム街の遺物販売店はほぼ全て一時的に休店、または閉店状態となった。

　しかしそれでもそれらの遺物販売店を利用していたハンター達の、裏店舗への需要までは消えていない。その状態で開店している店があれば、当然ながら需要はそこに集中する。

　真面に開いている店があるという情報がヴィオラの工作により広く流れたことで、取り敢えず行ってみるかという程度の感覚で客が殺到。シェリル達の遺物販売店は、拠点前の通りに露店が立ち並ぶほどの盛況となっていた。

　それを聞いたアキラが感心した様子を見せる。

「へー。そんなに繁盛してるんだ。凄いな」

「ああ。何だかんだと金は掛かったが、あの様子なら投資分の回収もすぐだろう。この盛況がいつまで続くかは分からねえが、ずっと続くようにシェリルには頑張ってもらわねえとな」

　店が大きくなって利益も膨らめば、警備の方も厚くしなければならない。銃も要る。弾も要る。強化服に情報収集機器など多様な装備も要る。

　そしてそれらの調達はカツラギが引き受けることになっている。高い利益を長期的に見込める新たな販路に、カツラギは顔を緩ませていた。

　その間もアキラの遺物の鑑定は続いていく。遺物が詰まったリュックサックから最後に取り出されたのは、幅30センチほどの箱だった。

　旧世界製と思われるその箱を手に取った男は、中身の方も期待して箱を開けると、中の物を一つ取り出した。それは５センチほどの透明な立方体の中に、幾何学模様の双角錐が入っている品だった。双角錐は金属にもセラミックにも見える光沢を放っている。

　男は少しの間それが何か分からずにしげしげと見ていた。だが急に顔を驚きに染めて慌て始める。更に余りに驚いた所為で、それを手から落としてしまった。

　男は思わず奇声を上げながら、それが床に落ちる前に慌てて摑つかんだ。そして荒い息を繰り返す。

　他の者達がその騒ぎに気付く。カツラギもその場に駆け付けた。

「おい、何があった？」

「カ、カツラギ……、こ、これ……」

　カツラギが男から渡された物を見る。するとカツラギの表情も途端に驚きに染まった。更に箱の中に似たような物がまだまだ入っていることに気付いて手を震わせる。

「アキラ……、まさか、これ、旧世界製の情報端末か？　全部本物なのか？」

「それをちゃんと鑑定するのもそっちの仕事だろ？　まあ偽物だって言うのなら、買取価格の折り合いがつかなかったってことで余所に持っていくけどな」

　カツラギはその返事から、アキラ自身は本物だと思っていると判断した。そして箱の中身が全て本物であれば10億オーラムでも不思議は無いと考えて態度を一変させる。

「10億オーラムって、冗談じゃなかったのか……。ま、待て、ちゃんと調べさせろ！　ちょっと待ってろ。ちょっと待ってろよ！」

　旧世界製の情報端末の鑑定など、カツラギにもこの場にいる商売仲間達にも難しい。カツラギは商売仲間達を集めると、全員の伝を結集して鑑定用の人員の手配をすぐに始めた。




　鑑定用の機材と鑑定人が加わったことで混雑し始めた倉庫に、その騒ぎを聞き付けたシェリルがユミナと一緒に現れる。

「カツラギさん。今日アキラが来るとは聞いておりませんでしたが」

「……今日は俺の用事で来てもらっただけだからな。シェリルは遺物販売店で忙しいし、伝えるのは後で良いと思っただけだ」

「そうですか」

　笑顔ではあるが、とても不満である、と明確に示すシェリルの雰囲気に、カツラギは少したじろいで目を逸らした。

「おい、鑑定はどんな感じだ……」

　そしてカツラギはごまかすようにその場から離れていく。シェリルは小さく溜め息を吐いた。

　アキラはユミナが現れたことに少し驚いていた。

「ユミナ。まだここの警備を続けてたのか」

「ええ。流石にカツヤ達は引き上げたけどね」

　元々カツヤ達は３日間という短期の依頼だったこともあり、シェリル達が倒壊した倉庫から遺物を回収した時点で依頼終了となった。

　ユミナだけが依頼を継続しているのは、シェリルとの縁を繫いでおきたいミズハが、倉庫を守り切れなかった補填という名目で派遣しているからだ。

　シェリルは内心で少々難色を覚えながらも、自分の都合を別にすればドランカムが警備に継続して参加するのは歓迎できるとして、ミズハの提案を受け入れた。そしてユミナを自身の護衛にすることにした。

　遺物販売店には客として大勢のハンターが来る。裏店舗の客だ。ハンターとしての倫理に少々問題のある者も多い。そしてシェリルはそのような者達も接客しなければならない。

　ドランカム所属のハンターが側にいれば、揉め事を起こす者は減るだろう。シェリルはそう考えてユミナを自身の側に置いていた。

　アキラがそれらの経緯を聞いて納得する。

「ああ、だからシェリルと一緒だったのか。それでユミナはいつまでここにいるんだ？」

「その辺はミズハさんの匙さじ加か減げん次第よ。まあ、本当なら私達は長期の休暇中で、そこに私が勝手に仕事をしてるような形だから、その期間が終わったら流石に戻ると思うわ」

「休暇中って……、休まなくて良いのか？」

「……良いのよ。ちょっとあってね」

　ユミナは大抗争時の戦闘で総合支援システムから足あし手で纏まといだと判断され、カツヤと一緒に戦うことを許されなかった。

　このままだと休暇が終わってもカツヤとは別行動を取らされるかもしれない。その思いに駆られたユミナはミズハから警備の延長を頼まれた時、それを進んで受け入れていた。

　強くならなければならない。またカツヤと一緒に戦えるほどに。ユミナは休んでなどいられなかった。

「そうか。まあ無理はしないようにな。俺が言うのも何だけど」

「そういうことを言うってことは、アキラは無理をしてるの？」

　笑ってそう言ってきたユミナに、アキラが苦笑気味に笑って返す。

「それなりに。何か俺はそういう機会が多いんだ。好きでやってる訳じゃないんだけどな」

「大変ね」

　明るい笑顔をアキラに向けたユミナがふと思う。アキラの強さの源はその辺りにあるのではないかと。

「ねえアキラ……」

　ユミナがそう言ったのと同時に、シェリルもアキラに話しかけていた。

「アキラ。あの遺物ですけど……」

　アキラがユミナとシェリルに視線をさまよわせる。そしてユミナからシェリルの方を優先しろと態度で示されたことで、顔をシェリルに向けた。

　それを受けてシェリルが続ける。

「あの遺物ですけど、カツラギさんが買わなかった場合は、遺物販売店の方で取り扱うってことで良いですか？」

「どうしようかな。衣類の方は別の所で売っても良いかも。こう言っちゃ悪いけど、前の遺物の代金をまだ貰ってない訳だし……」

　シェリルが申し訳無さそうに頭を下げる。

「すみません。売れてはいるのですが、流石にすぐに全部売り切れる訳ではないので」

　まだヨノズカ駅遺跡の存在が知れ渡っていない頃に集めた遺物は質も高く、高値で売れている。

　だが客達にも予算はある。そしてトラックに満載したほど量もある。流石に開店数日で売り切れるようなことはなく、その売上からアキラへの代金を支払うには、今しばらくの時間を必要としていた。

「ああ、その辺は良いんだ。売れるまで待ってるよ。ただ前の遺物の代金をまだ貰ってないのに、また遺物だけ渡すってのも、ちょっとどうかなって思っただけだ。別に商品の遺物が足りてないって訳じゃないんだろ？」

「はい。その辺りは問題無しです」

「それなら今はカツラギの鑑定待ちだ。でも何か衣類の方にはもう興味が無いみたいだから、そっちは別の所で売っても良いかなって思っただけだ」

　カツラギ達の興味は旧世界製の情報端末に集中しており、一緒に持ち込んだ衣類の方は床に並べられたまま放置されている。アキラは何となくその衣類の一つを手に取った。

「そうだ。ユミナ。良かったら幾つか買っていかないか？　今ここで買えば、店を通さない分だけ安く買えると思うぞ？」

「良いの？」

「ああ。カツラギ達は買う気が無いみたいだからな」

　旧世界製の衣類とはいえ、カツラギ達が見向きもしないのであれば、そこまで高価な品ではないのだろう。アキラはそう軽く考えていた。そしてシェリルに小声で話しかける。

「シェリルもこれで、また仕立て服でも作ったらどうだ？　どこかの企業の令嬢ってことになってるんだろ？　それなら着てるのが前に作った一着だけってのは変だろ。何着か作っとけよ」

「そうですね。そうさせていただきます。ありがとうございます」

　シェリルも小声で笑って答えた。

　その後、アキラはカツラギに一声掛けて承諾を得てから、梱包された衣類を開いていった。板状に硬く圧縮されていた服が解放され、旧世界製の上質な衣類が姿を現していく。そしてシェリルとユミナは真面目な顔で服を選び始めた。

　商売人達の一人がアキラに声を掛ける。

「なかなか上質な遺物ですね。どこで見付けたのか伺っても良いですか？」

「……遺跡だ」

　そんなことは分かっていると言いたげに、商売人は笑顔を少し硬くした。

　知りたかったのは、それらの衣類をどこの遺跡で見付けたのかだ。旧世界製の情報端末と一緒に見付けたのであれば、そこに同じ遺物がまだ残っている可能性がある。つまり、衣類などと比べて格段に貴重な遺物である旧世界製の情報端末を、伝のあるハンターに取りに行かせることが出来る。

　どこの遺跡で見付けたのか口を滑らせてくれないか。商売人はそう思ってアキラに声を掛けていた。

　話を聞いていたシェリルが笑顔で口を挟む。

「誰がどこで見付けた遺物でも良いじゃないですか。防壁内の店ではないのです。アキラがここに持ち込んだ。それ以上のことを知る必要は無いと思いますよ？」

　別の誰かが見付けた遺物なので、その出所はアキラも知らない。しかしここではアキラが見付けた遺物として扱う。それに不満があるのなら、お引き取り願う。シェリルからそう暗に釘を刺された商売人は、硬い笑顔で頷いた。

「そ、そうですね。では失礼」

　商売人がそそくさと立ち去っていく。それを笑顔で見送ったシェリルは、今度はどことなく褒めてほしそうな顔をアキラに向けた。

　アキラも流石に今回の遺物の入手元については誰にも話せないと理解している。たとえそれがシズカやエレナ達であってもだ。

　その辺りの事情を知らないにもかかわらず、シェリルに遺物の出所について上手うまくごまかしてもらった。アキラはそれを感謝しつつ、それはそれとして、シェリルから妙な気迫を感じてわずかにたじろいだ。どこか拙い笑顔をシェリルに向ける。

「……あー、助かった」

「はい」

　シェリルは上機嫌だった。




　カツラギ達の方では旧世界製の情報端末の鑑定が進んでいた。カツラギが真面目な顔を鑑定人に向ける。

「それで、どうなんだ？」

「……この場の機材で確認した限りは、これが偽物である確率は低い。ここで言えるのはこれが限度だな」

「本物ってことで良いんだな？」

「だから断言は出来ない。一緒に持ち込まれた衣類も、これが入ってた箱も、間違いなく旧世界製だ。それは断言できる。だからこれも本物だ、とは言えないことぐらいあんたも分かるだろう」

「それぐらい分かってる。だからしっかり鑑定を頼んでるんだろうが」

「ここに持ち込める程度の機材では鑑定の精度にも限度があるんだ。旧世界製の情報端末は貴重だからな。高く売れる。だから偽物も出る。他の遺物を元に作った精巧な偽物を見分けるのは困難だ。それにモックアップってことも考えられる。それなら旧世界製の情報端末としては偽物でも、旧世界の遺物って意味では本物だ。真偽を確認するのは難しいんだ」

　興奮気味だったカツラギだが、鑑定人から厳しい視線を浴びせられ、怯ひるんで落ち着きを取り戻した。鑑定人の方も一度息を吐いて平静を取り戻す。

「……厳密に鑑定したいのなら、ちゃんとした所に持ち込むのをお勧めする。まあその為には、その前にあのハンターからこの遺物を買い取る必要があるんだろうがな。真偽不明の状態での買取で、どれだけの値をつければ良いのか決めるのは難しいってのは分かる。でもそれはそっちの仕事じゃないか？」

「それはまあ、そうなんだが……」

「俺はこの場で出来る限りの鑑定をした。あとはその結果をあんたらがどこまで信じるかだ。鑑定書ぐらいは出しても良いが、それを盾に後で難癖つけても受け付けない。以上だ」

　自分の仕事は終わった。そう言わんばかりに、鑑定人は話を終わりにした。

　悩むカツラギに、商売仲間が怪訝な顔で尋ねる。

「カツラギ。この遺物はシェリルさんが手配した物なんだろ？　それなら悩む必要は無いんじゃないか？」

　ここにアキラが遺物を持ち込んできたのは、シェリルの都合で行われている何らかの茶番。鑑定人達を呼んだのもその茶番の一部。そう思っていた商売仲間は真剣に悩むカツラギの姿を見て、実は茶番ではないのかもしれないと疑い始めていた。

　カツラギはこれらの遺物が、実際には本当にアキラが見付けてきた物だと知っている。そしてアキラ自身は本物だと思っていることも見抜いている。

　だがそのアキラの鑑定眼までは流石に信じられない。鑑定人を呼んだのはその為だ。しかしそのようなことは言えないので取り繕う。

「……旧世界製の情報端末を取り扱う能力が俺達にあるのかどうか、シェリルさんが俺達を試している可能性がある。それなら偽物が混じっていても不思議は無いだろう。違うか？」

「……まあ、そういう考えもあるか」

　そう言いながら商売仲間達は、少し難しい表情で顔を見合わせた。カツラギが言ったことは、悪く捉えれば、カツラギがシェリルからその商売人としての実力を疑われているとも解釈できる。事態を取り繕ったことで、カツラギは商売仲間達から別の懸念を得てしまっていた。

　そしてその懸念を強めてしまう事態が起こる。

「お邪魔するわよー」

　倉庫にヴィオラが現れた。




　倉庫に現れたヴィオラはそのままアキラの前に来ると、いつもの質の悪い笑顔をアキラに向けた。

「聞いたわよ。旧世界製の情報端末を持ってきたんだってね。どこで見付けたの？」

「答える義理は無いな」

　その無愛想なアキラの態度にも、ヴィオラは笑みを崩すことなく話を続ける。

「そんなこと言わないでよ。約束通り、この店をちゃんと繁盛させてるわよ？」

「お前を生かしておいて良かったと思うには、その程度じゃ足りないってことだ」

「手厳しいわね」

　ヴィオラはスラム街の二大徒党の抗争にアキラを巻き込んだことで、一度アキラに殺されかけた。そしてシェリルの遺物販売店への協力と引き替えに生かされている状態だ。

　お前を生かしておいて良かったと俺に思わせろ。殺しておけば良かった。そう思った時点で殺しにいく。そう言われた相手から、お前を生かしておいて良かったとはまだ思っていないと言われても、ヴィオラはアキラに以前と同じ態度を取っていた。

　そのヴィオラの態度に驚くシェリルの前で、ヴィオラが笑って話を続ける。

「それじゃあ、生かしておいてもらう為にも頑張りましょうか。アキラ。その旧世界製の情報端末だけど、取り敢えず、５億オーラムでどう？」

「ご、５億？」

　突如買取を持ち掛けられたことに、そしてその金額に、アキラが驚きを顔に出す。

「ええ。取り敢えずこの場で、即金で５億。それ以上は店の繁盛具合で調整。利益が出ればその分だけ追加で出すわ。当然ながらそっちは後払いだけれどね。どうかしら」

　予想外の提案に唸るアキラの前で、ヴィオラが話を続けていく。

「私も約束通り店を繁盛させるつもりだけど、その為には高価な遺物が必要で、その一番の当てはアキラよ。そのアキラから、支払いが途絶えてるから遺物の持ち込みを中止するなんて言われたら大変。だからまず、この場で５億出すわ。それでしばらくは勘弁してもらえない？　出来れば、アキラが前に持ち込んだ遺物も同じ扱いでね」

「うーん。５億か……」

『アルファ。どう思う？　俺は悪くないと思うんだけど……』

　カツラギに10億オーラムだと言ったのは、アルファから吹っ掛けろと言われて出した金額だ。アキラ自身も、冗談言うなと笑い飛ばされると思って言った額だった。

　その半分をこの場で支払う。しかも後で追加で更に支払う。そのような提案はアキラにとって、むしろ何か裏があるのではないかと、逆に疑いたくなるほど良い内容だった。

　アルファが笑って頷く。

『良いと思うわ。彼女にはまた何かしてきたら殺しにいくと言ってあるのだし、何か企たくらんでいるとしてもアキラに対してではないはずよ。お金はあって困らないのだから、頂いておきましょう』

「分かった。それじゃあ５億で……」

「ちょっと待て！」

　そこでカツラギが話に割り込んでくる。

「アキラ！　この遺物は俺に売ってくれるはずだぞ!?　約束しただろ!?」

「えっ？　買うのか？　５億だぞ？」

　アキラは意外そうな顔をカツラギに向けた。買うとは即答できず、カツラギが言葉に詰まる。

「言っただろ？　買取価格の折り合いがつかなかったら俺も好きにするって。約束だから先にカツラギの所に持ってきたし、条件が同じならカツラギに売っても良いけど、カツラギに安く売る義理までは流石に無いぞ」

　カツラギが迷う。旧世界製の情報端末が全て本物であれば、５億オーラム支払う価値はあるとカツラギも思っている。

　しかし即金で５億支払えるかどうかは別だ。カツラギ自身も遺物販売店に多額の資金を投資しており、そこまでの余裕は無い。他の商売仲間達を巻き込んで資金を調達しなければならない。その説得が可能かどうか、まず迷う。

　更に迷う。この旧世界製の情報端末が本物である保証は無いのだ。偽物の場合、或あるいは本物でも壊れているなど著しく価値が低かった場合、商売仲間達を巻き込んで負債を背負うことになる。鑑定人は本物である可能性が高いと言っただけだ。賭けに負ける確率はあった。

　決断できないカツラギを見て、ヴィオラが薄く笑う。

「アキラ。６億にするわ」

「おおっ」

「なっ!?」

　アキラが喜び、カツラギが狼狽うろたえる。シェリルとユミナは驚き、ヴィオラは笑みを深くした。

　カツラギが迷いに迷う。相手は値を吊つり上あげた。だから遺物は本物だ。そう思う一方で、ヴィオラの質の悪さが突き刺さる。ゴミを自分に６億オーラムで買わせようとしているのではないか。その恐れがどうしても拭えない。

　ヴィオラが非常に質の悪い人物であることは、周りの者から何度も聞かされた。これもヴィオラの策略なのではないか。生まれた疑心がカツラギの決断を鈍らせていく。

　本物なのか。偽物なのか。相手はそれを知っているのか。カツラギは翻弄されていた。

　尚なお、ヴィオラは遺物の真しん贋がんなど全く気にしていなかった。本物であればそれで良し。上手く使って楽しもうと考えている。そして偽物だった所為で損害を受けても、それは遺物販売店の損害だ。加えてアキラが持ち込んだ遺物の所為だ。アキラへの良い言い訳として使わせてもらおう。そう思っていた。

　結果がどちらでも十分に楽しめる。そう考えて、ヴィオラは質の悪い笑顔を浮かべていた。

　結局カツラギは決め切れず、アキラが持ち込んだ旧世界製の情報端末はヴィオラの手に渡った。６億オーラムを得て喜ぶアキラを、シェリルとユミナが複雑な思いで見る。

　シェリルは再び６億オーラムをあっさり稼いだアキラの成り上がり振りに改めて驚き、そのアキラに追い付く為に遺物販売店を更に繁盛させようと気合いを入れる。

　そしてユミナはそれだけ稼ぐアキラの力に興味を持った。

　恐らくアキラは旧世界製の情報端末を低難度の遺跡で偶然見付けたのではない。高難度の遺跡のどこか、ほとんどのハンターが立ち入れない危険地帯に一人で向かい、そこで遺物収集をして戻ってきた。アキラはそれだけの力を持っている。

　自分にその力があれば、再びカツヤと一緒に戦えるようになる。

　そう思い、アキラを見ていた。
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　ツバキハラビルから持ち帰った遺物を売って６億オーラムを手に入れたアキラは、新たな装備を買いにシズカの店に来ていた。

「それで新しい装備で遺物収集をしてきたんですけど、あのＳＳＢ複合銃、やっぱりデカいです」

「それはまあ、そういう銃だからね」

「威力に不満は無いです。遺跡の大型モンスターをあっさり倒せて、凄く助かりました。でもやっぱりデカいんです。あれを持って狭い建物の中とかを探索するのは、ちょっと難しいかなって」

　シズカが勧めてくれた銃にケチをつける気は無いのだと、アキラはアキラなりに頑張って示していた。シズカはそのアキラの様子を少し面白く思いながら、その気遣いを嬉しくも思って微笑む。

「銃を返品しに押しかけてきたんじゃなくて、新しく買いに来てくれたのなら大歓迎よ。それで、今度の銃はもう少し小さいのが欲しいってことで良いのかしら」

「はい。お願いします」

　そのままアキラはシズカと新たな銃の相談を始めた。そしてしばらく話し合った結果、ＳＳＢ複合銃を更に２挺ちょう購入することになる。ＳＳＢ複合銃の性能自体には満足していることもあり、以前のように大量の銃のリストから選ぶ手間は省いて、拡張部品の変更に留めることになった。

　１挺は普通に使用する為の銃だ。威力に特化した大物殺し用の大型拡張部品を組み込んだ今の銃とは逆に、出来るだけ威力を落とさずに小型化する拡張部品を取り付ける。これで比較的狭い場所でも銃の大きさを気にせずに戦える。

　もう１挺は擲弾など弾丸とは大きさが明確に異なる物を使用する前提での改造を加える。Ａ４ＷＭ自動擲弾銃で使用可能な擲弾では足止めぐらいにしかならない敵がいたので、一段上の威力を求めての選択だ。

　シズカが少し難しい顔をする。

「アキラ。これ、弾薬とかも含めると２億オーラムぐらいになるんだけど……」

「大丈夫です。さっき言った遺物収集で稼いできたので」

　アキラが軽くそう答えると、シズカは少し窘たしなめるような視線でアキラをじっと見た。アキラが慌てて言い訳する。

「……いや、違いますよ？　無理はしてないです。確かに、この新しい装備なら大丈夫だろうって思って、今までより少し危険な場所に行ったのは本当です。でも大丈夫でした。大型モンスターもいましたが、大物殺し用のＳＳＢ複合銃のおかげで楽に倒せました。大丈夫です」

　シズカはアキラをじっと見ている。アキラは押されていた。

「……その、２億オーラム払えるのも持ち帰った遺物が予想以上に高く売れたからで、高い遺物の為に無理をした訳では……」

　言い訳を言うのも難しくなってきたアキラがたじろいでいると、シズカが態度を戻して笑った。

「アキラ。やましいことが無いのなら、そんな態度は取らないの。心配しちゃうでしょう？」

　シズカの笑顔にアキラも安堵の息を吐く。

「あ、はい。分かりました」

「全く、そんな調子じゃ、常連扱いはまだ出来ないわね。まだまだ危なっかしいわ」

「精進します。でもまあ、無理も無茶もしないで済むように、こうやって高い銃を買いに来た訳ですから、良いじゃないですか」

「アキラは強くなって安全に戦える。私の店は儲もうかる。確かに、良いことね」

　冗談っぽく笑ったシズカに、アキラも笑って返した。

　クズスハラ街遺跡の奥部、巨大なウェポンドッグが群れを成す危険地帯に進んで行ったことは上手くごまかせた。アキラはそう思っていた。

　しかしシズカは、アキラが大物殺し用のＳＳＢ複合銃を存分に活用しなければ生き残れないほど危険な場所に行ったことぐらいは見抜いていた。

　それでも、無理も無茶もしたくないのはアキラの本心であるとして、今は無謀を諫いさめるような言葉を言っておくのに留めた。

「それじゃあ、また取り寄せになるから手配しておくわね。届いたら知らせるわ」

「はい。お願いします」

　そしてアキラの為に銃を用意する。望まずとも降りかかる苦難から、それがアキラを守る力になることを願って。





◆






　シェリルの拠点でヴィオラはどこか険しくも見える笑顔を浮かべていた。

　そのヴィオラの前には、アキラから持ち込まれた遺物、旧世界製の情報端末が並んでいる。既にヴィオラはこれらの遺物を信頼の置ける所に詳細な鑑定を頼み、その結果を受け取っていた。

　その鑑定結果は、ある意味でヴィオラの手に余るものだった。

「まさか全部本物で、しかも保存状態まで完璧とはね……」

　ヴィオラもアキラが意図的に偽物を持ち込むような真似をするとは思っていなかった。しかし誰かが偽物の出所をごまかす為に遺跡に仕込んでいた物を、アキラがそうとは知らずに持ち帰ったことは有り得ると思っていた。また本物であっても、見た目には無傷だが壊れている恐れも十分に考えられた。

　だが鑑定の結果はその両方を否定した。

　ヴィオラが頼んだ鑑定先は高額の鑑定料を取るが、下手をすればその鑑定書を添えるだけで遺物の買取価格の桁が増えるほどに評価されている。ヴィオラもこの鑑定結果に疑念は抱けない。

　鑑定先からは鑑定料を免除にした上で、その鑑定結果を基にした価格での買取も打診された。

　旧世界製の精密機械の鑑定に必要な高度な技術の価値に疎い者からは、法外にも思える高額な鑑定料の免除。そしてヴィオラにも妥当に思える買取額。単純に換金するだけならば、自分で売り先を探す労力を考えても、その話を受けた方が良いことは、ヴィオラにも分かっていた。

　だがヴィオラはその話を断り、高額な鑑定料を支払って遺物を引き上げた。実際にヴィオラもかなり迷った。だが、金ではない欲に負けた。

　この旧世界製の情報端末を火種にすれば、どれだけの騒ぎを起こせるだろう。

　そう思ってしまったら、もう駄目だった。ヴィオラは自身の性さがに逆らえなかった。

　テーブルに上に並べられた旧世界製の情報端末を見ながら、ヴィオラは今後の計画を考えて質の悪い笑顔を浮かべていた。

　そこにヴィオラに呼ばれたシェリルがやってくる。

「ヴィオラさん。重要な話があるそうですが……」

「ええ。アキラから買ったこの旧世界製の情報端末なんだけど、これを私達の遺物販売店でどういう風に扱うのか、その辺をちゃんと話しておこうと思ってね」

　質の悪い笑顔を隠しもしないヴィオラを見て、シェリルは少し顔を険しくした。

　確かにヴィオラはアキラに頼まれて遺物販売店の運営に関わっている。その手腕はシェリルも認めている。しかしあくまでも外部の協力者。私達の遺物販売店の、私達の部分に、ヴィオラは含まれていない。シェリルはそう思っている。

　また、恐らくヴィオラが今から話すことは自分に対する何らかの言質と同じで、旧世界製の情報端末の扱いについて自分には想定外だった事態が起こった時に、私はちゃんと説明した、とさらっと告げる為のものだと疑っていた。

　しかし話を聞かないという選択肢はシェリルには無い。ヴィオラの向かい側に座って真面目な態度を取る。

「聞きましょう」

「この旧世界製の情報端末なんだけど、私の方で鑑定を済ませたわ。アキラが持ち込んだ品だけあって、素晴らしい品質だったわ。それを私達の遺物販売店で売る訳だけど、まあ、店を繁盛させる為にちょっとした細工をしておこうと思ってね。まずは……」

　ヴィオラの説明を一通り聞き終えたシェリルは、その内容を妥当なものだと判断した。詐欺紛まがいの内容ではあるが、自分達の店は所詮はスラム街の裏店舗。この程度の騙だまし合いは許容範囲。考えようによっては防犯も兼ねている。最悪でもヴィオラが客を言い包くるめる。問題無い。そう考えた。

　勿論、シェリルも懸念は覚えた。しかし多額の利益を見込める以上、その利益を帳消しにするほどの問題点を指摘できなければ、シェリルもヴィオラの遣やり方を認めざるを得ない。

　遺物販売店を繁盛させてアキラに認めてもらわなければならない。その為の利益を、ヴィオラが胡う散さん臭くさいから、きっと何かをやらかすから、などという曖昧な理由で捨てる訳にはいかなかった。

「……分かりました。では、それでお願いします。アキラの為にも頑張ってください」

「勿論よ。頑張るわ」

　シェリルがもう一度注意深くヴィオラを見る。しかしどれだけ探っても質の悪い人物だということが分かるだけで、その笑顔の下の意図は全く分からなかった。
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　アキラが荒野を東側へ向けてバイクで疾走する。モンスターは東に行くほど強くなる。既にクガマヤマ都市基準の並のハンターでは太刀打ちできない強さのモンスターがはびこる危険地帯に入っている。

　アキラはその強力なモンスターと、もう何度も遭遇していた。もっとも大物殺し用に改造したＳＳＢ複合銃であれば対処は可能だ。大型肉食獣を捕食する巨大な甲殻虫に追われながら、その装甲を貫く威力の銃弾で撃破する。殻に大穴が開き、体液が大地に飛び散った。

　アキラがバイクを停めて息を吐く。

「よし。片付いた。これで中を調べられるな」

　アキラを追っていた甲殻虫は旧世界製の建物を巣にしていた。

　名前付きの遺跡ではなくとも、旧世界の建造物は荒野に幾らでも存在している。そこに遺物が残っていることも多い。

　もっとも建物の規模も小さく各地に点在している程度なので、基本的に遺物収集の対象にはならない。そのような場所を回っても稼げないからだ。ハンターが立ち寄らないのでモンスターも増えていき、そこで遺物収集をする価値はますます下がっていく。

　それでも稀に高額な遺物が残っていることもある。立ち寄る者が少なければ、発見される確率も下がるからだ。そこに期待して、駄目で元々と宝くじを買う感覚で遺物収集に行くハンターもそこそこ存在していた。アキラも似たような期待を持って、この辺りで遺物収集をしていた。

　甲殻虫が巣にしていた建物内では、その狭さから大型の銃であるＳＳＢ複合銃は使い難い。だがＡＡＨ突撃銃などで対処できる相手ではない。そこで外から銃撃して中のモンスターを誘おびき出だし、時間を掛けて倒し終えたところだった。

　それをアキラは訓練としてアルファのサポート無しで行った。バイクの運転も、走行中のバイクからの銃撃も、全て自力でだ。その所為で手間は掛かってしまったものの、そこらのハンターでは倒すどころか逃げるのすら難しい強力なモンスターを相手に、アキラは自力で勝利した。

　積み重ねた訓練と実戦は、アキラを着実に成長させていた。

　建物の主であった甲殻虫が駆逐され、再び空となった廃墟の中を、アキラがバイクから降りて探索する。身に着けている銃はＡＡＨ突撃銃とＡ２Ｄ突撃銃のみだ。ＳＳＢ複合銃は大き過ぎて邪魔になるのでバイクに置いてきた。

　がらんどうの部屋にテーブルの破片が転がっている。断面には甲殻虫にかじられた跡があった。アキラがそれを見て唸る。

「アルファ。これ、多分ここに残ってた遺物も食われてるよな？」

　アルファは笑って同意を示した。

『そのようね。消化の悪い物があることを期待しましょうか。まあ、倒したモンスターの体内に残っているかもしれないわ。探してみる？』

　アキラが少し嫌そうな顔をする。

「……いや、そこまでしなくても良いだろう。今日は遺物が目的じゃないんだからさ」

　クガマヤマ都市東側遠方の荒野まで遺物収集に来たアキラ達だったが、目的は遺物ではなく、遺物収集作業そのものだった。ツバキハラビルで手に入れた遺物の出所をごまかす為のものだ。

　旧世界製の情報端末などそう簡単には見付からない。それを買取に出せば、その入手元を知りたがる者が必ず出る。その者達に、この辺りにあったのだと思わせる為に、アキラはわざわざ遠出していた。

　主にクガマヤマ都市周辺で活動するハンター達の実力では近寄れない危険地帯で、遺跡として名前がつくような場所でもないが、だからこそ旧世界製の情報端末が眠っていてもそこまで不思議の無い所。ついでにアキラの訓練にもなる都合の良い場所。ツバキハラビルに向かった日から１ヶ月ほど、アキラはそのような地域でこの遺物収集を続けていた。

　建物内を隅々まで探したが、遺物収集としての成果は無かった。空のリュックサックを、まるで遺物を詰め込んだように限界まで膨らませて建物から出る。

「アルファ。今日はどこにする？」

『そうね。今日はミナカド遺跡にしましょうか』

「あそこ、もうろくな遺物が無い上にモンスターだらけじゃなかったっけ？」

『だからよ。そういうハンターが立ち寄らない遺跡だから、遺物の再配置が再開しても気付かれない。それをアキラが偶然見付けた、ということにしておきましょう』

「なるほど」

　アキラは勢い良くバイクを走らせた。

　東の荒野で遺物収集を済ませた後は、直接都市には戻らずに、遺跡に寄ることにしていた。そこでしばらく遺物収集をした後、牽けん引いん式の荷台を組み立ててバイクに取り付けて、旧世界製の空箱を載せて都市へ帰っていた。

　ここ数日、アキラはそれなりの人数のハンターに跡をつけられていた。そのハンター達の目的は、当然ながら旧世界製の情報端末の出所だ。

　カツラギの商売仲間達はその出所をシェリルだと思っているが、それを全員完全に信じた訳ではない。また外部の者には、アキラというハンターが持ち込んだ、ぐらいのことしか分からない。

　アキラを追えば自分も旧世界製の情報端末を手に入れられるかもしれない。商売人から情報を流されたハンターも、独自に情報を摑んだ者も、そう考えてアキラの跡をつけようとしていた。

　相手が格下であれば力尽くで聞き出すことも出来る。だがアキラ相手にそれは無理だ。そこで跡をつけて遺物の場所までついていこうとする。しかし東の荒野まではついていけない。モンスターが強過ぎて断念するしかない。

　よって実力不足のハンター達は、アキラが帰りに立ち寄る遺跡の方に期待する。実は本命は東の荒野ではなく別の近場の遺跡。或いは、この遺跡で見付けたことにする為に、旧世界製の情報端末を少しだけ隠していたりしないか。そういろいろ考えて、東の荒野に比べれば安全な場所を探索していた。

　東の荒野。各地の遺跡。そして企業の令嬢を装うシェリル。これだけごまかせば、遺物の本当の出所が、クズスハラ街遺跡奥部のツバキハラビルとは誰も思わないだろう。アキラはそう思いながら遺物収集の日々を続けていた。
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　シェリル達の遺物販売店は拠点の一部を改装、拡張して造られており、扱う遺物の価格帯が異なる３フロアに分かれている。

　スラム街の他の裏店舗でも普通に扱っている安い遺物を揃そろえた低価格帯のフロア。カツラギ達やシジマ達が仕入れた遺物の中でも比較的高い品を扱う中価格帯のフロア。そしてヴィオラが自身の伝で手配した高価な遺物や、アキラから持ち込まれた遺物などを扱う高価格帯のフロアだ。

　高価格帯のフロアの内装は、防壁近くの高級店にも負けないぐらいに整えられている。また、特に高価な遺物を扱うこともあって入店に制限が掛かっている。一度に入れる客数には上限があり、金の無さそうな者はそもそも入れない。部屋全体が簡易な金庫に近い構造になっている点も含めて、いろいろな意味で高級店を模したフロアになっていた。

　そのスラム街の高級店に護衛をつけて朝から並んでいた者達がいた。身に纏う上質な衣類、そして護衛の武装から、都市の下位区画では富裕層に位置する者達であることが分かる。つまり本来はスラム街などに用は無い者達だ。

　そのような者達がわざわざ護衛までつけて訪れたのには、当然それだけの理由がある。開店後、高価格帯のフロアに案内された３組の客達は、フロアの中央に陳列されている目的の品を見て、一様に少し驚いた様子を見せていた。

「まさか本当にあるとは……。しかもこれだけの量が……。信じられん」

　スラム街の裏店舗に旧世界製の情報端末が入荷された。彼らはその情報を得て半信半疑でやって来た者達だった。実物を見ても、まだ信じられないという表情を浮かべている。

　旧世界製の情報端末の入荷初日ということもあり、今日はシェリルとヴィオラが接客に出ていた。シェリルが丁寧に頭を下げる。

「御来店ありがとう御座います。当フロアを担当するシェリルと申します。何か御座いましたら、お気軽にお申し付け下さい」

　客の一人がシェリルの服装に注目する。旧世界製の服を素材にして新たに接客用に仕立てられた服は、高価な服を見慣れている者達にも不信感を与えなかった。

　しかしそれが遺物の質を保証する訳ではない。透明なケースの中に並べられている５センチほどの立方体を見ながら、厳しい視線をシェリルに向ける。

「これが例の、旧世界製の情報端末だな？　不ぶ躾しつけな質問で悪いが、本当に本物なのか？」

　シェリルが慌てずに答える。

「当店では保証致しかねます」

「それは、偽物ということか？」

「真贋の判断はお客様にお願いしております。その判断の参考になる情報はそちらから閲覧できますので、宜しければお使いください」

　シェリルはそう言ってケースの電子棚札を手で示した。客の男が自分の情報端末でそこから情報を読み取る。そしてまた驚きの声を上げた。

「黒こく銀ぎん屋やの鑑定書か……。確かにこの内容なら問題無さそうだ。しかし……」

　黒銀屋は東部の各都市に広く展開している遺物買取業者の大手であり、その鑑定能力は高く評価されている。客の男もその黒銀屋の鑑定であれば間違いないだろうと思い、遺物の真贋に関しては、まず本物だとほぼ確証を得た。

　しかしその上で悩ましい表情を浮かべる。

「……５０００万オーラムか。高いな」

　ケースの電子棚札には５０００万オーラムの値が記されていた。相場より大分高い金額だ。

　しかし話にならないという額ではない。そもそも相場通りの価格で買えるのであれば、彼らはここには来ていない。

　旧世界製の情報端末は、旧領域への接続装置でもある。旧世界時代の貴重極まる情報を手に入れる手段の一つであり、当然ながら非常に貴重な遺物だ。

　また技術的にも非常に高い価値がある。旧領域に対応した検索技術が無く、ただの通信域としての活用しか出来ないとしても、現代の通信網より遥はるかに高品質な通信を可能にする通信機器には違いない。その恩恵は多岐に亘わたる。

　当然ながらそのような貴重な遺物を求める企業は多く争奪戦が起こる。そして大抵の場合は大企業が大企業の力を行使して勝利する。一般的な買取所に予約まで入れている例も多々あり、そこまでの力が無い企業の手には、いつまで待っても回ってこない。

　よってその他の中小企業が旧世界製の情報端末を手に入れる場合は、ハンターオフィスの提携店ではない買取所など、大企業の手が余り及んでいない所から買うしかない。当然ながら相場の価格では買えない。それは彼らも分かっていた。

　５０００万オーラム。通常の手段では買えない貴重な遺物が手に入ると考えれば、割増価格であっても出せない金額ではなかった。

　だがこの場の男の一存で出せる金額でもない。シェリルに確認を取る。

「……すまないが、この場で上に連絡して相談しても構わないかな」

「勿論です」

　情報端末で上司と相談を始めた男の横で、別の客が怪訝な顔を浮かべた。

「ちょっと良いか？　こっちは価格が５００万オーラムで未鑑定となっているが、どういうことだ？」

「未鑑定の品ですので、こちらは偽物や不具合品の恐れがあります。ですので、その分値段を下げております」

「なぜ鑑定しない？」

「黒銀屋の鑑定料は高額ですので、全ての品を鑑定に出すのは費用的に難しいのです」

「鑑定に出した品と出さなかった品の違いは？」

「私共の方でも一応鑑定をした上で、高確率で本物であり状態も良い物を、お客様への品質保証を兼ねまして改めて黒銀屋に鑑定を依頼致しました」

　そう丁寧に笑顔で説明したシェリルに、尋ねた客が意地の悪い表情を向けた。

「なるほど。外部に鑑定を出すまでは、たとえそれが偽物でも粗悪品でも、その可能性は未知数ということか。商売上手だな」

　シェリルがごまかすように笑う。

「まあそう仰おっしゃらずに。本物かもしれませんよ？　賭けてみるのも宜しいかと。賭け事がお嫌いであれば、鑑定済みの品も御座います。お好きな方をお選びください」

　そこで上司と連絡を取っていた客の男が、その購入の相談を終えた。透明な展示ケースに収められている旧世界製の情報端末を指差す。

「私は賭け事は嫌いなのでね。鑑定済みの品を頂こう。これとこれとこれを頼む」

　シェリルが丁寧に頭を下げる。

「ありがとう御座います。そちらの方のケースで宜しいですか？」

「ああ」

　男の護衛の一人が、持ってきた頑丈そうな保管ケースを床に置いて開いた。シェリルが陳列ケースから旧世界製の情報端末を３個取り出して保管ケースの中に置く。客の男が情報端末を操作して入金を済ませる。入金を確認したシェリルが後ろに下がり、男の護衛が保管ケースを閉める。これで取引は成立した。

「それでは、これで失礼する」

「お買い上げ、誠にありがとう御座いました」

　シェリルはもう一度丁寧に頭を下げた。




　客の一組が帰り、次の一組が入ってくる。買われて減った分はヴィオラが取りに行って補充した。シェリルは新しい客にも似たような受け答えをする。その後も客が入れ替わり、買ったり買わなかったりがあったが、売れるのは鑑定済みの品だけだった。

　フロアの客が何度か入れ替わったが、未鑑定の品にケチをつけた客はまだ残っている。シェリルがその客に申し訳無さそうな表情で告げる。

「お客様。申し訳御座いませんが、今回は購入に至らないようでしたら、そろそろ他のお客様に順番をお譲り頂きたいのですが」

　そう退店を催促されても、客の男は返事をせずに険しい表情で唸っていた。力尽くでの退店を考慮に入れ始めたシェリルも、少し表情を険しくし始める。

　そして男が、見た目には鑑定済みの品と変わらないように見える未鑑定の品を指差した。

「一つ聞きたいんだが、こっちの品が未鑑定なのは高額な鑑定料の所為なんだな？」

「はい。そうです」

「では、これらの未鑑定の品を、こちらで鑑定しても構わないか？」

　そう言われたシェリルは視線でヴィオラに応対の交代を頼んだ。ヴィオラが笑顔で客に答える。

「この場で鑑定をしたいって意味なら、この状態でお願いするわ。展示ケースに触っちゃ駄目よ？　壊されたら困るし、盗難も心配だからね」

　その状態では十分な鑑定など出来ない。事実上の拒否だ。

「買った後の話なら、もうあなたの物なんだから好きにして良いわよ。気の済むまで幾らでも調べてちょうだい」

　その当然の話を挟んでから、ヴィオラは怪しく笑った。

「買う前の話なら、条件次第よ。一つ。鑑定済みの品と鑑定の質を合わせる為に、黒銀屋に鑑定を頼むこと。二つ。鑑定料はあなたが負担。この条件を吞むのなら、構わないわ」

　それを聞いた男はわずかな困惑を顔に出した。

　初めから偽物を売り付ける気なら、鑑定料が相手持ちでも鑑定など許す訳が無い。それならば本当に資金面の問題で鑑定が出来ないだけかもしれない。そう考えてしまう。旧世界製の情報端末という貴重な遺物を手に入れたい気持ちが、その都合の良い解釈を後押しした。

　そして鑑定した結果、偽物や粗悪品であれば買わなければ良いだけだ、という考えを促されてしまう。

「分かった。それで良い」

　男が未鑑定の品を５個選ぶ。運搬役として呼ばれたデイルが、頑丈な保管ケースを持って現れる。シェリルがケースに品を入れて、デイルに渡す。

「それでは、お願いします」

「わ、分かりました」

　デイルの緊張した様子を見て、客の男が更に都合良く解釈する。

　偽物を運ぶだけであればここまで緊張はしないはずだ。それならば、本物も交ざっているのではないか。シェリルも賭け事と言っていた。偽物と本物を交ぜて売り、運が良ければ本物が安く買えるギャンブルをさせるつもりであれば、客の射幸心を煽あおる為にも初めは当たりを多く交ぜているのではないか。そう期待してしまった。

　しかしデイルが緊張している理由は、男の予想とは少し別のところにあった。

　スラム街の大抗争の後も継続してシェリルに雇われていたデイルは、今もシェリルのことを、どこかの大企業の令嬢だと誤解している。この遺物販売店で旧世界製の情報端末という非常に貴重な遺物を扱っていると知ってからは、やはりそれだけの品を扱える存在なのだろうと思い、更に誤解を深めていた。

　そのような人物と何とかここまで縁を繫ぐことが出来たのだ。ここで失敗して評価を下げる訳にはいかない。絶対にだ。デイルの緊張は、主にそちらの理由が強かった。

　その客と一緒に店を出たデイルは、事前の指示通りに黒銀屋の店舗に向かい、事前の指示通りに鑑定を依頼した。

　店に残ったシェリルとヴィオラは、そのまま接客を続けた。




　次の日、鑑定料を負担して未鑑定品の鑑定を頼んだ客の男は、ヴィオラから鑑定完了の連絡を受けると早速黒銀屋に向かった。

　通された部屋では黒銀屋の鑑定人とヴィオラが待っていた。テーブルには鑑定済みの品が並んでいる。

　そして男が席に着いたところで、鑑定人がヴィオラとその連れに対して鑑定の結果を報告する。黒銀屋は鑑定に出された５個の内、３個を偽物、２個を本物と判断した。

　予想以上の結果に男が思わず笑顔を浮かべる。

「２個も本物だったのか……！　しかし、随分早く終わったんだな。旧世界製の情報端末の鑑定には時間が掛かると思っていたんだが……」

　そう不思議に思った男に、鑑定人が丁寧に告げる。

「申し訳御座いませんが、鑑定時間に御不満がありましても対応致しかねます。鑑定に要した時間が１分であれ１年であれ、規定の鑑定料に準じた鑑定を行っております」

「あ、いや、もっと時間を掛けてちゃんと調べろと文句を言った訳じゃない。早く終わるのであればこちらも助かる」

「ありがとう御座います。それで、どうでしょう。このまま当社にお売り頂けるのでしたら、７５００万オーラムで買い取らせて頂きますが」

　そこでヴィオラが口を挟む。

「いえ、持ち帰るわ」

「……、左様ですか」

　鑑定人は余計なことは言わずに大人しく引き下がった。そしてヴィオラが客の男に笑顔を向ける。

「それで、鑑定は終わった訳だけど、どうする？　買う？」

「勿論だ」

「そう。それなら１億オーラムよ」

「…………はっ？」

　その男の反応に、ヴィオラが質の悪い笑顔を強くする。

「まさか１０００万で買えるとでも思ってたの？　冗談言わないで。一つ５００万は未鑑定の状態での価格よ。鑑定が済めば価格も変わるわ。本物は一つ５０００万。それが二つで１億よ。まあ偽物の方も、精巧なモックってことで１万オーラムぐらいは取っても良いかもしれないけど、そこはサービスしてあげるわ」

「……鑑定料を出したのはこっちだぞ？」

「ええ。とても助かったわ。でも私達の商品で、あなたの物じゃないの。まだ買っていないのだからね。当然でしょう？」

　男が思わずヴィオラを睨にらみ付つける。だがヴィオラは平然と笑っていた。

「当たりだけを賢く買えると思っていたんでしょうけど、ギャンブルってのは、そういう浅知恵じゃ勝てないのよ。普通に買えば勝ててたのに、残念だったわね？」

　客の射幸心を煽る為に初めの内は当たりを多く入れている。その折角の読みを、自身の浅知恵で台無しにした。そう言われたのも同然の言葉に、男が歯を食い縛る。

「それで、買う？」

　煽るようなヴィオラの言葉に、男は叫び出すのを必死に我慢していた。




　拠点の自室で休憩中のシェリルが、情報端末越しにヴィオラの報告を聞いている。そしてその内容に少し意外そうな表情を浮かべた。

「買ったんですか？」

「ええ。これで買わずに帰ったら、高い鑑定料が本当に無駄になってしまうって思ったんでしょうね。まあそれでも、一つ買うのが限界だったようだけど」

　未鑑定の品の中にも本物が混ざっている。高い鑑定料も、買った品も、それを確認する為に必要な経費だった。そして経緯はどうであれ旧世界製の情報端末は手に入った。大きな損はしていない。そういう言い訳を考えて辻つじ褄つまを合わせたのだろうと、ヴィオラは楽しげに語っていた。

　シェリルが小さな溜め息を吐く。

「程々にしてくださいよ？　あくどい手段で大きく稼いでも、その報復に実力行使に出るほどの恨みを買ってしまったら本末転倒です」

　一応そのあくどい手段に加担している側であるシェリルは、事前にその手口をヴィオラから説明されたこともあって、ヴィオラが遣やり過ぎることを心配していた。

　客に選ばせ、デイルに運ばせた未鑑定の品は、全て偽物だ。それにもかかわらず黒銀屋は、ヴィオラと客に対して２個は本物であるとの鑑定結果を出した。ここにヴィオラの細工がある。

　５個の偽物をそうとは知らずに運んだデイルは、指示通りにそれらを個別にヴィオラの代理人として鑑定に出していた。だがその裏では、ヴィオラが２個の本物を個別に鑑定に出していた。

　その後、黒銀屋から鑑定完了の連絡を受けたヴィオラは、２個の本物と３個の偽物、計５個の品の鑑定結果を個別に指定して同時に受け取ることで、客に自分が選んだ５個の中に２個も本物があったと誤認させていた。

　一応、未鑑定の品として実際に売っている物の中にも本物は混ざっている。しかし鑑定済みの品を買うよりも、未鑑定の品を全て買った方が得になるようにはならないように調整している。未鑑定の品を全て買った方が期待値が上では、賭け事にはならないからだ。

　商売としての賭け事は、必ず胴元が勝つようになっている。それはここでも同じだった。

　だがそこに、今なら４割の確率で本物が手に入ると誤解した者がいて、その根拠も黒銀屋の鑑定となると、期待する者は更に増える。４割は無理でも、今なら２割は期待できる。最悪、１割を切らなければ、期待値としては普通に買うより高い。そう考える者が出る。客の射幸心を高めるのには十分だ。

　ここまでの内容でも旧世界製の情報端末を普通に売るより儲けている。だがヴィオラは更に鑑定料の方にも細工を入れていた。

　黒銀屋の鑑定料は基本的に高い。旧世界製の情報端末という貴重な遺物の鑑定ともなれば更に高くなる。

　だがそれでも鑑定の質を度外視すれば鑑定料は下げられる。もっともその場合は基本的に、軽く調べただけなのでよく分かりませんでした、という何の役にも立たない鑑定結果が返ってくるだけだ。それでは鑑定に出す意味が無く、無駄に金を払っただけとなる。

　しかしそれでも黒銀屋から比較的安価な鑑定料で高精度の鑑定結果を得られる場合がある。

　まずは簡単な調査で偽物と分かる粗雑な品の場合だ。現代製の情報端末で喩たとえるのであれば、外側は本物と同等だが中身が空っぽな見た目だけの偽物という程度の物であれば、安価で簡易な鑑定であっても、確実に偽物、という信頼性の高い鑑定結果が手に入る。

　そして次は、鑑定に出した品が既に一度しっかり鑑定済みだった物の場合だ。より厳格な鑑定を求めての再鑑定ではなく、以前の鑑定データを流用した簡易な再鑑定であれば鑑定料は大幅に抑えられる。

　ヴィオラはこれを悪用した。鑑定料を負担する客からは未鑑定の品をしっかり調べる高額な代金を受け取り、黒銀屋には粗雑な偽物と鑑定済みの本物を鑑定する安い金額を支払って、その差額を懐に入れていたのだ。

　そして黒銀屋は余計なことは言わない。遺物の鑑定結果を原因にする揉め事に関わらない為だ。規定の鑑定料に準じた鑑定結果を渡し、場合によっては買取を打診する。それ以外のことはしない。その黒銀屋の経営方針を、ヴィオラは正しく知っていた。

　シェリルはヴィオラがそうやってあくどく儲けていると知っているからこそ、それをやり過ぎたことによる面倒事への懸念から、やり過ぎるなと一応釘を刺していた。

　ヴィオラもそれを分かった上で笑って答える。

「大丈夫よ。私もその辺の加減は心得てるわ。失敗したのは、アキラに撃たれた時ぐらいよ」

　それはそれでどうなのか。シェリルはそう思いつつも、その時の出来事からヴィオラの協力を得られるようになったということもあって、余計な口出しは避けた。

　ヴィオラが更に続ける。

「それに私もアキラに６億も支払ったからね。多少あくどい真似をしてでも、それ以上に稼がないといけないのよ。またアキラが遺物を持ち込んできた時に、同じぐらいの金額を出せるようにはしておきたいわ。それだけ資金に余裕があるほど、私はちゃんと遺物販売店を盛況させてますって、証明する為にもね」

　そう言われるとシェリルも強くは出られない。

　そもそもアキラに６億オーラムを支払えたのもヴィオラの資金のおかげであり、シェリルの力量ではない。加えてその６億オーラムは遺物の代金だ。アキラがシェリル達の後ろ盾をしている見返りではない。

　自分の力でアキラに見返りを渡せるようになるまで、シェリルは止まる訳にはいかなかった。

「そうですか。ではアキラの為にも遺物販売店を頑張って繁盛させましょう」

「ええ。頑張りましょう。それじゃあね」

　それでヴィオラとの通信は切れた。シェリルが小さく溜め息を吐く。

「本当に頑張らないと……。やることが山積みね」

　既にシェリルは弱小徒党のボスではない。アキラという後ろ盾の下に、桁違いの稼ぎを出す遺物販売店を経営する強力な徒党のボスだ。入党希望者も殺到している。遺物販売店を経営しながら、その調整もしなければならない。その仕事量は桁違いに増えていた。

　だがアキラの為にもこの程度でへこたれる訳にはいかない。シェリルはそう決意を新たにして、休憩を終えて笑顔で仕事に戻っていった。





◆






　シェリル達に遺物を売ってから、アキラは工作目的の遺物収集の日々を続けていた。その間にシズカから買った新しい銃も届き、工作目的ではない遺物収集を再開する準備も整った。

　そろそろまた遺物を売っても良い頃だろう。アキラはそう思い、再びシェリル達に遺物を売りに行くことにした。

　弾薬類を詰めていると見せ掛けているリュックサックに遺物を詰めて家を出る。昨日までと同じようにまずは東の荒野に行き、帰りにヒガラカ住宅街遺跡に立ち寄り、いつものように牽引式の荷台を組み立てる。

　そして今日は空箱ではなく、家から持ってきた遺物を箱に詰めて荷台に載せると、シェリルに連絡してから都市に戻った。

　アキラがシェリルの倉庫に入ると、見知った顔がアキラを迎える。その中に予想外の人物が二人いた。一人はユミナ。警備の依頼も流石にもう終わっているだろうと思っていたのだが、まだ倉庫にいた。

　そしてもう一人が、アキラに向けて楽しげに笑う。

「ようアキラ。久しぶりだな」

　そこにいたのはクガマヤマ都市の制服を着たキバヤシだった。
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　遺物販売店で旧世界製の情報端末を売り始めたシェリル達だが、流石に１個５０００万オーラムの価格設定では、幾ら非常に高い需要がある貴重な遺物であろうとも、即座に完売ということはない。だがそれでも求める客は多く、在庫は尽き欠けていた。

　看板代わりの目玉商品が完全に無くなると店全体の勢いも落ちる。旧世界製の情報端末という滅多に見掛けない品を見る為に半分冷やかし目的で高価格帯のフロアに入り、他の遺物を買ったり未鑑定の品に手を出したりする客も減る。

　そこで在庫不足を口実にして鑑定済みの品の価格を上げて対処する。現在の値段は１個８０００万オーラム。もうシェリル達も売れるとは思っていない価格設定だ。

　それでも未鑑定の品を買った場合の期待値を相対的に上げる効果と、在庫が完全に無くなるのを防ぐ意味はある。永遠に再入荷待ちよりは集客が見込めるだろう。その程度の考えで値をつけていた。

　次はどうするか。ヴィオラはシェリルとその相談をしながら、内心では別のことも考えていた。

（……１週間経たったけど食い付いてこないわね。これは駄目かしら。私から接触するより、向こうから接触してほしいんだけど……）

　今回の工作は成果無しで終わった。ヴィオラはそう残念に思いながらも、わずかな落胆で済ませた。

　数々の工作を全て成功させて、様々な事態を裏で操っていると思われているヴィオラだが、成功したものは仕掛けた内の中のほんの一部にすぎない。無駄に終わった工作など幾らでもある。失敗したものは表に出てこないだけだ。

　もっともそれは、ヴィオラがそれだけ大量の工作を常に仕掛けているということでもある。そこにもヴィオラの質の悪さが滲んでいた。

　そのままヴィオラがシェリルと今後の計画を話し合っていると、都市の職員が現れたという報告が入ってきた。

　食い付いた。そう思い、ヴィオラが思わず笑みを深くする。

　しかしその報告はヴィオラが期待したものではなかった。そのキバヤシという職員は自分達にではなくアキラに用があっただけだった。

　ヴィオラが小さく溜め息を吐く。そしてそろそろアキラが来る時間ということもあり、シェリルと一緒に倉庫に向かった。




　ヴィオラと一緒に倉庫に向かったシェリルは、キバヤシと一緒にユミナがいるのを見付けて少し驚いた。

　既にユミナとの契約は切れている。契約中はシェリルの護衛や高価格帯のフロアの警備などをしていたユミナだが、元々以前の依頼失敗の補填という名目でミズハによって捩ねじ込まれただけであり、そろそろ十分だろうというドランカムの判断によって引き揚げられていた。

　一応ドランカムも正規の料金での警備依頼の継続をシェリルに打診していた。だがアキラとユミナの接点を減らしたいシェリルはそれを断った。

　そのユミナが再び現れたことにシェリルは少し驚いたものの、都市の職員に挨拶をしない訳にもいかない。愛想良く対応する。そしてキバヤシから自分の用事でユミナを連れているだけだと聞かされて、ドランカムが都市から何らかの仕事を引き受けたのだろうと判断した。

　その話を聞いていたシェリルが、キバヤシから妙に興味深そうな視線を向けられていることに気付く。

「……あの、何でしょうか？」

「ん？　ああ、何でもない。いや、アキラの恋人がこんな可か愛わいい子だったとはなって、ちょっと思っただけなんだ。アキラの恋人なんだよな？」

「はい。恋人です」

　現状では、そういうことになっている、という扱いでしかない。しかしシェリルはアキラからそういう振りをしても良い許可を得ていることもあり、その既成事実化を推し進める為にも、笑顔を輝かせて答えた。

　キバヤシも機嫌良く笑う。

「そうか。そりゃアキラもこんな可愛い恋人の為なら頑張る訳だな。良いことだ」

「あ、ありがとう御座います」

　そう答えたシェリルの表情は、照れなどではない理由で、わずかにぎこちないものになっていた。

　相手は自分がアキラと仲が良いことを本心で望んでいる。シェリルはそれを分かった上で、なぜかそれを喜べない自分に気付いて困惑していた。軽い動揺まで感じていた。

「これからもアキラが張り切って戦えるように元気付けてやってくれ」

「は、はい」

　シェリルの表情の理由は、無意識下での気付きによるものだ。

　アキラがシェリルと付き合っていないことぐらい、キバヤシは見抜いている。それでもキバヤシは、シェリルがこれからもアキラと良い関係であることを本心で望んでいる。アキラがスラム街で起こした騒ぎの原因に、シェリルが強く関わっていることを知っているからだ。

　面倒事を嫌うアキラがその面倒事を許容してでも動く相手として、アキラの無理無茶無謀を後押しする要素として、キバヤシはシェリルのことを高く評価していた。

　そしてシェリルは、キバヤシがそのような厄介な人物であることに何となく気付いた。自覚して言語化し、誰かに説明できるほど明確に察した訳ではない。それでも漠然とした不安を覚える。

　自分が目の前の人物と親しい仲であるとアキラに認識された途端、自分と下手に関わって面倒事に巻き込まれるのは御免だと思われて、アキラからキバヤシごと距離を取られてしまうのではないか。ふと浮かんだその不安を、シェリルは否定できなかった。

「どうかしたのか？」

「いえ、何でもありません」

「そうか。ああそうだ。連絡先ぐらい交換しておこう。アキラのことで何かあったらいつでも連絡してくれ」

「は、はい。ありがとう御座います」

　これでシェリルはクガマヤマ都市の役職持ちと伝を得た。都市の役職持ちを相手に、嫌だとは言えなかった。

　その後、アキラが遺物を売りにやってくる。しかし歓談する暇も無く、アキラはキバヤシに連れられてユミナと一緒に席を外してしまった。シェリルはそれを残念に思いながらも、アキラの遺物を確認しようと、受け取った箱を空けた。そして驚く。

「……ヴィオラさん。旧世界製の情報端末って、こんなに見付かる物なんですか？」

　ヴィオラも同じように驚いている。

「……そんな簡単に見付かる物が、１個５０００万オーラムで売れる訳無いでしょう」

「……ですよね」

　アキラから受け取った箱の中には、他の遺物に交じって旧世界製の情報端末が数多く入っていた。





◆






　持ち込んだ遺物の扱いをシェリルに頼んだアキラは、キバヤシと一緒に拠点の応接間に来ていた。ユミナも一緒だ。

　アキラの向かいにユミナと一緒に座ったキバヤシが上機嫌に話し始める。

「アキラ。この前の騒ぎ、また派手にやったじゃないか。言ってくれれば良かったのに」

「キバヤシに言ってどうなるんだよ」

「俺が喜ぶ。俺はこれでも都市では結構な役職に就いてるんだ。機嫌を取っておくと、いろいろとお得だぞ？」

　アキラはあからさまに嫌そうな表情を浮かべた。

　そのアキラの態度にユミナが慌て出す。ユミナもドランカム事務派閥のハンターだ。都市の力はよく分かっている。その都市の役職付きの職員ともなれば、基本的にはドランカムの幹部であるミズハが遜へりくだる必要のある相手だ。

　ユミナの感覚では、そのような相手にアキラのような態度は厳禁だ。同じ態度をカツヤが取ろうとしていれば、殴ってでも止めなければならないぐらいだった。はらはらしながらキバヤシの様子を窺うかがう。

　だがキバヤシは全く機嫌を損ねていなかった。

「お前は相変わらずだな。まあそんなやつだからこそ、俺を楽しませてくれるんだろうけどな」

　そのキバヤシの反応に驚くユミナの横で、アキラがまた溜め息を吐く。

「……それで、急に何の用だ？　その前に、何の用でも事前に連絡ぐらい入れてくれ」

「良いじゃないか。俺とお前の仲だろう？」

「それなら尚なお更さら連絡を入れてくれ」

「酷ひでえな。いつも良い話を持ってきてやってるってのに」

「どこがだ」

「どこがだって、いつもだよ。俺がお前に話を持ってくる時点では、いつもお前の為になる内容のはずだぞ？　とても稼げる仕事の話だったり、都市の都合で断れない厄介事の場合は、しっかり準備できるように事前に伝えてやったりとな。その後に事態をド派手にして俺を爆笑させてるのはお前の方だろう。違うか？」

　違う、とは言い切れず、アキラは顔を少ししかめた。そして小さく溜め息を吐く。そのアキラを見て、キバヤシは楽しそうに笑っていた。

「……それで、何の用だ？」

「ああ、今日はクガマヤマ都市の職員として、お前に依頼を持ってきた。悪いが、事実上強制だと思ってくれ」

「またかよ……」

　アキラは再びあからさまに嫌そうな顔をした。キバヤシが楽しげに苦笑する。

「そんな顔するなって。事実上強制なのは確かだが、普通のハンターなら諸もろ手てを挙げて大喜び、断るなんて有り得ない依頼だ。何しろ、ハンターランク調整依頼なんだからな」

　その依頼の意味を知らないアキラが訝いぶかしむ前で、ユミナが驚きを露わにする。その反応に戸惑うアキラを見て、キバヤシは説明の補足を入れ始めた。




　ハンターランクはそのハンターの実力を評価するものだ。もっとも一口に評価といっても、戦闘能力や遺物収集能力など、有能なハンターとみなす基準は多岐に亘る。一概には決められない。

　それでも同じハンターランクの者ならば総合的には同程度の実力になるように、ハンターオフィス側も一応気を配っている。

　これによりハンターを雇う側は相手の能力を把握しやすくなり、実力に応じた報酬の計算なども容易になる。また、ハンター側も自身の能力を比較的簡単に相手に示せるので、過大評価も過小評価もされずに適した扱いを受けることが出来るようになる。

　ハンターオフィスはその評価基準であるハンターランクの決定者として、ハンター達に強い影響力を与えている。ハンターランクは、扱いを誤れば強力に武装した無秩序の集団に変貌しかねないハンターという存在を、効率良く管理する助けとなっていた。

　しかしそれもハンターランクによる評価が正しく機能していればの話だ。

　対象のハンターランクから推察する実力と実際の実力に、多少の齟そ齬ごがある程度ならば問題無い。ハンター稼業を続ける中で修正、調整されていく。

　だがその齟齬が、ハンターランクという評価システムを歪めかねないほどに大きければ話は別だ。

　その歪みを放置すれば、真面に機能しないシステムへの不信は、ハンターランクの数字の意味を喪失させる。その数字にハンターとしての名誉を求めて、ハンターランクを１いち上げる為に死力を尽くす者達への侮辱となり、怒りを買う。それはハンターオフィスそのものへの不信となり、東部の統治に多大な影響を与えることになる。

　それを防ぐ為に、ハンターオフィスはその実力がハンターランクに比べて著しく高い者を見付け次第、該当者のハンターランクを適した数まで上げることにしている。

　しかしハンターランクは、そのハンターの統企連への貢献度を示すもの、という側面も持っている。大した成果も無い者のハンターランクを、強いから、という理由で上げる訳にはいかない。

　そこでハンターランクを非常に上げやすい依頼を斡あっ旋せんすることで対応する。ハンターランク調整依頼とは、その為の特別な依頼を指すものだった。




　アキラはキバヤシからハンターランク調整依頼の説明を一通り聞いても、別段嬉しそうな様子は見せなかった。

　一方ユミナは驚きを露わにしていた。ハンターランク調整依頼の斡旋は、あなたはハンターランクシステムに影響を与えるほど非常に強力なハンターであると、ハンターオフィスから直々に言われたのと同義だ。ハンターとして箔はくが付くどころではない。

　ユミナはドランカム所属のハンターとして、その意味をしっかり分かっていた。それだけに驚きは大きかった。

　アキラとユミナ、一般的ではないハンターと一般的なハンターの反応の違いを堪たん能のうしたキバヤシが、それでこそと楽しげに笑う。

「相変わらずの態度だな。そこらのハンターなら狂喜乱舞しても不思議は無いんだぞ？」

「どうせ何か変な裏があるんだろ？」

「あるぞ」

「あるのか」

「ある」

　今までの経験から出た軽口に少々予想外の返事が返ってきたことで、アキラは意外そうな顔をした。

　一方予想通りの反応を得たキバヤシは、ここから交渉に入っていく。

「知りたいか？　この依頼を前向きに受けるなら教えてやろう」

「……断れないんだろ？」

「基本的にはな。でもまあ、お前が、うるせえ、知るか、と開き直ればこっちもお手上げだ」

　意外そうな顔をするアキラに、キバヤシが楽しげに話を続ける。

「この依頼はクガマヤマ都市の管轄下で行われるから、断ると下手をすると都市を敵に回すことになる。だがそれも活動場所を他所の都市に移す覚悟があればどうとでもなる。そしてお前はそういうことを言い出しかねないし、やりかねないやつだ。だろう？」

　アキラが黙る。スラム街の路地裏から飛び出した頃ならば、アキラもそうだと断言できた。だが今は、そう言い切れない程度には、アキラもこの都市にいる理由が出来ていた。

　しかしそれも、違うと答えるほど強いものではない。その揺れが、アキラを黙らせていた。

　キバヤシがそのアキラの反応を少し意外に思う。そしてアキラの機微に合わせて、続ける言葉を調整する。

「まあ、基本的には受けて得しか無い依頼なんだ。受けとけよ。断る理由も無いだろう？　それに裏があるとは言ったが、それも別にどこかの誰かがお前を陥れようとしてる訳じゃない。聞けばお前も納得の、非常に分かりやすい理由だ」

　そしてキバヤシはどこか得意げに笑った。

「あと、俺が依頼の交渉人を買って出たのも、お前の為を思ってだ。前にも言っただろう？　俺はお前のことを気に入ってるから贔ひい屓きしてやるって。派手に暴れて楽しませてほしいのは本当だが、そっちだって本当だ。噓じゃないし、噓じゃなかっただろう？」

　良くも悪くも信じられるその言葉に、アキラは軽く吹き出すように表情を緩めた。そして態度を改める。

「分かったよ。前向きに受ける」

「よし」

　これで依頼成立。キバヤシもアキラがここから話を引っ繰り返す者ではないと分かっており、満足そうに笑った。

「それじゃあ依頼の細かい話は後にして、裏の件から話してやろう。そうだな。まずは……」

　キバヤシはそこで一度自分の頭を整理した。そして何でもないことのように話し始める。

「スラム街の二大徒党の抗争があっただろう？　人型兵器同士の戦闘まであった、あのデカい騒ぎのやつだ。お前も知っての通り、あれは都市の主導で行われたんだが……」

　そこで予想外のことを聞かされたユミナが吹き出した。その所為で一度話が止まる。

「……キバヤシ。そういうことを、この場で話して良いのか？」

「彼女はドランカム事務派閥所属のハンターだ。ハンターとして、余計なことは口外しない倫理と良識に溢あふれていると信じてるよ」

「そもそも何でユミナを連れてきたんだ？　いや、何か理由はあるんだろうけどさ」

「ハンターランク調整依頼の方でちょっとあってな。関係者として事情を知っておいた方が良いと思って連れてきた」

「ふーん」

　そのユミナはキバヤシから何も知らされずにこの場に連れてこられていた。都市の役職付きから頼まれれば、ドランカム事務派閥所属のハンターとして断ることは出来ない。黙って同席していた。

　しかしここで流石に口を開く。

「ア、アキラ……、あの騒ぎって、クガマヤマ都市の所為だったの？　ア、アキラも知ってたの？」

「初めから知ってた訳じゃないし、最後の方で多分そうなんだろうなって気付いただけだけどな」

「そ、そう……」

　あの騒ぎで一体何人死んだのか。ユミナも正確には分からない。都市が流すニュースではスラム街で多数の死傷者が出たとしか報じられなかった。それでも相当数の死人が出たことぐらいは想像できる。

　それほどの騒ぎを都市が主導したと知っても平然としているアキラの様子と、それを実施した都市側の人間であるキバヤシの普通の態度に、ユミナは押されていた。

　キバヤシがユミナに向けてどこか意味深に笑う。

「退席するか？　別に無理に聞かせる気は無い。君はアキラの友達みたいだし、何も教えられずに何だかんだとやらされるよりは良いかなって思っただけだからな」

「……知らない方がいいってことですか？」

「下手に口外されると困るやつもいるのは確かだ。ドランカム事務派閥は都市との繫がりを強くしているとはいっても、その辺の実態を知っているのは幹部だけだろう。末端に何でもかんでも教えたりはしないんじゃないか？」

　ユミナが迷う。そして結論を出した。驚き慌てていた表情が、その覚悟で真面目なものに塗り替えられる。

「……、残ります」

「分かった。それじゃあ、話の続きだな」

　キバヤシは改めて今回のハンターランク調整依頼の裏側を話し始めた。




　スラム街の二大徒党の抗争は八や島じま重鉄と吉よし岡おか重工の介入により、両社の新型人型兵器のプレゼンテーションの場となった。

　しかしアキラの所為で台無しとなる。両社期待の新製品は、その性能を数字だけで判断するならば、たかがハンターランク30程度の者に負けてしまう程度しかないという、悲惨な評価を受けることになった。

　勿論、見る者が見ればその評価は誤りであり、単にアキラが強過ぎるだけだと分かる。だが分からない者もいる。ハンターランクシステムが上手く機能している弊害で、やはりその程度の性能なのだろうと感じてしまう者も多い。

　八島重鉄の白しろ兎うさぎは大部隊を編制しても吉岡重工の黒こく狼ろうに勝てなかった。その黒狼はクガマヤマ都市で活動する程度のハンター一人殺せなかった。流石にハンターランク30程度と互角というのは誤りでも、所詮はその程度だろう。極端な補正が必要な外れ値として扱うほどではないはずだ。

　そう本当に思っている者もいれば、それを分かった上で攻撃材料にする他企業もある。クガマヤマ都市も納入価格の引き下げ材料に使おうとする。八島重鉄も吉岡重工も厳しい立場に立たされていた。

　両社はその状況を覆す為に、クガマヤマ都市に圧力を掛けてアキラにハンターランク調整依頼を斡旋することに決めた。

　アキラの実力がハンターランクに比べて著しく高いのは事実だ。両社の要望は簡単に通った。

　キバヤシが話を締しめ括くくる。

「まあそういう訳で、アキラにハンターランク調整依頼が出たのは主に八島重鉄と吉岡重工の都合だ。俺が言うのも何だが、確かにお前がハンターランク30ってのはもう詐欺だろう。何の冗談だって話だ」

「そんなこと言われても……」

「別にアキラが悪いって言ってる訳じゃない。でもいろいろ誤解を招くのは事実だ。お前も経験があるだろう？　良い機会だ。この際、出来るだけ上げておけ。お前は知らないかもしれないが、ハンターランクを50ぐらいまで上げると弾薬費に大きな補助が……」

「知ってる。１発５００万オーラムの対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾が、５００オーラムで買えるやつだろ？」

「何だ知ってたのか。そういうことを知らないから、それだけの装備を揃えてもハンターランクに無頓着なんだと思ってたんだが……」

　まさにその通りだったアキラは、黙って話を流した。代わりに、今まで黙って話を聞いていたユミナが口を開く。

「……あの、キバヤシさん。一つお伺いしたいのですが、アキラって、そこまで強いんですか？」

「百聞は一見にしかずだ。見てみるか？」

　キバヤシはそう言って情報端末を取り出すとユミナに動画を送った。それをユミナが総合支援強化服の表示装置を介して見る。それは黒狼と戦うアキラの姿だった。

　その余りの内容に絶句するユミナの前で、アキラが同じものを見て少し怪訝な顔をする。

「キバヤシ。これ、どこで手に入れたんだ？」

「ん？　撮影方法を聞いてるのなら、お前と戦った人型兵器達からだ。散々な評価に終わったとはいえ、あの戦いは八島重鉄と吉岡重工の新型人型兵器のプレゼンテーションだったからな。ちゃんと記録が残ってるんだよ」

「……この映像、出回ってるのか？」

「一応都市の内部資料だ。そこらには流れてないはずだが、関係者含めて、これを見たやつはそれなりにいるだろうな」

「……、そうか」

　キバヤシが上機嫌で語る。

「いやー、実際凄い。大したもんだ。初めて見た時、爆笑したぞ？　人型兵器は強化服着て倒す相手じゃねえよ。無理無茶無謀にも程があるって」

　アルファのサポートを得て死力を尽くす自身の戦いを見て、アキラも確かに凄いとは思った。しかし同時に自分の実力ではないとも思い、その映像が自分の実力を示すものとして存在することに複雑な気持ちも抱いていた。

　そしてユミナは、アキラの実力に、ただただ圧倒されていた。




　ハンターランク調整依頼の裏側の経緯を話し終えたキバヤシが、ようやく依頼そのものの話に入る。

「それで依頼の内容だが、ハンター稼業の場所をクズスハラ街遺跡の奥部、後方連絡線の周辺に限定してもらうだけで細かな指定はない」

「どういうことだ？」

「ハンターランクを上げるのが主目的だからな。基本的には好きにして良いってことだ。モンスターを倒して後方連絡線の延長に貢献するも良し。遺跡奥部で遺物収集をするも良し。好きにしてくれ」

　後方連絡線の末端辺りで真面目にハンター稼業をする限り、何をやってもハンターランクは上がる。だから細かな指定は無い。好きにしろと言われても困るのであれば、こちらから仕事を指示する。キバヤシはそう告げた。

「遺物収集をするなら集めた遺物は全部都市で買い取らせてもらう。悪いが買い叩くことになる。ただしその分だけハンターランクを上げやすくする。まあその為の依頼なんだ。そこは勘弁してくれ」

　そこまでを前置きにして、キバヤシが話を切り出す。

「あとその兼ね合いで、アキラには同行者を一人付けさせてもらう」

「同行者？」

「ああ。ただし戦力としては基本的に当てにならないと思ってくれ。悪く言えば監視役だな。好きにして良い分、ハンターランクを上げる為にちゃんと成果を稼いでくれってことだ。あと、依頼中に集めた遺物を余所に売られると困るってこともある」

　その説明にアキラも一応納得した。しかし少し難しい顔をする。

「……言いたいことは分かるけど、遺跡の奥部に足手纏いを連れていけってことなら、そいつの護衛代が欲しいところだぞ？」

「分かってる。ただしその報酬の大部分は、ハンターランクの内部上昇計算値にさせてもらう」

「ああ、そういうことか」

　都市が用意した者をちゃんと護まもり切った。それも都市に対する貢献だ。遺物収集やモンスター討伐の成果が微妙でも、そちらを理由にしてハンターランクを上げるのだろう。アキラはそう理解した。

「そういうことだ。それでその同行者なんだが、彼女だ」

「えっ？」

「えっ？」

　アキラとユミナの声が重なった。
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　ユミナのことを足手纏いだと思いっ切り言ってしまった。そう思ってアキラは内心で慌て始めた。

　そして何も聞かされていなかったユミナはそれ以上に慌てていた。

「あ、あの、キバヤシさん。どういうことですか？」

　アキラもユミナの様子から、ユミナは何も知らなかったと気付いた。

「キバヤシ。どういうことだ？」

「何だ、彼女じゃ嫌なのか？」

「そ、そういう訳じゃないけど……」

「まあ、同行者の当てや希望があるなら言ってくれ。俺がそいつと交渉する。ただ、要望無しだと彼女になる。ああ、俺がそう決めた訳じゃない。状況的にそうなる」

「何でだ？」

「教えてやっても良いんだが……」

　キバヤシはそこまで言ってユミナを見た。

「ドランカム事務派閥の内部事情も関わってくる。聞きたいか？」

　聞かずに席を立っても良い。キバヤシはユミナに改めてそう示した。

　ユミナが真面目な顔を返す。

「……聞きます」

「分かった。それじゃあ話してやろう」

　キバヤシは機嫌良く笑うと、アキラ達にユミナがアキラの同行者になる理由を話し始めた。




　八島重鉄と吉岡重工はクガマヤマ都市防衛隊への人型兵器納入を争っているが、防衛隊の装備納入争いは人型兵器に限った話ではない。防衛隊に納入される全ての装備で、程度の差はあっても納入争いが起こっている。

　ユミナが使用している総合支援強化服の開発元である機き領りょうも、都市への総合支援システム導入を進めていた。

　総合支援システムは部隊全体の効率化だけでなく、部隊の指揮系統を現場にいない者が制御しやすい点でも優れている。つまり個人で動くハンターよりも、完全に組織で動く者達が使った方が適している部分も多い。

　スラム街の大抗争では、カツヤ達は八島重鉄の人型兵器を数多く撃破して、総合支援システムの性能を都市側に示した。機領にとっては有り難い状況だ。

　もっともその宣伝効果もアキラの活躍で半減した。強化服の宣伝という意味では、どう考えてもアキラの戦闘映像に軍配が上がるからだ。

　機領としてはそのアキラに自社の強化服を使ってほしい。それほどのハンターが自社の強化服に乗り換えて活躍したとなれば大きな宣伝となる。何か伝は無いかと考える。

　よくある手段としては、本人に営業攻勢を掛ける、装備の調達元から攻める、友人に勧めてもらう、などがある。

　本人に営業攻勢を掛けるのは無理だ。アキラに直接繫がる伝を機領は持っていない。アキラはハンターオフィスの個人ページでも自身の情報を非公開にしているので、連絡も取れない。

　装備の調達元から攻めるのも難しい。シズカの店は強化服を取り扱っておらず、取り寄せが基本となる。機領の影響力は少ない。営業攻勢を掛けたところで、他企業との競争、潰し合いになる。

　では友人に勧めてもらうのは、となるが、アキラの交友関係は酷く狭く、そちらも難しい、と本来ならばなるのだが、今回はユミナがいた。ドランカム事務派閥の幹部であるミズハが、シェリルとの伝を求めてアキラの側に送っている人物だ。

　機領は開発中の強化服をカツヤ達に提供した経緯でミズハに伝がある。ユミナをアキラの同行者に捩じ込むぐらいは簡単だった。

　キバヤシがそこまで話して、ユミナに向けて笑う。

「そういう経緯で、君は多分明日ぐらいに、上司のミズハさんからアキラの同行者になるように指示されて、アキラに機領の強化服を勧めるように物もの凄すごく頼まれることになる。ほぼ確定だ」

「……でも、私がアキラに勧めただけで、どうにかなるものではないと思いますけど」

「良いんだよ。失敗しても。そっちは成功すれば儲けものって考えだろう。自社の強化服を使ったハンターが、ハンターランク調整依頼を出されるほどの者に同行して一緒に戦った。それだけで一定の宣伝効果は見込めるんだからな」

　キバヤシは軽くそう答えてから、今度はアキラを見る。

「もっともその宣伝も、アキラがこの同行者は酷い足手纏いだった、まるで使い物にならなかった、なんて言えば台無しになる。でもまあ、普通に考えれば、友達にそういうことは言い難いんじゃないか？」

「ああ、なるほど」

　ハンターランク調整依頼が出たハンターに同行しても足を引っ張らなかった。それだけでも強化服の性能の宣伝になる。そしてユミナは、アキラにそれを言わせない為の人員としても適していた。

　裏事情を理解したアキラとユミナが難しい顔を浮かべる中、キバヤシが話を締めに入る。

「まあ、その辺の事情は俺はどうでも良い。全然知らないやつを同行者につけられて面倒に思うより、知り合いの方がアキラもやりやすいだろうってだけだ。彼女が嫌なら言ってくれ。それでこの話は終わりだ。俺が別のやつを用意するよ。どうする？」

「いや……、それは、別にユミナが嫌って訳じゃないんだけど……」

　一連の裏事情を知った上で、それじゃあユミナで、と言うのもどうなんだろうと、アキラが迷う。そして迷った末に、ユミナに判断を投げた。

「ユミナ。どうする？」

「……私が決めて良いの？」

「ああ。無理に付き合わせる気は無いけど、断る理由も無いからな」

　決断を相手に押し付けるという意味では、アキラは少し卑ひ怯きょうなことをしている。しかし友人だと思っている相手を自分の判断で面倒事に巻き込む決断が出来るほど、アキラには対人関係の積み重ねがまだまだ足りていなかった。

　そしてユミナは決断した。

「それなら、お願いするわ」

　キバヤシがユミナの決断を笑って歓迎する。

「決まりだな」

　これによりユミナは、ハンターランク調整依頼にアキラの同行者として関わることになった。誰の意志でもなく、ユミナの意志で。
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　荒野仕様車両でシズカの店に訪れたアキラが、大量の弾薬を車の荷台に積み込んでいる。シズカはその弾薬の山を見て、自分がそれを用意したのにもかかわらず、その量に苦笑を浮かべていた。

「弾薬費は依頼元負担だからって、また随分買ったわね」

　アキラがどこか得意げに笑って返す。

「良いんですよ。たくさんあって困る物じゃないですからね。それに向こうの都合で依頼を受けさせられたんです。弾切れを気にせずに撃てるぐらいの優遇はあっても良いじゃないですか」

　ハンターランク調整依頼を受けたアキラは、キバヤシと交渉して弾薬費の依頼元負担を吞ませると、すぐにシズカに出来る限りの弾薬を注文した。

　だがＳＳＢ複合銃で使用するような高い弾は、シズカの店で普段から取り扱うような品ではない。よって基本的に取り寄せになる。それでもシズカは短期間で出来る限りの量を用意した。

「まあ確かにね。アキラは余裕を持って安全に戦えるし、私の店の売上にもなる。良いことだわ」

「はい。その為にも思いっ切り撃つつもりです。ですので、追加の注文もすぐだと思いますよ」

「期待してるわ」

　アキラとシズカはどちらも機嫌良く楽しげに笑い合った。

　物資の積み込みを終えて運転席に戻ったアキラに、シズカが笑顔で釘を刺す。

「アキラ。今回の依頼には同行者がいるんでしょう？　アキラが無理をしないのは勿論だけど、その人にも無理をさせちゃ駄目よ？」

「分かってます。それじゃあ、行ってきます」

「頑張りなさい。気を付けてね」

　アキラは軽く会釈して車を走らせた。それを見送ったシズカが息を吐く。

「クズスハラ街遺跡の奥部で、ハンターランク調整依頼か……。大丈夫かしら」

　そして少し唸ってから楽観的な笑顔を浮かべた。

「まあ、同行者の護衛を兼ねてるって話だし、大丈夫でしょう」

　アキラも同行者の安全の為に普段より慎重に余裕を持って行動するだろう。その分だけ無理は控えるはずだ。それならきっと大丈夫だ。シズカはそう思いながら、店の倉庫から店内に戻っていった。





◆






　クズスハラ街遺跡奥部でのハンター稼業の準備を済ませたアキラは、前線基地の近くにバイクを停めてユミナを待っていた。

　荷台に弾薬を満載した荒野仕様車両の方は、前線基地の駐車場に停めてある。これで弾薬補給の為に家まで戻る必要は無い。

　しばらく待つとユミナが車で現れる。一目で荒野仕様と分かる分厚い装甲を持つ装甲兵員輸送車だ。機銃等などの武装は搭載されていない。代わりに屋根には開閉口があり、側面のドアも開いた部分が足場や盾になる構造になっている。

　移動中にモンスターに襲われた場合は、そこから乗員が自身の武装で対処する。下手な戦闘車両より乗員の方が強いので、車に求めるのは攻撃力より防御力。その手の要望に応えた車種だ。

　ユミナが車から降りてアキラに声を掛ける。

「お待たせ。……ってか、結構待たせちゃった？」

　別にユミナも約束の時刻に遅れた訳ではない。しかしアキラの様子から何となく随分待たせてしまったように感じて、少しすまなそうにそう言った。

　以前にキャロルと似たような遣り取りをした記憶のあるアキラが、似たようなことを笑って言う。

「今来たところだ……って、言っといた方が良いか？」

　ユミナが少し意外そうな表情をする。そしてどこか面白そうに笑った。

「そうね。そう言ってもらえると助かるわ。私がアキラを待たせた所為で、ハンターランク調整依頼の開始が遅れたなんてことになったら大変だから」

「それなら、今来たところだ」

「私も今来たところなの。それじゃあ、行きましょうか」

　どこか気安い軽い冗談のような遣り取りを笑って済ませたアキラ達は、クズスハラ街遺跡の奥部を目指して出発した。




　クズスハラ街遺跡の前線基地から延びる後方連絡線は、クガマヤマ都市が遺跡奥部攻略の為に造った長い道路だ。

　幅は約１００メートル。両側はモンスターの侵入を防ぐ高い壁で塞がれている。路面はしっかり整備されており、ほぼ直線で、瓦礫などどこにも転がっていない。

　遺跡の奥部は本来ならば、倒壊したビルの間を、道に転がる瓦礫を避けつつ、モンスターの相手までしながら進んでやっと辿たどり着つく場所だ。その苦難を省略できる後方連絡線は、遺跡奥部を目指すハンター達への多大な支援となっていた。

　アキラもその恩恵を受けてユミナと一緒にその道をバイクで進む。以前ツバキハラビルに向かった時の苦労は何だったのかと思うほど、遺跡の中を軽快に進んでいた。

「ユミナ。そっちの車だけどさ、やっぱり遺跡の奥部に行くなら、普通はそれぐらいの車両は要るってことなのか？」

　その素朴な疑問に、既にアキラとの通信連携を済ませたユミナが通信越しに答える。

「うーん。どうなんだろう。この車は私の強化服の為に用意された物だから」

「強化服の為に車が要るのか？」

「ええ。あー、前にちょっと言ったかもしれないけど、私は総合支援強化服ってのを使ってるの。それでその支援の部分のシステムを動かしている装置を、この車に載せているのよ」

　機領が開発した総合支援強化服は、総合支援システムの使用を前提とした強化服だ。使用しない場合、ただの強化服となる。

　しかしそのシステムを強化服の制御装置に組み込むのは処理能力の問題で難しい。そこで別に高性能な演算装置を用意してシステムを運用する。ユミナの車にはその大型演算装置が載せられていた。

　その話を聞いたアキラが怪訝に思う。

「……それ、使う側にとっては物凄く面倒臭いだけじゃないか？　そのデカい演算装置をいちいち運ばないといけないんだろう？」

「本来は部隊単位で使うものだからね。持ち運びが面倒だっていう欠点があっても、部隊全体の戦力向上っていう利点がそれ以上なら、売れるって判断なんじゃない？」

「あー、そういうことか」

　アキラはそれで納得した。だがユミナは苦笑する。

「まあ、今回私はそれを一人で使ってるんだけど。上の指示でね」

「大変だな」

「全くだわ」

　その声に組織の都合への感情を乗せて、アキラ達は楽しげに笑っていた。




　後方連絡線を進んだアキラ達がクズスハラ街遺跡の奥部に到着する。現在も延長作業が続けられている後方連絡線の末端周辺では、奥部の強力なモンスターが後方連絡線に入り込まないように厳重な警備が敷かれていた。

　重武装の歩兵部隊に加えて多数の戦車や人型兵器などが配備されている様子が、この場に足を踏み入れたハンター達に、ここがそれだけの危険地帯であることを分かりやすく教えている。アキラはいつも通りだが、ユミナは若干の緊張を見せていた。

　ユミナが車から降りてアキラの側まで行き、ここからの行動を確認する。

「アキラ。これからどうする？」

「そうだな。まずは適当に回ってみよう。遺物収集をするにしても、先に周囲の地形とかモンスターの強さとかを、大まかにでも把握しておきたいからな」

「分かったわ。じゃあその方針で。あともう一つ。一応確認しておきたいんだけど、アキラ、私も戦って大丈夫よね？」

「えっ？　駄目な理由なんて無いと思うけど。確認しておかないと何かまずいことがあるのか？」

「あー、ほら、私がモンスターを倒したら、その分だけアキラのハンターランクが上がり難くなるでしょう？　これはアキラのハンターランク調整依頼だから、一応確認しておいた方が良いかなって」

　付け加えるとユミナは依頼の同行者であると同時に護衛対象でもある。当然ながら前に出て戦う分だけ危険になるので、出しゃばるなと言われても仕方が無い部分もあった。

「ああ。そういうことか。大丈夫だ。気にせずに思いっ切り戦ってくれ」

「良いの？」

「ああ、それで俺が楽が出来るなら大歓迎だ」

「それじゃあ、遠慮無く」

　気懸かりが消えたユミナが笑顔を浮かべる。そこにアキラが少し冗談っぽく続ける。

「あと注文をつけるなら、ちょっと敵が強いかなって思ったら早めに退いてくれ。俺もそうするけど、立場上、俺が先に逃げるのはまずいからな」

「そういうことなら仕方無いわね。分かったわ」

　まるでアキラの我わが儘ままを許すように、ユミナも冗談っぽく微笑んだ。




　遺跡奥部での活動方針を決めたアキラ達は、遺跡探索を本格的に開始した。

　遺跡内の大きな十字路を、アキラが何となく右に進もうとする。するとアルファに止められる。

『アキラ。そっちに進むのはやめておきましょう。大分距離があるとはいえ、あっちはツバキハラビルがある方向よ。近付かない方が良いわ』

『そうか？　分かった』

　アキラはバイクの進路を逆方向に変更した。

　規則正しく立ち並ぶビルの間に格子状に敷かれた道路は幅も広く、バイクのアキラは当然としてユミナの車両も問題無く通行できる。路面の劣化も少なく、周囲の建物も多少ひびが目立つ程度で倒壊などしていない。

　ツバキハラビルの辺りで見掛けた建物を長期間放置すれば恐らくこうなるのだろう。アキラにそう思わせる光景が広がっていた。

　しばらく進むと情報収集機器が多数のモンスターの反応を捉えた。反応の位置を拡大表示したアキラが、そのどこか見覚えのある姿を見て驚く。

『アルファ。タンクランチュラの群れが見えるんだけど……』

　そこには無数の蜘く蛛も型モンスターがいた。毛に覆われているものもいれば、金属の外骨格を身に纏うものもいる。普通の脚の蜘蛛もいれば、脚の先にタイヤのようなものがついている個体もいる。体長１メートルほどの小型もいれば、５メートルは超えている大型もいる。

　そしてただの蜘蛛には絶対に備わっていないもの、大砲や機銃やミサイルポッドなどの各種武装を体から生やしていた。

　アルファが軽く解説する。

『厳密には、タンクランチュラという名前は賞金首に認定された変異種の名称よ。だからタンクランチュラの群れではないわね。あれは蜘蛛型の甲殻機虫の群れよ』

『つまりタンクランチュラじゃないんだな？』

『違うわ。でもあれが変異元だったのかもしれないわね。あの中の一匹が荒野に出たら、同じ変異を起こす確率はあると思うわ』

『そうか。それじゃあ……』

　バイクのアーム式銃座に取り付けた大物殺し用のＳＳＢ複合銃を、アキラが笑って操作する。バイクの制御装置を介して、その大型銃の銃口を前方の群れに向けた。

『またタンクランチュラになる前に倒しておかないとな！』

　大量の銃弾がミニガン並みの連射速度で撃ち放たれる。その一発一発も、威力はそこらの銃弾を超えている。その痛烈な弾幕は小型の蜘蛛を消し飛ばし、大型の蜘蛛を粉砕した。

　だが群れ全体を吹き飛ばすのには、範囲も威力も足りていない。生き残りの蜘蛛達が即座に反撃を開始する。機銃を撃ち、大砲を撃ち、ミサイルまで撃ち出してアキラを消し飛ばそうとする。

　それをアキラはバイクを巧みに操って回避した。格子状に張り巡らされている道路をほぼ直角に曲がり、敵の射線から大きく逃れる。その先にも別の蜘蛛達がいたが、ＳＳＢ複合銃を連射し、撃破。その骸の脇を駆け抜ける。

　それでもアキラに迫る弾雨は激しさを増していく。新たな蜘蛛がビル谷の間から、更にはビルの側面、屋上からも出現する。加えて足先にタイヤを生やした蜘蛛が道路を高速で走行してアキラの後を追う。そしてそれらの蜘蛛が各自の武装でアキラを狙う。

　一帯は瞬く間に激しい砲火に包まれた。




　アキラの後方を走っていたユミナは、戦闘開始の直前で車を一度急停止させることで、ビル谷を包み込む砲火から逃れていた。

　車を停めたのは、その自動運転も担当する総合支援システムだった。敵の規模からこのまま前進するのは危険だと判断したのだ。そしてその判断が正しいことは、前に広がる激戦の光景が証明していた。

　ユミナが呆あきれと感心の両方を顔に出す。

「あの中に突っ込むなんて……。ハンターランク調整依頼を受けさせられるハンターだけはあるってことね」

　そして表情を引き締めた。

「おっと、私も戦わないと」

　そう言って運転席から立ち上がったユミナは車両後部に急ぐと、頭上の開閉部から大型の銃を持って車の屋根に出た。そして敵の群れへ銃を構えて、少し不敵に笑う。

「……アキラに売り付けたい装備なら、その性能をちゃんと示してちょうだいね！」

　今のユミナの装備は、機領が今回の依頼の為に新たに用意した高性能な物だ。今まで使っていた装備とは価格帯が根本的に異なる代物で、ハンターランク50の者が使用してもおかしくはないほどの性能を持っている。

　同行したユミナの活躍を根拠にして自社製品をアキラに勧める為には、それだけの装備が要る。それが機領の判断だった。

　ユミナが引き金を引く。並の強化服では真面に扱えない大型銃から特大威力の弾丸が撃ち出される。大気を穿うがって直進した弾丸は、余りの威力に目視可能な軌跡すら残して標的に着弾し、大型の個体を消し飛ばした。更にその背後の蜘蛛達も貫いて巻き添えにしていく。

「凄い威力……。こんな装備を自分で手に入れようとしたら、どれだけの成果が必要になるんだか。役得ってことかしらね」

　ユミナはその性能に驚きながらも、わずかに苦笑した。アキラに同行しているからこそ貸出を許されている装備の質は、そのまま自身とアキラの実力差を示すものでもある。その余りにも大きな隔たりにユミナは自分の実力不足を感じ取り、少しだけ溜め息を吐いた。

　ユミナが銃撃を続ける。敵の群れが少しずつだが確実に減っていく。当然ながら敵も反撃してくるが、強固な車体はその攻撃に耐えていた。また車両は敵の攻撃を自動運転で回避しようとしており、後退しながら蛇行している。

　その揺れる足場の上で、ユミナは開くとそのまま銃撃時の盾にもなる開閉部に身を隠しながら、総合支援システムによる照準補正を受けて効果的に敵を銃撃する。

　本来ならば部隊単位で使用する演算能力を、今はユミナ一人の支援だけに使っているだけあって、その支援による命中率は高く、ユミナをこの場の足手纏いにはさせなかった。

　だがそれは同時に、蜘蛛型甲殻機虫の群れが、アキラだけではなく、ユミナの方も強敵とみなすことを意味していた。




　アキラは大量の蜘蛛に追われながら、厳密には追わせながら、遺跡のビル谷をバイクで駆けていた。

　敵の銃撃をビルの角を曲がって回避し、追ってきた蜘蛛達がビルの角から出てきたところを、大物殺し用の大型ＳＳＢ複合銃で弾幕を浴びせて撃破する。横薙ぎの濃密な連射により、無数の蜘蛛達が巨大なブレードで薙ぎ払われたように上下に分かたれて倒される。

　更にアキラ自身も室内戦闘用に買った通常版のＳＳＢ複合銃を握って、近くのビル側面に貼り付いている蜘蛛達を銃撃する。

　この室内用とは、大物殺し用のＳＳＢ複合銃では余りに大き過ぎて建物の中では使い難いという意味での室内用だ。通常版でもそれなりに大きく、威力も高い。無数の銃弾を浴びせられた蜘蛛達が、全身を穴だらけにしながら落ちていく。

　その２挺の銃を同時に正確に扱うのは、流石に今のアキラには難しい。しかしそこは弾の数で対応する。弾薬費は依頼元負担。もったいないという言葉を今は忘れて過剰に連射し、命中率の低下を数の暴力で補った。

　そして今アキラは、その撃ち放題の弾薬に助けられているとはいえ、遺跡奥部の強力なモンスターの群れを相手に、自力で戦っていた。

『楽勝とは言えないけど、結構何とかなるもんだな』

　そのことに満足して思わず笑うアキラに向けて、アルファも満足そうに微笑む。

『アキラもそれだけ成長したということよ。この調子で行きましょう。でも油断は禁物よ？』

『分かってる。そもそもこいつら相手に油断が出来るほど、俺はまだまだ強くないしな。その助言はもうちょっと後にしてくれ』

『了解よ。もうちょっと後。それぐらいの短い期間でそこまで強くなる自信がアキラにあるなんて、楽しみだわ』

　アルファはそう言って意味深に笑った。アキラが苦笑を浮かべる。しかし吐いた言葉を噓にしないように、意気を上げて強気に笑って返した。

『ああ。楽しみにしててくれ』

　そしてまずはこのモンスターの群れを倒して実力を上げようと、更に苛烈に銃撃した。

　そのままアキラは蜘蛛型甲殻機虫の群れを引き連れて格子状の道路を回り続け、銃撃を繰り返して群れの数を徐々に減らしていく。一帯を５周ほどした頃には、アキラを追う群れの規模は３分の１ほどになっていた。

　相当量の弾薬を消費したが、あとは丁寧に潰すだけだ。アキラがそう思っていたところに、ユミナから通信が入る。

「アキラ。ごめん。先に退ひかせてちょうだい。結構粘ったつもりなんだけど、これ以上は無理だわ」

　初めの内はアキラが群れのほとんどを引き付けていた。しかしユミナの頑張りにより徐々にユミナを標的にする蜘蛛達が増えていき、遂にユミナでは対処し切れない規模になり、今では車外に出て襲撃することすら難しい状態になっていた。

　総合支援システムは大分前に撤退を推奨する指示を出している。それでもユミナが、もう少し、と粘った結果だった。

「分かった。援護は必要か？」

「そっちに余裕があるならお願い。無理なら良いわ。後方連絡線の警備部隊の所まで逃げるぐらいなら、車の装甲は十分持つから大丈夫よ」

「了解。すぐ行く」

　通信を終えたアキラが表情を引き締める。

『アルファ。訓練は終わりだ。サポートしてくれ』

『分かったわ。どれぐらいサポートする？』

『全力で頼む。ユミナの護衛も仕事の内なのに、ちょっとサボってたみたいだからな。ここで取り返しておこう』

『了解よ。それでは、蹴散らしましょうか』

　今までも自力で調子良く戦っていたアキラに、ここからはアルファのサポートが入る。戦闘の基準がアキラの訓練から、敵の殲滅に切り替わった。

　かなりの速度を出していたバイクが突如進行方向を無理矢理反転させる。タイヤの接地機能で路面を砕くほどに摑み、慣性を力尽くで相殺、逆方向に加速した。

　そしてアキラを追っていた群れに向けて突き進む。同時に３挺のＳＳＢ複合銃が最大火力、最大効率での攻撃を開始した。

　１挺目はアキラ自身が持つ通常版だ。集中して体感時間を操作しながら、敵をしっかり狙って銃撃する。加えて今はアルファのサポートによる照準補正を受けている。弾の数で命中率を補う必要などない。全ての弾丸が標的の弱点や急所に吸い込まれるように着弾し、敵を容赦無く撃破していく。

　２挺目はバイクに取り付けた大物殺し用だ。アルファの操作により、バイクに連結されたアーム式銃座での銃撃とは思えないほどの精密さで敵を狙い撃つ。しかもそれを一見ただの掃射にしか見えない連射で実施する。威力と精度を兼ね備えた弾丸での弾幕は、大量の蜘蛛を容易たやすく吞のみ込み粉砕する。

　そして３挺目は、バイクのもう一本のアーム式銃座に取り付けた銃だ。そこから撃ち出されるのは弾丸ではなく、直径５センチほどの小型ミサイルだった。銃に装着された大型拡張弾倉から、体積を無視しているとしか思えない量の小型ミサイルが供給され、連続して放たれていく。

　無数の小型ミサイルが宙を飛び、敵に襲い掛かる。直線の射線では狙えないビルの裏側にいる蜘蛛達にも容赦無く殺到する。一発では倒せない強固な装甲を纏った大型にも、次々に着弾して撃破する。

　ある程度の誘導性があるとはいえ、アキラが普通に撃っただけではこうはならない。複雑な軌道を描いて敵の砲火を搔かい潜くぐる、アルファの制御が無ければ成し得ない攻撃だった。

　アキラはその３挺のＳＳＢ複合銃による一斉攻撃を続けながら、蜘蛛型甲殻機虫の群れにバイクで飛び込み、突き進み、群れを内側から粉砕していく。この一帯を縄張りとしていた大規模な群れを、たった一人で殲滅していく。

　そしてアキラは群れを突き破った。同時に３挺全てが弾切れになる。アキラの通り道に残ったのは、死んだ蜘蛛の山だけだった。

　バイクを停めて一息吐くアキラに通信が入る。

「こちらは後方連絡線の警備部隊だ。援護が必要との連絡を受けたが、状況は？」

　ハンターがクズスハラ街遺跡の奥部で、自分達では対処できないモンスターの群れなどに襲われた場合、それらを引き連れて後方連絡線の警備部隊の所まで逃げることが許されている。奥部攻略促進の為の特例処置だ。

　相当な規模の反応なので、かなり大規模な群れと交戦しているのだろう。こちらに逃げてくるのであれば、早めの対処が必要になる。そう判断した警備部隊は、まずは撤退中だったユミナの車両に連絡を取った。そしてユミナからアキラの援護を頼まれていた。

　アキラが軽く答える。

「いや、援護は要らない。ちょうど倒し終えたところだ」

「何だ、そうなのか。了解した。奥部のモンスターは強い。気を付けろよ」

　通信を終えたアキラが少し難しい表情を浮かべる。

『気を付けろって……、あんな群れがそこら中にいるのなら、気を付けたところでどうしようもないんじゃないか？』

　その疑問にアルファが笑って答える。

『だからハンターランクを効率的に稼げるのでしょうね』

『なるほど。そういうことか。道理でな』

　ハンター稼業の場所をこの辺りに限定されたこと。そしてキバヤシが上機嫌だったこと。アキラはその理由を改めて理解すると、やや苦笑気味に笑いながら、ユミナと合流する為に再びバイクを走らせた。
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　アキラと合流したユミナが頭を下げる。

「ごめんなさい。私、想像以上に足を引っ張ってたみたいね」

　ユミナはアキラからすぐに行くと言われたこともあり、合流して一緒に警備部隊の所まで撤退するのだと思っていた。しかしアキラは残りのモンスターの群れを一人で倒し切った。しかもユミナが戦線離脱を伝えてからさほど時間も掛けずにだ。

　アキラが強いことは分かっていた。だがその認識が想像以上に甘かった。自分が戦っていた間は、アキラは敢えて抑えて戦っていたのだろう。恐らくは、自分に自分のことを足手纏いになっていると思わせない為に。ユミナはその思いに、少々打ちひしがれていた。

　そのユミナの反応に、アキラが少し慌てながら首を横に振る。

「いや、そんなことはないって」

「でも……」

「あー、ほら、足手纏いを連れていかせるのなら、そいつの護衛代を寄越せ、とか、俺は前にそんなことを言ってただろ？　その俺がユミナをほったらかしにして戦えた時点で、ユミナは足を引っ張ってなんかないよ」

　その言葉に完全に同意できるのであれば、ユミナは落ち込んでなどいない。しかしアキラの言葉が本心でも或いはただの気遣いでも、自分が項うな垂だれたままではアキラに不要な負担を与えてしまうと思い、ユミナは元気を取り戻したように敢えて明るく笑った。

「……そう？　それなら良かったわ」

　そのユミナの笑顔を見て、アキラも安心して笑う。

「それじゃあちょっと早いけど帰るか。初日だし、今日は奥部の感覚を摑みに来たってことで、無理はしないでこれぐらいにしておこう」

「分かったわ。帰りましょう。……奥部の感覚か。初日の感覚だと、凄く大変としか言えないわね」

「全くだ」

　同意を示すアキラに、ユミナが少し意外そうな顔をする。

「アキラもなの？　最後のあれで、あの群れを一人で倒したぐらいに強いのに？」

「あれは別に俺の力って訳じゃないからな」

「アキラの力じゃないなら何なの？」

「そうだな。これが弾薬費依頼元負担の力だ！　かな？　あんな弾薬量で押し切る戦いなんて、自己負担じゃ絶対無理だよ」

　冗談っぽい話し方だったが、アキラは本心で言っていた。厳密には使い放題の弾薬だけではなくアルファのサポートも含んだ上での返事なのだが、自分の金で買った訳ではない弾薬も、アルファのサポートも、自分の実力ではないという意味で、アキラにとっては同じだった。

　それを聞いたユミナが内心で強く驚く。

　あれは十分な弾薬があればどうとでもなるという話では絶対にない。だがアキラはその程度のことだとして扱っている。ユミナはその認識、感覚の差に根本的な実力差を感じて思わず苦笑した。

「道理でアキラにハンターランク調整依頼が出る訳ね。それだけ強いのにハンターランク30だったなんて、うん、詐欺だわ」

「そ、そうか……」

　笑顔で言い切ったユミナの態度に、アキラが少し戸惑っていた。
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　アキラ達はクズスハラ街遺跡奥部での本日のハンター稼業を済ませて前線基地まで戻った。

「ユミナ。明日も同じ時間で良いか？」

　普通にそう尋ねたアキラだったが、ユミナは戸惑いを見せる。

「あ、明日？」

「……明後日あさっての方が良い？」

　少し不思議そうな顔を見せるアキラの様子から、ユミナが思う。

　アキラは下手をすればクズスハラ街遺跡の奥部に毎日行こうとしている。それは自分の感覚では毎日進んで死線を潜りに行こうとしているのと変わらない。間違いなく頭がおかしい。流石についていけない。

　しかしアキラの感覚では、今日はむしろ早めに切り上げた、ということも理解できる。そして同じくアキラの感覚では自分が足を引っ張らなかったのであれば、次は明日、と言うことも分からなくはない。また、同行者の都合でアキラのハンターランク調整依頼を遅らせることも出来ない。

　それでも、頷くのは無理だった。

「……ごめん。アキラ。準備に２日貰えない？　機領から強化服を借りてる都合もあっていろいろあるの。装備や車両の整備もあるし、こっちの都合で悪いんだけど、出来れば」

「そうか？　分かった」

　ユミナが真面目に安堵する。

「ありがとう。助かるわ」

　これによりアキラ達は１日働いて２日休むという流れでハンターランク調整依頼を続けることになった。

　そして今日はこれで解散、というところでキバヤシがやってくる。

「ようアキラ。今日はお疲れ様だな」

「キバヤシか。何の用だ？　成果が少ないって文句か催促でも言いに来たのか？」

「……だとしたら？」

　そう言って機嫌良く意味深に笑うキバヤシに向けて、アキラが面倒そうに軽く溜め息を吐く。

「初日なんだ。今日は適当に軽めで切り上げても良いだろう。それにハンターランク調整依頼は受けたけど、急いでハンターランクを上げろとは言われてない。ゆっくりやるよ」

　それを聞いてキバヤシは吹き出し、そのまま笑い出した。

「良いね！　お前はそうでないとな！」

　思わず怪訝な顔を浮かべたアキラに、キバヤシが楽しげに話を続けていく。

「お前、蜘蛛型甲殻機虫の群れを潰してきただろう？　あいつらはあの一帯を縄張りにしてたんだが、群れの規模がデカい上に強いから、あの辺で遺物収集をしたいハンター達を寄せ付けなくてな？　遺物収集の邪魔になるから、近い内に相応の部隊を派遣して潰す予定だったんだ」

　キバヤシはそこまで説明して、また大きく笑った。

「お前、それを一人で潰してきて、今日は適当に軽めで切り上げたって……、良い！　良いぞ！　そうこなくっちゃな！」

「……、そりゃどうも。キバヤシが爆笑するぐらいの成果を稼げてたのなら何よりだ」

　そう言いながらも無愛想なアキラの隣で、ユミナは笑顔を少し硬くしていた。

　やはりあれは、それだけ強いモンスターの群れだったのだ。だがアキラはその群れをほぼ一人で倒しておいて、今日は適当に切り上げたなどと言っている。自分はそのような者に今後も同行しなければならない。大丈夫だろうか。

　そうユミナは不安に思い、都市の職員へ向ける愛想を十分に用意できないでいた。

　キバヤシが更に続ける。

「そうだ。アキラ。そこまで言うならあの程度じゃ手応えが無いだろう。後方連絡線延長作業に加わらないか？　クズスハラ街遺跡のもっと奥側のモンスターと戦えるぞ？　人型兵器での戦闘が基本になる危険地帯での作業になるが、お前はその人型兵器に勝ってるんだし、ちょうど良い手応えに……」

「嫌だ！」

　キバヤシの勧めをアキラは嫌そうな顔で断った。

　その隣でユミナも思わず嫌そうな顔を浮かべた。相手が都市の職員だろうが、流石に隠せなかった。
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　２日間の準備期間を挟んで、アキラはユミナと一緒に再びクズスハラ街遺跡奥部にやってきた。

「うーん。今日はどうしようか。またその辺を適当に回ってみるか？」

　前回はモンスターの大規模な群れを撃破しただけで引き上げた。それでもキバヤシを爆笑させるほどの大きな成果だったのは確かだ。

　しかし敵の余りの強さに早めの撤退を強いられたことに変わりはない。奥部の難易度の感覚を摑んだとするには早過ぎる。もうしばらくその辺のモンスターを倒して回って、奥部の感覚を摑んだ方が良いかもしれない。

　アキラはそう思って軽く提案していた。するとユミナが少し真面目な顔をする。

「アキラ。駄目で元々、取り敢えず言ってみるってぐらいの話なんだけど、今日は私の指揮で動いてみるってのは……、駄目？」

「ん？　じゃあそうするか」

「えっ？　良いの？」

　あっさり了承されたことに、提案したユミナの方が意外な顔を浮かべていた。

「ああ、良いぞ。まあ、あんまり変な指示をされても困るけどな」

　前回アキラは自分の好きに戦った所為でユミナを少し危ない目に遭わせていた。それはアキラの中にある、危ない、という感覚が、ユミナとは大きく異なっている所為でもある。

　アキラは過去の度重なる死闘と強力過ぎるアルファのサポートの所為で、危機的な状況である基準が大分歪んでいる。それはアキラ自身も自覚しているが、それでも他者とどの程度違っているのかまでは分からない。

　ユミナとはこれからもしばらく一緒に行動するのだ。この機会にユミナの感覚を知っておいた方が良いだろう。ユミナの指揮で動けばそれも分かるはずだ。アキラはそう判断していた。

　ユミナが笑って礼を言う。

「ありがとう。勿論、私の指示に絶対に従え、なんて言う気は全く無いわ。何か不満があったらすぐに言って。その時点でアキラの指揮で動くって約束するわ」

「分かった。それじゃあ、今日もよろしく」

「ええ。よろしくね」

　アキラ達は笑い合い、早速動き出す。本日のハンターランク調整依頼が始まった。




　ユミナの指揮でアキラ達が遺跡の中を進んでいく。途中で何度かモンスターと交戦したが、二人で問題無く蹴散らしていく。

　次にしばらく進んだ辺りで、今度はある特定の範囲内にいるモンスターの駆除に移る。そちらも容易く済ませる。

　そのモンスターの中には、蜘蛛型甲殻機虫を食べ過ぎた所為で、ワニと呼ぶにはかなり微妙な形状に変化していた大型暴食ワニもいた。体中から生やした大量の武装が、そこらのハンターでは絶対に太刀打ちできない存在であることを示していた。

　だがその暴食ワニも、アキラ達から集中砲火を喰らって吹き飛んだ。遺跡奥部に棲息するのに相応しい強力なモンスターも、今のアキラ達の敵ではなかった。

　周辺のモンスターを倒し終えると、ユミナはあるビルの前で車を停めた。

「アキラ。ここで遺物収集をしましょう」

　室内用の装備でアキラ達がビルの中に入る。するとユミナの情報収集機器がすぐに周辺を調べ始めた。そのデータを基に総合支援システムが自動で内部マップを作成し、二人の表示装置に追加表示する。

「おっ。凄いな」

「便利よね。外の様子も分かるし」

　車両の索敵機器は今も索敵を続けており、その結果を外のマップに反映させている。ビルの内部マップは立体的で分かりやすく、未調査の部分も外観から想定した形状や階数などを暫定的に表示している。アキラ達の周辺は壁や床の細かな形状まで分かるほど精密に記されていた。

　そのままアキラ達はビルの中を調べていく。多くの部屋があり様々な物が置かれていたが、それらには手を付けずにまずは全体をざっと調べた。モンスターもいたが、大した相手はいなかった。

「アキラ。持ち帰る遺物だけど、私が選んで良い？」

「ああ。良いぞ」

　その後は遺物をビルの中からユミナの車まで運ぶ作業を繰り返す。車内はすぐに一杯になった。

「それじゃあ、後方連絡線まで一度戻りましょう」

　積み込めるだけの遺物と一緒に、アキラ達が後方連絡線まで帰還する。警備部隊の横を通って綺き麗れいな道路の所まで行くと、運び屋と呼ばれるハンター達が大型トラックと一緒に待っていた。

　ユミナが車の扉を開けて中の遺物を運び屋達に見せる。

「これです。お願いします」

　危険な遺跡から安全な都市までの遺物運搬で稼ぐ運び屋だが、その為にクズスハラ街遺跡の奥部に入る実力は無い。比較的安全な後方連絡線の中が限界だ。

　それでもアキラ達が遺物を都市まで運ぶ手間は省ける。車両から全ての遺物を降ろしたところで、ユミナは後の作業を運び屋達に任せた。

「それじゃあアキラ。また行きましょう」

　その後アキラ達はビルと後方連絡線の間を往復して、様々な遺物を運び続けた。

　持ち出せる物は何でも、椅子や棚やテーブルまで運び出していく。どう見てもただの安っぽい椅子にしか見えない物を見て、アキラが少し唸る。

「ユミナ。こんな物まで持ち帰るのか？」

「うん。ああ、私も売っても大した値段にはならないと思うけど、それでも持っていく理由が一応あるの。後で詳しく説明するわ」

「そうか」

　アキラは取り敢えず納得して作業を続けた。

　そのまま遺物を運び続けていると、そろそろ日が暮れる時刻となった。アキラ達は本日のハンター稼業を終えて帰路に就いた。
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　クズスハラ街遺跡の前線基地まで戻ってきたところで、アキラはユミナに食事に誘われた。少し話があるので食事でもしながら、という申し出に、断る理由も無いのでついていく。

　前線基地には遺跡奥部で活動するハンター用の施設も備わっている。医療施設、食堂、遺物の買取所などだ。ただしハンター証が通行証代わりになっており、後方連絡線の使用履歴などが無いと入れない。

　アキラ達はどちらも問題無い。ただそこに子供がいるのは珍しく、少し人目を引いていた。

　食堂の内装は至って普通で、高級レストランのような豪華な雰囲気は無い。遺跡から戻ったハンターが強化服のままで利用する前提の、ある意味で質素な内装だ。それでも隅々まで清掃されており、清潔さをしっかり保っている。

　そしてメニューに並ぶ料理の値段は、下限が１万オーラムとなっていた。その程度の金も支払えない未熟なハンターは帰れ、という無言の圧力がそこにあった。

　アキラはメニューを見ながら難しい顔で唸っている。

「……うーん。高いな」

　そのアキラの様子を見て、ユミナは少し面白そうに笑った。

「アキラ。そんなに悩むなら奢おごりましょうか？　私が誘ったんだし」

「…………いや、大丈夫だ！　こういう高い料理を自分の稼ぎで食べる経験もハンターには大切だからな。こういう機会に増やしておかないと」

「へー。それがアキラのハンター観なの？」

「まあ受け売りだけどな。真っ当なハンターをやりたいなら、稼いだ金はハンター稼業以外のことにもちゃんと使えって言われたんだ」

「そうなんだ。分かる気がするわ。私もハンターをやっているけれど、荒野以外に生きる場所の無い人生を送りたいとは思わないしね」

　そこでユミナが明るく笑う。

「でも私は経費にしちゃおーっと」

「経費？　ドランカムの？　こういう食事代も経費になるのか？」

　少し意外そうな顔をしたアキラに、ユミナは意味有り気な笑顔を返した。

「今回はね。少し話があるって言ったでしょう？　その関係でちょっとね。まあ、その話は食べながらにしましょう。ほら、アキラも早く選んで」

　ユミナがメニューを指差して、料理の注文を催促する。

「分かった。うーん……」

　アキラは再びメニューを見ながら唸り始めた。




　注文した料理が届いたところでユミナが話し始める。

「アキラ。今日は遺物収集をした訳だけど、私の指揮はどうだった？」

「どうだったって、問題無かったと思うけど」

「そう。……それじゃあ、こういう聞き方も何だけど、今日もしアキラが指揮をしてたら、私の指揮より良くなったと思う？」

「いや、それは無いな。俺は基本的に行き当たりばったりでやるから、ユミナみたいに手際良くは出来ないと思う」

「そ、そう」

　少々失礼な聞き方をしたと思っていたユミナは、アキラがあっさりそう答えたことに少し戸惑った。そして今度はどこか重い溜め息を吐く。

「……実はね、今日の私の指揮なんだけど、あれは私じゃないの。あれは総合支援システムの指揮なのよ」

　遺物収集場所の選定も、モンスターの対応も、持ち帰る遺物選びも、運び屋の手配も、全て総合支援システムの指揮であり、自分はそれに従っただけ。ユミナはそう、どこか白状するように話した。

「そうだったのか」

「ええ。だからあの指揮内容は、私の実力じゃないの。勘違いさせてごめんね」

「いや、別に謝らなくても。そもそもユミナが総合支援システムを使ってるって話は、初めから聞いてたしな。謝るようなことじゃないよ」

　アキラはそう言いながら、ユミナに少し親近感を覚えていた。自分もアルファのサポートを受けており、そしてそれを他者に自身の実力だと勘違いさせているからだ。

　もっともユミナとは異なり、アキラはそれを白状することは出来ない。その微妙な後ろめたさと親近感が混じり合い、アキラはユミナに改めて好感を持った。

　欠片も気にしていないアキラの様子から、ユミナも気が楽になった。総合支援システムによる指揮能力だと予あらかじめ伝えて行ったのならともかく、意図的にそれを隠していたので、上からの指示とはいえ少し心苦しいものがあったのだ。

「そう言ってくれると助かるわ。それで、何でそんなことをしたのかなんだけど……」

　そこでユミナが不満げに顔を少し歪める。

「……まあ、簡単に言えば、総合支援システムの宣伝だったのよ」

　そして溜め息を吐く。

「それで、私が何でそんなことをやらされたかっていうと……」

　少し間を開けて再び吐いた溜め息は、前のものより重いものだった。

「前の時に、私に良いところが無かったからなのよねー」

　ユミナに非常に高性能な強化服が貸し出されているのは、機領の宣伝戦略だ。ハンターランク調整依頼を出されるほど優秀なハンターに自社製品を使ってもらう為、そして自社製品を使用すればそれほどのハンターに引けを取らない活躍が出来ると宣伝する為である。

　ユミナにはその為の強化服を、総合支援強化服の開発テストの名目で提供している。よって蜘蛛型甲殻機虫の大規模な群れとの戦闘データは機領にも流れていた。

　そのデータを閲覧した機領は、ユミナにはアキラに自社の強化服の性能を戦闘能力から訴えるのは難しいと判断した。そこでユミナには戦闘面以外から、総合支援システムを活用した効率的な遺物収集などから、アキラに宣伝してもらう方針に切り替えた。

「まあ私も、借りてる強化服の性能の宣伝になるほど活躍できたとは思ってないし、そういうことを頼まれても仕方が無いとは思ってるけどさ」

　実際にアキラは、総合支援システムを利用したユミナの指揮を称賛した。よってその宣伝方針は間違ってはいなかった。

　しかしユミナにとっては、自分の実力不足を改めて指摘され、確かめされられたことに違いは無い。カツヤの側で、カツヤに縋すがるのではなく、カツヤを支える為に戦いたい。その為の強さを求めているユミナには、少し辛つらい出来事だった。

「……ドランカムの若手ハンターにはね、大して実力も無いのに、借りた良い装備で調子に乗ってるだけっていう悪評があったの」

　ユミナは少し唐突にそう話し始めた。

「でもカツヤは頑張ってその評価を覆したわ。他の皆もカツヤと一緒に戦って、活躍して、それは間違いなんだって認めさせた。そんな悪評はデタラメだってね」

　そして、そこまでは嬉しそうにも見える笑顔で語ったユミナの顔に、陰が差す。

「でも私は……、違ったのかな……」

　ユミナはどこか悲しげに、そう弱音を吐き出した。皆には、特にカツヤには絶対に吐けない弱音を。

　兆候はあった。それはユミナも感じていた。

　ヨノズカ駅遺跡の時では、アキラと一緒に戦うカツヤの姿を俯ふ瞰かん視点で見て、自分と一緒に戦っていた時より強いように感じた。そして今まで自分はカツヤの足を引っ張っていたのではないかと考えてしまった。

　過合成スネークとの戦いでは、カツヤの一喝を受けた仲間達が動きの統率を上げたことに驚いた。だが驚いたのは自分だけだった。賞金首戦という緊張や過度な高揚、そして途中の苦戦による混乱さえなければ、仲間達には出来て当然のことだったのではないかとも思った。

　それを裏付けるかのように、ミハゾノ街遺跡での戦いでは仲間達がカツヤとしっかり連携する中、自分はそれについていけず、カツヤの足を引っ張った。更にスラム街の戦いでは、総合支援システムからカツヤと一緒に戦わせるには不的確と判断され、後方に回されてしまった。

　そして今、自分はアキラの戦いについていくことが出来ていない。恐らくアキラの物より数段高性能な強化服を使っているのにもかかわらず、戦闘面での宣伝を機領から諦められ、それ以外の面からの宣伝を指示されるほどに。

　自分はカツヤとも仲間達とも違い、強力な装備の力で調子に乗っているだけの、悪評通りの者だったのか。その思いが、ユミナの口から、弱音として零れた。

　アキラはユミナの話を黙って聞いていた。ここでユミナに適した言葉を掛けられるほど、アキラの対人能力は高くなかった。黙って話を聞く。それがアキラに出来る気遣いの限界だった。

　そのまま少しの間、どちらも黙る。重苦しい訳ではないが、楽しい訳でもない沈黙が流れていく。

　その空気を先に変えたのはユミナだった。残る弱気を全部吐き出すように大きく息を吐くと、敢えて明るく笑う。

「あー、やめやめ。辛気臭い雰囲気出しちゃったわ。ごめんね」

　そして雰囲気を流そうと少し強引に話を変える。

「それにしても、アキラってやっぱり強いわね。どうやったらそんなに強くなれるの？」

「うーん。そこはやっぱり装備と訓練じゃないか？」

「ありきたりな返事ねー」

　下らない話を楽しむように笑うユミナに合わせて、アキラも明るく笑って返した。

「ありきたりって言われてもな。でもそんなもんだろ？」

「まあね。でもそんなに強いんだし、その強さに何か秘密があっても良いんじゃない？　何か凄いコツとかさ」

「コツか……。まあ、あるにはある」

　気晴らしとして聞いただけであり、そんなものは無い、と言われるだけだと思っていたユミナは、その意外な返事に興味を顔に出した。

「えっ？　あるの？　じゃあ、聞いても良い？」

「……加速剤ってあるだろ？　使うと時間が凄くゆっくり流れるように感じるやつ」

「ええ。知覚間隔加速調整剤のことよね。世界を知覚する間隔とかを加速させることで、体感時間を相対的に引き延ばしてるとか何とか……、まあ、正確な仕組みまで知ってる訳じゃないけど」

「俺はその加速剤を使わなくても、似たようなことが出来る。それが強さの秘密だと言われればそうだし、コツと言えばコツだな」

　ユミナの顔から笑顔が消える。そして真剣な目をアキラに向けた。

「……詳しく聞いても良い？」

　アキラに同行すれば、その強さの理由が分かるかもしれない。それを知れば、自分も強くなれるかもしれない。そうすれば、またカツヤの側で戦えるようになれるかもしれない。ユミナはそう期待して、アキラのハンターランク調整依頼の同行者になった。

　求めるものがそこにある。それがユミナの雰囲気を変えていた。

「話しても良いけど、条件がある」

「何？　何でも言って」

　ユミナに合わせて真面目な顔をしていたアキラが、その表情を緩めた。

「冗談半分で聞いてくれ。そんなこと出来ないって言われても困るからな」

　それでユミナも落ち着きを取り戻す。

「分かったわ。変なこと言っても笑わないって約束する。これで良い？」

「ああ」

　アキラ達は食事をとりながらの談笑の雰囲気に空気を戻すと、高くて美味おいしい料理を食べながら話を続けた。

　ユミナから強さの秘密を聞かれた時、アキラはすぐにアルファのことを思い浮かべた。だがそれは話せない。気付かれてもいけない。そこでコツの話でごまかすことにした。

　ごまかそうとする気持ちがアキラを少し雄弁にさせる。そしてそれをユミナが非常に興味深く楽しげに聞いてくれたので、アキラの口がまた少し緩む。

　アキラの強さの秘密の話は、そのまま夜が更けるまで続いていった。
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　自室に戻ったユミナはベッドに横になり、今日の疲れを吐き出すように大きく息を吐いた。そしてアキラの話を思い出して、呆れにも似た笑顔を零す。

「そりゃ、あそこまでやれば強くなる訳ね」

　ユミナはアキラの話を聞いて、相手の正気を少々疑いながらも、同時に強い納得を覚えていた。

　体感時間操作技術と、その訓練法。

　死を実感する際に発現するという意識の暴走、それが生み出す時間感覚の矛盾を、その時の記憶を思い返して自身の脳を騙し、平常時に再現する。それが出来たら死の危険とは無関係に時間感覚の矛盾だけを再現可能にする。

　強化服と自身の体の、個別の同時操作。

　強化服を着て普通に動いただけでは、力は上がっても速く動くことは出来ない。着用者の動きに合わせて動く追従式の強化服では、先に動いた中身に続く分だけわずかに遅れる。神経伝達を読み取って体と同じ動きをする読み取り式でも、中身と同じ速さであり、本人より速くは動かない。

　そこで強化服を自身の体とは別に操作する。これにより強化服の常人とは掛け離れた身体能力を活いかした素早い動きが可能になる。当然ながら身体への負担は格段に増すが、そこは回復薬を使って補う。

　そしてそれを体感時間操作と併用する。

　時がゆっくりと流れる世界では、基本的に自分の体もゆっくりとしか動かない。それは体感的なものでしかないからだ。

　だが強化服を操作して自身の体を無理矢理動かせば、その全てが緩慢な世界の中でも、自分だけはいつも通りに動くことが出来る。

　もっともそのような真似をすれば、身体への余りの負荷で普通ならば死にかねない。それでもアキラは、強くなる為に、それを続けた。その多大な負荷を補えるほどに回復薬を多用して体を壊しながら回復させ続け、その状態で動き回り、鍛え上げた。

　その体を診察した医者に、超人を目指しているのかと誤解されるほどに。

　アキラとの話を一通り思い返したユミナが、再び大きく息を吐く。

「……私の悩みなんてアキラからすれば、訓練が足りない、で済む話ってことか」

　無茶を言うな、という気持ちもある。しかしユミナは気が楽になったとも感じていた。

　自分とカツヤでは才能が違う。それは自分も認めるところだ。その自分がカツヤと同じ訓練をしたところで、カツヤのように強くなることは出来ない。その才能の差を埋める為には、それだけ過酷な訓練が必要だ。

　ドランカム事務派閥所属のハンターとして部隊で訓練をする以上、カツヤと一緒にいては、その機会は無い。

　だが、今はある。

「待っててカツヤ。すぐに追い付くわ」

　もう弱音を吐く暇は無い。理由も無い。強くなる方法は教えてもらった。あとはそれをやるだけだ。

　そう決めて、ユミナは意気を上げて笑った。
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　アキラ達はクズスハラ街遺跡の奥部で、アキラの指揮でモンスター討伐をする日と、ユミナの指揮で遺物収集をする日を、交互に続けることになった。

　今日はモンスター討伐の日。建物には入らず車両で進める道を進んで、奥部の大雑把な地図を造りながら遭遇するモンスター達を倒していく。

　強力なモンスターが棲息する場所で、その脅威を排除しながら正確な地図を作製することも、危険な奥部での遺物収集効率を引き上げる。ハンターランク調整依頼の成果としては十分な内容だ。

　その作業をアキラはバイクに乗って行っている。

　そしてユミナは、そのアキラに走ってついていっていた。

　強化服の身体能力であれば、バイクに二本の脚で追い付くのも可能ではある。しかし大変なことに違いは無い。またアキラはバイクの速度を落としているが、それもユミナより少し速い速度を維持して、ユミナに全力疾走を強いている。よって休む暇など無かった。

　これはユミナ自身が望んだことだ。自分が同行している間、アキラに訓練をつけてもらえないかと頼んだのだ。

　アキラは条件付きでそれを受け入れた。その条件は、やめたくなったらちゃんと言うこと、それだけだった。

　訓練を続けるかどうかは自分で決めて良い。ある意味で優しく、ある意味で厳しいその条件を、ユミナは受け入れた。その結果が、この過酷な訓練だ。

　ユミナが歯を食い縛って走る。強化服を介して着用者の状態を調べている総合支援システムは、ユミナに休息を勧め続けている。それを無視して続行する。既に自力ではいつその場に倒れても不思議の無い状態だ。

　それでも、総合支援システムの補助を受けた強化服で、自身の体を無理矢理動かして走る。バイクに追い付く速度で体を力尽くで動かされる負荷は大きく、ユミナは全身が挽ひき肉にくになりそうな錯覚を覚えていた。

　このままそれを続ければ、いずれは錯覚では済まなくなる。だがその負傷を事前に大量に服用した回復薬が治療していく。

　それでも限界は来る。体内に残っている回復薬を使い切れば、ユミナはもう動けない。総合支援システムはユミナの意志を無視して強化服を動かしている訳ではない。身体の負荷に耐え切れず気を失えば、あとは倒れるだけだ。あと少しでそうなる。

　その前にアキラはバイクの速度を落としてユミナと並走すると、開封した回復薬の箱をユミナに差し出した。

　ユミナが疲労で歪む顔で手を伸ばす。そこには訓練続行の意志があった。そのまま回復薬の箱を摑むと、中身のカプセルを頬張るように服用した。

　その意志が挫くじけない限り、訓練は続行される。アキラもその手伝いをする。

　追加で服用した戦闘用の回復薬は、その覚醒効果でユミナに気絶を許さない。効果が切れる前に追加の回復薬を提供する。更にアキラはユミナと一定の距離を保ちつつ、モンスターの撃退をユミナにも行わせる。そうやって限界ギリギリをユミナに強いる。

　擬似的な死地を、ユミナは駆け続けていた。

　回復薬を吞み終えたユミナが、意気を上げる為に勝ち気に笑う。走りながらだ。

「……アキラ！　回復薬はとっても助かるんだけど！　こんな高いのを私にたくさん使わせて大丈夫なの？」

「大丈夫だ。言っただろ？　弾薬費は依頼元負担だって。あれ、厳密には消耗品代も込みだ。エネルギーパックとか回復薬とか、強化服の修理に使う資材カートリッジとかもな」

　そう言ってアキラが得意げに笑う。

「だから、幾ら使っても俺の財布は傷まない！　遠慮無く使ってくれ」

「そんなこと言って、依頼元から苦情が来ても知らないわよ？」

「知ったことじゃないな。そもそもこの依頼はどこかの誰かの都合でやらされてるだけなんだ。弾薬費の負担が嫌なら、依頼を打ち切れば良いだけだろ？」

　疲労が滲む顔でユミナも笑って返す。

「確かにね」

「まあ、キバヤシが爆笑したぐらいの成果はもう出したんだ。多少は大目に見てもらうさ」

　アキラはそう言い残すと、またバイクを少し加速させてユミナの前に戻っていった。

　休憩とは呼べないただの補給のような一時が終わり、ユミナはまた必死に走り出す。当然ながら走るだけではなく周囲の警戒も必要で、モンスターが出現したら戦わなければならない。走りながらだ。

　この訓練を踏破すれば強くなれると信じて、ユミナは必死に走り続けた。




　アキラが後方のユミナを見る。進行方向にモンスターがいたが、そちらには顔も向けずに情報収集機器で照準を合わせて撃ち殺し、バイクの進路を少し変えて、その骸の横を通り過ぎる。アキラもその程度のことは自力で出来るようになっていた。

　走りながら大型の銃を構えようとしていたユミナは、その標的をアキラに倒されたので、荒い息のまま銃を戻した。

『うーん。アルファ。もうちょっと速度を落とした方が良いかな？』

　空中に腰掛けるようにしてバイクに並走しているアルファが意味有り気に笑う。

『そうね。その言葉がユミナを気遣う為のものなら、この速度でもちゃんと追い付いているのだし、このままで良いと思うわ。でもアキラの都合なら、好きなだけ落として良いわよ？』

　現在のモンスター討伐はユミナの訓練でもあるが、アキラの訓練でもある。

　バイクで遺跡の中を高速で移動しながらモンスターを素早く発見し、即座に倒してバイクを停めずにそのまま進む。並行してユミナの護衛も実施する。自分の安全だけではなく相手の安全もしっかり確保しなければならない。

　その状態を自力で長時間維持するのは、今のアキラではまだまだ難しい。良い訓練になる。

　バイクの速度を上げれば更に難しくなる。逆に速度を落とせば簡単になる。現在のバイクの速度は、これ以上速くするとユミナが追い付けないという限界でもあるが、これ以上速くするとアキラが対応できないという限界でもあった。

　難しいのなら難易度を下げてもいい。アルファから笑ってそう言われたアキラは、同じように笑って返した。

『それなら、このままにしておくよ。ユミナは頑張ってるんだし、邪魔しちゃいけないな』

『そう』

　これにより、アキラとユミナの訓練は速度を落とさずに続行された。




　総合支援システムの装置を積み込んだ車は、自動運転でユミナの後を追っている。総合支援システムはユミナが意識を失った場合、強化服を操作してユミナを車まで避難させ、そのまま自動で撤退する。

　日が落ち始め、今日のハンターランク調整依頼は終了となる。ユミナは疲ひ労ろう困こん憊ぱいになりながらも、総合支援システムの撤退支援の世話になることなく、その日の訓練を終えた。
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　今日はユミナの指揮で遺物収集をする日となっている。作業内容自体は前回の遺物収集と同じだが、大きな違いが一つあった。ユミナの指示にアキラがいちいち質問を入れるのだ。

　なぜその道を通るのか。なぜその建物を遺物収集場所に選んだのか。なぜその遺物を持ち帰るのか。事情を知らなければ何らかの嫌がらせかと思うほどに、とにかく質問する。

　これはアキラが総合支援システムに興味を持ち、その利用を検討しているということを機領に示す為のものだ。

　自分が総合支援システムを使った時に、何の根拠も無い指示や、納得できない判断から出された指示で、死地に送り込まれるのは御免だ。だから指示の内容が妥当かどうか、細かく確認させてもらう。

　そういう名目で、アキラは素人同然の質問を何度もしていた。

　ユミナはアキラの質問を総合支援システムにそのまま投げて返答していた。簡単な内容であればシステムもすぐに答えるが、中には難しい質問もある。アキラが裏でアルファに聞いて、最適解の判断が非常に困難な質問を出すこともある。

　その場での回答が困難な質問は、機領から後日返事を出すことになる。アキラを納得させる返事を出せれば、総合支援システムの購入に一歩近付くとして、機領側も奮起しなければならない。

　またこの質疑応答は、ユミナがアキラに総合支援システムの宣伝をちゃんとしているという実績でもある。ドランカム事務派閥から、アキラへの宣伝をちゃんとやっているのかという苦情を受けることもなくなる。

　更にアキラはユミナにはそう説明しながらも、この機会にハンター稼業の基礎知識を改めて得ておこうと思っていた。素人同然のある意味で不自然な質問内容も、総合支援システムの性能の確認の為だと言えば幾らでも出来るからだ。

　尚、モンスター討伐の日にやるユミナの訓練は、表向きは総合支援強化服の性能の実演ということになっている。あの程度のことも出来ない強化服など買う気にはなれない。そのアキラの判断を覆す為にユミナが頑張っていることになっていた。

　アキラもユミナも、機領の宣伝を自分の訓練の為に良いように活用しながら、ハンターランク調整依頼を続けていた。
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　休みの日もユミナは訓練を自分で続けていた。体感時間操作技術の訓練だ。

　しかしこちらはそもそも訓練内容から手探りに近い状態だ。アキラから訓練方法を聞いてはいるものの、アキラ自身も、自分はそれで上手くいったが、他の人が同じことをやって上手くいくとは限らない、と前置きしていた。

　取り敢えずユミナは、ドランカムの訓練データの中から、死んだ仲間の戦闘記録を取得して主観視点で閲覧してみた。

　実際に死亡した者達の映像は非常に生々しい。死者の迂う闊かつな行動や誤った判断などを追体験して、それを教訓とし、訓練のやる気を上げる為の映像なので、見る者の心を揺さぶる内容ばかりだ。

　それをとにかく見る。集中して見る。自分がそこにいると想像しながら見る。驚き、冷や汗をかき、強い緊張と恐怖まで覚えながら、死地の光景を見続ける。

　しかし時間感覚が歪むことは無かった。

「難しいわね……」

　先は長そうだ。そう思い、ユミナは大きく溜め息を吐いた。








第[image: ]話　ある一つの正念場






　シェリル達の遺物販売店、その高価格帯のフロアにいるノグチという男が、鑑定済みの旧世界製情報端末の価格を見て接客の女性に尋ねる。

「すみません。これ、先日は８０００万オーラムだったと聞いたのですが、今は５５００万オーラムになっていますね。随分値下げされたようですが、何かあったのですか？」

「はい。今までは品薄により値上げしておりましたが、再入荷の目処めどが立ちましたので、何とかこのお手頃な価格まで下げることが出来ました」

　そう丁寧に答えた店員に、ノグチが軽い冗談のように聞く。

「出し渋って抱えていた在庫を、高値では売れなくなったから、そういう理由で放出しただけ、ではなくて、ですか？」

　店員もノグチの冗談を軽くあしらうように笑う。

「いえいえ、そのようなことは決して御座いません。当店が懇意にしているハンターから持ち込まれたのですよ」

「そうですか。そのハンターについて少しお伺いしても？」

「それは御容赦を」

「ですよね」

　客と店員の、冗談交じりのたわい無い遣り取り。少なくとも店員や周囲の他の客達はそう捉えていた。

　ノグチも合わせて笑っていた。そして、これで冗談はもうやめて商談に切り替えるように、少し態度を改める。

「それでは、お手頃価格に戻ったことですし、これを一つ頂きたい」

「お買い上げ、誠にありがとう御座います」

　その後、ノグチは買った品を保管ケースに入れて帰っていった。店を出て、スラム街に停めていた車に乗り、都市の防壁の方へ進んでいく。

　その車内でノグチが秘匿回線で上司に連絡を取る。

「私です。例の店で動きがありました」

「聞こう」

　ノグチが通信先の相手に状況を説明していく。

「……ええ、そうです。本当にあのハンターから再度手に入れたのか、それとも値上げの為に抱えていた在庫を放出しただけなのかは、現状では分かりません。ハンターの方で抱えていた可能性もあります。しかしいずれにしろ、あの店が相当な数の旧世界製情報端末を入手したのは確かなようです」

「期待できそうか？」

「その辺りは私には何とも。区画長の御判断次第かと。取り敢えず、手に入れたサンプルは部署に鑑定させます。その後は次の再入荷があるのかどうかを、継続して確認します。遺物の質と、想定する量。その辺りから御判断を」

「分かった。だが鑑定の方は黒銀屋に個人名義で依頼しろ」

「……黒銀屋で既に一度鑑定済みの品です。鑑定書もあります。質の確認であれば、都市の部署に任せた方が宜しいのでは？」

「都市の部署に鑑定させると情報が漏れる恐れがある。また、その鑑定書がその遺物の鑑定書ではない恐れもある」

「了解しました。ではこれで。また連絡します」

　ノグチは通信を切り、そのまま黒銀屋を目指した。
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　ヴィオラはアキラから再び持ち込まれた旧世界製の情報端末を、前回と同じように黒銀屋に鑑定に出していた。

　その１週間後、鑑定完了の連絡が来たので、キャロルを連れて黒銀屋に向かう。予想通り、今回も全て本物だった。鑑定書と一緒に品を受け取り、キャロルに持たせて応対用の部屋から出る。

　そのまま店舗の出口に向かう途中、キャロルが旧世界製の情報端末を詰めた頑丈な保管ケースに興味深そうな視線を向けた。

「それにしても、アキラはこれをどこで手に入れたのかしらね」

　キャロルが知りたいのは、どこで、ではなく、どうやって、の方なのだが、そこは口に出さない。口に出すのは高価な遺物がある場所を知りたいという、ハンターとして当たり前の疑問に留めていた。

　ヴィオラもその程度のことは見抜きつつ、余計なことは言わない。笑って別のことを言う。

「さあね。私にも分からないわ。だからキャロルにはアキラをしっかり籠絡してもらって、良い感じに聞き出してほしいんだけど。その辺の進捗はどうなってるの？　そろそろベッドに連れ込むぐらいはした？」

「内緒」

「内緒って……」

　いいえ、という意味であることぐらいは、ヴィオラは簡単に察した、どこか呆れたような表情を浮かべる。

　キャロルの方も、それを読まれることぐらいは分かっている。気にせずに答える。

「良いじゃない。別にアキラの籠絡をヴィオラから依頼されてる訳でもないんだしね。私のペースでゆっくりやるわ」

「何なら依頼しましょうか？」

「駄目」

　笑ってそう答えたキャロルに向けて、ヴィオラはわざとらしく小さな溜め息を吐いた。そして気を切り替えるように続ける。

「それなら遺物販売店の方を手伝えない？　キャロルがいてくれると助かるんだけど」

「悪いけど、私も自分のハンター稼業で忙しいの。ヴィオラの趣味にずっと付き合ってる暇は無いわ。あの連中の抗争の時に、結構長く付き合ってあげたでしょう？　今回はパスよ。我慢して」

「でも遺物販売店を手伝えば、アキラと接触する機会も増えるわよ？」

　そう言ったヴィオラに、キャロルが笑って返す。

「アキラはハンターランク調整依頼を受けたから、しばらく店の方には顔を出さないんでしょう？　知ってるわよ」

　ヴィオラはわざとらしく目を逸らした。互いに見抜き、見抜かれることが前提の、悪女同士の軽い遣り取りがそこにあった。

　ヴィオラがキャロルと一緒に店舗の外に出る。するとそこに待ち人がいた。ノグチだ。

「ヴィオラだな？　クガマヤマ都市の者だ。少々話がある。同行願いたい」

　食い付いた。ヴィオラはそう思って内心でほくそ笑む。だが表向きは得体の知れない相手に軽い警戒を示しながら、少し小馬鹿にするように笑う。

「クガマヤマ都市の者って、どこの部署のどなた様？　クガマヤマ都市に住んでる人なら、そこら中にいるんだけど？」

「……細かな所属を明かせない部署もあることは、スラム街の二大徒党の件けんの仕事を請け負った君も理解しているはずだが？」

　その手の話だとノグチが匂わしても、ヴィオラは相手を小馬鹿にする態度を崩さない。

「そういう人は、ちゃんとそれ用のルートで接触してくるのよ。何が目的かは知らないけど、それっぽい言動だけで私を騙せるとは思わないことね。キャロル。行くわよ」

　ヴィオラはそう言って立ち去ろうとした。ノグチが舌打ちする。その上で呼び止める。

「待て。それなら話す場所はあそこにしよう。これでどうだ？」

　ノグチが指差した場所を見て、ヴィオラが面白そうに笑う。

「良いわよ？　本当にそこに連れていけるのならね」

「問題無い」

　ノグチが指差した場所は、都市の防壁と一体化している高層ビルであるクガマビルの上層階でも、関係者以外立入禁止の都市経営の要所だった。




　ノグチと一緒にクガマビルに入ったヴィオラ達が、職員用のエレベーターでビルを上っていく。

　このエレベーターは都市の職員を含めて使用履歴が記録されており、外部の者が使用する場合は受付で手続きをしなければならない。しかしノグチはそれを省いてヴィオラ達を乗せていた。それはノグチがそれだけの権限の持ち主であることを示していた。

　それぐらいは分かるだろう、という意図を視線に乗せながら、ノグチがヴィオラに言う。

「これでお前も俺がクガマヤマ都市の者だと分かっただろう。というよりも、お前は初めから分かっていただろう。何のつもりか知らないが、こういう手間は掛けさせないでほしいんだがな」

「そんなことは無いわ。私だってちゃんと確認しないと分からないわよ」

「今回の話は、都市からの表には出せない裏の件だ。それぐらい分からないのか？」

　都市からの工作も請け負う優秀な情報屋。自分達の資料にはそう記載されていた人物の凡庸な反応に、ノグチは少し呆れたような様子を見せていた。

　だがそのノグチの態度も、ヴィオラの返事を聞いて急変する。

「ええ。分からないわ。だってそれ、噓でしょう？」

「……どういう意味だ？」

「スラム街の二大徒党の件は、表には出せない裏の件でも、その裏にいたのはクガマヤマ都市そのものだったわ。今回は違うんでしょう？　裏にいるのは都市全体ではなくその一部、恐らく都市の幹部達の誰か、それも少数、多分一人で、今回はその幹部の個人的な依頼や交渉。そんなところでしょう？」

　ノグチが無言を返す。単に否定しても意味は無い。だが肯定すると口を滑らせたことになる。その為の無言だった。

「加えて都市の内外に念入りに秘匿したい話なんでしょう？　だから都市の諜ちょう報ほう部は使えない。二大徒党の件の時のようにそっちのルートで私に接触すると、都市の他の幹部にバレちゃうから。そうでしょう？」

　ノグチはまだ無言を返している。

「多分これから、あなたの上司役の下っ端に会わされるんでしょう？　そしてそれっぽいことを聞かされる。本当の事情を何も知らされずに、渡された台本を読み上げるだけの人に。大丈夫？　その人、演技派？　あなたぐらいの人ならちゃんと騙せるって程度じゃ、私には意味無いわよ？」

　目的の階に到着したエレベーターが開いた。しかしヴィオラは降りない。代わりにノグチに質の悪い笑顔を向けた。

「それで、ここまで連れてこられた訳だけど、私が降りる意味はありそう？」

　ヴィオラの予想は正しく、ノグチはここで上司役の人間に、こちらの意図を隠した多分に虚偽を交えた交渉をヴィオラとさせるつもりだった。

　それを完全に読まれた状態で、互いに茶番だと分かっている交渉をする。それに何の意味があるのか。そう尋ねるヴィオラに向けて、ノグチがその意味を逆に問うように、本当に分かっているのか確認するように忠告する。

「……知りたがりは早死にするぞ？」

「それは無能の話よ。私は大丈夫。というよりも、私の場合は知っておかないと逆に危ないの。もういろいろ知ってるから」

　ヴィオラにはその交渉が虚偽に塗れたものだと分かった上で、敢えてその裏を探らずに話に乗るという選択肢もあった。深く知れば命に関わる事柄から、敢えて目を逸らす、という賢い選択も世の中にはあるからだ。

　だがヴィオラは答えた。それが賢い選択になるのは、その情報を扱い切れない無能だけであり、自分は違う。何も知らされず、何も聞かずに動くだけの駒、そちらにとって都合の良い、賢い無能に成り下がる気は無い。そう、暗に告げた。

　ノグチもそれを理解した。溜め息を吐いてエレベーターを閉める。ヴィオラを降ろす意味は完全に無くなったからだ。

　１階へ戻っていくエレベーターの中で、ヴィオラが楽しげに笑いながら言う。

「私とちゃんと話をしたいのなら、今回の件について自分で判断できる人をちゃんと呼んでおきなさい。交渉の席でその場にいない誰かにいちいちお伺いを立てるようじゃ、こっちも真面に話なんて出来ないわ」

「……良いだろう。ただし条件はそちらも同じだ。構わないな？」

「勿論よ。秘匿回線の接続コードを渡しておくわ。準備が出来たら連絡して」

　今日の交渉はここまで。その認識を合わせたところで、エレベーターは１階に到着した。




　ヴィオラ達を降ろしたエレベーターが、ノグチだけを乗せて再び上がっていく。そのノグチの顔は険しい。

（あれがヴィオラか……。なるほど。人物評価に質が悪いと記載される訳だ。あの様子では、恐らくこちらの目的が旧世界製の情報端末であることも気付いているだろう）

　そこでノグチは苦笑気味に表情を緩めた。

（……まあ、流石にその程度のことにも気付けないようでは話にならないが）

　無能が過ぎても扱いに困る。自分達との交渉に耐えうる最低限の有能さは必要だ。ノグチはそう考えて気を切り替えると、ヴィオラとの交渉の対策を思案する。

　恐らくヴィオラは事前に摑んだ詳細な情報を基にして交渉事を優位に進めようとする人物だ。まずはそう考える。

　今回ヴィオラは自分の話に何も知らない振りをして乗ることも出来た。だがそれをしなかった。それは自分が何の連絡も無しに突然現れた所為で、いつもの情報収集を事前に済ませておくことが出来なかったからだ。そこからもヴィオラは事前に情報を摑んでおくことを重視する人物だと推察できる。

（……そうすると、恐らくあいつはこれからこちらとの交渉に備えて徹底的な情報収集を始めるだろう。余計な時間を与えるのは危険か？　何とかして時間を作ってもらうか……）

　都市の幹部ともなると忙しい。時間の抽出も難しくなる。都市の幹部としての業務ではない、個人的な工作の為の時間となれば尚更だ。そこを何とかしてもらう為に、ノグチは早めに連絡を入れた。




　エレベーターから降りたキャロルが不満げに溜め息を吐く。そして持っていた保管ケースをヴィオラに見せ付けるように軽く上げた。

「ヴィオラ。今日の私の仕事は、これの運搬だけのはずよ？」

　ヴィオラが笑って返す。

「知ってて黙ってた訳じゃないわ。報酬は上乗せしておくから勘弁して」

「仕方無いわね。それじゃあ、今度こそ帰りましょうか」

「いえ、折角だからもう少し付き合ってちょうだい。もう一度黒銀屋に行くわよ」

「何で？」

　不思議そうな表情のキャロルに、ヴィオラは質の悪いとても楽しそうな笑顔を向けた。

「これならもう一匹ぐらい食い付いてきそうだから」

　ヴィオラはノグチにいろいろ言って惑わし、警戒させ、交渉を後日にさせていた。だがそれは交渉を後日にする為ではなく、今日のことを相手に偶然で片付けさせる為だ。自分は都市の人間が食い付くのをずっと待っていた、などと相手に気付かせない為の小細工にすぎなかった。

　そもそもヴィオラが遺物販売店で旧世界製の情報端末を売り出したのも、初めから都市の人間を誘き出す為でしかなかった。金が目的であれば即座に売り払い、その資金で遺物販売店を別の安全な方法で繁盛させている。

　旧世界製の情報端末は非常に貴重で高価な遺物だ。そのような品がスラム街などにあれば、それを目当てに、また人型兵器が襲ってきても不思議は無い。それだけの危険物を手元に置いてでも、それだけの危険を許容してでも、ヴィオラはシェリルの遺物販売店で、旧世界製の情報端末を取り扱った。

　自身の欲に、性さがに逆らえずに。

　そして今日、そのヴィオラの工作に引っ掛かった者が出た。旧世界製の情報端末という極上の餌には、都市の幹部すら抗あらがえなかった。

　もっともそのヴィオラにも、相手に餌だけ取られてしまう恐れもあれば、餌ごと自分を食い千切られる危険もある。相手は都市の上層部だ。スラム街の二大徒党などとは訳が違う。それはヴィオラも分かっている。

　そして、それが分かっていても、やめられない。ヴィオラはそういう、非常に質の悪い人間だった。
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　ノグチがヴィオラに接触してから３日経った。

　シェリル達の遺物販売店の高価格帯フロアには、今日も鑑定済みの旧世界製情報端末が陳列されている。そこにはその品がお手頃価格に戻ったと聞いてやってきた客もいた。

　だがその客の顔には驚きと困惑が浮かんでいた。

「い、１億オーラム……!?」

　鑑定済みの品の電子棚札には、もはや真面に売る気は無いと公言しているのも同然である、その値段が記されていた。

　別の客も困惑の滲んだ少し険しい表情を浮かべている。

「未鑑定の品が無くなってる……。おい、どうなってんだ？」

　客達に詰められた接客の女性が、少したじろぎながら答える。

「未鑑定の品は全て鑑定を済ませたので無くなりました。鑑定済みの品の価格につきましては、上の判断ですので、私にも詳しいことは分かりません」

「だが再入荷の目処が立ったと聞いていたぞ？」

「私もそう聞いておりました。それで実際に５５００万オーラムまで一度価格を下げたのも事実です。追加の品の鑑定もすぐに終わると聞いていたのですが……」

　店員から得た情報を基に、客達が状況を思案する。

「すると……、新たに手に入れた品を自信満々で鑑定に出したが、そのほとんどが偽物だった。それで一度下げた値段を慌てて戻したとか、か？」

「未鑑定の品を全部鑑定に出したのも、その埋め合わせ？　そっちになら、まだかなりの数の本物が残っていると考えた？」

　そう推察した上で、客達が１億オーラムの売り物に視線を向ける。

「そうすると、ここに残ってるのが最後の品ってことも有り得るのか。それなら１億オーラムという値段も分からないではないが……」

　基本的に大企業が買い占めてしまい、他の企業には出回らない貴重な遺物。これがそれを自分達でも手に入れられる最後の機会かもしれない。客達はそう考えて悩み続けていた。




　高価格帯フロアの客達が予想外の値上げに驚き困惑していた頃、店の前では別の理由による驚きと困惑が広がっていた。都市の公用車が現れたのだ。それも一般職員用の車ではなく、明らかに幹部等が使用する高級車だった。

　その車が停まり、後部座席側のドアが開く。一体誰が来たのか。その当然の疑問により、周囲の者達の注目が集まる。だが誰も降りてこない。代わりに、その注目の中、店から出てきたシェリルとヴィオラが車に乗り込んだ。

　ドアが閉まり、車が発車する。シェリル達を乗せて去っていく車を、周囲の者達は半ば啞あ然ぜんとしながら見送った。

　その車内でヴィオラが笑ってシェリルに言う。

「ここからが正念場。頼んだわよ？」

「分かっています」

　車内に持ち込んだ保管ケースを見ながら、シェリルは真面目な表情で答えた。

　その現金輸送用の物にも似たケースの中身は、高価格帯フロアの品を値上げした理由だ。鑑定済みの本物だが店に出すのを急きゅう遽きょ中止した、再入荷されるはずだった旧世界製情報端末を、一つ残らず詰めていた。
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　都市の公用車でクガマビルに入ったシェリル達は、ビル内の駐車場で待っていたノグチの指示で車を乗り換えた。窓の無い装甲車のような荒野仕様車両に乗り、クズスハラ街遺跡の前線基地を目指す。

　その途中、車内でノグチがシェリル達に軽く注意する。

「今、君達はクガマビルの上階で誰かと会っていることになっている。誰と何の目的で会っていることにするかは君達の好きにして良いが、基本的に口外できない人物と目的にしてくれ」

　ヴィオラが笑って答える。

「分かってるわ。大丈夫よ。安心して。こっちでもちゃんとごまかしておくから」

　ノグチは軽く頷き、以降は黙ってシェリル達を運んだ。

　前線基地に着いたシェリル達は人目につかない通路を通って基地内の一室に通された。そしてノグチに少し待つように言われる。その後、一度退出したノグチが自分の上司の男を連れてきた。

　男はシェリル達の正面に座ると、都市の幹部としての威厳を漂わせながら、名も名乗らずにシェリルに鋭い視線を向ける。

「この交渉の席に出る者が代理では話にならない。君達のその要望により、こちらは私が、そちらは君が来た。では、まずは君から話してもらおう」

　話す内容すら具体的には一切言わずに、男はシェリルに正しい返答を求めた。

　都市の幹部である自分を交渉の場に引ひき摺ずり出だした以上、その程度のことも出来ないのであれば、相応の報いを受けてもらう。男の目は、そう雄弁に告げていた。

　シェリルもそれを理解する。緊張が一気に高まる。だが、それでも笑う。この取引に成功すれば、徒党も遺物販売店も飛躍的に成長できる。ハンターとして加速度的に成り上がるアキラに、一足飛びで追い付けるかもしれない。その想おもいで、シェリルは覚悟を決めていた。

「畏かしこまりました。イナベ様」

　目の前にいる都市の幹部の顔と名前を知っている。この場にいることを許されるその最低条件を、シェリルはまずは突破した。

　そしてここまで運んできた保管ケースをイナベの前に置き、開けて中身の旧世界製情報端末を見せる。

　予想以上の量にイナベは少し驚き、それがわずかに顔に出た。だがそれだけだ。シェリルがこの交渉の席を旧世界製情報端末の取引だと考えているのであれば、それはイナベが求める正しい返答からは程遠い。その程度の話であればイナベを同席させる必要も無く、前にノグチがヴィオラに接触した時にその二人で済ませるべきだからだ。

　自信たっぷりにケースの中身を自分に見せ付けるシェリルの態度を見て、イナベが内心で落胆を覚える。

　相手はやはり自分とその品の取引をする為に来たのだろう。旧世界製情報端末は確かに貴重な遺物だ。買取価格で揉もめても不思議は無く、その時に決定権の無い代理と話しても仕方が無い。その程度の考えで自分を呼んだのだろう。イナベはそう判断して、もうこの交渉の席に対する意欲を失いつつあった。

　しかしシェリルは、そのイナベの予想を超えた。ケースの中身を手で示しながら、力強い笑みを浮かべて言う。

「この遺物はどこで発見されたのか。その調整に、私達は大いに協力できると思っております。その発見場所がイナベ様の担当区画であれば、今はウダジマ様の後こう塵じんを拝しておられる状況も、大きく改善するかと」

　イナベが驚き、その視線を鋭くさせた。

　前線基地から延びる後方連絡線のおかげで、都市はクズスハラ街遺跡奥部の本格的な攻略が可能になった。既に多くの遺物が収集されており、大きな利益をもたらしている。

　都市の幹部達の中でその利益を一番に得ているのは、前々から前線基地の構築と後方連絡線の延長を推し進めていたヤナギサワだ。しかしヤナギサワはその利益のほとんどを前線基地の武力向上と後方連絡線の更なる延長に注つぎ込んでおり、経費を差し引いた利益という意味では微妙な状態が続いていた。

　代わりに儲けているのは他の幹部達だ。遺跡奥部を幹部達の調整により幾つかの区画に分けた上で、自身の担当区画での遺物収集を推し進めていた。

　ヤナギサワの設備投資のおかげで、前線基地には後方連絡線の維持だけなら十分過ぎるほどの戦力が調っている。そしてそれは都市の設備なので、他の幹部達も問題無く利用できる。よって都市の幹部達は遺跡奥部での遺物収集を、経費を抑えて推進することが出来た。

　イナベも自身の担当区画で遺物収集を進めている。だが担当区画の評価の所為で、敵対派閥の長であるウダジマという幹部に大きく後れを取る状況が続いていた。

　ヤナギサワは後方連絡線を遺跡の更に奥に延ばすのには熱心だが、その一方で横方向に広げるのには全く力を注いでいなかった。

　後方連絡線を幹として、そこから伸びる枝葉、遺物収集場所への移動ルートの方にも注力すれば、遺跡奥部での遺物収集の効率は確実に向上する。だがヤナギサワはそれを他の幹部達から何度要請されても、自分でやれ、と答えるばかりで全く興味を示さなかった。

　そのような背景もあり、幹部達は都市の予算から自身の担当区画の攻略費用を捻出しようと激しく争っている。

　しかしイナベの担当区画は幹である後方連絡線から離れた位置にあり、しかも棲息するモンスターも強く、加えて調査部隊が持ち帰った遺物も安物ばかりという、ろくでもない評価を受けている場所だった。

　一応、調査範囲を更に広げれば高価な遺物が見付かる可能性はある。だがその調査費用も只ただではない。後方連絡線から離れている所為で前線基地からの支援も受け難く、強力なモンスターが数多くうろついており、今のところ大した遺物も見付かっていない場所の調査など、費用対効果が低いとして、どうしても後回しにされる。

　その所為で優先的に予算が割り振られるのは、ウダジマの担当区画ばかりとなっていた。

　担当区画を巡る争いに負けた結果とはいえ、イナベは何とか挽ばん回かいしようと機会を窺っていた。そのイナベに、スラム街の遺物販売店が旧世界製の情報端末を売り始めたという情報が入る。

　そして多くの者がその非常に貴重な遺物そのものを求める中、イナベは別のものを求めた。それはその遺物の出所であり、正確にはその情報を操作する手段だった。

　旧世界製の情報端末がイナベの担当区画で見付かれば、区画の評価は跳ね上がる。そして都合の良いことにその遺物の出所はいまだ不明のままだ。絶好の機会だった。

　イナベが改めてシェリルを見る。先程のシェリルの返答は、それらのイナベの状況を全て把握していると答えているのも同然だ。高度な情報収集能力でそれを知ったのか。或いは卓越した洞察力でそれを見抜いたのか。または、その両方か。そこまではイナベも読み切れない。しかしいずれにしろ、前にいる少女が自分との直接交渉に足る人物であることは、イナベも認めざるを得なかった。

「それで、そちらの要求は？」

「私達への支援を。可能であればイナベ様個人ではなくクガマヤマ都市の意向として」

「それはまた大きく出たな。流石に欲張り過ぎではないか？」

「エゾントファミリーとハーリアスの件もあります。同じ事態を繰り返さない為にも、初めから都市の息が掛かっている組織を作っておくのも宜しいかと思います。その組織にスラム街を掌握させれば、今後の統治も安価で可能でしょう。その辺りを加味すれば、稟りん議ぎに掛ける価値はあるかと思いますが、如何いかがでしょう」

　イナベはそのシェリルの話に一定の理解を示した。二大徒党の壊滅にはヴィオラだけでなくアキラも強く関わっている。そしてシェリルはその両方と繫がりがある。既に開店しているシェリルの遺物販売店を含めて、スラム街の裏経済を都市側で効率良く管理する意味でも、その価値は確かにあった。

　次にイナベは、シェリルが旧世界製情報端末をここまで運ぶのに使用したケースに視線を向けた。そしてシェリルに敢えて曖昧に尋ねる。

「そのケースは？」

「このような現金輸送に使用されているケースを見た場合、中身も現金であると想像する者が大半です。私はここまで旧世界製情報端末を運んできたのではなく、イナベ様からそれを買いに来た。或いは仕入れに来た。折角の機会ですので、そういう思惑を誘うのも良いかと思いまして」

　シェリルの遺物販売店で売られている旧世界製情報端末の仕入れ元はイナベだった。そう誤解されるように、こちらでもちゃんと気を使っている。それぐらいはそちらから指示されずとも出来る。その意図を込めたシェリルの返事を、イナベは正しく受け取り、評価した。

「そうか。ではもう一つ聞こう。実のところ私は、君ではなくアキラがここに来ると思っていた。だが、君が来た。問題無いのだな？」

　非常に強力なハンターとしてシェリル達の後ろ盾になり、徒党の運営に直接は関わってこそいないが、事実上徒党の支配者である人物。そして旧世界製情報端末の出所を知っている唯一の者。これからシェリルがイナベと幾ら交渉しようとも、後でその者が、駄目だ、と言えば全てが台無しになる重要人物。

　そのアキラがここにはいない。それでも、本当に、問題は無いのか。イナベは、そう問い掛けていた。

　虚偽は許さない。そう告げるように、イナベがシェリルをじっと見る。

「問題ありません」

　シェリルは覚悟を決めて、笑って答えた。

　そのまましばらくイナベがシェリルを見続ける。それでもシェリルの目に揺らぎは無い。イナベはそれを見届けると、態度を緩めた。

「良いだろう。では、交渉を始めよう。ノグチ」

「畏まりました」

　イナベの指示で、ノグチがヴィオラと細かい交渉に入る。イナベとシェリルは部下の隣で話を聞きながら、必要であれば口を出し、判断を求められれば判断を下す責任者の立場として、引き続き交渉の席に着いている。

　シェリルは何とか交渉を始められたことに、思わず小さく安堵の息を吐いた。イナベはそのシェリルの様子を、さりげ無く観察していた。




　交渉を終えたシェリル達がイナベの部下に連れられて部屋を出ていく。荒野仕様車両で再びクガマビルまで送られた後、都市の公用車に乗り換えて拠点に戻る予定だ。

　ノグチも続いて部屋を出ようとする。だがその前に、イナベに少し怪訝な表情で尋ねる。

「区画長。差し出がましいことを聞きますが、交渉対象をあのシェリルという者にしてしまって本当に問題は無いのでしょうか？」

「いや、問題はある。楽観視は全く出来ない」

「では、なぜ？」

「問題はある。だがそれを理由に交渉を蹴るほどではない。それだけだ」

　問題ありません。そうシェリルは覚悟を以て答えた。だがその返答に覚悟が必要な時点で、多数の懸念を抱えた問題のある状況なのは確実だ。

　しかしその覚悟を見せたシェリルには、その問題に対処可能な手腕も、それなりに期待できるように見えた。イナベはそれを加味して最終的な判断を下した。

「まあ、アキラというハンターもいろいろ問題の多い人物のようだからな。仮にこの場に同席していたとしても聞き分けが悪く、交渉が破綻していた恐れもあった。こちらはアキラとは直接関わらず、シェリルを介して交渉するというのも手ではあるだろう。不満か？」

「いえ、区画長がそうお考えであれば問題ありません。それでは」

　ノグチは礼をして部屋を出る。そして通路を歩きながら情報端末を取り出した。

「俺だ。イナベ区画長の件だが……」

　部屋に残ったイナベが呟つぶやく。

「誰と何を話しているんだか……」

　知りたがりは早死にする。それが適応されない有能な者達は、生き残る為に、勝ち残る為に、常に更なる情報を求めていた。
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　クガマビル上層階のフロアで華やかな立食会が開かれている。主催はクガマヤマ都市。防壁内外の企業家等が集い、顔を繫ぎ、友好を深め、情報を集め、商機を広める交流の場だ。

　都市経済の流れに翻弄される弱者達ではなく、その流れを生み出し、操り、支配する強者達が、今日も表面上は穏やかな顔で、談笑という名の熾し烈れつな駆け引きを続けている。

　その立食会に、シェリルはヴィオラとデイルを連れて参加していた。

　いつもの余裕の笑みを浮かべているヴィオラや、表向きは平静を保っているシェリルとは異なり、デイルはあからさまに緊張した様子を見せている。

「シェ、シェリルさん。お、俺、いや、私はどうしていれば……」

　着慣れないスーツを着ている所為で服に着られている状態のデイルは、自分が場違いな者であると理解していることもあって非常にあたふたしていた。

「今日のところはこの雰囲気に慣れてください。出席者に自分から声を掛けるのは控えて、無難に過ごして頂ければ結構です」

「わ、分かりました」

「出席者と下手に顔を繫ごうとはしないことです。この立食会に参加した経験がある。出席者がこの場でデイルさんの顔を見掛けたことがある。今回の立食会でそれ以上を求めるようであれば、次は無いと思ってください」

「わ、分かりました」

　シェリルと伝を持っておけば、都市の上位層の者達とも縁を作れるかもしれない。デイルがそう期待していたのは事実だ。しかしその期待を数段超える場所に連れてこられたことで、デイルはいっぱいいっぱいになっていた。

　ヴィオラが取り皿に適当に料理を載せてシェリルとデイルに渡す。それを食べたデイルは余りの美味しさに驚嘆して大きな反応を示した。その一方、同じものを口にしたシェリルは、この程度のものは食べ慣れているかのように落ち着きを保っていた。

　そのシェリルの様子を見て、ヴィオラが同じ料理を食べながら、どこかからかうように笑う。

「美味しいわね。シェリル」

「ええ。とても美味しいです」

　シェリルは少しだけ不敵に笑って返した。




　１週間前、シェリルはヴィオラに連れられて、クガマビル上層階にある高級レストランであるシュテリアーナに来ていた。

　芸術的なまでに美しく美味しそうに盛り付けられた料理が並ぶテーブルで、シェリルの向かいに座るヴィオラが質の悪い笑顔を浮かべる。

「さあ、食べて」

「……、頂きます」

　シェリルが真剣な表情で料理を口に運ぶ。だがその表情も、フォークの先にある美味の塊が舌に触れた途端に破綻した。その余りの美味しさが、シェリルから令嬢の演技を剝ぎ取っていた。シェリルは思わず小さく声まで出してしまっていた。

　ヴィオラが意地の悪い笑顔を浮かべる。

「駄目ねー」

　それで我に返ったシェリルは、悔しそうに顔を歪めた。

　ヴィオラから立食会のことを聞かされたシェリルは、そこでも通用する令嬢の立ち振る舞いを訓練することになった。

　簡単な立ち姿や歩く動作からですら、周囲の者達にその人物の生い立ちを教えてしまう。そして立食会の参加者は基本的に都市の富裕層だ。その者達から立食会にスラム外の子供が紛れているなどと思わせないように、徹底的な訓練が必要だった。

　もっともシェリルもその手の訓練は自主的に行っている。その技術は高く、カツラギの商売仲間達の多くは既にシェリルのことをどこかの企業の令嬢だと完全に勘違いしており、デイルもしっかり騙されていた。

　しかしヴィオラから見れば、まだまだ子こ供ども騙だましの水準だ。立食会の参加者達には通用しない恐れが高いと判断して、シェリルに少々厳しい訓練をつけることにした。そして、その為にシェリルをシュテリアーナに連れてきた。

「シェリル。そんなんじゃ話にならないわ。あの立食会の出席者はこの程度の料理なんて食べ慣れてるの。そこでそんなリアクションをしちゃったら、どこぞの令嬢なんて絶対思われないわよ。分かってるの？」

　シェリルが少し悔しそうに顔を歪める。

「……分かってます。すみません」

「それじゃあ訓練を続けてちょうだい。ちなみにこのコースの値段は50万オーラムぐらいよ。立食会の料理も同水準だと思ってちょうだい」

「ご、50万ですか……」

「ええ。大金でしょう？　だから早く顔色一つ変えずに食べられるようになってちょうだい。シェリルの訓練が終わるまで、毎回それだけ払うことになるのだからね」

　シェリルが再び料理を口に入れる。スラム街の食料に慣れ親しんだ、味など分からない脆ぜい弱じゃくな舌であっても、その圧倒的かつ根本的な美味さでシェリルを翻弄する。

　歯を食い縛っているかのような表情で更に食べる。既に一度体験済みにもかかわらず、感動は薄れない。それどころかそれを二度口に運んだだけで肥えた舌が、貧弱な舌では感じ取れない複雑で繊細な美味をより鋭敏に感じ取り、更なる感動をシェリルにもたらしていく。

　この料理に慣れることなど可能なのだろうか。シェリルはそう思わず疑ってしまった。

　だがすぐに決意を新たにする。イナベとの取引を成功させて徒党を発展させる為にも、それでアキラに認められる為にも、絶対に成功させなければならない。シェリルはその想いで、絶望的なまでの戦力差を見せ付ける美味しさに抗い続けた。

　先は長そうだ。ヴィオラはシェリルの様子を見て、そう思いながら苦笑していた。




　前日まで続けていた訓練を思い返しながら、シェリルが立食会の料理を口にする。とても美味しく感じたが、その訓練に耐えた今、もはや過剰な反応を示すことはない。少し不敵に微笑む余裕すら示して、シェリルは令嬢の演技を保っていた。

　そこにイナベがやってくる。

「シェリル。久しぶりだな」

「これはイナベ様。お久しぶりで御座います」

　都市の幹部と親しい仲であるという工作用の挨拶を済ませたシェリルは、指示を送るようにヴィオラに視線を向けた。するとヴィオラが一礼し、デイルを連れて席を外す。

「あの男は？」

「こちらで雇っているハンターです。工作用に同行させただけで、彼は何も知りません。私がこの場の雰囲気に馴な染じむまでの間、代わりに目立っていてもらおうと思いまして」

「そうか。まあ好きにすれば良いが、余り変な者を連れてこられても困る。そこは注意しておこう。あれぐらいなら構わんがね。では、歓談に勤いそしむとするか」

「畏まりました」

　様々な意味を持つ工作としての歓談。この立食会では珍しくもない談笑を続けながら、シェリルはどこかの令嬢のように微笑んでいた。




　席を外したデイルは少し離れた場所からシェリル達の様子を見ていた。その顔には強い驚きと緊張が滲んでいる。

「ヴィ、ヴィオラさん。確かあの人は……」

「ええ。クガマヤマ都市の重役の一人です。イナベ派と呼ばれる派閥の長ですね」

「で、ですよね。シェリルさんはそんな人とも縁を持っていたのですか……」

　デイルもシェリルの背景をいろいろ想像していた。だが都市でも有数な人物との繫がりまで持つほどの者だったとは、流石に想像できなかった。当初の自身の期待を超えて、少し怖くなってきたほどのシェリルの力に、デイルは笑顔を硬くしていた。

　そこで立食会の他の出席者から親しげに声を掛けられる。

「失礼。初参加の方ですか？」

「えっ？　あ、はい」

「それはそれは。この立食会も近頃は出席者の固定化が懸念されていましてね。新たな参加者は歓迎致しますよ。ああ、申し遅れました。私は……」

　クガマヤマ都市での経済的な上位層を主な参加者とするこの立食会の中においても、順列というものは存在する。都市の幹部などはそこでも上位の人物であり、下の者にとっては、繫がりを求めて声を掛けるのも一苦労だ。

　その立食会で明らかに新参者と思われる少女が都市の幹部であるイナベと親しげに談笑している。当然ながら注目を集める。イナベとの伝を得る為にも、可能であればその少女と繫がりを作っておきたいと考える者も出る。

　しかしイナベとの談笑中に声を掛ける訳にもいかない。そこでまずは別の者に接触する。少女の連れのようだが、イナベと話す際には席を外すように指示される程度の者であれば、声を掛けても問題無いだろう。情報収集を兼ねた雑談の相手としても与くみし易やすい。そう考えて、その出席者はデイル達に声を掛けていた。

　新参者に優しく声を掛ける出席者と、その心遣いを有り難く思う者達の歓談。表向きはそう見える会話が続いていく。

　その歓談の中、シェリルのことを完全に勘違いしているデイルの話に合わせて、ヴィオラが親しげに微笑みながら歓談に毒を混ぜていく。

「ええ。はい。その通りで、私共も苦労に苦労を重ねまして、ようやくこの立食会に参加できるようになりました。これもイナベ様の長期に亘る御支援あってのものです」

「それはそれは。羨ましいことです。是非私共もあやかりたいですね。それで、その遺物もイナベ様が？」

「あー、どうでしょう。詳しいことは私などには知らされていないのですが、その可能性はあるかと。イナベ様はクズスハラ街遺跡奥部の遺物収集にも関わっていると聞きますし……」

　歓談が続く。別の場所で歓談を続けるイナベとシェリル、そしてこの場で質の悪さを全開にしているヴィオラにより、立食会の参加者に誤情報が伝わっていく。

　その情報を真に受ける者もいる。訝しむ者も出る。正誤にかかわらず利用しようとする者も現れる。

　それはある意味で、都市経済の情報戦の主戦場でもあるこの立食会では、当たり前のことだった。
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　ミズハに連れられてクガマヤマ都市主催の立食会に参加していたカツヤは、少し緊張した様子を見せていた。

　ここがそこらの立食会であれば、カツヤも気後れなどしない。自分達の支援者達など、防壁の内側の者達を主賓とする場に出席し、注目を集め、称賛された経験もある。そのような場の振る舞いにも慣れてきており、今更動じる理由は無かった。

　だがミズハからこの立食会の重要性を繰り返し説明されたことで、流石にカツヤもこの立食会は今までのものとは訳が違うのだと理解した。

　出席者には都市の幹部や企業の重役なども含まれている。そのような者達から不評を買えば、自分達が命を懸けて築き上げてきた評価が台無しになる。その為に死んだ仲間達の頑張りも無駄になってしまう。ミズハからそう繰り返し説明されたこともあって、カツヤはこの立食会に真面目に臨んでいた。

「それじゃあカツヤ。いつものようにお願いね」

「はい」

　わずかに緊張を滲ませながらも力強く笑って答えたカツヤの態度を、ミズハはとても頼もしく感じていた。




　ミズハは立食会の出席者にカツヤを売り込んでいた。既に面識のある者に声を掛け、知人に自分達を紹介してもらい、談笑し、交友を深めて人脈を広げていく。

　孤児院出身の貧しくも良識を持つ子供がハンターとなり、防壁の内側に住む善良な者達からの支援を受けて、そのおかげで自身の才を開花させて成り上がっていく。ミズハが語るその物語は、その善意を恵む立ち位置の者達を満足させた。

　また、善意ではなく、あくまでもビジネスとしての投資であると取り繕う者も、それが事実である者も、目の前のカツヤから十分な見返りを見込める才と将来性を感じて大いに好感を抱いた。

　ドランカムの為に、その事務派閥の為に、そこに所属するカツヤの為に、この立食会の出席者から支援を得る。そのミズハの目もく論ろ見みは上々の成果を出していた。




　新たな支援者となった者達との歓談の中、カツヤがシェリルに気付く。シェリルは離れた場所で他の出席者と話していた。
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「シェリル……？」

　それでミズハもシェリルに気付いた。他の者達も視線をシェリルの方に向ける。そしてミズハは強い驚きを、他の者達は少し意外そうにするぐらいの驚きを見せた。

「あれは……、イナベさんですね。話している相手は……、知らない顔ですな。そちらは御存知で？」

「いえ、存じません。初参加の方のようですが、イナベさんと随分親しげに話していますね……。ミズハさんとカツヤ君は彼女を御存知で？　お知り合いのようですが……」

　適した説明を返せずに、ミズハが言葉に詰まる。

「あ、その……」

　ミズハもこの立食会にシェリルが参加していたことを驚きはした。だがそれだけであれば、既にシェリルのことをどこかの令嬢だと考えていたこともあって、予想以上の立ち位置の人物だったと認識を改めるだけで済んでいた。

　しかし、まさか都市の幹部と親しげに話せるほどの者だとは思っていなかった。

　ミズハは以前カツヤがユミナを追ってスラム街のシェリルの倉庫に乗り込んだ時に、そこにシェリルがいたのにもかかわらず、こんな所、呼ばわりしてシェリルから微妙に不興を買っていた。更にその倉庫の警備を請け負ったのだが、失敗して倉庫を全壊させてしまっていた。

　その辺りをどうごまかすか。ミズハが悩む。確かに自分達はシェリルと面識はある。だが都市の幹部と親しい間柄の者から不評を買っている恐れがあるなどと、新たな支援者に思わせる訳にはいかない。適した説明が必要だった。

　それをミズハが考えている間に、カツヤが普通に笑って答える。

「はい。知ってます。彼女はシェリルです。俺の友達です」

「ほう」

　支援者達が興味深そうな様子を見せる中、カツヤがそれに気付かずに頭を下げる。

「すみません。少し席を外しても宜しいでしょうか？　折角ですので、シェリルに挨拶をしておこうと思いまして」

「ああ、勿論構わな……」

「駄目よ！」

　ミズハは慌ててカツヤを止めた。そして少し驚いているカツヤに向けて、内心で焦りながら諭すように笑って続ける。

「……カツヤが幾らシェリルさんと仲が良いといっても、それはプライベートでの話よ。そしてこの立食会はビジネスの場という側面が強いの。だからビジネス面での繋つながりが弱い人が、都市の幹部と談笑中の相手に声を掛けるのは失礼になるの。シェリルさんにも、イナベさんにもね。カツヤ。分かってちょうだい」

　噓は言っていない。だがそれ以上に、シェリルに都市の幹部の前で自分達の不興と不評を話されてはシャレにならないと思い、ミズハはどこか圧のある笑顔でカツヤを必死に止めていた。

　それでカツヤも引き下がる。

「そ、そうですか……。すみません」

　支援者達もその様子を見て、カツヤとシェリルの縁からイナベとの伝を得るのは無理だと判断した。若者を窘めるように続ける。

「そうだな。君も荒野では凄いハンターなのだろうが、ここは荒野ではない。その辺りの身の程は弁わきまえておくべきだろう。気を付けたまえ」

「は、はい……。分かりました。御忠告、ありがとうございます。…………あの、それなら、どの程度の程があれば問題は無くなるのでしょうか？」

「その辺りの判断はいろいろあって難しいのだが、君はハンターなのだし、ハンターとしてどれぐらい大成すれば、都市の幹部に声を掛けても身の程知らずと思われずに済むのか、ということで良いのかな？」

「はい」

　カツヤは真面目な顔で頷いた。向上心に溢れた若く有能なハンターの態度に、支援者達も機嫌を良くして語っていく。

「そうだな。最低でもハンターランクが……50は要るだろう。その辺りの実力者になると、活動場所をもっと東に移そうとする者も増えてくる。モンスターも強くなるが、それだけ稼げるからな。しかしそれは有能なハンターがクガマヤマ都市から出ていくということでもあり、都市の幹部が直々に引き留めることもある。そういう点でも、ハンターランク50が目安だろう」

「ハンターランクも重要だが、戦闘能力特化のハンターでは、人型兵器などで代用すれば良いという考えもある。やはり遺物収集の実力を示すのが一番では？　最近、あるハンターが遺物販売店に旧世界製の情報端末を持ち込んだ、という話も聞く。そういう貴重な遺物を手に入れられるハンターならば、都市の幹部も縁を繫ごうとするだろうな」

　支持者達はその他にもいろいろな話をカツヤに聞かせていく。それをカツヤはとても興味深そうに、真面目に聞いていた。




　結局カツヤはシェリルと話す機会の無いまま立食会を後にした。それを残念に思いながらも、落ち込んでいる様子は無い。むしろカツヤのやる気は大いに上がっていた。

　カツヤにとってシェリルは、仲間の死に囚とらわれ過ぎていた自分を救ってくれた大切な恩人だ。だが同時に、非常に謎の多い人物だった。

　容姿や性格などを除けば、分かっていることは多分どこかのお金持ち、ぐらいでしかない。自分のことは何も話さず、カツヤが気になることは、からかうように、秘密、と言って教えてくれない。どこの誰で、どのような立場の者なのかは、想像することしか出来ない。そういう謎めいた人物だった。

　だが今日、そのシェリルの謎がある程度明らかになった。ミズハからその重要性を繰り返し説明された立食会に参加できるほどの者であり、加えて都市の幹部とも親しい立場の者だったのだと、カツヤは知ることが出来たのだ。

　そうするとカツヤも、シェリルが今まで自分の立場などの話を一切話さなかったことも納得できた。

　それほどの地位の者が一介のハンターにそれを正直に話せばどうなるか。ハンター稼業とは何の関係も無い友人としての繫がりを、ハンター稼業の方にも利用しようとする者が続出しても不思議は無い。

　更に自分はドランカムのハンターだ。自分を介してドランカムから面倒な話がしつこく来ると思われても仕方が無い。

　だからシェリルは自身の地位やそれを想像させる事柄について何も話せなかった。自分が大成したハンターとして、個人的な友人関係とは無関係に、シェリルと話せる立場になるまでは、何も。カツヤはそう考えた。

　そしてこうも考える。自分があの立食会の場で、都市の幹部と歓談中のシェリルに普通に声を掛けることが出来る立場になれば、それが許されるだけの力を手に入れれば、シェリルともっと親密になれる。偶然でしか会えなかったシェリルと、普通に会えるようになる。

　その為にも、もっと成り上がる。カツヤはそう決意した。それはある意味で、カツヤが初めて得た欲だった。そう誰かに望まれたから、ではない、自らがそう望んだことで生まれた願い。だからこそ、その願いは、カツヤを強く捉えた。

「……、ミズハさん。まずは次の遠征を成功させれば良いんですね？」

「え、ええ。そうよ。遠征で大成果を上げれば都市からもそれだけ注目されるわ。クズスハラ街遺跡奥部での遺物収集の為に強力なハンターを集めているという話もあるし、高い実力さえ示せば、都市の幹部が直々に勧誘に来る可能性もあるはずよ」

「分かりました。頑張ります」

　気合いを入れたカツヤの返事にミズハも心を動かされ、カツヤのことをより一層頼もしく思う。

「ええ。頑張ってね。カツヤなら大丈夫よ。みんなカツヤを応援しているわ。シェリルさんだって、カツヤの頑張りを知ればきっと応援してくれるし、分かってくれるわ」

「はい」

　カツヤの力強い返事にミズハも満足し、カツヤのこれからに大いに期待した。

　自分はなぜ急にシェリルのことを口に出したのか。そのことにも気付かずに。








第[image: ]話　ユミナの契機






　アキラのハンターランク調整依頼が始まってから２ヶ月が過ぎた。今日はモンスター討伐の日。クズスハラ街遺跡の奥部をバイクで走りながらモンスターの群れに銃弾を浴びせるアキラの隣には、同じくバイクで遺跡を駆けながら敵を銃撃するユミナの姿があった。

　擬似的な死地での過酷な戦闘を繰り返したユミナの実力は、本人すら驚くほどに劇的に向上していた。

　強化服の脚力でバイクに追い付きながら戦っても、もはや総合支援強化服の性能の宣伝にはならない。それはアキラも一度バイクを降りて一緒に戦った時に、足手纏いとは呼べないだけの結果を出したことで証明されている。

　その時点でユミナの訓練内容、アキラに対する機領製品の宣伝は、今のユミナがアキラと同じことをどこまで出来るのかという方針に切り替えられた。

　同型のバイクに乗り、同じ拡張部品を組み込んだＳＳＢ複合銃を持って、アキラと一緒に遺跡のモンスターを倒していく。

　流石に全力を出したアキラと同様の動きは出来ない。アルファのサポートを得た状態のアキラとは、更に比べものにならないほどの差がある。

　それでもユミナは自力のアキラの足手纏いにはならない働きを見せていた。ハンターランク調整依頼を出されるほどの者の同行者として、何の遜色の無いハンターの姿がそこにあった。

　かなり広い範囲を縄張りにするモンスターの大規模な群れが、二人のハンターから苛烈な銃撃を受けてその数を減らしていく。たった二人で自分達を追い詰める脅威に必死に抗うが、全ては無駄な抵抗だ。次々に撃ち倒され、その骸を道路に晒さらしていく。

「それでね、アキラ。自分で言うのも何だけど、私は強くなったと思うのよ。あ、勿論、総合支援システムの補助が前提の強さってのは分かってるわ」

「その補助は初めから受けてたんだから、ユミナが強くなったで良いんじゃないか？」

　実際に、敵の砲火を搔い潜りながらこのような雑談が出来るほど、ユミナは強くなっていた。

　敵の射線を調べ、それを回避できる移動ルートを計算する。バイクの操縦を一部肩代わりして、高難度の運転を実現させる。そうやって直撃すればただでは済まない砲撃を安全に避けさせる。それが総合支援システムの力であることは間違いない。

　しかしそれだけでどうにかなるものでもない。そこには飛躍的に伸びたユミナの実力がしっかり反映されていた。

「ありがと。でね？　私もまあ頑張ってると思うんだけど……」

　ユミナも自分の実力の向上は実感していた。だが少し顔を歪めて愚痴を吐く。

「……あの体感時間の操作ってやつ、全然上手くいかないのよね」

「俺が言うのも何だけど、それだけ難しいってだけじゃないか？」

「それは分かってるんだけどね」

　アキラに体感時間の操作が可能であることは、ユミナも疑っていない。そのような噓を吐く者には思えず、また、アキラにはそれが可能だと知った上で戦闘中のアキラの様子を見ると、今それをやっていると気付けることもあるからだ。

「やっぱり映像だけじゃ駄目なのかなー。主観視点のリアルな映像を幾ら見ても、実際はただの映像だって分かってるから、ヤバい、死ぬ、って感じが薄いのかな」

「そうかもな。でもその為に実際に死にかける訳にもいかないしな」

「そうなのよねー」

　雑談を続けながらアキラ達は大量の銃弾を撃ち続ける。同じ銃を使っているので弾薬は二人で使い回せる。チームを組んでいるので譲渡にも問題は無い。

　弾薬費依頼元負担という潤沢な経費の下に、今日も大量のモンスターが、アキラ達のハンターランクを上げる為に屍の山と成り果てていた。

「ねえアキラ。体感時間操作を取得するコツとか、もうちょっと、何か無い？」

「そう言われても、話せることは話したと思うぞ？」

「何でも良いのよ。私もアキラの話からいろいろ試してるんだけど、どうも行き詰まってる感じなの。一応私もアキラと同じことを試してるつもりなんだけど、私の訓練方法ではアキラとは違って、あれをやってないとか、あれを忘れてるとか、何か無い？　アキラは上手くいったんでしょう？　成功者の意見を聞きたいのよ。ちょっと考えてくれない？」

　アキラが唸る。ユミナに自分と同じことは絶対できないと理解している分だけ返事に悩む。

　ユミナには単に映像だと言った。それは間違ってはいない。だが正確には自分の拡張視界上に存在するアルファの姿であり、そのアルファが鋭利な剣を自分に向けて振るうことで、殺される、という状況を、生と死の狭はざ間まを再現していた。主観視点の映像を見るだけのユミナとは再現度が根本的に異なる。

　また自分はアルファから体感時間の操作が出来るようになると言われていた。そして、アルファがそう言うのであれば出来るのだろう、という思い込みも、自分にそれを可能にさせる要因の一つだったのだと、アキラは何となく分かっていた。

　ユミナにはそのどちらも無い。視覚的には実在するとしか思えないアルファとの訓練も、出来て当然だと強く思い込めるだけの言葉も無い。そしてそのことをユミナに説明する訳にもいかない。

　何か無いかと唸ったアキラは、体感時間の操作に初めて成功した時のことを改めて思い返した。そして思い付く。

「そうだな。俺が初めて体感時間の操作に成功した時のことなんだけど、その前の日の夜に夢を見たんだ」

「夢？」

「ああ。俺が殺される夢だ。凄くリアルな夢だった。それで夢の中で殺されて目が覚めたんだけど、その夢の中では、世界がゆっくり動いてた。それで次の日に、その時のイメージを再現する感じでやったら上手くいったんだ。コツって言って良いのかどうか分からないけど、何か無いかって言われても、言えるのはこれぐらいだな」

「夢か……、夢ねえ……」

　ユミナが思わず苦笑する。

「流石に私も見る夢の内容までは頑張れないわ」

「だよな」

　雑談に一区切りをつけたアキラ達がモンスターの群れの撃破に意識を移す。程無くして、この一帯を縄張りにしていたモンスターはことごとく撃ち倒され、死に絶えた。




　ユミナと一緒に休憩に入ったアキラが、総合支援システムの装置を載せたユミナの車を見てふと思う。

「ユミナ。総合支援システムの話だけどさ、ユミナの感覚だと、さっきのユミナの動きの内、どれぐらいがシステムの補助のおかげなんだ？」

「うーん。そうねえ。半分ぐらい？」

　自分の割合を増やせば、総合支援システムの性能を下げることになる。逆に補助の割合を増やせば、自分の実力を軽んじることになる。立場上、ユミナはそうとしか言えなかった。

　だがアキラは普通に感心していた。

「おお、凄いな」

「……それ、私と総合支援システムのどっちを褒めてるの？」

「両方だな」

　ユミナが笑顔に苦笑を混ぜる。

「立場上、ありがとうと言っておくわ」

　アキラは不思議そうな顔を浮かべていた。

「アキラ。私はこの強化服を借りてる立場として、アキラが総合支援システムに興味があるようなことを言ったのを聞いたら、それを上に報告しないと駄目なんだけど、今のは伝えちゃって良い感じのやつ？」

「まあ、それぐらいなら」

「ありがと。あともう一つ。ぶっちゃけた話、アキラはこの総合支援システムって、欲しい？　ああ、この会話は記録に残さないから、好きに言って良いわよ」

「まあぶっちゃけると、要らないかな。あれば便利だとは思うけど、それ、総合支援強化服とセットで、それも部隊で活用するものなんだろ？　俺は基本的に一人で動くタイプだからな。俺のハンター稼業とは合わない気がする。車じゃ入れない遺跡とかにも行くつもりだし、ちょっとな」

「それ、それとなーく伝えた方が良い？」

「好きにしてくれ。まあ、俺には合わないってだけだ。良い物だとは思う。そうだな。シェリル達とかなら、使えば凄く役に立つんじゃないか？」

「確かに、また倉庫が人型兵器とかに襲われるとかじゃなければ大丈夫そうね」

「そうだな。まあ、流石にもう無いって」

　そんなこともあった。そう軽く話せるほどにその時の出来事を過去にして、アキラ達は楽しげに笑い合った。





◆






　ユミナは本日のハンター稼業を終えて自室でくつろいでいた。遠方から連絡を入れてきたカツヤと楽しく話している。

「へー。そっちはそっちで大変そうね」

「ああ。でも他所の都市の光景を見たり、クガマヤマ都市の辺りにはいないモンスターを見たりするのも、ちょっと楽しかったりしてる」

　ミハゾノ街遺跡の後の長い休暇を終えたカツヤは部隊で遠征に出ていた。都市間流通の警備部隊に加わり、各地の輸送路の整備などを行っている。

　カツヤ達の仕事は路面の補強作業などではなく、流通経路として使用されている道路周辺のモンスターの駆除などだ。道の補修は別の業者が実施する。その護衛なども行う。

　また移動中に、都市間輸送車両に警備員として乗り込むこともある。そしてこの所為でユミナはカツヤに同行することが許されなかった。

　まるで陸上を走行する貨物船のような巨大さの都市間輸送車両は、都市の防壁内にそのまま入ることも多く、車両内部は基本的に防壁内と同等の警備態勢が敷かれている。当然ながらそのような場所を警備する者には、高い実力だけではなく高い信用も要求される。

　もっとも信用の方は問題無い。ユミナもドランカム事務派閥所属のハンターだ。ミズハが作った都市との伝で難無く突破できる。

　しかし実力の方は駄目だった。都市間輸送車両の警備員の水準に達したのは、カツヤの部隊でも上位の者だけ。ミハゾノ街遺跡では足を引っ張り、スラム街の戦いでは後方に回されたユミナなど論外だ。

　それでも同行させることは出来ない訳ではない。しかしその場合は車両の警備員としてではなく、乗客として乗り込むことになるので、多額の費用が掛かる。そこまでしてユミナをカツヤに同行させる理由などミズハには無く、予算的にも自分一人を交渉担当として捩じ込むのが限界だった。

　自分の実力不足の所為で想い人と離される。下手をすれば、今後もずっと。その恐れと思いも、ユミナが強さを求める理由の一つだった。

　それを忘れる一時をユミナは楽しげに笑って堪能していた。互いの近況を交えての歓談を長々と続ける。もっともアキラのことまでは話さない。話すのは、クズスハラ街遺跡の奥部に足を踏み入れる必要がある依頼を、ミズハの指示で行っているところまでだ。

　それでもそれを聞いたカツヤは、ユミナの身を案じて心配そうな声を出していた。

「ユミナ。大丈夫なのか？　あの辺りって、かなり強いモンスターがいるんだろ？」

　想い人に心配してもらっている喜び。カツヤを心配させてしまうほど弱い自分への憂い。ユミナはその両方を感じながらも、最近の自分の成長もあって前者の気持ちを強くした。明るく笑う。

「大丈夫よ。奥部って言っても後方連絡線の近くだからね。危ない時はすぐに逃げ込めるの」

「でもさあ……」

「あと、こういう言い方も何だけど、護衛付きでやってるの。安全面はちゃんと配慮されてるわ。そうでなきゃ、幾らミズハさんの指示だからって、流石に私も断ってるって。大丈夫よ」

　ユミナの明るい声を聞いて、カツヤも心配のし過ぎだったと安堵した。ユミナに合わせて明るい声を返す。

「そうか。それでも遺跡の奥部なんだ。気を付けてくれよ？」

「分かってるわ。心配してくれてありがとね」

　そこでユミナがふと思う。

「そうだ。カツヤ。ちょっと聞きたいんだけど、カツヤは戦闘中に体感時間が歪んだ経験ってある？　ほら、あの、危うく死ぬところだったって時に感じるってやつ」

「何でそんなこと聞くんだ？」

「……実は結構ある、とか言ったら、カツヤが戻ってきた時に殴ろうかと思って。カツヤ、私が側にいないからって、また無闇に突っ込んだりしてないでしょうね？」

　アキラから体感時間操作の訓練方法を教えてもらったのだが上手くいかないので、その発現の契機となりそうな話をカツヤからも聞きたかった。そう正直に言う訳にはいかないので、ユミナはカツヤが無茶をしないように釘を刺す意味も含めて、少し言い方を変えていた。

　それをそのまま受け取ったカツヤが、少々たじろいだ声を返す。

「あー、いや、その、そういう経験なら、そ、そこそこあるっていうか……」

「そこそこ!?」

「いや、違うんだって！　俺にもそういう経験はあるけど、それは俺が危ない訳じゃなくって、どっちかといえば仲間が危ない時に……」

　言い訳がましいカツヤの話を、ユミナは興味深く聞いていた。

　カツヤは自分が危ない時にではなく、他の誰かが危ない時に、極限の集中力を以て自身の時の流れを無意識に歪める。危ない、の基準が、自分以外の者の危険にある。ユミナはそれをカツヤらしいと感じて、ある意味で納得していた。

　一方カツヤはごまかすようにその話をしながらシェリルのことを思い出していた。

　以前にカツヤは自身の不調をシェリルに相談した時、その原因は自分が仲間を気遣い過ぎているからだと言われたことがあった。仲間達の身を極度に案じる余り、仲間の安全確認に意識を割き過ぎてしまっている。その所為でそれだけで手一杯となり、真面に動けなくなっていると。

　そしてその内容を肯定する出来事が、カツヤにその言葉を信じさせた。それは今も続いている。総合支援システムの活用だ。

　総合支援システムは部隊の把握の為に、各自が着用する総合支援強化服を介して部隊員の状態を調べている。そしてそれを隊長であるカツヤに常に送っている。これはカツヤが仲間の安全を確認する手間を大幅に軽減していた。

　総合支援強化服を使用するようになってから、自分の調子が格段に上がったのは、多分そのおかげだろう。やはりシェリルの言葉は正しかった。カツヤはそう思い、シェリルへの信頼を更に強めていた。

「……だから、そういう経験がそこそこあるっていっても大丈夫だって。総合支援システムの指示にも、俺に一人で敵に突っ込めなんてものは無いよ。まあ、あっても無視するけどな」

「それなら良いわ。それはそれとして、カツヤも気を付けてね。そろそろ戻ってくるんでしょう？　面白い土産話を期待してるわ。それじゃあ、もう遅いし、流石に切るわね。カツヤ。おやすみ」

「ああ。ユミナ。おやすみ」

　ユミナがカツヤとの通信を切る。心ここ地ち好よい一時を過ごせたことに満足して、軽く息を吐いた。

　しかしその心地好い気分のまま就寝、とはしなかった。カツヤとの話を思い出しながら、ドランカムの訓練データから目的のデータを探す。

　アキラは自身の危機を、カツヤは仲間の危機を契機にして、体感時間の歪みを発生させていた。では自分は。そう考えたユミナが自身の契機として選んだのは、カツヤの危機だった。

　その事態はユミナとしては好ましいことではない。だがそのデータは十分にある。カツヤの為に、そしてこれ以上その事態を起こさせない為にも、ここは敢えて活用させてもらう。ユミナはそう決断し、カツヤが死ぬところだった光景を第三者視点で見ているデータを取り出した。

　まずは過合成スネーク戦の映像を見る。巨大な蛇を一人で引き付けているカツヤの姿を改めて見る。その時の記憶を、感情を、焦燥を、恐怖を思い出しながら、死地を駆ける想い人の姿を、ユミナは集中してじっと見続ける。まるで自分がそこにいるように。

　その夜はユミナにとって、普段よりも非常に長く感じられるものになった。
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　いつものように前線基地の前でユミナと待ち合わせをしていたアキラは、今日は自分が先に来ていたことを少し珍しく思っていた。

　立場上アキラを待たせる訳にはいかないユミナは、いつもアキラより早く来ていた。アキラもそれに合わせて自身は約束の時刻の少し前に来るように調整していた。それにより最近はユミナがアキラの到着を待つのが基本となっていた。

　しかし今日は自分が先。約束の時刻まであと少し。遅れるという連絡も来ていない。何かあったのか。そうアキラが思っていると、待ち合わせの時刻ギリギリにユミナの車両の姿が見えた。

　到着したユミナが少し慌てて車から出る。

「ごめん。アキラ。遅れた？」

「いや、俺もさっき来たところだ」

　そう言ってユミナを笑って迎えたアキラが、安堵の息を吐くユミナの表情を見て、少し心配そうな顔をする。

「ユミナ。もしかして調子が悪いのか？」

「そんな気はしないけど、そう見えるの？」

「少し」

　そう言われると、ユミナにも心当たりが無い訳ではなかった。

「……実はちょっと寝不足気味っていうか、しっかり寝た感じがしないのよね。その所為かも」

　そして口には出さないが、その原因にも心当たりがあった。

　体感時間操作の訓練の為とはいえ、カツヤが死にかける映像を何度も見たのだ。疲れもする。心地好く眠るのも難しくなる。その所為で精神的な疲労が抜け切れていないのだろう。ユミナはそう考えていた。

　アキラが真面目にユミナを気遣う。

「大丈夫か？　体調が悪いなら今日はやめても良いけど。ハンター稼業は体調管理も仕事の内とはいえ、調子が悪い時はあるって。無理はやめておこう」

　ユミナは首を横に振り、アキラを心配させないように明るく笑った。

「大丈夫よ。これでも仕事に支障の出ない体調は維持してるつもりよ？　それに今日は遺物収集の日。モンスターの群れと戦う予定も無いしね」

「そうか？　まあ、ユミナがそう言うなら……」

　そう言いながらも、アキラはまだどこか心配そうな様子を見せていた。そこでユミナが敢えて調子良く笑う。

「アキラが嫌ならやめても良いわよ？　私は同行者だからね。アキラの判断に従うわ。でも、足手纏いを連れていかせるのなら、そいつの護衛代を寄越せ、なんて言うぐらいだもの。こういう時にはその護衛代ぐらい働いても良いんじゃない？」

　それを聞いたアキラは少し驚いた後、ユミナに合わせて調子良く笑った。

「そうだな。それじゃあ今日は、ユミナの護衛をやっておくか」

「よろしく」

　冗談っぽく笑い合ったアキラ達は、今日もクズスハラ街遺跡奥部に向けて出発した。




　いつものように遺跡の中を進んだアキラ達は、ある高層ビルを遺物収集の場所に選んだ。そのまま周辺のモンスターを倒して、外に停める車両の安全を確保する。アキラから体調不良を疑われたユミナだったが、アキラの足を引っ張るようなことはなく、問題無く戦っていた。

　ビルに入る準備を終えたところで、アキラが目の前の廃ビルを見上げる。ビルは高く、横幅も広く、薄汚れてはいるが壁にひびなどは見当たらず、頑丈そうだった。高値の遺物を期待できる反面、多くのモンスターが潜んでいても不思議の無い場所に見えた。

　ユミナの体調もある。こういう場所は念入りに安全に進んだ方が良いだろう。そう思ったアキラが提案する。

「ユミナ。今日はまた事前データ無しの状態で指揮を頼んでも良いか？」

　総合支援システムの指揮は膨大なデータの解析から判断されている。よって当然ながら現地の情報が大量にあるほど的確で効率的な指示を出すことが出来る。つまり既存の遺跡ほど精度が上がる。

　しかしそれは、未知の場所に行く機会がそこらのハンターより格段に多いアキラとは、相性が悪いとも言える。それでアキラは、総合支援システムが未知の場所での活動にどこまで対応できるか確認するという名目で、ユミナに事前データ無しの状態で指揮を何度か頼んでいた。

　するとその状態での指揮の内容は、とにかく慎重なものとなった。現地の大まかな場所、東部のどの辺りなのかすら不明で、どのようなモンスターがいるのか全く分からない。そのような状態での指揮となるので当然といえば当然なのだが、その指揮を学ぶのはアキラの成長に大きく役立った。

　ユミナが笑って答える。

「分かったわ。遺物のデータも無しにしておく？　そっちも無効にすると、また安っぽい椅子やらテーブルやらも持ち帰ることになるけど」

　その場にあった物をとにかく持ち帰るのは、短期的な遺物収集では非効率でも、長期に亘る遺物収集では効率向上に役立つ場合が多い。

　備品や調度品の一式として特定の遺物、安価な遺物と高価な遺物が一緒に見付かる事例が数多くあれば、別の場所でその安価な遺物を発見した時に、高価な遺物の方もある可能性が上がるからだ。

　そのデータ収集の為に、そしてそのデータの精度を上げる為に、初見の場所では壊れた椅子やテーブルでも敢えて持ち帰る。集団での長期的な活用を前提とし、更には各地での幅広い運用を期待する総合支援システムには、たとえ遺物そのものの価値が低くても、そうするだけの意味があった。

　アキラが少し迷う。

「うーん。そうだな。それで指揮の内容に影響が出るかもしれないし、一応そっちのデータも無効にしておいてくれ。遺物を持ち帰る時に有効に変えれば良いだろう」

「分かったわ。じゃあ、行きましょうか」

　アキラ達は車両をその場に残し、室内用の武装でビルの中に入っていった。




　アキラ達が廃ビルの探索を進めていく。退路を意識しながら、まずは１階の調査を終えた。

「結構広い割には大した遺物は無いな。もう誰かが調べた後だったかな？」

「そうかもしれないわね。まあ、まだ１階よ。上の階に期待しましょう」

「そうだな」

　５階まで到達する。

「何となくだけど、モンスターが多い気がする」

「同感よ。簡単に倒せるから良いけど、ちょっと多いわね」

　10階までの探索を済ませる。

「やっぱりここ、モンスターが大分多いぞ。遺物も高そうな物は全然無いし、ここはハズレだな」

「そうね。もう引き返す？　総合支援システムは一応続行を指示してるけど、それは多分、今は事前データ無しの設定で進んでいるからよ。モンスター相手に苦戦しないようであれば、データ収集の為に先に進んだ方が良いって判断してるだけだと思うわ」

「そうか。うーん……」

　アキラは少し迷った上で、探索を続けることにした。遺物収集の場所としてハズレなだけで、この場のモンスターに苦戦している訳ではない。モンスターの撃破だけでも成果にはなる。

　そして総合支援システムの性能の検証という建前を使っている以上、その程度のことで引き返すのもどうかと思ったのだ。

　ユミナもアキラがそう決めたのであればそれで良かった。そのまま探索を続行する。

　15階に辿り着くと、カタツムリ型のモンスターの群れと遭遇した。過去の奥部での遺物収集でも何度か倒している。

　アキラがそのモンスターを見て、過去に倒された賞金首を改めて連想する。

「やっぱりあれ、小型の多連装砲マイマイだよな」

「そうね。よく似てるわ。そういえば多連装砲マイマイが倒された時、アキラもそこにいたんだっけ？」

「ああ。雑用みたいな感じでいただけで、戦った訳じゃないけどな。……あれが荒野で成長すると、多連装砲マイマイになったりするのかな」

「そうだとしたら、もしあれの群れが遺跡の外に出たら、多連装砲マイマイの群れと遭遇するかもしれないのか。会いたくないわね」

「絶対会いたくないな。だから絶対会わないように、ここで倒しておこう」

　アキラが笑って銃を構える。ユミナも笑って銃を構えた。

　奇襲を受けたカタツムリ達が大量の銃弾を浴び、その殻を破壊されて倒される。一部のカタツムリは殻から生やした小型レーザー砲で反撃するが、その射線に入らない位置から銃撃するアキラ達には当たらない。次々に撃破されていく。

　すると残るカタツムリ達は床、壁、天井に貼り付いたまま殻に閉じ籠もって動かなくなった。その途端、殻の強度が劇的に上昇し、アキラ達の銃弾を弾き返す。着弾箇所からは衝撃変換光が発生していた。

　それを解析した総合支援システムがユミナの視界に指示を表示する。

　攻撃対象が生体力場フォースフィールド装甲アーマーを使用。エネルギー元は対象個体自身ではなく、貼り付いている建物そのものであると推測。使用中の銃弾では無力化は困難と判断。一時撤退か、対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾による銃撃を推奨。

　その文面はユミナとの連携によりアキラの視界にも表示されていた。だがアキラは気にせずに銃撃を続行する。しかし集中し、体感時間を操作した上での精密射撃に切り替える。

　連続して撃ち出される弾丸が、標的の殻の同一箇所に全弾命中する。それにより膨れ上がった衝撃は、力場フォースフィールド装甲アーマーで守られた強固な殻を突き破った。

　移動を捨てて建物から大量のエネルギーを吸い出し、レーザー砲の使用も止めて力場フォースフィールド装甲アーマーの強度に回したカタツムリが、それでも殻を破壊されたことに攻撃を再開しようとする。再度レーザー砲にエネルギーが供給されていく。

　だがその所為で力場フォースフィールド装甲アーマーの強度が下がった。ユミナが普通に撃っただけで、殻がひび割れ、穴が開く。弾丸に内部を貫かれ、蹂じゅう躙りんされる。

　もはやカタツムリ達に為なす術すべは無い。全ての個体が撃破されるまで、大して時間は掛からなかった。

　アキラが銃を下ろして息を吐く。

「ユミナ。さっき画面に出てた指示だけどさ、あれって事前データ無しにしたからか？」

「多分ね。未知のモンスター扱いだったのだと思うわ。私達で撃破済みのデータがあった時は別の内容だったでしょう？」

「つまり未知のモンスターをあそこまで素早く解析した訳か。大したもんだな。……知らない振りをしてなかったらの話だけど」

　そう言って意味深に笑ったアキラに、ユミナは苦笑を返した。

「その辺は疑えば切りが無いってことで信じておきましょうよ。立場的に、そう言っておくわ」

「そうだな。無闇に疑うのは良くないか」

　笑って話を流したアキラ達が先に進む。

「アキラ。さっき体感時間の操作を使ってたでしょう？」

「ああ。分かるものなのか？」

「まあね。やっぱり使いながら撃つと大分違うものなの？」

「かなり違う。普通に連射するだけだと、強化服でしっかり固定したつもりでも、やっぱり銃がぶれるからな。撃ちながら照準を微調整するなら、体感時間の操作を使った方がよく当たる」

「そう。良いなー。早く私も体感時間の操作が出来るようになりたいなー」

　少しわざとらしいユミナの声に、アキラは苦笑を零した。

「俺に言われてもな。まあ頑張ってくれ」

「そうするわ」

　アキラ達は気を取り直して更に上階を目指した。
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　廃ビルを上へ上へと上り続けたアキラ達は、遂に最上階である30階に辿り着いた。しかしその表情に達成感など欠片も無い。アキラもユミナもどこかうんざりした顔を浮かべている。

「ここまで来て引き返すのもどうかと思って進んだけど、モンスターは増えるし、高そうな遺物は無いし、大ハズレだったな」

「ハンター稼業だもの。そういうこともあるわ。一応まだこの階が残ってるんだし、ここまで来たら最後まで調べましょう」

「そうだな。了解だ。行こう」

　アキラ達が駄目で元々と思いながら最後の階の探索を始める。一応調べて帰るだけ。アキラはそう考えていた。

　だがそこでアルファから指示が出る。

『アキラ。警戒して』

　今までアルファは、訓練だとしてユミナの指揮の間は口出ししなかった。そのアルファから警戒の指示が出たことで、アキラが一気に雰囲気を変えた。

　ユミナもアキラの変化に気付いて警戒を高める。

「アキラ。どうしたの？」

「いや、気の所為かもしれないんだけど……」

　アルファの指示の具体的な理由など知らないアキラは、取り敢えずそう答えてごまかした。

　するとアルファが通路の先を指差す。わずかに遅れて、情報収集機器がその先の方向に何らかの反応を捉えた。

　ユミナもその反応に気付いた。そして思わず怪訝な顔を浮かべる。

「……えっ？　この反応……人？」

「そうみたいだな。他のハンターか？」

「待って。何で他のハンターが私達より先にここにいるの？　あんなにモンスターがいたのに？　倒してここまで来たの？　でもモンスターの死体なんか無かったわよ？」

　困惑を顔に出すユミナに、アキラが警戒を顔に出して告げる。

「ああ、不思議だな。だから一応警戒しよう」

「……、そうね」

　得体の知れない相手だ。だから警戒する。その当たり前のことを告げられて、ユミナも意識を切り替えた。浮かんだ疑問を今は棚上げして、真剣な表情を浮かべる。

　そしてその相手が通路の角から現れた。アキラ達に気付いておらず、不満げな顔で愚痴を吐いている。

「何だよここ……、デカいビルだから期待したってのに、ろくな物がねーじゃねーか。……んっ？」

　その者はブツブツ言いながら歩いていたが、そこでようやくアキラ達に気付いた。

　アキラ達がその者を見て困惑する。相手は自分達と同じ年頃の少年で、その装備から一応ハンターには見える。しかしその装備は、クズスハラ街遺跡の奥部という危険地帯を探索するハンターとは思えないほど、安価で粗悪な物に見えた。

　そんな装備でどうやってここまで来たのか。アキラ達の頭に疑問が浮かび、得体の知れない人物への警戒が増していく。

　一方少年はアキラ達を見て驚き、立ち尽くしていた。だが我に返るのと同時に、その顔が大きく歪む。恐怖でだ。

「ひぃっ!?」

　少年が短い悲鳴と共に左腕をアキラに向けた。

　銃を向けられたのであればアキラも即座に反応した。しかしその手が空だったこと、加えて相手の表情が敵意ではなく怯おびえを映したものだったことが、アキラの反応をわずかに遅らせた。

　そこにアルファの叱しっ咤たが飛ぶ。

『避けなさい！』

　それでアキラも即座に動く。相手の行動は何らかの攻撃動作。そう理解して、腕を伸ばした方向から全力で離脱する。ユミナを半ば抱き抱えるようにして、その場から通路の横道へ一緒に飛とび退のいた。

　一瞬遅れて砲弾が通路を駆け抜ける。そして通路の奥の壁に着弾すると大爆発した。ビルが揺れ、発生した爆炎と爆煙が通路を通ってアキラ達まで到達する。それほどの威力だった。

　もっともアキラは無傷だ。力場フォースフィールド装甲アーマーを備えた強化服と防護コートのおかげで、あれほどの爆発でも直撃さえ喰らわなければ傷一つ負うことはない。

　ユミナも無傷だ。高価な強化服の防御力に加えて、アキラがユミナを爆風から守るように抱き抱えていたので、怪け我がをする要素はどこにも無かった。

　爆風が収まったところでアキラが息を吐く。

「ユミナ。大丈夫か？」

「う、うん」

　アキラが安心して笑う。そしてユミナを丁寧に離すと、通路の陰から相手の様子を窺った。

「……逃げたか。何だったんだあいつは」

　険しい表情のアキラを見て、ユミナも少し遅れて我に返った。首を横に何度か振り、落ち着いて状況を把握してから、同じく険しい表情で尋ねる。

「アキラ。どうする？　あいつを追う？」

　アキラがわずかに迷う。だが、今日の自分はユミナの護衛、という判断が、自分を殺そうとした者を即座に追え、という判断を押おし止とどめた。

「判断はユミナに任せる。遺物収集の時はユミナの指揮で動く。そう決めてたからな」

「……分かったわ。それなら追わない。今日はもう帰る。安全第一よ。モンスターだけでも大変なのに、他のハンターの相手までしてられないわ。それで良い？」

「ああ」

　アキラ達は頷き合うと、廃ビルを慎重に下りていった。




　その後、アキラ達は何事も無く地上まで戻ると、そのまま帰路に就いた。

　後方連絡線に入って気を緩めたアキラが、自分の横を飛んでいるアルファに怪訝な顔を向ける。

『なあアルファ。あいつは何だったんだ？』

『私にも詳しいことは分からないわ』

『だよな。……うーん。でも、あいつ、どこかで見たような……、気の所為か？』

『気の所為ではないわ。あの子はシェリルの倉庫の警備をしていた子供達の一人よ』

　アキラが余りに予想外な話に驚く。

『えっ!?　何でそんなやつがあそこにいて、しかも俺達を攻撃するんだ!?』

『だから私にも詳しいことは分からないわ。確実に分かることは彼の名前ぐらいね。ティオルよ』

『…………どうなってるんだよ』

　訳の分からない状況に、アキラはひたすら頭を抱えていた。




　ユミナは後方連絡線に入ったところで車の運転を自動に切り替えた。そして貨物部に行くと、車内に積み込んである総合支援システムの装置に直接接続して、先程の廃ビルの30階のデータを詳しく調べていた。

　自分があの得体の知れない人物と接触した時間はわずかだったが、総合支援システムが何かを解析しているかもしれない。そう考えてデータを閲覧していく。

　ユミナの予想通り、総合支援システムはそこにいた者、ティオルについての解析を行っていた。

　だがその予想外の解析結果に、ユミナが困惑を露わにする。

「どういうことなの……？」

　未知のモンスター１体と遭遇。そこにはそう記録されていた。








第[image: ]話　ティオルの嘆き






　何でこんなことに。ティオルの頭には、その嘆きがずっと浮かんでいた。
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　大抗争の終結から数日後、派手な戦いの爪痕を色濃く残すスラム街の中を、ティオルが必死に逃げている。その後方からはティオルを追う者達の怒声が響いていた。

「追え！　絶対逃がすな！　ぶっ殺せ！」

「無理に生け捕りにしようなんて考えるな！　逃げられるぐらいなら、殺せ！」

　明確な、そして容赦の無い殺意を滲ませた声と共に、大量の銃弾が放たれる。路地裏に銃声が木霊し、弾丸が近くの壁に穴を開け、地面を穿っていく。

　ティオルも必死に反撃するが、相手は多数、戦力差は絶望的だ。牽制射撃で敵の接近を防ぐのが限界。しかも残弾も尽き欠けている。

　弾切れの前に撃たれて死ぬか。弾切れの後に捕らえられて嬲なぶり殺ごろしにされるか。脳裏をよぎるその悲惨な二択が、ティオルを状況的にも精神的にも追い詰めていた。




　アキラとの交渉によりシェリル達に協力することになったヴィオラが最初にしたことは、シェリル達の中にいる裏切り者の暴露だった。

　金で徒党の内部情報を売っていた者。他の徒党と裏で通じていた者。その手の者達の詳細がシェリルに提供される。

　その情報を得たシェリルは、その中から目に余る者だけを徒党から追放した。

　自分達がまだまだ弱小徒党だった頃、過酷なスラム街で生き残る為に仕方無くやったことであれば、多少は大目に見ることが出来た。その後にアキラの実力を思い知って態度を改めた者達も、アキラの力を正しく理解した者という意味で、微罪ならば見逃すことが出来た。

　だがそれ以外の者は流石に見逃せない。追放する理由を明示した上で、容赦無く徒党から追い出した。その場で殺さなかったのは慈悲ではない。スラム街の路地裏で野垂れ死ぬなど、裏切り者の末路を晒してもらった方が内外への見せしめになる、という理由からだ。

　そして徒党を追い出された者の一覧の中には、ザルモが率いる襲撃者達との戦いの成果を元に、徒党の武装構成員としての加入が仮決定していたティオルの名前もあった。

　その情報を得たシジマは真っ先にティオルを殺しに掛かった。

　本人も正確には知らなかったとはいえ、ティオルは倉庫の遺物やアキラの不在などの情報を二大徒党に流していた。そしてそれが倉庫襲撃の起因になった。その攻防で多数の死傷者を出したシジマ達が、ティオルを生かしたままにしておくなど有り得なかった。




　シジマの部隊にティオルがいよいよ追い詰められる。

　被弾して穴の空いた体を、強化服で無理矢理支えて何とか動かしている。出血の所為で顔は酷く青ざめている。その顔は死の恐怖で更に酷く歪んでいた。

　今は廃墟に身を潜めている。簡単に見付かる場所ではないが、ここに隠れ続けても状況は改善しない。残弾はあとわずか。回復薬は使い切った。出血は止まらない。手詰まりだ。

　ティオルもそれなりに稼ぐハンターだ。そこらのハンター崩れ達などに負ける気はしない。だがティオルを追う者達には、倉庫が襲撃された時に一緒に戦っていた他の少年ハンター達も交じっていた。自分達は裏切っていないという証明の為に、シジマに手を貸しているのだ。

　その少年達からティオルに汎用通信で声が届く。

「ティオル。そろそろ諦めたらどうだ？　安心しろ。一緒に戦った誼よしみだ。楽に殺してやるって」

「……う、うるせえ！」

　平常心を欠いていたティオルが、思わずそう言い返す。だがそれは失策だった。

「いたぞ。短距離通信圏内、俺から半径50メートル以内のどこかだ。囲んでくれ」

「了解」

　その声を最後に通信が切れる。相手は通信範囲を意図的に狭めた上で、自分に声を掛けて返事をするのを待っていた。その範囲に自分がいることを確定させる為に。ティオルは今更そう気付いたが、全ては手遅れだ。

　あとは狭い範囲を虱しらみ潰つぶしにするだけ。もう逃げられない。その恐怖がティオルの精神を更に締め付け、叫ばせる。

「……クソッ！」

　激情を込めて壁を殴る。残りの力を、気力を、希望を、全て吐き出し使い切るように、大声を出しながら殴り続ける。

「クソッ！　クソッ！　クソッ！」

　その手が止まった時、ティオルにはもう何の力も残っていなかった。崩れ落ちるように倒れ込む。

「…………ちくしょう」

　もう少しで上手くいくと思っていた。シェリルの徒党に加わり、成果を出して、認められて、想い人との仲を深める。その道が切り開かれたのだと思っていた。

　それが何でこんなことに。消えかけるティオルの意識には、その言葉だけが浮かんでいた。

　そのティオルに声を掛ける者が現れる。

「やあ。重傷だね。ティオル君」

　誰にも気付かれずに、いつの間にかそこにいた白衣の男は、スラム街で診療所を営むヤツバヤシだった。




　少年ハンター達が辺りを探す。だがそこにティオルの姿は無かった。見付かったのは本人のものと思われる銃、情報端末、そして大量の血痕だけで、ティオル自身の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

　最後にティオルと話した少年が、血ち塗まみれの情報端末を手に取って怪訝な顔を浮かべる。

「通信先は……、この端末だ。間違いない。あいつは確かにここにいた。……どこ行った？」

　別の少年が軽く言う。

「邪魔な物を捨てて逃げただけさ。近くにいるんじゃねえか？」

「……そうだな。探すか。全く、シジマ達に先に見付けられても知らねえぞ。手間を掛けさせやがって」

　確かにティオルはシジマ達に命を狙われるだけのことはした。殺されても仕方が無い。

　でも嬲り殺しにされることもないだろう。だから自分が楽に殺してやる。

　それは少年の本心だった。

　少年達がティオルを探す。遅れて到着したシジマ達もティオルを探し始める。

　だが幾ら探しても見付からない。探す範囲を広げて人手を増やしても、結局見付かることはなかった。

　そのままティオルは忽然と姿を消した。
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　ヤツバヤシが経営する八やつ林ばやし診療所の地下には、特殊な患者に対応する為の病室がある。主に治療費を支払えず、相応の治験を以て治療費を相殺する者達用の部屋、実験場が。

　ヤツバヤシの手によって助け出されたティオルは、今、その病室のベッドに横たわって眠っていた。既に負傷そのものは完治しているが、目を覚ます様子は全く無い。

　その体には様々な奇妙な器具が取り付けられていた。緑色の液体で満たされた注射針付きのチューブが至る所に刺さっており、その液体をティオルにゆっくりと注入し続けている。

　そのティオルの姿を見ながら、ヤツバヤシが嬉しそうに笑う。

「大丈夫。君ほどの適合値ならきっと上手くいく。安心してくれ」

　ヤツバヤシは以前にティオルの怪我を治療した時に、その身体の詳細なデータも一緒に取得していた。そして非常に稀なデータを発見したことで、ティオルに自分の実験に付き合ってもらう機会を探していた。

　ヤツバヤシにもヤツバヤシなりの歪んだ良識がある。適した被検体を見付けたからといって、同意もなく勝手に実験などしない。ちゃんと同意を取る。

　ただし、金が無く治療費を支払えない者に、只で治療する代わりに、治験として、被験者として、実験に協力してもらう。わざわざスラム街などに診療所を開いているのもその為だった。

　そのヤツバヤシはティオルがシジマ達に襲われていることを知ると、その機会が来たとばかりに動いた。光学迷彩を使って隠れながらティオルを近くで観察し、機会を窺う。

　そして生死の境をさまようティオルに提案する。負傷を治療し、安全な場所まで輸送して匿かくまう。だから引き替えに、治験への協力を。

　死にかけのティオルに、ヤツバヤシの提案を拒むことなど出来なかった。

「約束は守る。だから君にも、約束は守ってもらう。大丈夫。君の成り上がりにも、きっと役立つさ」

　ヤツバヤシは非常に上機嫌だった。




　死んだ方がまし。世の中にはそういうことも、それなりにある。

　楽に殺してやる。その少年ハンターの善意を断ったティオルは、その選択の先の人生を歩むことになった。
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　まどろみから目覚めたティオルが身を起こし、寝ぼけた頭で周囲を見渡す。

「……？　どこだ？」

　見覚えのない白い部屋のベッドに腰掛けて、ティオルは困惑しながらも状況を把握しようとした。だが困惑は深まるばかりだった。

　両手には金属製の非常に頑丈そうな手て枷かせが着けられている。しかしその板状の手枷は手首の部分しか残っておらず、手枷としての機能は失われていた。その断面には何かに食い千切られたような痕があった。

　視界には何らかの記号や文字のようなものが浮かんでいる。だがその記号の意味は分からず、文字も読めない。拡張視界用のゴーグルでも着けられているのかと思って頭に手をやるが、何も着けていなかった。

「何だこれ……。どうなってんだ？」

　困惑が混乱に変わり、そこに得体の知れない状況への不安と焦りが加わり、ティオルの顔を険しく歪めていく。

　その感情が、このままここにいても仕方が無い、という考えを促した。ティオルは立ち上がると、ごく自然に、当たり前のように、だが自身でもその行動の意味に気付かずに、左腕を部屋のドアに向けた。

　ちょうどその時、ティオルの食事を持ってきたヤツバヤシがドアを開けた。そして自分の方に左腕を向けているティオルを見て慌てる。

「うおっ！　またか!?」

「ん？　あんたは……」

　ティオルはそう言ったが、それ以上の言葉が続かなかった。困惑した顔のままヤツバヤシを見る。

　知っているような気がする。今のティオルのヤツバヤシに対する認識は、それが限界だった。

　ティオルとヤツバヤシはそのままどちらも状況への思考に意識を費やして、少しの間動きを止めていた。

　そして先に動いたのはヤツバヤシだった。とても嬉しそうに楽しげに笑う。
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「その様子だと、ちゃんと意識が戻ったみたいだな。いやー良かった。やっぱりじっくり馴染ませて、食事も十分にとらせたのが正解だったかな？」

「あんた、何言って……」

「まあ落ち着いて。記憶はどこまで残ってる？　ここがどこか分かるか？　なぜここにいるのか覚えているか？　目覚める前のことを思い出せるか？」

「えっと……」

　頑張って思い出そうとしている時点で、ティオルの記憶はかなりあやふやだった。ヤツバヤシもそれに気付く。

「じゃあ、自分の名前は言えるか？」

　自身の名前。自己を定義する識別子を、自身で認識できているのか。答えられなければ自意識すら曖昧になりかねない問いに、ティオルが答える。

「俺は、ティオルだ」

「……よし。ティオル君。まずは食事にしよう。君もいろいろ知りたいだろう。一通り説明するから、食べながらゆっくり聞いてくれ」

　ティオルのしっかりとした返事に、ヤツバヤシは実験の成果を感じて上機嫌に笑っていた。

「あと、ティオル君。そろそろその腕を下ろしてくれないか？」

「えっ？　ああ」

　ティオルは言われた通りに左腕を下げた。そして怪訝に思う。

（……何で俺は腕を伸ばしたんだ？）

　自分でやったことにもかかわらず、ティオルにはその理由が全く分からなかった。




　食事を続けながらヤツバヤシの説明を聞いていたティオルが、その内容に刺激されて徐々にいろいろ思い出していく。

　シジマ達に殺されるところだったこと。それをヤツバヤシに助けてもらったこと。引き替えに治験に協力することになったこと。それらのことをトレーに盛り付けられた物を食べながら、そういえばそうだったと、ただ単に度忘れしていたかのように思い出していた。

「それで、怪我は治ってるみたいだけど、治験って何をするんだ？」

「ああ、これからはデータ収集が主になる。その為にティオル君には俺の指示でハンター稼業をしてもらう」

「ハンター稼業か。まあハンターだし、やれって言われればやるけどさ」

「場所はクズスハラ街遺跡の奥部だ」

　ティオルは思わず吹き出した。ちょうど口に入れていた物が床に飛び散る。

「クズスハラ街遺跡の奥部!?　あんな場所に行ける訳無いだろう!?」

「大丈夫だ。有料だが奥部に続く後方連絡線がある。通行料は俺が払うよ」

「そういう意味じゃねえ！　あんな場所のモンスターと戦えるか！」

「そっちも大丈夫だ。その為にティオル君に身体強化拡張処置を施したんだからな」

「えっ？」

　その軽い驚きがティオルの意識を揺らした。それにより今まで普通に続けていた食事から、惰性による流れ作業のような感覚が一度外れる。そして妙な違和感を覚えたところで、先程口から床に吹き出してしまった物が目に入った。

　怪訝な顔でそれを手に取ったティオルの表情が驚愕に染まる。それは嚙かみ切きられた金属ブロックだった。

　驚愕の表情のまま、ティオルが顔をゆっくりとトレーに向けて、そこにある物を見る。トレーの上には同じ金属ブロックやセラミックなど、どう見ても人の食事とは思えないものが盛り付けられていた。

「……えっ？　…………えっ？」

　ティオルは混乱していた。自分が今までそれを普通に食べていたこと。それを見て、その上で口に運び、気にせずに食べていたこと。何よりも、その明らかにおかしいことに、自分が今ようやく気付いたことに混乱していた。

　そしてヤツバヤシはそのティオルの様子を非常に興味深そうな目で見ていた。

「ティオル君。大丈夫か？」

「……おい、俺に何をした？」

「何って、さっき言った通りだ。ティオル君は俺の処置を受けて身体強化拡張者になった。非常に強力な拡張者にね」

　余りに驚き過ぎて啞然としているティオルに、ヤツバヤシは説明を兼ねて自分の実験の成果を楽しげに話していった。
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　ヤツバヤシの車両が後方連絡線を通ってクズスハラ街遺跡の奥部に向かっている。車両は大型の装甲兵員輸送車を改造して作製した特製の移動診療所だ。

　ティオルはその診察室で不安そうな顔を浮かべていた。

「なあ、本当に大丈夫なんだろうな？」

　そう問われたヤツバヤシが軽く答える。

「それを確認する為に、今から遺跡に行くんじゃないか」

「そりゃそうだけどさ」

「大丈夫だって。ティオル君は貴重な被験者、治験協力者だ。俺には君をむざむざ死なせる気なんて欠片も無いよ」

　気休めの言葉と、その気休めよりは信じられる根拠を聞かされて、ティオルは軽い諦めを込めた溜め息を吐いた。

「……見付けた遺物は全部俺の物。その約束は守ってもらうぞ」

「勿論だ。治験に協力してもらってるのに、遺物まで寄越せなんて言わないよ。だから君も約束通りちゃんと治験に協力してくれ。今更逃げられると困るんだ」

「分かってる。逃げないし、協力するよ。……全く、その為に俺の頭に爆弾まで埋め込んだんだろ？　逃げられるか。そこまでするのかよ」

「君の体は俺が特別な拡張処理を施した貴重品だからね。それぐらいはするさ。その体、凄いんだぞ？　本当ならその身体強化拡張処理の代金として、１００億オーラムぐらい貰っても良いぐらいだ」

　ヤツバヤシはどこか得意げにそう語った。それを聞いたティオルが皮肉っぽく笑う。

「そんなに凄いのなら、死にかけのやつを脅して被験者にする必要なんて無かったんじゃないか？　希望者殺到だろ？」

　そのティオルの嫌味に、ヤツバヤシは深く頷いた。

「全くだ。何で皆そんなに嫌がるかね」

　そして不満げな声で続ける。

「そりゃあ確かにまだ開発中の技術だ。完全に安全とは言えないさ。でも遺跡のモンスターと戦って死んだりすることに比べれば安いリスクだろう？　スラム街の配給食だって、ヤバいものだと薄々分かった上で普通に食べてるくせに。何でこっちは駄目なのかね」

　本気で言っている。そう感じ取ったティオルは嫌そうに顔を歪めた。そういう感覚の持ち主に自分の体を改造されたということも含めて、非常に嫌そうな顔をしていた。

「強くなれるからって、鉄やらプラスチックやら食わされる体になりてえやつはいねえよ」

「そうか？　そうすると資材カートリッジを直接体に挿せるようにした方が良いか。でもその辺の変更は難しかったはず……。元々摂食を基本にする形式だから構築工程の流れが……」

　ヤツバヤシがそのまま思考を改善方法の模索に移していく。その様子を見たティオルの不安は、更に募っていった。




　後方連絡線を通って遺跡奥部に着いたティオルがヤツバヤシの車から降りる。装備は未改造のＡＡＨ突撃銃と、ヤツバヤシとの連絡用の情報端末のみ。この場に訪れるハンター達の基準では、自殺志願者でしかない。

　場違いな場所にいるという認識が、ティオルの顔を緊張で大きく歪めていた。

「なあ、本当に大丈夫なんだろうな？」

　車内に残っているヤツバヤシが通信で答える。

「だから、今からそれを確かめるんだ。理論上は問題無い。あとは実地試験の結果次第。さあ、出発だ。頑張ってくれ」

「分かったよ！」

　ティオルは仕方無く出発した。

　外周部とは異なる遺跡の景色にティオルもハンターとして多少の高揚は覚える。しかしその程度の高揚など、死地に足を踏み入れている恐怖には太刀打ちできない。高まる緊張がティオルの息を荒くしていく。

　そのティオルに、ヤツバヤシが今回の治験の注意事項を改めて説明していく。

「何度も言うが、モンスターと遭遇しても攻撃は厳禁だ。この辺のモンスターをそんな銃で撃っても効かないぞ」

「うるせえ。だからって手ぶらで遺跡に入れるか」

「まあ、銃も無しに遺跡をうろつく姿を、他のハンターに見られたら不審に思われるだろうから、無理に取り上げる気は無い。撃っても無駄と理解して、撃たないように注意してくれ」

「ああ。そもそも銃を使う必要が無いように、あんたの実験が上手くいくことを願ってるよ。新しい方式の迷彩機能だっけ？　それがちゃんと機能すればモンスターに襲われないんだろう？」

　ティオルがそう言って自分の腕を見る。しっかりと見えている。

「……俺の姿が消えてるようには全然見えないけどな」

「光学的な迷彩ではないからね。そもそも見えないだけでモンスターに襲われないなら苦労は無いよ。完全な闇の中だって、モンスターは音でも熱でも振動でも敵を探知する。勿論それらに対応した迷彩機能もあるが、君の迷彩はそれを超えたものだ」

「そうかよ」

　ティオルは緊張を紛らわせる為にヤツバヤシと話しながら遺跡の中を進んでいく。そして遺物を求めて適当な建物の中に入った。

　遺跡の奥部は強力なモンスターが棲息しているおかげで、まだまだ手付かずの場所だらけだ。高価な遺物が至る所に大量に残っている。

　ティオルが適当に選んだ建物も例外ではなかった。取り敢えず入った部屋でいきなり高そうな遺物を複数見付けたティオルが思わず声を出す。

「おおっ！　凄すげえ！」

　そこらの遺跡ではもう見付からない高値の遺物に興奮しながら、満面の笑みでリュックサックに詰めていく。今は治験の最中ということも忘れて、ティオルはこの一時を謳おう歌かしていた。

　そこで背後から音がする。それでティオルの興奮は消し飛んだ。今、自分は遺跡の奥部にいる。その現実を思い出し、ティオルがゆっくり振り返る。

　そこには体から機銃を生やした巨大な蜘蛛がいた。それも複数、床と天井に２体ずつだ。加えて蜘蛛達の銃口は既にティオルに向けられていた。

　勝ち目など無い。どうしようもない。死んだ。その認識がティオルを硬直させる。

　だが蜘蛛達はそのままティオルを見ているだけで何もしなかった。そして少し経った後、何事も無かったように立ち去っていった。

　極度の緊張から解放されたティオルが床にへたり込む。

「……な、何だったんだ？」

「良し！　成功だ！」

　その非常に嬉しそうなヤツバヤシの声でティオルは我に返った。そして成功という言葉から気付く。

「……さっき俺が襲われなかったのは、お前が言ってた新しい迷彩機能の効果ってことか？」

「そういうことだ」

「す、凄えな。思いっ切り見付かってたのに、それでも襲われないのか」

「そういう機能だからな。これで理論上の効果が実地でも確認できた。当然と言えば当然の結果だが、第三者にも説得力のあるデータが取れたことは非常に喜ばしい」

　この結果はティオルにも高い説得力をもたらした。ヤツバヤシへの印象が、得体の知れない医者もどきから、極めて優秀な研究者に変わる。

「さあティオル君。治験続行だ。ハンター稼業を再開してくれ。モンスターと遭遇してもこちらから刺激しなければ大丈夫なはずだ。繰り返すが、攻撃は厳禁だ。流石にこっちから攻撃したら襲ってくると思うからな」

「……分かった。よし！　やるぞ！」

　この場の遺物をリュックサックに詰め終えたティオルが、更なる遺物を求めて遺物収集を続ける。その後もモンスターと何度も遭遇したが、襲われることは無かった。
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　治験を兼ねた遺物収集を終えてヤツバヤシの移動診療所まで戻ってきたティオルが、床に積み上がっている遺物の山を見て歓喜を露わにしている。

「こ、これを今日だけで……！　遺跡の奥部で、遺物を、こんなに……！」

　これほどの成果は、本当なら自分などでは絶対に不可能だ。それを分かっているだけに、それを可能にさせたヤツバヤシの技術の凄さに、ティオルは驚きと喜びを隠せなかった。

「凄え！　凄えよあんた！　あの後もモンスターは全然襲ってこなかった！　これなら遺物を集め放題じゃねえか！」

「喜んでもらえて何よりだ。それじゃあ今日は帰ろうか。今後のことも話さないといけないからな」

　ヤツバヤシがティオルを宥なだめて車両を出発させる。どちらにとっても大きな成果を残して、ティオル達はクズスハラ街遺跡を後にした。




　スラム街の八林診療所まで戻った頃にはティオルも落ち着きを取り戻していた。それでも本日の大成果もあって非常に上機嫌だ。

　地下の部屋でヤツバヤシから今後の予定の説明をされる。今日のように遺跡でのデータ収集を２ヶ月ほど続けた後、体を元に戻す処置を済ませて治験は完了。そう聞かされたティオルは、思わずわずかな不満を顔に出した。

「えっ？　この体、元に戻すのか？」

「勿論だ。この手の技術で可逆性は重要だぞ？　一生そのままなのか、元に戻れるのかで、使用の障壁は大きく異なるからね」

　従業員に非常に強力な戦闘用義体を貸し出している民間軍事会社も、当然ながらその者が退社すれば義体は返してもらう。利便性という点においても、元に戻せるということは重要だ。ヤツバヤシはそう語った上で、ティオルの様子を見て苦笑する。

「なんだ。鉄でも食べられる体に不満を零していたくせに、元の体に戻るのは嫌なのか？」

「い、いや、それは……」

「まあそれだけ気に入ってもらえるのは嬉しいけどね。だが、体は元に戻させてもらう。何の後遺症も無く、問題無く元に戻った、という検証用のデータも必要なんだ。すまないね」

「あ、ああ……」

　残念そうなティオルの様子に、ヤツバヤシは機嫌を良くしていた。
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　今日もティオルはクズスハラ街遺跡の奥部で遺物収集をしていた。もう１週間も続けている。モンスターに襲われないとはいえ、当初は恐る恐る遺跡の中を進んでいたが、もう慣れた。今はむしろ他のハンターに見付からない為にこそこそしている。

　凶悪なモンスターの住み処かである遺跡の中、そのモンスターに自分だけは襲われないという、ハンターにとっては夢のような環境での遺物収集だ。ティオルも初めの内はやる気をみなぎらせていた。

　だがその環境に慣れてしまった今は、雑談に精を出すほどに高揚も緊張感も薄れていた。移動診療所の中でティオルのデータを確認しているヤツバヤシへ、少し険しい声を出す。

「なあ、何とかならねえのか？」

「何度も言ってるが、別の遠くの都市へ移るのが一番だと思うぞ？　慣れない場所でのハンター稼業は大変かもしれないが、遺物を売った金で装備を調えれば大丈夫だろう」

　初日、集めた遺物を早速売ろうとしたティオルは、それをヤツバヤシに止められていた。

　集めた遺物は自分の物。好きにして良い。その約束を破るつもりなのか。そう言ってティオルも初めは不快感を露わにした。しかし止めた理由を聞いて納得し、更に自分が置かれた状況を改めて理解して頭を抱えることになった。

　ヤツバヤシの光学迷彩の中に隠れて窮地を脱したティオルを、シジマ達は結局見付けられなかった。多分どこか非常に見付け難い場所で死んでいる。或いは別の都市まで逃げられている。どちらにしろ、これ以上積極的に探すだけ無駄。そういう扱いで、既に捜索も打ち切っている。

　しかしそのティオルが遺物を売れば、ハンター稼業が出来る元気な状態でクガマヤマ都市にいることが露見してしまう。そうなればシジマ達もティオルを放置は出来ない。ティオルはまた命を狙われることになる。

　それでも身体強化拡張者となった今のティオルならば、シジマ達ぐらい返り討ちに出来る。しかし勝てば更に強い者を送られる。そして最終的にはアキラが殺しにくる。そうなれば、今度こそ確実に殺される。

　だから治験の期間中は自分の診療所に隠れておいて、その後は遺物を持って別の都市まで逃げた方が良い。ヤツバヤシはティオルにそう勧めていた。

　ティオルもそれが本当は一番良いと分かっていた。しかし望みを捨て切れない。ここ数日で生まれた余裕がティオルを食い下がらせる。

「……俺は出来ればクガマヤマ都市に残りたいんだよ。なあ、本当に無理なのか？　凄い研究者なんだろ？　その凄い技術で何とかならないか？　ほら、例えばその技術で俺をもっと強く、アキラよりも強くするとかさ」

「治験が終わった後に、客として俺に改めて身体強化拡張処理をしてほしいってことか？　それは構わないが、アキラの強さは君も知ってるだろう。そのアキラに勝てる強さとなると、俺も技術者として出来ないとは言わないが、改造費は桁違いに高くなるぞ？　お勧めしないな」

　ティオルが黙る。自分に施されている改造の費用は、治験でなければ１００億オーラムだと言われている。それを超える額など現実的ではない。流石に無理だ。その思いで思わず顔を歪めた。

　しかしそれでも何かないかと考える。

「…………それなら、交渉だ。シジマ達と何とか示談に……」

「それも難しいんじゃないか？　ティオル君は、厳密にはシジマ達だけではなく、シェリル達も、その後ろ盾になっているアキラも敵に回してるんだ。その全員を説得するなんて無理だろう」

「そ、そうだけど……」

「まあ彼らの関係から考えて、アキラさえ説得できればどうにでもなるんだろうが、二大徒党に平気で喧けん嘩かを売る人物だからな。交渉しようと彼に会おうとしたら、命乞いをする暇も無く、視界に入った瞬間に殺されるんじゃないか？」

　ティオルが再び黙る。そんなことはない、とは自分でも思えなかった。

　ヤツバヤシが少し言い過ぎたかと思い、被検体の機嫌を取りにいく。

「だから彼と交渉するのなら、ティオル君が直接するのではなく代理人を雇うことになるだろう。一応、心当たりはある」

　希望を見み出いだしたティオルが、項垂れていた頭を勢い良く上げた。

「誰だ!?」

「その話は今日の治験が終わってからにしよう。長くなりそうだからな」

「…………分かった」

　何とかなるかもしれない。ティオルはそう希望を抱き、顔に笑みとやる気を戻して遺物収集を続けた。




　ティオルは今日も多くのモンスターと遭遇した。しかし見付かっても襲い掛かってくることはない。ヤツバヤシによる迷彩機能の凄さを改めて思い知り、実に便利だと感心していた。

　そして襲われないのであれば、モンスターを興味本位で見る余裕も生まれる。強く、奇怪で、恐ろしい存在だが、旧世界の技術で生み出され、その技術を現在に伝えるものとして、興味を惹かれる存在でもある。この機会を生かしてじっくりと見る。

　ティオルが近くにいる巨大な昆虫のようなモンスターをじっと見ると、その視界に変化が起こった。モンスターの姿が緑色の線で枠取りされ、記号と文字列が拡張表示される。

　ヤツバヤシの診療所の地下で目覚めた時から、似たようなことは何度もあった。流石にティオルも今では、これは恐らく対象の説明をしているのだろう、と気付いていた。

　しかし相変わらず文字や記号の意味は分からない。目障りと言えば目障りだった。

「……なあ、俺の視界に浮かんでるこの文字とかなんだけどさ、何なの？」

「残念ながら俺にも分からない」

「分からないって、これ、あんたの改造で見えるようになったんだろ？」

「ティオル君の視覚情報はデータ収集の一環としてこちらでも記録しているんだが、そこにその文字や記号やらは映っていないんだ」

「そうなのか？」

「ああ。つまり網膜等に映っているのではなく、脳の視覚処理の段階で追加されていると考えられる。まあ、何らかの不具合だろう。これも治験だと思って我慢してくれ」

　使い物にならない拡張現実機能に、ティオルは溜め息を吐いた。
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　ヴィオラはキャロルを護衛につけて、クズスハラ街遺跡の外周部で取引相手を待っていた。

　遺跡奥部への容易な道が開通したことで、外周部で遺物収集をするハンターは減っている。立ち寄るハンターが減れば、倒されるモンスターも減る。外周部のモンスターは少しずつ増えていた。

　加えて外周部に残る遺物も枯渇し始めている。そうなると奥部には立ち入れない程度の実力しか無い者達も、それならば別の遺跡で稼いだ方が良いと考える。今ではクズスハラ街遺跡の外周部でハンター稼業に勤しむ者は珍しくなっていた。

　そのような所を取引場所に指定する人物は、当然ながら非常に訳有りの者となる。それでもヴィオラはこの場に来た。予想外の、加えてとても面白そうな取引相手に会う為に。

　そして約束の時刻にその取引相手が現れる。その者が本当に来たことに、ヴィオラは楽しげに笑った。

「名前を騙かたった偽の呼び出しかもしれないって思ってたんだけど、あなた、本当に生きてたのね」

「ああ。お前の所為で殺されるところだったけどな」

　現れたのはティオルだった。ヴィオラの暴露の所為でシジマ達に殺されかけたこともあり、ヴィオラを憎々しげに睨み付けている。

　キャロルは一応ティオルを警戒してヴィオラの前に出ようとした。だがそれをヴィオラが手で止める。それでキャロルも一歩下がった。

　ヴィオラがティオルに向けてふてぶてしく笑う。

「ごめんなさいね。私にも事情があってね。それで、今日は何の用？　あ、もしかして偽の取引で私を呼び出して殺す気だったの？」

　出来ればそうしたい。ティオルはその思いを顔に強く出しながらも、歯を食い縛って落ち着きを保った。そして大きく息を吐いて平静さを取り戻すと、真面目な顔で言う。

「……依頼だ。交渉の代行を頼みたい」

「交渉ね。シェリル達と取引して、自分を狙うのを止めてほしい。ついでにシェリルの徒党に加わりたい。そんなところかしら」

「そうだ。出来るか？」

　自分の頼みをあっさり見抜かれたことにティオルは内心でたじろぎながらも、尻込みせずにヴィオラを半ば脅すようにじっと見る。

　その視線をヴィオラは軽く流しながら、からかうように笑った。

「そんなこと出来ると本気で思ってるの？　あなた、自分が何をやったのか自覚してないの？」

「ごちゃごちゃ言わずに、無理なら無理だと言え」

「あら、断っても良いの？　成否は別にしても、そんな交渉を引き受けるのは私ぐらいだと思うけど」

「出来ないんだろ？　それなら別の手段にするさ」

「私以外の交渉人にそれが出来ると思ってるの？　誰に頼むつもり？」

「答える義理はねえな」

　ヴィオラは相手の思考を見透かすような微笑みを浮かべてティオルを見ている。ティオルは敵意の滲んだ険しい顔をヴィオラに向けていた。

　しばらくそのままどちらも黙って見詰め合う。そこらの者ならば内心を無意識に顔に出しかねない時間が流れたが、ヴィオラは質の悪い笑顔でそれを隠し切った。

　一方ティオルの内心は、わずかだが顔に漏れ出ていた。その所為でヴィオラにいろいろと見抜かれる。

　半分自棄やけになっているが、相手は自分にシェリル達との交渉を依頼するのが最後の手段ではない。他の手段も確かに持っている。そしてそれは恐らく、交渉ではない別の手段だ。

　ヴィオラはそれらを見抜いた上で、面白くなりそうだと楽しげに笑った。

「分かったわ。じゃあ、報酬の話をしましょう。引き受けても良いけど、高いわよ？」

　そして今度はティオルへの親近感を匂わせる苦笑を浮かべる。

「実は私もあの大抗争でアキラを怒らせてね。あと少しで殺されるところだったのよ」

「……そうなのか？」

「ええ。大変だったわ」

　アキラに事務所に乗り込まれ、体に風穴を開けられた。キャロルの適切な応急処置のおかげで一命を取り留めたが、今度は眉間に銃口を突き付けられて、遺物販売店に協力しなければ殺すと脅された。

　それを承諾して何とか生きている。ティオルを含む裏切り者の情報をシェリル達に渡したのも、ちゃんと協力していることを示さなければアキラに殺されてしまうから。仕方が無かった。

　ヴィオラは同情を誘う迫真の演技でそう語った。キャロルはその隣で笑いを堪えていた。

　そしてティオルはあっさり騙されていた。ヴィオラに対する恨みは消えていないが、単に金で情報を売ったのと、殺すと脅されて口を割らされたのでは、印象は大分変わる。ヴィオラへの敵意は大分軽減された。

「そういう訳でね？　私もアキラに下手なことは言えないの。そしてアキラ達を裏切ったあなたを見逃して、その上また徒党に加えろなんてのは、十分に下手なことなの。だから話を切り出すタイミングとか、怒らせずに上手く説得する用意とか、いろいろ手て間ま隙ひまが掛かるの。その費用も含めて、只では出来ないわ。幾ら出せる？」

「……金は無い。だから代わりに遺物で支払う」

　ティオルはそう言って、持ってきた大型のリュックサックを地面に置くと、そのまま後ろに下がった。

　キャロルが念の為に一人でそのリュックサックに近付き、開けて中身を確認する。そして安全を確かめた上でヴィオラを呼んだ。

　ヴィオラはリュックサックに詰められた遺物を見ると、驚きの表情をティオルに向けた。

「……あなた。これだけの遺物をどうやって手に入れたの？」

「答える義理はねえな。それで、これでどうだ？」

「足りないわね」

「何だと!?」

　クズスハラ街遺跡の奥部で集めた遺物を、大型のリュックサックに詰め込めるだけ詰め込んだのだ。十分な額になるだろう。そう考えていただけに、ティオルの顔が険しく歪む。ヴィオラに対する不信も大きく高まった。

　しかしヴィオラは平然としており、どこか呆れたような表情まで浮かべていた。

「あなた、これが幾らぐらいになると思ってるの？」

「……１億オーラムぐらいにはなるはずだ」

　ティオルも遺物の鑑定眼にそこまで自信がある訳ではない。当てずっぽうといえば当てずっぽうの額ではある。

　それでもクズスハラ街遺跡の奥部で集めた遺物なのだ。それぐらいになっても良いだろう。そういう思いがあり、鑑定額に多少の誤差があっても、十分な額だと思っていた。

　ヴィオラはそれをあっさり見抜いていた。その上で敢えて否定せず、分かっていないと言うようにわざとらしく溜め息を吐く。

「あのねえ。相手はそこらのハンターや弱小徒党のボスじゃないのよ？　アキラと、シェリルなの。その二人への和解金や示談金が、その程度の額で済む訳無いでしょう。認識が甘過ぎるわ」

　情報端末を取り出したヴィオラが、それを軽く操作してからティオルに投げ渡す。

「アキラの戦闘記録よ。一応都市の機密情報だからデータのコピーは渡せない。見せるだけよ。それを見て認識を改めなさい。どういう相手と交渉しようとしているのかをね」

　情報端末を受け取り、そこに映るものを見たティオルは、表情を驚愕に染めた。渡されたものは黒狼と一人で戦うアキラの映像だった。

「……あ、あいつ、こんなに強かったのか!?」

　ティオルの頭にあるアキラの実力は、倉庫を襲撃した人型兵器を一人で倒した時のものだった。それだけでも十分強いのだが、まさかそれを楽々と越えるほど強かったとは思っていなかった。

　ヴィオラが更にティオルの考えの甘さを指摘する。

「あなたは多分シェリルの服を見て、どこかの御令嬢だろうとか考えているんでしょうけど、あなた、あの服の価値をちゃんと分かってる？　あれは旧世界製の服を素材にした仕立て服よ？　仕立代だけでも１００万じゃそこらじゃ済まないわ。相手はそんな服を普通に着られる人間なのよ？」

　愕がく然ぜんとするティオルに、ヴィオラが畳み掛ける。

「そのアキラとシェリルに支払う示談金。加えてシジマ達への慰謝料に、私への報酬。１億オーラムで足りる訳無いでしょう？　悪いけど、そんな額じゃ話にならないわ」

　その説明に納得してしまったティオルが、険しい顔で頭を抱える。

「……じゃあ、幾らだ。幾ら用意すれば良いんだ？」

「そうね。遺物で支払うって話だし、最低でもこの10倍は要るわ」

「じゅ、10倍か……」

「言っておくけど、それは交渉の成否は別にして、真面な交渉になる最低限の量よ。それ未満だとそもそも交渉にならないわ。勿論、量が多いほど交渉が上手くいく可能性は高くなるわ。まあどれだけあっても、絶対に成功するとは言えないけどね」

　険しい顔で悩むティオルの様子を見て、ヴィオラは内心で少し驚いていた。悩むということは、可能かもしれないということだからだ。

　シジマ達に殺されかける程度の実力しか無いハンターが、これほどの質と量の遺物を、この10倍用意できる。一体どうやって。

　未発見の遺跡でも見付けたのか。それを取引材料にしないのは、話せば遺跡の情報だけ奪われると思っているからか。それとも遺跡の未調査部分を見付けたのか。迷っているのは、そこに残っている遺物の量を気にしているからか。

　ヴィオラはいろいろ考えながらも、この場で追及するのは敢えてやめた。ティオルとの取引の方が面白そうに思えたからだ。

「それで、どうする？　私に依頼するのなら、この遺物は前金として貰っておくわ。アキラ達への見せ金にもなるからね。あなたをシェリルの遺物販売店の仕入れ元に出来る、という方向での説得にも役立つわ」

　ティオルは迷いに迷い、頷いた。

「分かった。持っていけ」

「取引成立ね。それじゃあ私達は帰るわ。残りの遺物の用意が出来たら連絡して。多いほど成功する可能性が高くなることを忘れないでね」

　ヴィオラはそう言い残してキャロルと一緒に帰っていった。

　それを見送ったティオルは、自分の判断は正しかったのかどうか改めて迷った。だがもうやってしまったのだと半ば開き直り、意気を込めた表情を無理矢理作ってやる気を出した。




　ティオルから十分離れた所で、キャロルが軽く吹き出して表情を崩す。

「全く、ヴィオラの所為で徒党を追い出された子が、そのヴィオラを頼って徒党に戻ろうとしているなんてね」

「そういうことがあるから、世の中は面白いのよ」

「引っ搔き回してる人がそれを言うの？」

「言うわ。面白いでしょう？」

　二人の悪女は、悪女っぽい笑顔で笑い合っていた。

「それでヴィオラ。あの子の依頼、真面目にやるの？」

「あら失礼ね。私はいつも真面目にやってるわよ？」

「そう」

　ヴィオラは噓を吐いていない。キャロルもヴィオラが噓を吐いているとは思っていない。

　しかしそれでティオルが救われるかどうかは、全く別の話だ。その解釈は、どちらも共有していた。
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　アキラ達がクズスハラ街遺跡の奥部でユミナの訓練も兼ねたハンターランク調整依頼を続けていた頃、ティオルも同じ場所で治験を兼ねた遺物収集を続けていた。

　ヤツバヤシによる迷彩機能のおかげで、危険な遺跡でモンスターに襲われずに遺物を取り放題。そこから生まれた高揚は、既にティオルから消きえ失うせていた。代わりに生まれたのは、遺物を出来る限り多く集めなければならないという焦りだ。

　ヤツバヤシはティオルを後方連絡線の先までは送ってくれる。だがそこからは徒歩だ。遺物の運搬には限界がある。車両の使用はヤツバヤシに却下された。

　ティオルに施された迷彩機能は本人にのみ有効で、車には適応されない。車が襲われ、そのまま乗員も襲われる恐れがあるので駄目だ。台車等の使用も同じ理由で駄目。リュックサックも余りに大きいと危ないかもしれない。そう説明された。

　それが本当なのかはティオルには分からない。しかしヤツバヤシが駄目だと言えば、ティオルにはどうしようも無かった。

　またティオルはヴィオラに連絡して依頼の進捗も聞いていた。その内容は、今は仕込みの段階、というものだった。

　シェリルの遺物販売店の目玉商品はアキラから持ち込まれる高価な遺物だ。しかしそのアキラがハンターランク調整依頼を受けたことで、遺物の供給が滞っている。依頼中に見付けた遺物は、全て都市に売却することになっているからだ。

　今のところ大きな問題は出ていない。だがこのまま高価な遺物の仕入れが滞り続ければ、遺物販売店の経営に大きな支障が出る恐れがある。今はシェリル達にそう話して危機感を煽っている段階だ。

　そして十分に危機感を植え付けたところで、高値の遺物を条件付きで大量に提供できる者がいることを伝える。遺物販売店を絶対に成功させたいシェリルは、よほどの内容でない限りその条件を吞むだろう。

　その者がティオルで、条件が徒党への復帰であることは、シェリル達にはまだ話せない。十分に危機感を覚えた状態でないと、ティオルの殺害を優先する恐れがあるからだ。

　だからアキラのハンターランク調整依頼が終わる前に、出来る限りの質と量の遺物を集めてほしい。ヴィオラはそう説明を締め括った。

　十分な量の遺物を集めさえすれば自分の願いは叶かなうかもしれない。シェリルの徒党に雇われハンターとして加わってシェリルとの縁を繫ぎ、その後の働きで裏切りの件を挽回して、シェリルとの仲を深めることが出来るかもしれない。ティオルはそこに希望を見出していた。

　だがそこには時間制限がある。ヤツバヤシの治験が終われば、遺跡奥部で高価な遺物を集めることは出来なくなる。アキラのハンターランク調整依頼が終われば、シェリルが自分の復帰を認める可能性は極端に下がる。どちらも致命的だ。

　時間が無い。そう思い知らされる。急がなければならない。そう自分を急せかす。間に合わないかもしれない。そう不安を覚えてしまう。

　ティオルは、焦っていた。




　遺跡奥部で遺物収集を始めたティオルだったが、その動きは酷い焦りの所為でとても雑なものになっていた。

　どうせ襲われない。そう決め付けてモンスターへの警戒など投げ捨てて遺跡の中を走り回り、とにかく遺物を集めて回っている。

　それでも本来は他のハンターへの警戒がいる。アキラも遺跡奥部でハンター稼業をしていると聞いている。他のハンターに、特にアキラに見付からないように、本来は念入りに警戒しなければならない。

　しかしティオルはそれも投げ捨てていた。

　モンスターの間引きが済んでおらず、そこらのハンターでは近付けない場所ならば、他のハンターに見付かる恐れは無いだろう。アキラだってそういう場所にはそう簡単には近付かないはずだ。そう決め付けて、後方連絡線からかなり離れた場所で遺物収集を行っていた。

　ティオルは焦る余り忘れていた。

　ヤツバヤシが治験中の新しい迷彩機能は、モンスターに襲われないようにする機能だ。モンスターに見付からない訳ではない。

　ハンター達による間引きが済んでおらず、多数のモンスターが棲息する場所で遺物を探せば、他の場所よりも多くのモンスターと、より多くの種類のモンスターと遭遇することになる。

　そして治験とは、その機能と効果を、検証し確認する為のものだ。まだ確認の済んでいない種類のモンスターにも通用するとは限らない。また、以前襲われなかったモンスターであろうとも、もう確認済みだから絶対に襲われない、などとは誰も保証していない。

　しかしティオルはそう思い込んでしまった。

　ティオルは遺物収集に意識を割き過ぎて、遺跡の中で雑で目立つ動きをしてしまっていた。その所為で多くのモンスターに見付かっていた。

　そしてある通りで、そこにいた大型の暴食ワニが、他のモンスターとは違う動きをしていることに、ティオルは、気付けなかった。

　通信を介してヤツバヤシの怒声が飛ぶ。

「ティオル君！　逃げろ！　そいつには迷彩が効いていない！」

「…………えっ？」

　ティオルが暴食ワニに気付く。そこらの車両など一吞みに出来そうなほど巨大なワニが、自分に向かって猛進していた。

「あ…………」

「何やってる！　早く逃げろ！」

　暴食ワニは大き過ぎて建物の中には入れない。近くの建物に逃げ込むだけでティオルは助かっていた。時間的な猶予は十分にあった。

　だが出来なかった。

　モンスターには襲われない。そう思い込んでしまったところでの、それを覆す突然の事態への驚き。そして遺跡奥部の強力なモンスターが勢い良く襲ってくる恐怖。それらがティオルの意識を硬直させてしまった。

　敵が襲ってくる。それを見ている。だが、動けない。ティオルはそのまま立ち尽くしてしまった。

　その間に相手との距離を詰め終えた暴食ワニが、ティオルの目の前でその大口を開ける。

　その暴食ワニは、ティオルの拡張視界の中で、赤く枠取りされていた。





◆






　ヤツバヤシの移動診療所のベッドで、ティオルが目を覚ます。

「……？」

　なぜここにいるのか。そもそもここはどこなのか。寝ぼけた頭ではそれすら分からず、ティオルはただ困惑していた。

　そこでヤツバヤシに声を掛けられる。

「起きたか。大丈夫か？」

　覚醒し切っていない意識に妙な戸惑いが合わさり、ティオルの反応を送らせる。するとヤツバヤシが少し険しい顔で質問を変える。

「……君の名前は？」

「…………名前って、ティオルだ。知ってるだろ？　何でそんなこと聞くんだ？」

　ティオルが怪訝な顔でそう聞き返すと、ヤツバヤシは表情を和らげた。

「聴覚は正常に機能しているか。質問の意味を理解できるぐらい意識は覚醒状態にあるか。そういう確認だよ」

「ああ、なるほど」

「質問を続けるぞ。ここがどこか分かるか？」

「どこって……、お前の車だろ？」

「何でここにいるのか分かるか？」

「何でって…………あれ？　俺は遺物収集をしてたはず……。えっ？」

　ティオルは直近の記憶を思い返そうとしたが、思い出せたのはそこまでだった。

　ヤツバヤシはそのティオルの様子を研究者の目で見ていた。そしてどこか軽い調子で笑うと、手元の端末を操作する。

「覚えてないのか？　ティオル君は遺跡で暴食ワニに襲われて、返り討ちにしたんじゃないか」

「……ああ、そうだ。俺はあのデカいワニに襲われて……えっ？　返り討ちにした」

「そうだ。俺は逃げろと言ったのに、ティオル君は暴食ワニに格闘戦を挑んだんだ。見てみるか？」

　ティオルがヤツバヤシから渡された映像を見る。そこには巨大なワニを蹴り付け、殴り付け、吹き飛ばし、叩たたきのめすティオルの姿があった。

「全く、無茶をする。確かに俺が改造したその体の身体能力なら可能だけどさ。だからってわざわざ危険を冒す必要は無いだろう」

　呆れた様子でそう軽く言うヤツバヤシの言葉も、ティオルには半分も届いていなかった。余りに予想外の映像に、ただ驚き、困惑していた。

「……これを、俺が？　全然覚えてないぞ？」

「ティオル君は我を忘れるとその間の記憶を失うタイプなのか？　危ないな」

　ティオルが映像を見ながら自分の記憶を辿る。半ば混乱した頭で、映像の自分の姿と自分の記憶を照らし合わせる。顔をしかめて唸り、その時のことを必死に思い出そうとする。その甲斐あって、暴食ワニの巨大な口が眼前に迫ったところまでは思い出した。

　しかしその後のことは、どうしても思い出せなかった。

「駄目だ。思い出せない。本当にこれを俺がやったのか？　これを見ても実感とか見覚えとか全然湧いてこないぞ？」

「まあこれはティオル君視点の映像を基に、データ解析用に第三者視点の映像に変更したものだからな。所詮は再現映像だ。見覚えは無いだろう」

「そうか。あ、俺はこの後どうなったんだ？」

「暴食ワニを倒した後、その場に倒れたよ。その後は俺がそこまで行ってここまで運んできた。その場に放置も出来ないからな」

「あんなモンスターだらけの場所まで、どうやって行ったんだ？」

　そのティオルの素朴な疑問に、ヤツバヤシが少々厳しい視線を返す。

「モンスターに光学迷彩を見破られないことを祈りながら、おっかなびっくり頑張ったんだよ。ティオル君が俺の指示通りちゃんと逃げていれば、そんな危険な真似はしなくて済んだんだぞ？」

「わ、悪かった」

　ティオルも流石にばつが悪そうな様子を見せていた。それでヤツバヤシも態度を戻す。

「トラブルもあったことだし、今日の治験はここまでだ。帰るぞ」

　ティオルには遺物収集を続けたい気持ちがあったが、嫌だとは言えなかった。




　都市への帰路の中、ヤツバヤシは今日の治験データの整理をしていた。実地で収集したデータは、それがどんな些細なものであれ、どれも貴重な実験データだ。今後の研究の為にしっかり保存することにしている。

　しかしティオルに見せた映像は廃棄した。その映像に治験としての価値は無く、不要だった。





◆






　治験を兼ねたティオルの遺物収集の日々も今日で最終日となった。

　これまでに集めた遺物は、既にヴィオラから指定された最低量を超えている。しかし多ければ多いほど交渉が上手くいくと言われているので、最後まで気を抜くことは出来ない。

　ティオルは今日もしっかりと遺物収集に精を出そうとしていた。

　クズスハラ街遺跡の奥部に到着し、高価な遺物がありそうな建物を探し始める。後方連絡線の開通によりそれなりの数のハンターが遺物収集をしたこともあり、後方連絡線に近い場所の遺物は少なくなっている。そこで多少遠い場所で探すことにする。

　ティオルが目をつけたのは、ある高層ビルだった。高価な遺物を期待できそうな反面、多くのモンスターが潜んでいそうに見える。そこらのハンターでは敬遠しそうな佇まいだ。

　しかしモンスターに襲われない自分ならば大丈夫だと判断し、山ほどの遺物を期待して中に入った。

　だがその期待は裏切られた。ビルの中には予想通り多くのモンスターが棲すみ着いていたが、見付かる遺物の方は安物ばかりだったのだ。高価な遺物が一つも無いとは言わないが、背負っているリュックサックを満杯にするには程遠かった。

　それでももっと上の階には、高く売れる遺物がまだたくさん残っているのではないか。そう思い、希望を捨てずにビルを上っていく。しかし遭遇するモンスターが増えるばかりで、期待を叶える遺物の山など全く見付からなかった。

　遂に最上階である30階も調べ終える。その結果はティオルの深い溜め息となった。

　30階はその大半を巨大な白い部屋が占めていた。壁も床も天井も真っ白で、調度品など何も無い。ただモンスターがうろついているだけの、遺物収集としては最悪の場所だった。

　落胆したティオルがビルを出ようと階段の方へ戻っていく。

「何だよここ……、デカいビルだから期待したってのに、ろくな物がねーじゃねーか。……んっ？」

　そう愚痴を吐きながら通路を進んでいたティオルが、通路の先にいる二人組に気付く。それはアキラとユミナだった。

　そこにアキラがいる。自分を見ている。見付かった。見付かってしまった。意識がその認識に追い付いた瞬間、ティオルの頭は途端に湧き出した様々な記憶、思考、感情に埋め尽くされた。

　こんなモンスターだらけの場所に他のハンターがいた驚き。まだヴィオラの交渉が終わっていないのにアキラと出会ってしまった恐怖。

　ヤツバヤシから言われたこと。アキラに会ったら、命乞いをする暇も無く、視界に入った瞬間に殺されるのではないかという予想。ヴィオラに教えられたこと。黒狼と一人で戦えるアキラの強さ。

　それらがティオルの精神を圧迫し追い詰める中、ティオルの拡張視界に映るアキラの姿が、赤く枠取りされた。

　そして思い出す。ヤツバヤシによる迷彩が通じずに自分を襲った暴食ワニも、同じように赤く縁取りされていたことを。

　殺される。

　その思いに襲われたティオルは、恐怖に歪んだ表情で思わず左腕をアキラに向けた。

　次の瞬間、ティオルの左腕から砲弾が放たれる。撃ち出された砲弾は一瞬で通路の端へ着弾し、大爆発した。

　ビルが揺れ、爆炎と爆煙が通路の端から勢い良く迫ってくる。砲弾を躱したアキラ達の姿が、その爆煙に吞まれて消えた。

　そしてティオル自身もその爆煙に包まれる。だがティオルは半狂乱になりながらも、アキラ達とは逆の方向に駆け出した。

（こ、殺される……！　に、逃げないと……！　あいつから……！　早く……！）

　アキラを撃ってしまった。もうどう足搔あがいても交渉など出来ない。逃げなければ殺されてしまう。その思いで必死に走る。

（俺の腕……!?　一体どうなって……!?）

　ティオルは八林診療所の地下室で、左腕を部屋のドアに向けたことがあった。その意味が分からずに自分でも不思議に思った行動の理由を、今ようやく理解する。

　自分は部屋の外に出る為に、ドアを砲撃して破壊しようとした。自分にはそれが出来ると、自覚も無いまま分かっていた。そのことに、ティオルは戦慄していた。

　通路を走ったティオルが白い部屋に入る。そこには前に入った時と変わらずに、多数のモンスターがいた。

　だが以前とは明確な違いがあった。ティオルの拡張視界の中で、全てのモンスターが赤く枠取りされていたのだ。

（そんな……!?）

　ビル内部での砲撃、加えてその砲口を露出しながらの接近は、モンスター達から十分な敵対行動とみなされた。次々にティオルに襲い掛かってくる。

　ティオルは慌てて左腕の砲口をモンスターに向けた。だが砲弾は出てこない。

（何で……!?）

　ティオルの砲は単発式。砲弾が再生成されるまで、次弾は撃てない。それをティオルは知らなかった。

　それならばと右手でＡＡＨ突撃銃を連射する。しかし当然ながら全く通じない。

　そもそもこの銃は、ハンターが銃も無しに遺跡奥部にいるのは不自然、というのをごまかす為だけに持っていたものだ。他のハンター達へのハッタリ、恐らく非常に強力な拡張部品でも組み込んであるのだろうと思わせるだけの効果しか無い銃で、奥部のモンスター相手に幾ら撃っても意味など無かった。

　半狂乱になったティオルは銃を投げ捨てた。そして自分に飛び掛かってきた奇怪な大型の獣を、半ば自棄になって殴り付ける。それが通じるなど、ティオル自身も欠片も思っていなかった。

　だがその予想に反して、ティオルの拳を喰らった獣は頭を潰されて即死した。更に殴られた衝撃で吹き飛ばされていく。

「…………えっ？」

　思わず啞然としてしまったティオルだったが、更にモンスターが飛び掛かってくると、慌てて反撃した。殴り、蹴飛ばし、避けて、踏み付ける。ティオルの攻撃を喰らったモンスターが、次々に一撃で息絶えていく。

　敵の死体が増える度に、ティオルの顔から怯えと驚きが薄れていく。そしてそれらが完全に消えた時、ティオルの顔に浮かんでいたのは、過剰な自信を示す笑顔だった。

「……は、ははっ！　そうだ！　この体なら勝てるんだった！　脅かしやがって！」

　以前にヤツバヤシに見せられた映像もティオルを後押しした。巨大な暴食ワニを圧倒していた自分の姿。全く覚えは無いが、あれは事実だったのだと、意気を上げて力強く笑う。

「俺はあのデカいワニも倒したんだ！　テメエらなんかに負けるかよ！」

　続々と襲ってくるモンスター達を返り討ちにする。中には強力な個体もいる。流石に全ての敵を一撃で即死させるのは無理だった。それでも手痛い一撃を喰らわせて、床に横たわらせた。

　勝てる。楽勝だ。これが俺の力だ。そう言わんばかりにティオルは嬉き々きとして戦っていた。

　だがその余裕が油断を生んだ。白い巨大な暴食ワニが、部屋の奥から距離を詰めてきているのに気付けなかった。

　既にワニと呼ぶには無理があるほどに変異した巨体が、長い多脚を器用に動かして素早く前進し、十字に開く大口でティオルを食い殺そうとする。

「何っ!?」

　気付いた時には手遅れだった。異形の暴食ワニは巨大な頭を蛇のように高く持ち上げると、ティオルに頭上から食らい付いた。

　鋭利な無数の歯がティオルの体を食い千切る。閉じられた大口から逃れたのは、ティオルの両膝から下と、右腕の一部だけだった。残りは食われて吞み込まれた。

　そしてティオルは暴食ワニの腹の中で、その意識を失った。

　しかしそれで終わりではなかった。わずかに間を開けて、ティオルを食べた暴食ワニが激痛に悶もだえるように暴れ出す。そしてその腹の一部が突如爆発した。

　爆発により生まれた大穴から人型の物体が這はい出でるように現れる。それはティオルだった。砲弾の再生成を終えて暴食ワニを内側から砲撃し、それで開けた穴から出てきたのだ。

　食い千切られた腕と足は、暴食ワニを内部から食い返した分の素材を元にして、既に再生が始まっていた。そして中途半端に再生した不格好な足で立ち上がり、右手に持っていた肉と機械の混合物、暴食ワニの一部に齧かじり付ついて再生を促進する。

　表情は平静そのもの。訳の分からない物を食べている嫌悪感などは欠片も浮かんでいない。能面のようにも見える落ち着いた表情だった。

　そこで暴食ワニが動き出す。胴の一部を吹き飛ばされた程度の負傷など、生物系モンスターの異常なまでの生命力でねじ伏せてティオルを襲う。傷を再生させながら、殺し損ねた獲物を今度こそ殺す為に、体から腕や口まで生やしてティオルに襲い掛かる。

　ティオルも暴食ワニをまだ倒していないことに気付いて戦闘を続行する。巨大な体軀に飛び掛かり、殴り、蹴り、食らい付く。

　暴食ワニの足や腕が吹き飛び、また生えていく。ティオルの足や腕が食い千切られ、また生えていく。二体の暴食者による、互いを食らい合うような戦いが始まった。
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　移動診療所に残っているヤツバヤシは、ティオルの体に埋め込んだ情報収集機器から送られてくるデータを解析しながら、非常に興味深そうな表情を浮かべていた。

「暴食ワニの腹から出てきたのはこれで２度目か。システムへの侵しん蝕しょくが随分進んだように見えるが、これ、ティオル君の意識はちゃんと回復するか？　前は軽い調整だけで済んだが……、うーん」

　ヤツバヤシは少し難しい表情で、以前ティオルが暴食ワニに襲われた時のデータを見直した。

　第三者視点に編集されたその再現映像には、今回と同じように、暴食ワニの中からその腹を食い破って出てきたかのようなティオルの姿が映っていた。ティオルに見せた映像は、ヤツバヤシがそれを隠す為に捏ねつ造ぞうしたものだった。

「切り替わる契機は、やはり精神への負荷が閾しきい値ちを超えた場合か？　復帰手段は？　鎮静剤の投与で制御できれば楽なんだが……、うーん」

　唸るヤツバヤシが見ている画面の中で、ティオルは今も異形の暴食ワニと戦っている。左腕の砲を使って砲撃し、更には右手から光刃を生やして相手を斬り裂いていた。

「これは……、集めた遺物と一緒に食べられたことで、再構築時に遺物の機能を取り込んだのか？　技術的には面白いんだが……、この機能は要らないな。本来の目的から外れている。でもこういう基本システムに深く関わってる部分の機能を取っ払うのは面倒なんだよなー」

　ヤツバヤシがそういろいろ考えている間にも、ティオル達の戦いは続いていた。そして決着がつく。

　勝者はティオル。奇怪に変異した暴食ワニの頭を斬り裂き、胴を砲撃して大穴を開け、それでも再生しようとする相手を蹴り、殴り、食らい付き、ようやく致命傷を与えた上で、派手に吹き飛ばして止めを刺した。

「勝ったか。それじゃあ迎えに行くか。……ん？」

　ヤツバヤシがティオルの様子を不思議に思う。ティオルは白い部屋の何も無い場所へ、何かを見ているかのように視線を向けていた。

　光学迷彩などを使用したモンスターがそこにいて、それに気付いたのか。そう疑ったヤツバヤシだったが、データ収集用にティオルの体に埋め込んだ高性能な情報収集機器は、そこには何も無いと示していた。

「……光学迷彩？　いや、違うな。そうすると、拡張現実か？　俺には見えない何かを見ている。ティオル君には俺には分からない文字やら記号やらが見えてるようだし、何か興味深いものでも表示されているのか？」

　ヤツバヤシがそう思案を続けていた時、ティオルから送られてくるデータが著しく変化した。
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　異形の暴食ワニを倒したティオルは、その場にただ立っていた。暴食ワニを倒したのはシステムによる自衛行動だ。ティオルの意志ではない。そしてそれが済んでしまえば、システムに自我を侵蝕されたティオルには、そこから移動するという考えすら浮かばなかった。

　以前暴食ワニを倒した時も、ティオルは同じように立ち尽くしていた。そして現場に到着したヤツバヤシによって移動診療所まで運ばれていた。

　周囲に動くものは何も無い。暴食ワニ以外のモンスターは戦闘の巻き添えになって死んでいる。この場にいるのはティオルだけだった。

　だがそのティオルの視界に動くものが現れる。それは旧世界製の黒いドレスを着た女性だった。笑ってティオルに近付いてくる。

　暴食ワニとの戦闘中も、そこで腕や足を食い千切られても欠片も変わらなかったティオルの表情に、わずかではあるが怯えと焦りが明確に浮かんだ。

　システムに意識を侵蝕されていたティオルには、女性の横に表示されている説明文の意味を理解することが出来ていた。

　上位権限による強制接続。通信切断不能。区画８４４上位管理体。戦力差、無謀。勝率、無し。通信範囲外への即時退避推奨。

　ティオルが即座に後ろへ走り出そうとする。女性との通信はこの白い部屋を介して行われている。それを教えられずに理解して、この部屋から離脱しようと駆け出した。駆け出そうとした。

　だが振り向いて１歩目でその足は止まった。目の前に、先程の女性がいた。

　ティオルの拡張視界の中で女性が笑う。

『いきなり逃げ出そうとするなんて、礼儀がなっていませんね。まあ、敵味方識別子をごまかしている相手に礼儀を問うのも変ですが』

　そしてティオルに向けて手を伸ばす。拡張視界の中で、その手はティオルの額を通り抜け、その指先はティオルの脳に届いた。

『彼に頼むつもりだったのですが、彼は戻ってしまいましたし、まあ、あなたでも良いでしょう。あなたには、邪魔な付き添いもいないようですしね』

　ティオルは動けなかった。拡張視界の中の者に押し止められても、所詮は映像だけの存在だ。物理的に押し止める力など無い。しかし動けない。

『こちら側の振りをしているのでしょう？　構いませんよ。あなたにお願いしたいこととも一致していますしね。もっとちゃんと装えるように、私も手伝いましょう』

　動けないのは、今のティオルを支えるシステムが、その女性に攻撃されているからだった。拡張視界に文字が浮かび、その内容が致命的なものに変わっていく。

　追加データ取り込み中。接続機能再構築中。指揮系統再構築中。システム再構築中。最終調整実行中。

　女性がティオルの頭から手を抜いた。そして笑う。

『では、お願いします』

　そう言い残して立ち去ろうとした女性が、足を止めて振り替える。

『ああ、自己紹介がまだでしたね。私はツバキといいます。それでは』

　ツバキはそう言い残し、ティオルの拡張視界から姿を消した。

　同時に、今まで硬直していたティオルの体が動くようになる。そのティオルがまずしたことは、自分の頭に手を突き刺して、そこに埋め込まれていた爆弾を強引に取り出すことだった。

　爆弾は勝手に摘出されると起爆する設定になっていた。爆弾がティオルの手の中で爆発する。手首から先が吹き飛び、緑色の血が肉と一緒に飛び散った。

　だがティオルはそれを全く気にしていなかった。そのまま暴食ワニの死体を食べて欠損箇所の再生を始める。吹き飛んだ手が生え替わり、他の負傷も治っていく。暴食ワニの死体を食べ終えた頃、ティオルは無傷の状態に戻っていた。

　そのティオルの視界には、今のティオルの状態を示す文字が浮かんでいた。

　再構築完了。任務開始。
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　アキラ達はクズスハラ街遺跡の奥部でティオルと遭遇した後、その日のハンター稼業を切り上げた。そして後方連絡線を通って遺跡を出ようとしていたところでキバヤシから連絡を受ける。

　少し話があるので帰りに前線基地に寄ってほしい。そう言われたアキラ達は、今日はもう帰るところだったと伝えて、そのまま前線基地に向かった。

　前線基地の食堂に入ると、キバヤシがテーブルから手を大きく振ってアキラ達を呼ぶ。

「来たか。こっちだ」

　アキラはユミナと一緒にキバヤシの向かいに座る。そしてキバヤシの上機嫌な顔を見て、面倒そうな表情を浮かべた。

「それで、話って何だ？」

「まあその辺は食いながらゆっくり話そう。奢るから好きに注文してくれ。それにしても今日は早いんだな。何かあったのか？」

「ちょっとな」

　キバヤシがユミナに視線を向けて詳細を催促する。ユミナは同行者として説明する。

「実は遺跡で他のハンターに襲われたんです。それで、私の指揮で念の為に引き上げました」

　それを聞いたキバヤシは面白そうに驚きを露わにした。

「へぇ！　アキラを襲うなんてな！　どこの誰か知らないが、随分無謀なやつもいたもんだ。その言い方とアキラの様子を見る限り、そいつはまだ生きてる感じか。そりゃ悪いことをしたな」

「どういう意味だ？」

「だってお前はユミナを安全な場所まで運んでから、そいつを殺しに行くつもりだったんだろ？」

「えっ？　そうだったの？」

　軽く驚くユミナに向けて、キバヤシが俺は分かっているというように頷いた。

「当然だろう。アキラはそういうやつだ。むしろ俺はアキラがユミナをここまで送ったことに驚いてるね。アキラなら、その場でユミナに一人で帰れって言い残して、返事も聞かずに自分だけで突撃しそうだ。何でそうしなかったのか不思議なぐらいだ」

　ユミナが何となくアキラを見る。確かに、と思って少し納得しながら、それならどうしてそうしなかったのか、と不思議に思う気持ちも湧いていた。

　アキラがどこかごまかすように息を吐く。

「そんなことどうでも良いだろう。キバヤシ。本題に入ってくれ」

「そうか？　それなら先に注文を済ませようぜ。ハンターランク調整依頼の経費で落ちるんだ。こういう役得は活用しないとな。なに、今から遺跡に戻ったって、お前を襲ったやつを見付けるのは無理だよ。食っとけって」

　キバヤシはそう言って自分の料理を注文し始めた。

　その様子を見てアキラも気が抜けた。軽く溜め息を吐いてメニューから料理を選び始める。そして半ば嫌がらせのように、とにかく高い物を注文した。




　三人の料理が揃ったところでキバヤシが本題に入る。内容はハンターランク調整依頼の、活動場所の変更指示だった。

　イイダ商業区画遺跡。これからしばらくの間はそこで活動してほしい。キバヤシはそう軽く告げた後で補足する。

　その遺跡に旧世界製の自動人形があるという情報が入った。信しん憑ぴょう性に疑問が残る情報だが、実在していれば非常に貴重な遺物であり、かつ保存状態によっては非常に危険な遺物でもある。この確保に専念してほしい。

　同行者は無しにしても構わないし、別にチームを組んでも構わない。アキラ一人で動いても良い。弾薬費を依頼元が負担するのと引き替えに、遺物を全て都市側に売却する条件も、変更したいのならこの場で交渉する。勿論そのままでも構わない。

　キバヤシはそれらのことを、都市の職員として表向きは真面目に話していた。

　アキラが少し怪訝な目をキバヤシに向ける。

「……それで、この話にはどんな裏があるんだ？」

「この話を前向きに考えるなら教えてやろう」

「また裏があるのかよ」

「ある」

　楽しげなキバヤシの笑顔を見て、アキラは溜め息を吐いた。

「分かったよ。それで、どんな裏なんだ？　イイダ商業区画遺跡で俺に何をやらせる気だ？」

「いや、何も」

「えっ？」

　アキラが思わず怪訝な顔を浮かべる。キバヤシはその反応が欲しかったとでも言うように笑った。

「ぶっちゃけるとイイダ商業区画遺跡やそこの自動人形なんてどうでも良いんだよ。今回の話はアキラをしばらくの間クズスハラ街遺跡から追い出す為のものなんだからな」

　意味が分からない。そう顔に出しているアキラに、キバヤシはその裏事情を話していった。

　そもそもアキラのハンターランク調整依頼は、八島重鉄と吉岡重工の都合で行われている。両社がクガマヤマ都市の防衛隊への納入を争う人型兵器、それがアキラに倒されてしまった所為で発生した悪評を拭う為のものだ。

　実はアキラはハンターランク調整依頼を出されるほどに極めて高い実力の持ち主だった。それならばスラム街での戦闘という限定的な状況や廉価版の機体であれば、倒されても仕方が無い。その釈明や弁解に説得力を持たせる為のものだ。

　そしてアキラがクズスハラ街遺跡奥部で出した成果により、今ではその言い訳も一定の説得力を持つようになっていた。

　そこで両社はその機を逃さずに、新型機体のプレゼンテーション第２弾を企画した。後方連絡線延長部隊として自社の人型兵器の大部隊を編制し、後方連絡線の更に先で戦い、両社の機体の実力をクガマヤマ都市に示すことにしたのだ。

　都市間輸送車両でクガマヤマ都市まで輸送された機体は近日中に前線基地に運ばれる。そこでの整備が終わり次第、実行に移る予定となっていた。

　そこまで聞かされたアキラが不思議そうな顔を浮かべる。

「……それ、俺に何か関係あるのか？」

「ある。少なくとも八島重鉄と吉岡重工は大いに関係があると考えた。分からないか？」

　分からない。そう書いてあるアキラの顔を見て、キバヤシが楽しげに笑う。

「八島重鉄と吉岡重工は、またお前にプレゼンを邪魔されたくないんだよ」

「……いや、邪魔する気なんて無いけど」

「それだけ警戒されてるってことだ。お前がクズスハラ街遺跡にいたら、また予想外の何かが起こってプレゼンを台無しにされるんじゃないかってな」

　２度目の失敗は許されない。次のプレゼンテーションは絶対に成功させなければならない。その為に両社は協力してアキラの排除に動いた。

　アキラが現場にいなければ、何があっても邪魔など出来ない。だからしばらくの間、アキラをクズスハラ街遺跡に近寄らせないようにしよう。そう考えた結果が、ハンターランク調整依頼の活動場所の変更だった。

「イイダ商業区画遺跡に自動人形があるかもって話は、お前をクズスハラ街遺跡から追い出す為の、単なる口実だ。クズスハラ街遺跡以外ならどこでも良いんだよ」

　しかし建前はハンターランク調整依頼での活動場所の変更だ。それに適さない遺跡に行けとは指示できない。自動人形の件はその辻褄合わせだろう。キバヤシはそう補足した。

　それを聞いたアキラがふと思う。

「じゃあ自動人形の話って噓なのか？」

「いや、噓とは言い切れない。あるかもしれないし、無いかもしれない。そもそも確定情報じゃないんだ。今回の件に都合の良いものを探したら、たまたま自動人形の情報が見付かっただけだろうな。それでも八島重鉄と吉岡重工からの情報だ。それなりの信憑性はあると思う」

「ふーん」

　ありもしない自動人形を探して遺跡の中を延々とさまようのは御免だが、本当にある可能性がそれなりにあるのなら、まあ良いか。アキラはそう判断して、イイダ商業区画遺跡の探索を前向きに考えた。その上でユミナに聞く。

「ユミナはどうする？　一緒に行くか？　それともやめておく？」

「どうするって、同行者なんだから一緒に行くわ。イイダ商業区画遺跡はクズスハラ街遺跡の奥部より低難度らしいから、足手纏いになることもないだろうしね」

「いや、そうじゃなくて」

　不思議そうな顔を浮かべているユミナに、アキラが軽い調子で続ける。

「キバヤシが同行者は無しにしても良いって言ってただろ？　今ならやめられるぞ？」

　ユミナは少し驚いたような顔をした。そしてその表情にわずかだが陰を見せる。

「……アキラ。もしかして、私、邪魔？」

　自分とアキラの実力差は明白。そして今日アキラは自分達を襲ってきたハンターの追跡を、自分の指示で取りやめた。

　遠回りに、これ以上の同行を拒否されているのではないか。ユミナはアキラの言葉をそう捉えてしまっていた。

　その返事にアキラも少し驚いた。慌てて首を横に振る。

「いや、違う違う。ユミナは上からの指示で俺に同行してるんだろ？　こういう機会でも無いとやめ難いと思ってさ。少なくともユミナの意志で、もうやーめたってのは無理なんだろ？」

「まあ、そうだけど……」

「しかも倉庫の警備の時からずっとだろ？　その時も含めて、依頼の所為で元のチームから外されてるみたいだし、良いのか？」

　アキラはユミナを気遣ってそう言っていた。ユミナもそれに気付いたが、内心に渦巻くものの所為ですぐに返事は出来なかった。

　元のチームに、カツヤの下に戻りたい気持ちは確かにある。しかしその為にアキラに同行するのをやめたとしても、上司と総合支援システムが自分をチームの足手纏いと判断している以上、カツヤのチームに戻してもらうのは難しいだろう、という考えがまずあった。

　そしてカツヤのチームに戻ったとしても、今の自分の実力ではカツヤの足をまた引っ張ってしまう。それでも無理に側にいれば、恐らく自分はカツヤに一方的に助けられることになる。

　そして縋るようになる。今までカツヤが助けてきた多くの者達と同じように。それは嫌だった。

　ずっと昔からカツヤと一緒にいたのは、カツヤに縋る為ではない。そう思いたかった。

　ユミナにとって自分が上からの指示でアキラに同行している状態は、良く言えば自分がカツヤの側にいられない現状から抜け出す力を得る為の手段であり、悪く言えばその現状から目を逸らすのに都合の良い理由だった。

　その内心を吐露など出来ない。代わりに明るく笑う。

「大丈夫よ。私にも都合があってね。邪魔じゃないなら付き合うわ」

「……、そうか」

　アキラは少し嬉しそうに笑った。それを見たキバヤシが、かなり意外そうな顔をする。そしてそれにアキラが気付いた。

「……何だよ」

「いや、別に」

　お前がそういうやつだとは意外だった、とは口にせずに、キバヤシが話を流す。

「それで、ユミナは今まで通り同行者をやるとして、遺物の取扱も今まで通りで良いのか？　今まで通りだと、自動人形が見付かった場合も都市にほぼ捨て値で売却することになるぞ？　良いんだな？」

「まず、そうやって釘を刺す理由を教えてくれ」

「旧世界製の自動人形だ。そこらの遺物とは価値が違う。いろいろ条件が絡むが十数億どころか数十億オーラムの値がついても不思議は無い。それをそういう契約だからって、１万オーラムぐらいで買い叩かれても良いのかって話だよ」

「い、１万!?　数十億オーラムの遺物がか!?」

「そうだ。勿論その分だけハンターランクは上昇するけどな。でも金は入らない。弾薬費完全依頼元負担と引き替えに、そういう条件になっている。どうする？　自己負担に変えるか？」

「変え……、いや待て、変えるとどうなるんだ？」

「まず、未使用分の弾薬の代金に相当する金を、決済時のハンターランクでの値段で支払ってもらう。つまり、今のお前のハンターランクによる弾薬費の割引を適応しない金額で払ってもらう。割高になるな」

「……使わなかった分は、後で都市に渡せば良いって言ってなかったか？」

「言った。でもそれは弾薬費を依頼元が負担する今の条件での話だ」

「……たくさんあって困る物じゃないって思って、たくさん買っちゃったんだけど」

「そうか。大変だな」

「……クズスハラ街遺跡の奥部で集めた遺物は都市に只同然で渡してるから、俺、金、あんまり無いんだけど」

「そうか。大変だな」

　してやられたとでも言うようにアキラが顔を歪めていく。キバヤシは楽しそうに笑っていた。

「……何か、ズルくないか？」

「それは言いがかりだ。そもそも自動人形が見付かると決まった訳じゃない。それなら今の条件のままで良いだろう？」

「そりゃそうだけど……」

「だろう？　でも、もし、万が一、自動人形を見付けた時の為に、後で揉めないように、その時に起こることを、前もって説明してやってるだけだ」

「そ、そうだけど……」

　言い負かされたような気分になったアキラが、表情を更に難しくしていく。それに比例するように、キバヤシは楽しげに笑っていた。

　弾薬費を自己負担にして、非常に貴重な遺物を高値で売っても良い。依頼元負担にして、捨て値で売っても良い。

　自己負担の比率を変えても良い。弾薬の未使用分の返却金や遺物の売値を、その比率に応じて変更するという方法もある。

　弾薬費を依頼元負担にしたまま遺物を高値で売れるように、アキラの方から何らかの上手い条件を提示しても良い。交渉は受け付ける。

　ただし条件の変更も、その為の交渉も、この場で行うこと。決まらなければ現在の条件のままとなる。

　キバヤシはアキラの反応を楽しむように笑いながらそう説明すると、話を締め括る。

「まあ、飯でも食いながらゆっくり考えてくれ」

　アキラがユミナをチラッと見る。ユミナは申し訳無さそうな顔を返した。

「あー、ごめん。アキラ。私がその手の交渉事に口を出すと、ドランカムの責任問題になりかねないの。だから何も言えないわ」

『……アルファ』

『自分で考えなさい。自分の実力ではどの程度の弾薬が必要なのか。それをちゃんと把握して考えるだけよ』

　アルファは、それぐらい出来るでしょう？　とでも言うように笑っていた。

　アキラが大きな溜め息を吐く。そして楽しげなキバヤシとの交渉を、悩みに悩みながら長々と続けた。

　その交渉がようやく纏まったのは、日が落ちた後だった。
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　イイダ商業区画遺跡を探索することになったアキラがその準備を進める。まずはユミナと一緒にシズカの店に向かった。弾薬をユミナの車にも積み込む為だ。車を店の搬入口の近くに停めると、ユミナを連れて店の正面入口から中に入った。

　カウンターのシズカがアキラに気付いて笑顔を向ける。

「アキラ。いらっしゃ……ええっ!?」

　そしてユミナに気付いて驚きの声を上げた。

　アキラが不思議そうな様子を見せる。

「シズカさん。どうしたんですか？」

「あー、ちょっとね？　アキラ。その子は、お友達？」

　ユミナがシズカへ丁寧に挨拶する。

「ユミナと言います。ドランカム所属のハンターです」

「そう。私はシズカよ。この店の店主をやってるわ。よろしくね」

　アキラを少々困惑させたまま話が進む。

　ユミナはハンターランク調整依頼の同行者として２ヶ月ほどアキラと一緒に行動していること。活動場所がクズスハラ街遺跡の奥部からイイダ商業区画遺跡に変更になったこと。その都合でこれからは弾薬使い放題は出来なくなったこと。それにより、シズカの店で今までのように大量の弾薬を買う必要は無くなったこと。

　アキラ達はそれらのことを一通り話し終えた。

「シズカさん。そういう訳ですので弾薬の大量購入は今日で最後になると思います。すみません」

「気にしないで。自己負担になるのなら、今日の分も、もう注文したからって買わなくても良いのよ？　たっぷり儲けさせてもらったからね」

「ああ、その辺は大丈夫です。買っても自己負担分は使った分だけで、使わなかった分は都市に渡せば済むようになってますから」

　アキラはキバヤシと交渉して、弾薬費を自己負担に変更しながらも弾薬の所有権は都市にあり、自分はそれを借りている状態にした。要は使った分だけ後払いを可能にしたのだ。

　そうすることで、アキラは弾薬が潤沢にある状態を維持して安全を確保しながら、自己負担を下げることが出来る。アキラに随分都合の良い条件だが、キバヤシは持ち前の交渉力で都市にその条件を吞ませた。

　その理由は大きく２つあった。１つ目はアキラが頑張って考えた交渉内容だ。その条件を吞まないと、自分のやる気が物凄く下がる。それで良いのか。そう訴えたのだ。

　幾らハンターランク調整依頼だからだといっても、場合によっては数十億オーラムの値が付いても不思議の無い旧世界製の自動人形を、只同然で売らなければならないのなら、真面に探す意欲も失うせる。下手をすれば、見付けても見付からなかった振りをするかもしれない。それは都市にとっても不利益だろう。アキラはそう頑張ってキバヤシに訴えた。

　そして２つ目はキバヤシの思惑だ。アキラの訴えを聞いたキバヤシは、表向きは難しい顔を浮かべながらも、内心ではあっさり賛同していた。

　キバヤシの望みはアキラに派手に暴れてもらい、無理無茶無謀を体現してもらうことだ。そのアキラに、手持ちの弾薬に不安があるから遺跡の探索など口実の分だけやれば十分だろう、と思わせるような状況など、キバヤシも望まない。

　潤沢な弾薬さえあれば、アキラはその弾薬量に比例した騒ぎをきっと起こす。それはクズスハラ街遺跡の奥部で、初日から蜘蛛型甲殻機虫の大規模な群れを壊滅させたことからも期待できる。

　残念ながらその後はユミナに遠慮したのか派手なことはやらなかった。だが状況が変わればまた何かやる可能性は高い。活動場所をイイダ商業区画遺跡に変更することがその契機になっても不思議は無い。

　出来ればアキラをもう一度、八島重鉄と吉岡重工の合同プレゼンテーションに巻き込みたかった。だがそれが難しい以上、イイダ商業区画遺跡にあるという旧世界製の自動人形を起因とする騒ぎに期待したい。そこでアキラが消極的なのは困る。

　アキラが交渉で自身のやる気を条件に出した以上、その条件さえ満たせば、アキラは真面目にやる気を出すだろう。アキラはその手の約束を守る人間だ。

　そう考えたキバヤシは、表向きはアキラの条件を渋々受け入れたように見せ掛けて、こっちは条件を吞んだのだからお前もちゃんとやれよ、とアキラに釘を刺していた。

　そして自分の条件を頑張って相手に吞ませたと思い込んでいたアキラは、そのキバヤシの思惑に全く気付いていなかった。その所為でその時のことをシズカに話すアキラの態度は、少し得意げなものになっていた。

　その話を聞いたシズカは、相手にも何らかの思惑があったのだろうと気付きながらも、内容自体はアキラに好都合なこともあって、余計な指摘はしないことにした。笑ってアキラを褒める。

「アキラもハンターとして、そういう交渉が出来るようになったのね。大したものだわ」

「頑張りました」

　アキラは少し照れながらも嬉しそうに笑った。

　その様子を見たユミナが意外に思う。そこにユミナが思うアキラ、今までの印象から抱いたアキラはいなかった。

　あの日、スリの件で自分に、カツヤに、あれほどの殺気を向けた者はいなかった。大抗争の中、人型兵器に襲われて倒壊した倉庫の側で、色さえ見えそうな濃密な殺気を放っていた者はいなかった。

　そこにいたのは、頑張ったことを褒められて喜ぶ、ただの子供だった。

　そのことに、ユミナは驚いていた。

　シズカがそのユミナの様子に気付いて声を掛ける。

「ところで、ユミナはアキラと一緒に遺跡に行っていたのよね。アキラはどんな感じだったの？　無理とか無茶とかしてなかった？」

　そこにアキラが口を挟む。

「いや、してないですよ？」

「アキラ。私はユミナに聞いてるの。それで、どうなの？」

　シズカはアキラに少し窘めるようにそう言ってから、どこか意味有り気で楽しげな笑顔をユミナに向けた。

　一方アキラは慌てた顔をユミナに向けた。していないと言ってくれ。その顔が、明確にそう語っていた。

　ユミナはその二人の態度を面白く感じて軽く吹き出した。そしてシズカの方に合わせて自分も意味深に笑う。

「そうですね。アキラは大活躍してました。同行した初日に、蜘蛛みたいなモンスターの大規模な群れをほとんど一人で倒したんです。大成果だって、都市の職員も凄く驚いていました」

「へー。アキラ。それは凄いわね」

　シズカが笑ってアキラを見る。するとそのアキラ達を見ているユミナの前で、アキラが面白いようにたじろぎ始めた。そして助けを求めるような視線をユミナに向ける。ユミナはそのアキラの様子を更に面白く感じて、思わず笑ってしまった。

「おい、ユミナ」

　流石に文句を言ったアキラに、ユミナが笑いながら謝る。

「ごめんごめん。悪乗りしちゃったわ。シズカさん。アキラの成果は本当ですけど、無理や無茶はしてなかったと思いますよ？　使い放題の弾薬でごり押しした部分もありますし、アキラも初日だから今日は軽く済ませたなんて、随分余裕のあることを言ってましたしね」

「あら、そうなの？　無理はしないって約束を、ちゃんと守ってるようね。安心したわ」

「も、勿論ですよ……」

　アキラはあからさまに安堵して息を吐いた。

　ユミナはそのアキラの様子を意外に思いながらもどこか楽しく感じていた。無茶をしたカツヤを窘めていた時の自分を、無意識に重ねながら。




　シズカとの雑談を終えたアキラ達は、買った弾薬を車に積み込んでいた。その途中、シズカがユミナに、アキラには聞こえないように声を掛ける。

「ユミナ。アキラはいろいろと難しい子だけど、出来れば仲良くしてあげて」

　アキラには対等の友人が必要だ。シズカはそう思いながらも、それが非常に難しいことも察していた。

　自分やエレナ達はアキラを友人だと思っており、アキラもそう思ってくれている。慕われており、懐かれている。だが対等ではない。自分達とアキラの関係は、アキラが自身を一段下げた上でのものだと、シズカは何となく気付いていた。

　しかしアキラはユミナに対しては、相手を一段上に上げることなく、その上で気を許しているように見えた。そういう関係を望んでいるようにシズカには思えた。

　だがそれはアキラの望みであり、ユミナの望みではない。ユミナにはユミナの望みがある。しかもアキラは非常に強く、その上で悪く言えば捩ねじ曲がった人格の持ち主であり、危険な存在だ。そのような人物と仲を深めるのを無理強いは出来ない。

　出来れば。シズカはその言葉に出来るだけの願いを込めて、ユミナに声を掛けていた。

　ユミナもそれを何となく分かっていた。その上で、真面目な顔で答える。

「……そうしたいとは思います。……すみません。私にはそれぐらいしか言えません」

「十分よ。ありがとう」

　短く、しかし意味のある話を終えたユミナとシズカは、そのまま何事も無かったように作業に戻った。
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　アキラ達はシズカの店で弾薬補給を済ませると、今度はシェリル達の拠点の倉庫に向かった。そこで待っていたカツラギから、注文しておいた回復薬を受け取る。１箱５００万オーラム。それが10箱入った大きな箱を、アキラはユミナの車両に積み込んだ。

　５０００万オーラムの商談を済ませたカツラギは、その利益に表情を大きく緩ませていた。

「毎度あり。アキラ。これからもこの調子で頼むぜ」

「いや、もう無理だ」

「何っ!?」

　大きな利益を定期的に生み出す回復薬の取引。その中止をあっさり告げられて、カツラギは途端に慌て出した。更にアキラからその理由を聞かされて頭を抱える。

「ちょ、ちょっと待ってくれ……。これからもお前が買うと思って、もう大口の注文を出しちゃったんだぞ!?」

「俺が注文してない分の文句を俺に言うな。在庫の調整はそっちの仕事だ」

「だからって急過ぎるだろ!?」

「俺も急に言われたんだから仕方無いだろう。第一、ハンターランク調整依頼はいつ終わっても不思議は無いから、いつ中止になるか分からない継続的な大量購入は割高になるって、俺に釘を刺したのはカツラギだ。その懸念通りになっただけだ。自分で何とかしろ」

　取り付く島もないアキラの態度に、カツラギはごねても無駄だと判断した。

　カツラギの回りで５００万オーラムの回復薬を買う者など、アキラぐらいしかいない。大量の在庫を揃えて全て売れれば多額の利益を生むが、売れなければ経営を圧迫しかねない不良在庫と化す。

　出血を抑える為に大口の注文を何とかして取り消すか、出来る限り入荷数を減らそうと、カツラギは慌てて商売仲間に連絡を入れた。

　シズカの時とは随分違うアキラの態度に、ユミナがふと思う。

「アキラって、結構女性に甘いタイプ？」

「な、何だよ急に」

「シズカさんの時とは随分対応が違うなって思ってね」

「シズカさんには以前からいろいろお世話になってるからな。カツラギとは違うよ」

　それを聞いたカツラギが不満げに口を挟む。

「それなら一緒に死線を潜った仲の俺にも、もうちょっと考慮してくれても良いんじゃないか？」

「そんな仲の相手から遺物を安く買い叩こうとする真似をしないやつなら、俺も考えるんだけどな？」

　アキラから軽い非難の視線を向けられて、カツラギは笑ってごまかしながら目を逸らした。

　そこにシェリルとヴィオラがやってくる。随分と仲の良さそうなアキラとユミナの様子を見て衝撃を受けるシェリルの隣で、ヴィオラは気にせずに、厳密にはそのシェリルの狼ろう狽ばい振りを楽しみながら、アキラに遺物販売店の状況を説明し始めた。

　今のところ経営は順調。しかし他の店もそろそろ二大徒党壊滅の影響から抜け出す頃。今までのように需要を独り占めとはいかない。これからは他店との差別化が必要になる。そしてアキラから持ち込まれた高価な遺物は、安価な遺物しか取り扱えない他店との差別化に大いに役立っている。

「旧世界製の情報端末なんて、本来はスラム街の店舗なんかに並ぶ品じゃないからね。助かってるわ」

　ヴィオラはそこまで得意げに語ってから、少し険しい表情を浮かべた。

「でも商品だからね。売れば無くなる。いずれは店の棚から全て消えるわ。そういう訳で、アキラ、何とかならない？」

「そう言われてもな。ハンターランク調整依頼で集めた遺物は全て都市に売ることになってるんだ。知ってるだろ？」

「勿論それは分かってるわ。その上で聞いてるのよ。私もあなたとの約束を守ってシェリルの店を繁盛させようとしているの。その為には高価な遺物の仕入れがどうしても必要なのよ。シェリルの為だと思って、何とかならない？」

　ヴィオラはそうアキラに懇願したが、これは表向きのものだ。アキラに断らせる為の懇願であり、ここまで頼んでも無理だった、という前提を作る為のものだった。

　店の経営の為には高価な遺物が必要だが、アキラからの調達は不可能。その認識をアキラにもシェリルにも植え付けた上で、遺物の新たな供給元としてティオルの話を出す。その為の工作だ。

　シェリルはヴィオラの話が何らかの工作だと気付いてはいた。しかし流石に何の為の工作なのかまでは分からない。また、店の円滑な経営の為に高価な遺物が必要なことは理解しているので、警戒に留めて口は出さなかった。

　そしてアキラは全く気付いていなかった。シェリルの店への協力は、自分がヴィオラに頼んだこと。そのシェリルの為だと言われるとアキラも無下には出来ない。少し唸って考える。そして一応聞いてみる。

「……シェリル。どうしても要るのか？」

　シェリルが言葉を選ぶ。

「アキラの都合が最優先です。こちらのことは気にしないで大丈夫です」

「そうなのか？」

「頂けるのであればとても助かるのは事実ですが、その為にアキラに負担を掛けるつもりはありません。アキラには私達の後ろ盾として、もう十分助けてもらっていますから」

　笑顔でそう答えたシェリルに、アキラもわずかに笑って返した。

「……、そうか」

「はい」

　そのどこか微笑ましい遣り取りを見ながら、ヴィオラは内心でほくそ笑んでいた。

（まあ、あなたならそう答えるわよね。これでアキラにも断る口実が出来たわ。十分よ）

　ヴィオラが視線をシェリルからアキラに移す。

（そもそも初めから、あなたには都市との契約を反故ほごにしてまで遺物をこちらに流す理由は無いもの。あなたはそういう契約を遵守する人間。あなたがシェリルに協力してるのも、多分シェリルに嵌はめられて、そういう約束を安易にしてしまったからなんでしょう？　大変ね）

　シェリルに協力する理由が肉欲や色恋沙汰などであれば、アキラはとっくにシェリルに手を出している。そうしない以上、理由は別にあり、アキラの性格から考えて、そういうことなのだろう。ヴィオラはそう判断していた。

　これでアキラは遺物の提供を断るので、遺物販売店に並べる高価な遺物には別の供給源が必要になる。あとはティオルがどれだけ遺物を集められたか。それ次第で交渉は上手くいく。そろそろ一度連絡を入れた方が良いだろう。ヴィオラはそう考えて、次の計画を練ろうとしていた。

　しかしそこで、その前提が崩れることが起きた。アキラが軽く言う。

「分かった。ちょっと待ってろ」

「えっ？」

　ヴィオラは思わずそう小さく声を出していた。

　アキラがバイクで一人で倉庫から出ていくと、しばらくしてから戻ってくる。そして運んできた大きな箱をシェリル達の前に置いた。

「これで当面はしのいでくれ。まあこれだけあればしばらくは大丈夫だろう」

　箱の中身を見たシェリル達が驚く。中には旧世界製の情報端末など、アキラが以前にも持ち込んだ高価な遺物が詰まっていた。

　ヴィオラが思わず少し険しい顔をアキラに向ける。

「アキラ。これ、出所は？　クズスハラ街遺跡の奥部？」

「そういうことは聞くなと言ったはずだぞ？」

「そうじゃなくて、契約上クガマヤマ都市へ絶対に売らないといけない遺物を持ち込まれるのは、ここが幾らスラム街の裏店舗だからって、流石にまずいんだけど」

「ああ、そういうことか。大丈夫だ。それはハンターランク調整依頼とは関係無い遺物だからな」

「そ、そう」

　ヴィオラが一応ユミナに視線を向けた。それを受けてユミナが補足する。

「本当です。私達が奥部で見付けた遺物は全部都市に引き渡しています。情報収集機器の記録にも残ってます」

「まあ、そういう誤解を生みやすい物だってのは分かる。その辺はそっちで何とかしてくれ。そういうの、得意だろ？」

　アキラからそう言われたヴィオラは、いつもの質の悪い笑顔を浮かべた。

「ええ。任せておいて」

　その笑顔で内心の動揺を隠す。これらの遺物は以前にアキラが持ち込んだ物と同じ物であり、恐らく初めから出所をごまかす為に小分けにして持ち込むつもりで、どこかに保管していたのだろう。それぐらいはヴィオラも容易に推察できた。

　しかし旧世界製の情報端末という貴重な遺物が、まだこれだけ残っていたとは、流石にヴィオラも予想できなかった。

　遺物の出所が非常に気になるが、それを下手に追及すれば死を招くのは間違いない。自分を躊ちゅう躇ちょ無く撃ったアキラからもう一度撃たれないように、自身の興味を抑えて軽口を叩く。

「でも流石ね。これだけの遺物をすぐに用意できるなんて。倉庫の警備を厳重にしておいて良かったわ。あなたもそう思うでしょう？」

「……そうですね」

　それをお前が言うのか、という意図を乗せて、シェリルは意味有り気に答えた。

　意味が分からないという顔をしているアキラに、ヴィオラが笑って補足する。

「二大徒党の抗争の時、内通者から倉庫の警備情報を買ったのは私よ。そしてその情報を基にシェリル達から内通者を追い出したのも私なの。そのおかげで倉庫の警備はとても厳重になったわ。私、役に立ってるでしょう？」

「ああ……、そうだな」

　ようやく意味を理解したアキラは、呆れたような顔を浮かべた。そして倉庫の警備という言葉からティオルのことを、アルファからティオルは倉庫の警備をしていた者達の一人だと言われたことを思い出す。

「そうだ。シェリル。ティオルって知ってるか？」

「ティオル、ですか？　先程の話にも出た、追い出された内通者の一人ですね。シジマさん達に殺されたはずです」

「いや、そいつは生きてる。クズスハラ街遺跡の奥部でそいつに会ったんだ」

「そうなんですか？　そんな場所に行けるほどの実力があったとは聞いていませんでしたが……、何でそんな場所に？」

「それはまあ遺物収集なんじゃないか？　……いや、重要なのはそこじゃないんだ」

　そこでアキラが少し真面目な顔になる。それを見たシェリルも態度を改めた。

「遺跡のビルで会ったんだが、そいつ、そこでいきなり俺達を攻撃してきたんだ」

「えっ!?　どうして!?」

「さあな。俺にも分からない。少なくともあいつから先に攻撃してきた。そしてそのまま逃げられたんだ」

　余りに予想外の話に驚いているシェリルに、アキラが一応注意する。

「まあそういうことがあったんだ。もしどこかで見掛けたらシェリルも気を付けてくれ。あんな場所にいたぐらいだ。それなりに強いはずだ。何でそんなやつが倉庫の警備なんてやってたのかは知らないけどな」

「分かりました。気を付けます」

　そう言ってしっかり頷いたシェリルの横で、ヴィオラは普段の様子を装っていた。非常に興味深い話であり、いろいろ聞きたいことばかりだったが、ティオルから工作を請け負っている身としては、今ここで余計なことを聞く訳にはいかなかった。まずは状況の確認に努めなければならない。

　そして内心で顔をしかめる。

（彼から請け負った依頼もこれで台無しね。アキラもシェリルも彼の復帰なんてもう絶対に認めないわ。全く、何やっているんだか）

　自分の工作を台無しにされて不愉快になったヴィオラだったが、それもわずかな間だけだった。すぐに意識を切り替える。

（まあ、それならそれで良いわ。別の方向で楽しみましょう）

　ティオルの依頼を成功させる前提での楽しみ方から、失敗させる前提での楽しみ方に変えるだけ。ややこしい状況を自分好みに混乱させて楽しむ悪女は、もう次のことを考えていた。




　用事を終えたアキラ達はシェリル達の倉庫から帰ろうとしていた。そこでユミナが、アキラを見送るシェリルをチラッと見てから、アキラに軽く言う。

「やっぱりアキラって女性に甘いタイプみたいね」

「何でそうなるんだ？」

「だってシェリルの為にわざわざ遺物を持ってきたじゃない。ちょっと意外だったわ」

「いや、それだけでそう決め付けなくても……」

「決め付ける訳じゃないけど、キバヤシさんとかカツラギさんとかへの、アキラの態度から考えると、そうなのかなーってね」

　あとカツヤへの態度とか。ユミナは内心でそう思いながら、そこまでは口に出さなかった。

　アキラが少し悩んで難しい顔をする。

「少なくともユミナにはそう見えるって訳か……」

　そう言われると、そうかもしれない。ユミナにかなり気を許していることもあって、アキラがそう促されていく。

「そうか。俺って女に甘いタイプだったのか……」

　自分の言葉を随分と真に受けているアキラの様子を見て、ユミナが敢えてからかうように笑って軽い調子で言う。

「まあ私も女性だし、それなら私にも甘いはずだから助かるってだけなんだけどね」

「そういうことかよ」

　アキラは苦笑し、ユミナの言葉を真面目に捉えたのをやめた。




　それはアキラとユミナにとっては、友人同士のただのたわい無い遣り取りだった。

　しかしその二人の様子を、アルファは険しく真剣な表情で見ていた。








第[image: ]話　望みと選択






　ドランカムの拠点に倉庫のような大型の車庫がある。本来は装甲兵員輸送車などを停める為のものなのだが、今は機領に貸し出されており、総合支援強化服の整備場として使用されていた。

　ユミナはそこでフルタという機領の技術者と話していた。ユミナの強化服の担当をしているフルタは、最近のユミナの戦闘データを改めて見て、感心したような様子を見せている。

「それにしても、ユミナさんは随分強くなりましたねー」

「ありがとうございます」

「本当なら、それは我が社の製品のおかげですって宣伝したいところなんですけどね」

「あー、それはやめた方が良いと思いますよ？」

「ですよねー」

　苦笑を浮かべたユミナに、フルタも苦笑いを返した。

　ユミナが強くなった理由は、間違いなくアキラに頼んだ訓練だ。しかしその訓練内容を知っているフルタは、自社製品の宣伝として、我が社の強化服を使用して訓練すれば同じように強くなれる、とは流石に言えなかった。

　訓練の密度は着用者への負荷を完全に無視しているかのように酷く、その高負荷を高価な回復薬を多用して無理矢理抑えながら、強力なモンスターが徘はい徊かいする危険地帯で長時間活動する。

　そのような擬似的な死線を何度も潜り抜けるのを前提とした訓練など、流石に宣伝文句には使えない。まず費用の面で駄目だ。そこまで回復薬を多用するのは金が掛かり過ぎる。次に精神面で駄目だ。大抵の者は訓練から逃げ出してしまう。

　アキラのハンターランク調整依頼の同行者として、高価な回復薬を自己負担無しで大量に使用できたこと。そして死地を駆け抜けるような過酷な訓練から逃げ出さなかったこと。ユミナの成長は、その費用面でも精神面でも困難なことを成し遂げたことによるものだ。

　つまり、同じことを他者に勧めるのは非常に難しい。我が社の製品を使用すれば誰でも強くなれるという、総合支援強化服の宣伝コンセプトとは相反している。フルタもそれぐらいは分かっていた。

「まあ、それでもユミナさんのおかげで、我が社の強化服にはあの彼に同行しても足を引っ張らない性能があるってことは実証できた訳です。宣伝としては十分でしょう」

「アキラの強さって、そんなに広まってるんですか？」

「知っている人は知っているってぐらいですけどね。でもその知っている人が都市の防衛隊の調達担当とかなら、売り込む方としては十分なんですよ」

「そういうことですか」

「あと、失礼なことを言いますけど、ユミナさんって向こうの開発チームから、実力不足って判定受けて足切りされてるでしょう？」

　ユミナを担当しているフルタ達の開発チームも、カツヤ達を担当しているタカギという技術者が率いる別の開発チームも、元々は機領の総合支援システムを開発する１つのチームだった。

　しかし今は運用方法の違いが大きくなったことで別のチームとなっていた。

「そういう人でも、こっちの開発チームでの運用方法ならばここまで戦える。ユミナさんのおかげでそれを示せたことは、私としてもとても有り難いんですよねー」

「は、はあ……、そうですか」

　フルタは技術者として、自分の開発チームならばユミナの実力を活かせるのだと笑っていた。しかしカツヤのチームに戻りたいユミナは単純に頷くことも出来ず、愛想笑いを返していた。

　そのままフルタの話が続く。

　部隊での運用を基本とするタカギ達のチームとは異なり、フルタ達のチームは個人での運用を目指す開発を進めていた。

　ユミナが使用している総合支援システムの装置は、今は部隊用のものを流用している所為で、大型車に積み込まなければならないほどの大きさになっている。

　しかし個人用に開発が進めばもっと小型化できる。更に開発が進み、システム面も充実して、最前線付近で活動するハンター達にも認められるほどになれば、費用対効果という言葉もほとんど無視できるようになる。

　驚異的な性能を持つ情報端末に、システムを丸ごと入れても良い。遠隔地に設置したシステムに、色無しの霧による通信障害に耐える強度の、非常に高価で高精度な通信で接続しても良い。個人で都市並みの経済力があるトップクラスのハンターならば、その程度のことは問題無く可能だ。

　フルタがそれらの展望を機嫌良く語っていく。それは自身に都合の良い楽観視ではあったが、妄想として片付けるほどではない現実味も確かにあった。ユミナの成果のおかげで、そうなれば良いなと思ってしまう程度には、開発予算も増額されていた。

「私がこんなこと言うのはまずいかもしれませんが、あっちのチームの開発状況なんて、こっちと比べればまだまだですよ。確かに向こうも戦歴としては凄い成果を出してますよ？　でもあれはカツヤさん達のおかげ、カツヤさん達が単純に強いだけです。システムの補助としては未完成も良いところ。所詮はカツヤさん達の才能に助けられてるだけで……」

　フルタは自分が開発したシステムへの自信から、悪く捉えればユミナの実力を軽んじているようなことまで口走っていた。

　ユミナが口を挟む。

「私って、ハンターの才能無いですかね。実力不足で足切りもされてますし」

　失言に気付いたフルタが話を取り繕う。

「えっ？　い、いやー、そんなことはないですよ。こっちのシステムの支援を受けているとはいえ、ユミナさんもあれだけの成果を出してる訳ですし」

　ユミナの雰囲気が和らいでいないのを見て、フルタが慌てながらごまかすように続ける。

「ま、まあ、あれです。ユミナさんに才能が無いんじゃなくて、カツヤさんに才能が有り過ぎるってことです。あと、才能の方向性の違いですね」

「才能の方向性の違い？」

「ええ。ユミナさんが向こうの開発チームから足切りされたのも、その辺が理由だと思いますよ？」

　本人の才能により、１の負荷の訓練で10の実力を身に付ける者と、10の負荷の訓練で７ぐらいの実力しか身に付かない者がいるとする。しかし後者の才能の方が劣っているとは言い切れない。前者が２の負荷の訓練に耐えられるとは限らないからだ。

　そして後者は10どころか１００の負荷に耐えられるかもしれない。その１００の負荷の訓練で身に付けた実力が15ぐらいであり、訓練としては極めて非効率だったとしても、前者より強くなったことに違いはない。

　つまり、どこまでも強くなれる才能と、効率良く強くなれる才能は別であり、同じ基準では判断できないのだ。自分の開発チームの被験者の機嫌を損ねないように、フルタは持論を交えてそう説明した。

　ユミナはその説明を真面目な顔で聞いていた。

「えっと、それ、前者がカツヤで、後者が私ってことで良いんですよね？」

「ええ、そんなところです。そして向こうの開発チームは前者よりの者を重視してるんでしょうね。まあカツヤ君は１００の負荷に耐える才能も持っているのかもしれませんが、だからといってその負荷の訓練を部隊全体に適応したら部隊が潰れるだけです。そんな真似は出来ません」

　無意識に頷いているユミナの様子を見て、フルタが話を締め括る。

「ユミナさんを悪く言うつもりはありませんが、ユミナさんが向こうに交じってそれなりの訓練をしても、それなりの実力がつくだけです。それを良しとせず、ハンターとして高みを目指すのであれば、こちらで訓練を続けた方が良いと思いますよ？」

「そうですか……」

　ユミナは返事を濁した。分かりましたとは言えない。カツヤの下に戻りたいからだ。そして愛想良く笑う。

「どうなるかは分かりませんが、私としては、アキラのハンターランク調整依頼が続くまではお付き合いしたいと思います」

　そしてユミナは笑顔を苦笑いに変えた。

「まあ、それを決めるのは私じゃなくて上なんですけど」

「ですね」

　フルタも組織勤めの者として気持ちは分かると苦笑を返した。そして雑談を続けながら行っていたユミナの総合支援システムと強化服の調整を終える。

「よし。これでイイダ商業区画遺跡用の調整は完了です。何か質問とかありますか？」

「ちょっとした疑問なんですけど、総合支援システムの設定って、遺跡ごとに調整しないといけないものなんですか？」

「やらないよりやった方が良いってぐらいですけどね。開発用のデータ取りも兼ねてますので、どちらかといえば、そっちの都合です」

「ああ、なるほど」

「他には何かありますか？」

「そうですね……」

　そこでユミナはティオルのことを思い出した。

「実は遺跡で他のハンターに襲われたんですが……、記録上ではモンスターと遭遇したことになっていたんです。そういうものなんですか？」

「えっ？」

　データを確認したフルタが少し怪訝な顔をする。

「……確かにモンスター判定になってますね。変だな。幾ら襲ってきた相手だからって、そんな扱いにするか？　何かのバグ？　敵対判定で纏められた？　うーん。すみません。調べておきます。あ、表示上のバグだと思いますから、システムへの悪影響は無いはずです」

「分かりました。質問はそれだけです。ありがとうございました」

「いえいえ、こちらこそ。イイダ商業区画遺跡の探索、頑張ってください。もし本当に自動人形が見付かったら大成果です。こっちにも箔が付きますので、上手くいくことを願ってますよ」

　アキラの準備は既に済んでいる。そしてユミナの準備もこれで整った。

　アキラ達のイイダ商業区画遺跡でのハンター稼業は、明日に迫っていた。




　その日の夜、ユミナはいつものようにカツヤと情報端末で話していた。そして明日カツヤが遠征から帰ってくると聞いて笑顔を輝かせる。

「カツヤ、明日戻ってくるの？　あー、凄く嬉しいけど、もっと早く教えてくれれば休みの日程の調整とかも出来たのに」

「ごめん。都市間輸送車両の運行予定って一応機密扱いらしくてさ。ミズハさんから伝えて良いって言われたの、さっきなんだ」

「それなら仕方無いわね。カツヤ。戻ってきたら休みの日を合わせて遊びましょう」

「ああ。楽しみにしてる」

　歓談を終えたユミナがベッドに横になる。想い人と久しぶりに再会できることを喜んで、笑顔で眠りに就いた。
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　クガマヤマ都市に向かう都市間輸送車両の中で、カツヤは情報端末越しにユミナと話していた。その側にはミズハもいた。歓談を続けるカツヤの様子をじっと見ている。

　そしてカツヤが話を終えると、ミズハは愛想良く笑った。

「随分上機嫌ね。また彼女と会えるのがそんなに嬉しいの？」

　カツヤが照れをごまかすように笑う。

「あー、まあ、はい。何だかんだ言ってもユミナとは長い付き合いで、今までずっと一緒だったので、これだけ長い間離れたのは今回が初めてだったんです。また会えるのは嬉しいです」

「……、そう。それなら戻ったらすぐに元気な顔を見せてあげなさい」

「はい！」

　話の分かる上司を装って、ミズハはカツヤの部屋から立ち去った。そして顔をしかめる。

（彼女の実力ではカツヤの側に置いても足を引っ張るだけ。だからカツヤにはユミナとは距離を取ってほしいのだけど、あの様子では難しいかしら）

　ミズハは自分がユミナをカツヤの部隊から外す理由を、カツヤ達の部隊の総合支援システムを担当するタカギ達に押し付けていた。そのおかげでユミナとカツヤの不満は、直接ミズハには向かっていなかった。

　しかしそれもいつまで利用できるかは分からない。ミズハにはユミナを外してもカツヤの不興を買わずに済む別の理由が必要だった。

（カツヤの為にも、カツヤと仲が良いという理由だけで、足手纏いをカツヤの部隊に加える訳にはいかないわ。悪いけど、彼女にはカツヤのチームから正式に外れてもらわないと）

　ミズハもカツヤ達三人がハンター稼業を始めた時から一緒だったのは知っている。しかし今もカツヤの側で目覚しい活躍を見せているアイリとは異なり、ユミナはミハゾノ街遺跡での作戦時から部隊の足を引っ張っている。

　ドランカム事務派閥の出資者達にカツヤ達の活躍と成果を示す為にも、ミズハにとってユミナは邪魔だった。

（カツヤはアキラが嫌いみたいだし、そのアキラとユミナが一緒にいるのを知って、二人は仲が良いとでも思ってギクシャクしてくれないかしらね。そうなればカツヤにユミナとは一度距離を取るように勧められるんだけど……）

　男女の仲は拗こじれる時には拗れる。自分が嫌いな男と、自分と仲の良い女が、長期間一緒だった。男女の仲が拗れる理由には十分だ。その方向から何とかならないか。ミズハはそう考えた。

　しかしミズハもそれをそのままカツヤに伝える訳にはいかない。ユミナにアキラのハンターランク調整依頼の同行者になってもらうように頼んだのは、ミズハだからだ。それをカツヤに話すにしても、自身に責が及ばない上手い説明が必要だった。

（何か良い方法を考えないと……）

　カツヤがアキラに抱く不快感。それを何とか利用できないか。そう考え続けていたミズハが無意識に顔をしかめる。

「……それにしてもユミナはあんなやつに同行するのをよく認めたわね。私が頼んだこととはいえ、気が知れないわ」

　やはりそのような者をカツヤのチームに所属させる訳にはいかない。何とかしなければ。ミズハはアキラへの不快感に引ひき摺ずられて、改めてそう判断した。

　余りにも自然にアキラへ不快感を抱いた所為で、ミズハは気付けなかった。アキラとの同行をユミナに頼んだ時の自分は、別にアキラに不快感など持っていなかったことに。




　ミズハが退室してしばらく経った後、カツヤは自室で少し怪訝な顔を浮かべていた。

　その理由はカツヤにも分からない。ただ、何かモヤモヤしたものが頭に浮かんでいた。何かを忘れていることは思い出したのだが、何を忘れたのかは全く分からない。そういう感覚に近いものだった。

　気にしても仕方が無いと、カツヤがベッドに横になる。大したことではないのだろう。そう思ってそのまま睡魔に身を委ねた。

　現実と夢が混じり合い意識が溶けていくあやふやな世界の中で、カツヤが寝言のように呟く。

「ユミナが…………、あいつと…………？」

　寝ていても、起きていても、カツヤにその言葉の意味など分からない。そもそも自分が何かを言ったことにすら気付いていない。

　しかしカツヤは、それをただ知っていた。
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　翌日、機領の整備場でもある車庫にユミナが入ると、ちょうど多くの機材が搬入されている最中だった。

　機材はカツヤ達を担当するタカギ達の開発チームの物だ。タカギ達は総合支援システムの整備の為に、遠征に出ていたカツヤ達に同行していた。

　そのタカギ達の機材が運び込まれているということは、カツヤ達も既に戻ってきているかもしれない。そう思ったユミナは、辺りを見渡しながら自分の車両に向かった。

　今すぐに情報端末でカツヤに連絡すれば、イイダ商業区画遺跡に行く前に、少し会う時間ぐらいはあるかもしれない。そう思いながらも、それは我慢する。

　すぐに会える近い場所にカツヤがいる保証は無く、呼べばカツヤはここまで来てくれるかもしれないが、それを待つ時間も無い。

　そして何よりも、自分から連絡を入れてカツヤと話してしまえば、ちょっとぐらいアキラを待たせても良いかと、心が揺れ動いてしまうかもしれない。そう思って自制した。

　しかしその自制はある意味で無駄になった。

「ユミナ！」

　ユミナが自分の車両の前まで来た時、カツヤが現れたのだ。

「カツヤ！」

　久しぶりに会った想い人の姿に、ユミナが笑顔を輝かせる。それは駆け寄ってきたカツヤを驚かせ、魅了して、わずかに動揺させるほどだった。

「カツヤ。もう戻ってきてたのね。……うん！　元気そうね。良かったわ」

「あ、ああ……」

「私がいない間に一人で突っ走って大怪我でもしたらどうしようって結構心配してたんだけど……」

　ユミナがそう言いながらカツヤの両肩に両手を置いて、軽く揺さぶる。

「な、何するんだよ？」

「痛がる様子も無いってことは、体はボロボロなのに強化服で無理矢理立ってる訳でもないみたいね。安心したわ」

　嬉しそうに、そして安心したように、少しからかうように微笑むユミナの笑顔に、カツヤはまた軽い動揺を覚えていた。久しぶりに見たユミナの笑顔を、カツヤは随分と新鮮に感じていた。

　それでも気を取り直して笑って返す。

「大丈夫だよ。心配性だな」

「心配させるようなことを何度もしてきたからでしょう？　全く、世話が焼けるんだから……って私に言わせないようになるには、まだまだ早いわ」

「酷い評価だな。俺、これでも結構凄い成果を稼いできたんだぞ？」

「へー。じゃあどんな成果を稼いできたのか、じっくり聞かせてもら……」

　ユミナはそこで、このままだとカツヤと長々と話し続けてしまうことに気付いた。残念そうな表情を浮かべる。

「カツヤ。ごめん。私はもう出ないといけないところだったの。話は後でゆっくりしましょう。出発前に会えて嬉しかったわ。またね」

　そして笑ってカツヤと別れようとした。そのまま車両の運転席に乗り込もうとする。

　だがそこでカツヤも我に返った。ユミナの笑顔に半ば見蕩みとれた所為で、聞くのを忘れてしまっていたことを思い出す。ユミナに駆け寄ってまで聞きたかったことを。

「ユミナ！　待ってくれ！」

「あー、ごめん。実は結構急いでるの。ちょっとしたことなら戻ってきてからにして」

「ユミナがあいつと一緒に行動してるって本当なのか!?」

「あいつって？」

「アキラだ！」

　ユミナが驚き、次に顔を険しくする。

「……カツヤ。その話、誰から聞いたの？」

「そんなのどうだって……」

「良いから、答えて」

　そうユミナに少し厳しい口調で問われた所為で、カツヤはわずかにたじろいだ。そして誰から聞いたのか答えようとして、それを知らない自分に気付き、思わず怪訝な顔を浮かべた。

　それをユミナが訝しむ。

「カツヤ。言えないの？　口止めでもされてるの？」

「いや、違う。えっと……、ミズハさん、だったと思う。多分」

　自分でもなぜそう思ったのか分からないまま、カツヤはそう答えた。

　ユミナが大きな溜め息を吐く。

（ミズハさん、何考えてるのよ……。それをカツヤに教えたら、面倒な事になるってことぐらい分からなかったの？）

　機領の開発チームを通して伝わってしまったのならば、ミズハに頼んで苦情ぐらいは入れておかなければならない。そう思っていたところに、そのミズハから教えられたと聞いて、ユミナは思わず頭を抱えた。

　しかし事情を詳しく説明する時間は無い。今は話を打ち切る。

「カツヤ。その話は後でゆっくり話しましょう。またね」

「待ってくれ！」

　自分に背を向けて車に乗り込もうとするユミナを、カツヤは思わずその手を摑んで止めた。
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　流石にユミナもカツヤの手を振り払うことは出来なかった。軽く溜め息を吐き、再びカツヤと向き合う。そして仕方無く口を開く。

「カツヤ。確かに私はアキラと一緒に行動してるわ。今日もこれからアキラと一緒にイイダ商業区画遺跡で遺物収集をする予定よ。ミズハさんの指示でね」

「な、何でユミナが……」

「悪いけど急いでるの。詳しい事情はミズハさんから聞いて。カツヤ。分かったら手を離して」

　カツヤは手を離さない。代わりに苦悩を顔に出しながら、わずかな沈黙を挟んで尋ねる。

「……ユミナはそれで良いのか？」

「良いも悪いもミズハさんからの指示よ。ミズハさんはドランカムの幹部で、私達の後ろ盾。指示されたら逆らえないわ。カツヤだってそれぐらい分かるでしょう」

「だからって……」

　自分の手を離そうとしないカツヤの様子に、ユミナは大きく溜め息を吐いた。そして真面目な顔をカツヤに向ける。

「じゃあカツヤ。私と一緒にドランカムを抜けてくれる？　そうしてくれるなら、行くのはやめるわ」

「えっ？　ちょ、ちょっと待ってくれ。何でそんな話になるんだ？」

　カツヤは予想外の話に困惑していた。ユミナがそのカツヤを真剣な顔で見詰めながら言い切る。

「私がカツヤと一緒にいられないのは、ドランカムの都合だからよ」

　カツヤの表情が困惑よりも驚きを強く表した。

「前のスラム街の騒ぎの時も、私はカツヤと一緒に戦いたかった。カツヤが遠征に出た時も、私はカツヤと一緒に行きたかった。でも駄目だった。そう指示された。それは総合支援システムの判断だったり、開発チームの判断だったり、ミズハさんの判断だったりするわ。それは私も分かってる」

　その本心を真面目な顔で語るユミナの表情には、わずかではあるが悔しそうなものも混じっていた。そしてその顔が再び真剣なものに変わる。

「でもね、私達がその判断に従わないといけない一番の理由は、私達がドランカム所属のハンターだからよ。そのドランカムを辞めてしまえば、そんな指示に従う必要も無くなる。また一緒に戦えるようになるわ」

　カツヤに言い聞かせるようにユミナが続けていく。

「勿論ドランカムを辞めれば徒党からの支援も失うからその分大変になるわ。でも駆け出しハンターだった頃ならともかく、今なら私もカツヤも成長してる。ドランカムの支援無しでも何とかなるでしょう？」

　カツヤはユミナの話を黙って聞いていた。

「私達が一緒に抜けたらアイリも絶対ついてくると思うし、アキラと関わらないように活動場所も変えて、私とカツヤとアイリの三人で心機一転、別の都市でハンター稼業をやるってのも良いと思うわ」

　ユミナがじっとカツヤを見詰める。

「どうする？　カツヤ。それで良いなら私の手を摑んだままで良いわ。そのまま私を引っ張ってドランカムから連れ出して」

　そう言って、ユミナは静かな顔でカツヤに選択を強いた。

　そのまま数秒の間が開く。そしてカツヤは苦悩に満ちた顔で、ユミナから手を離した。

「ユミナ……、俺は……」

　ユミナが優しい表情でカツヤを抱き締める。

「良いのよ。ドランカムに入ってたくさん仲間が出来て、たくさん仲間が死んだ。だから、今更ドランカムを抜けるなんて、仲間を見捨てて自分だけ抜けるなんて無理なんでしょう？　分かってるわ。絶対無理だって分かってて聞いたの。……ごめん。ズルいこと言ったわ」

　ユミナはカツヤを抱き締めたまま、自分の表情をカツヤに見られないようにしたまま、ほんの少しだけ表情を陰らせた。それはそれが無理だと分かっていながらも、心のどこかで期待していたからでもあった。そしてカツヤを離すと、傷心気味のカツヤに向けて今度は勝ち気に笑う。

「安心しなさい。またすぐに側で世話を焼いてあげるから。私が自力でカツヤのチームに戻れば良いだけよ」

「自力でって……、どうやって？」

「私がカツヤの遠征から外された時点で、今のカツヤの力じゃ、ミズハさんとかに私をそっちのチームに戻せって我が儘を言っても無駄ってことは分かってるわ。足手纏いになるだけだってね。だから私が強くなれば良いのよ」

　それは難しい。そう顔に書いてあるカツヤに向けて、ユミナが不敵に微笑む。

「カツヤ。カツヤ達が遠征に出ていた間、私も遊んでた訳じゃないのよ？　私がどれだけ成長したのか、後でゆっくり教えてあげるわ」

　そして幼おさな馴な染じみの我が儘を優しく窘めるように笑った。

「だから、まあ、もうちょっと待ってなさい」

　昔のように自分の世話を焼こうとするようなユミナの笑顔を見たカツヤは、自分の心の中にあった妙な不安と焦りが消えていくのを感じていた。落ち着きを取り戻し、表情を和らげる。

「……、分かった。待ってる」

　そのカツヤの様子を見て、ユミナが得意げに笑う。

「全く、世話が焼けるんだから。じゃあ、また後でね」

「ああ。気を付けてな」

　車に乗り込んだユミナは、カツヤに見送られながらその場を後にした。




　荒野に出たユミナが先程のことを思い出して表情を緩ませる。久しぶりにカツヤに会えたこと。カツヤは自分が側にいることを望んでくれていること。それらはユミナのやる気を大きく上げていた。

「よーし！　頑張るか！」

　総合支援システムの支援を受けているとはいえ、自分は既にアキラの足を引っ張らないぐらいには強くなっている。あとはそれをドランカム側に上手く示す機会さえあれば何とかなるだろう。その機会を作る為にも、成果は上げておかなければならない。

　そう考えて、ユミナはイイダ商業区画遺跡の探索に改めて期待し、気合いを入れていた。




　ユミナを見送ったカツヤの心には、様々なものが渦巻いていた。

　一番大きなものは、自分の下に戻る為に頑張ってくれているユミナのことを嬉しく思う気持ちだ。そして、自分も長年一緒だったユミナとこれからも一緒にいたい、という気持ちが続く。

　そこからドランカムの都合でそれを許されないことへの不満も覚える。ユミナは大切な仲間だ。その仲間と一緒にいられないなど、何かあった時に助けることすら出来ないなど、非常に理不尽に思えてきた。

　しかしユミナにも言われた通り、自分がそれをミズハなどに訴えたとしても、ただの我が儘だと扱われる。ドランカム事務派閥のトップハンターだと持もて囃はやされても、今の自分はドランカムにとって、その程度の要望すら叶えられない存在でしかない。それをカツヤは改めて認識した。

　それを改善するにはどうすれば良いのか。カツヤがその答えを出す。

「……もっと頑張らないと」

　ドランカムも自分の意見を無視できないほど強くなれば良い。ハンターとしてそれだけの成果を出せば良い。既に遠征で大きな成果を残してきたカツヤは、その成果に満足しないように、改めて意気を上げた。




　白い世界から、少女がカツヤに不満そうな視線を向ける。

「ローカルネットワークに取り込めそうもない者へ執着されても困るのだが」

　試行の障害に成り得る恐れがあると判断し、少女はカツヤの後ろから、ユミナを危険視していた。
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　アキラが車で荒野を進む。目的地はイイダ商業区画遺跡。目標はそこにあるという旧世界製の自動人形だ。

　都市近郊の荒野で合流したユミナが、自身の車両からアキラに通信越しに尋ねる。

「アキラ。今日の予定っていうか、イイダ商業区画遺跡での活動方針の話なんだけど、普通の遺物収集は考えずに、自動人形を探すのに専念するってことで良いの？」

「ああ。まあ、一応キバヤシからそう頼まれてるからな。それに……」

　そう軽く答えてからアキラが補足する。

　自分達はハンターランク調整依頼の新しい仕事として、イイダ商業区画遺跡で旧世界製の自動人形を探すように頼まれた。

　だがそれは八島重鉄と吉岡重工が自分達をクズスハラ街遺跡の奥部から追い出す為の口実にすぎない。そもそも自動人形が本当にある保証も無い。こちらもそれを分かっているので、普通に遺物収集をしても構わないとは思う。

　しかしイイダ商業区画遺跡はクガマヤマ都市からかなり遠い位置にある遺跡だ。遠方の遺跡で真面目に遺物収集をするのであれば、遺跡内での寝泊まりや、近くに簡易拠点を構築した上での長期滞在を考えた方が良いという話も聞く。

　そして自分達は日帰りの予定。また、車両に弾薬類を大量に積み込んでいるので、持ち帰る遺物を載せる空間も少ない。

「それなら自動人形探しに専念しても良いんじゃないかって思ってさ」

「うーん。そういう理由なら普通に遺物収集をしても良いんじゃない？　自動人形が本当にあると決まった訳じゃないし、イイダ商業区画遺跡でのハンターランク調整依頼が終わった時に、結局収穫無しで終わったなんてことになったら、多分凄くがっくりするわよ？」

　車には一応食料も積み込んである。数日程度なら車両で寝泊まりすれば良い。持ち帰る遺物の輸送は、クズスハラ街遺跡の奥部の時のように運び屋を利用すれば良い。弾薬費も今回は自己負担だ。遺物収集で多少は稼いでおかないと、赤字で終わる恐れが高くなってしまう。そう話してから、ユミナは軽く付け加える。

「ああ、アキラの車は屋根無しだったわね。雨が降るかもしれないし、屋根の無い場所で寝るのが嫌なら、私の車で寝て良いわよ」

　アキラが意外そうな顔を浮かべる。

「……あー、ユミナ。日帰りってのは、一応その辺のことを、気を使ったつもりだったんだけど、良いのか？」

　ユミナとはそれなりに仲良くなったつもりだが、それでも同世代の異性である自分と荒野で一緒に寝泊まりするのはどうなのか。嫌ではないのか。

　歪んだ対人感覚の所為でいろいろと疎く、同世代の異性であるシェリルと全く気にせずに一緒に風呂に入ったこともあるアキラだったが、ユミナに対してはその程度の気遣いを見せることが出来ていた。

　それを聞いたユミナは、そのアキラの予想外の気遣いに軽く驚いて意外そうな顔を浮かべた。そして楽しげに少しからかうように言う。

「随分意外ね。アキラって、そういうことを気にする方だったの？」

「どういう意味だ？」

「シェリルが言ってたわ。アキラは私と一緒にお風呂に入っても、全然気にしないんだって」

　アキラは思わず吹き出した。吹き出した音が通信で伝わり、それを聞いたユミナが笑う。

　その話はシェリルがユミナに、自分とアキラはそれだけ親しい仲である、というのを暗に示す為に惚気のろけを装って教えたことだった。他にもシェリルはいろいろ言っていた。

　しかしユミナはその話が単に事実であり、シェリルという異性に対してアキラが非常に無頓着なだけだったのだろうと、何となく気付いていた。話の真偽までは分からなくとも、それが愚痴を装った惚気話かどうかぐらいは見抜けるからだ。

　アキラが頭を抱える。

「あいつは何を言ってるんだ……。ユミナ。それは、あれだ。そう、一種の工作みたいなものだ。俺があいつらの後ろ盾だってはっきり示すのに、シェリルとそういう仲だってしておいた方がいろいろと都合が良いからで……」

　自分が言い訳をしている理由にも気付かずに、アキラは言い訳を続けようとしていた。しかしユミナは気にせずに言う。

「別に咎とがめてる訳じゃないわ。アキラがそういうのを気にしない方なら、車内で寝泊まりする時に私が一緒なことぐらい、いちいち気にしないでしょうってだけよ。ドランカムでもチームで遺跡内で寝る時とかに、いちいち男女で分けたりしないからね」

「そ、そうか」

「それで、どうする？　まずは遺跡を少し探索してから考える？　高そうな遺物がすぐにたくさん見付かるようだったら普通に遺物収集をしても良いし、ろくな物が無い状態だったら自動人形を探すのに専念しても良いしね」

　普通に話しているユミナの態度に、アキラも気を取り直した。

「そうだな。そうするか」

「決まりね」

　取り敢えずの行動指針を決めたアキラ達がそのまま荒野を進んでいると、モンスターと遭遇した。

　相手は体長４メートルはある大型の肉食獣だ。その巨体に見合わない速度でアキラ達の車両目掛けて一気に駆け寄ってくる。

　そこらのハンターでは迎撃しようと銃撃しても、生物系モンスター特有の異常なまでの生命力で殺し切れず、そのまま距離を詰められて巨体の体当たりを喰らい、車ごと吹き飛ばされることになる。それだけ強力な相手だ。

　しかしアキラ達はクズスハラ街遺跡の奥部で活動できるハンターだ。何の問題も無い。

「ユミナ。俺がやる」

「了解。頼んだわ」

　ユミナの車両の屋根に停めてある自身のバイクを、アキラが遠隔で操作する。無人のバイクが狭い屋根の上で器用に向きを変えて、アーム式銃座に取り付けられているＳＳＢ複合銃の照準をモンスターの頭部に合わせた。

　次の瞬間、アキラの背丈より大きい銃から銃弾が勢い良く撃ち出される。まずは初弾が大気を穿って宙を駆け、標的の頭部に着弾した。

　着弾の衝撃は鋼並みに硬い肉と皮膚をはっきりと波打たせたほどに強かった。だが分厚い肉と強固な骨を貫くほどではない。また車両並みの速度で駆ける巨体の慣性を相殺するほどでもない。その程度でモンスターは倒れない。

　しかし続け様に次弾が着弾する。しかも初弾と同一箇所に狂い無く着弾した。

　更に着弾する。更に更に着弾する。わずかの間も置かずに撃ち出された計５発の弾丸が、全て同一箇所に着弾する。その威力は標的の防御を突破するのに十分なものとなり、相手の頭蓋を貫いた。

　一点に集中して膨れ上がった衝撃が相手の脳を蹂躙する。更に着弾により砕けた弾丸が頭蓋の内部を引き裂きながら飛び散り、モンスターを即死させた。

　途端に体勢を崩した巨体は慣性のままに荒野の地面を派手に転がり、そのまま４回転してようやく停止した。

「お見事。やっぱり凄いわね」

　ユミナはその技量を素直に褒めた。今の狙撃を自力で行ったアキラもどこか得意げに笑う。

「無駄弾ゼロで倒したぞ。これから弾薬費は自己負担なんだ。これぐらいはやっておかないとな」

「ちょっと、変なプレッシャー掛けないでくれない？　同じ真似、私には無理よ？」

「心構えの話だよ。無駄遣いはしないってだけだ。別にユミナは普通に撃って良いぞ？　総合支援システムに弾を無駄遣いする設定なんて無いだろう？」

「言ってくれるわねー。まあ見てなさい」

　ユミナはそう言って話を軽く流すと、改めて尋ねる。

「それにしても、アキラは私と違ってシステムの照準補正なんて受けてないのに、よくあんな真似が出来るわね。バイクのアームで敵を狙うなんて難しいんじゃない？　それも遠隔で」

「そこは頑張って訓練したからな」

「訓練ねえ。訓練の一言で片付けられると、私の訓練が足りないだけって話になっちゃうのよね。何かコツとかあったら聞いても良い？」

「うーん。物凄く漠然とした話になるけど、それでも良いか？」

「ええ」

　イイダ商業区画遺跡に着くまでの暇潰しを兼ねて、アキラの自分でも正確にはよく分かっていない話が長々と続いていく。

「えーっと、バイクのアームを、いやアームだけじゃなくてバイクもなんだけど、それを強化服で腕を動かすように、いやここでいう腕ってのは自分の腕じゃなくて強化服の……」

　その話は要約すると、全ての装備を強化服の延長上に存在する物と仮定して、それらを強化服を介して操作するというものだった。

　アキラは強化服を着用した状態で、自分の体の腕と強化服の腕を別々に動かすことが出来る。つまりアキラには第３と第４の腕という本来肉体に存在していないものを、自分の体のように操作可能な技術が備わっている。

　それらの操作は感覚的に行われている。そしてその感覚を強化服だけでなくバイクや車に適応する。強化服の制御装置と車両の制御装置を連携させることで、車両をハンドル等を介して運転するのではなく、強化服を動かすように直接操作するのだ。

　もっとも人間の体にタイヤは無い。そのような物を自分の体のように細かく操作するのは極めて困難だ。そこでまずは自動運転システムに動作の代行を頼む。

　人が歩く時に右足と左足の関節の動きをいちいち意識しないように、タイヤの回転など意識しない。前に進む、右へ曲がる、その程度の感覚でバイクを運転する。それが出来るようになったら、タイヤの角度や回転速度なども必要に応じて感覚的に操作できるようにする。

　更にそこからバイクのアームも、そこに取り付けられている銃も同様に操作する。そうすることでバイク、アーム、銃のそれぞれを自分の体のように精密に動かすことが可能になる。

　そのあとは慣れだ。普通の銃の訓練のように、何度も撃って精度を上げていくしかない。その積み重ねが先程の銃撃を実現させたのだ。

　ユミナはその話を興味深く聞いていた。

「へー。それ、私にも出来るかな？」

「訓練次第で何とかなるんじゃないか？　ユミナもクズスハラ街遺跡奥部の訓練で、強化服と自分の体を別々に動かせるようになったんだろ？」

「うん。試しにちょっとやってみるね」

「えっ？」

　アキラがそう言った途端、ユミナの車両が急に大きく蛇行する。アキラは慌てて自分の車をユミナの車両から離した。

「危ねえ！　ユミナ！　何やってんだ!?」

「ごめん！　やっぱり難しかった！」

　ユミナが車両の運転設定を通常に戻す。蛇行していた車はすぐに今まで通りの運転に戻った。

　アキラが安堵の息を吐く。

「……急に試すのはやめてくれ」

「ごめんなさい。ここまで難しいなんて思ってなかったのよ」

「試すのは良いけど気を付けてくれ。でも、試しにちょっとやってみるなんて、よく出来たな。車の制御装置の設定とかいろいろ変えないと出来ないと思うんだけど」

「ああ、私が使ってる総合支援システムは個人運用を目指してるだけあって、その辺は融通が利くのよ」

「へー。何か便利そうだな」

「興味があるなら機領の営業の人に伝えてあげるわよ？　嬉々として説明に来てくれると思うわ」

「気が向いたらな」

　ユミナが軽く息を吐く。

「それにしても、車でもあんなに難しかったのに、アキラはバイクで、しかもあんな銃撃までやったのか。本当に凄いわね」

「頑張って訓練したからな」

「頑張った……か」

　頑張った。その短い言葉がどれだけの意味を持つのか。クズスハラ街遺跡の奥部でアキラに訓練をつけてもらい、死ぬかと思うほどの目に遭ったユミナには、その意味がよく分かっていた。ユミナもそれだけ頑張ったからだ。

　そしてこうも思う。恐らくアキラはもっと頑張っていると。だからこそ、それだけ強いのだと。

　更に思う。多分自分は今まで余り頑張っていなかったのだと。だから自分はカツヤと一緒にいられなくなったのだと。

（カツヤの才能は飛び抜けてる。カツヤを嫌ってるシカラベさんもそれは認めてた。そのカツヤと比べれば全然才能の無い私が、カツヤと一緒にいた時はカツヤと同じぐらいの訓練しかしてなかった。それじゃあカツヤを支えられるほど強くなれる訳が無いわ。甘ったれてたわね）

　ユミナは自戒を兼ねて自嘲した。そして力強く笑う。

「私ももっと頑張らないとねー」

　頑張ろう。軽い口調でそう言いながら、ユミナは真面目に強く気合いを入れていた。




　アキラの隣でアルファが意味深な微笑みを向けている。

『……何だよ』

『ん？　アキラもユミナにはああいう気遣いが出来るんだなって思っただけ。私やシェリルにはあんな扱いなのに』

　アキラが軽く笑う。

『一緒に風呂に入ってるやつに、今更そういう気遣いは要らないんじゃないか？』

『それはそれ、これはこれよ』

『そうですか』

　そう言って軽く話を流したアキラを、アルファは笑ってじっと見ていた。いつものように、今までのように。





◆






　目的地に到着したアキラ達は、遺跡の遠景を眺められる位置で一度車を停めた。今まで見てきた遺跡とは大分様相の異なる光景に、アキラが面白そうに笑う。

「これがイイダ商業区画遺跡か。何か凄いな」

　イイダ商業区画遺跡は旧世界の広大なショッピングモールだ。多数の店舗に加えてホテルや広場、公園などを丸ごと収めた巨大なドームが一帯に無数に広がるその光景は、今を生きる者達に過去の繁栄と栄光を確かに伝えている。

　しかし同時にその遠景は、既にこの場からその繁栄と栄光が消え失せて久しいことも示していた。一帯は植物に侵蝕され、緑一色となっている。幅数百メートルほどの小さなドームも、数キロメートルはある大型のドームも、青々とした草や蔓つるや葉に完全に覆われていた。

　クズスハラ街遺跡やミハゾノ街遺跡では見られなかった光景に、アキラが興味深そうな目を向ける。

「こういうタイプの遺跡は初めてだ。こんな遺跡もあるんだな」

　ユミナも同じ光景を面白そうな目で見ていた。

「ある意味で、本当はこういう場所こそが本来の意味での遺跡なんでしょうね。古跡とか、旧跡とか、そっちの方で」

「なるほど。そういえばそうだな。クズスハラ街遺跡の奥部とか、ミハゾノ街遺跡のセランタルビルとかは、古いって感じしないもんな」

　アキラはユミナの説明に感心したように頷いていた。

「それじゃあアキラ、過去に思いを馳はせるのはこれぐらいにして、ハンターらしく遺跡探索といきましょうか。指揮は私で良いのよね？」

「ああ。こんな広い遺跡の中で、あるかどうかも分からない自動人形を探すんだ。総合支援システムの遺物収集力に期待させてもらうよ」

「任せなさい、と言いたいところだけど、その辺は私も期待する側なのよね。一緒に機領の開発力に期待しましょうか」

　互いの車の運転席でアキラ達は同じように笑うと、イイダ商業区画遺跡のドームに向けて再び車を発進させた。




　あるドームの中を探索することに決めたアキラ達が、複雑に絡み合った蔓などで作られた緑の壁の前に立つ。

　アキラがその壁を凝視する。その視線を情報収集機器が読み取り、目の前の壁の調査精度を上げていく。するとそこが本来はドームの出入口だったということが分かった。幅も高さも５メートルはある大きな出入口だったのだが、その上から垂れ下がった蔓つたを土台にした植物の壁で完全に覆われていた。

「ユミナ。ここが入口だってよく分かったな。俺の情報収集機器は結構高性能なんだけど、それでもここまで近付かないと分からなかったのに」

「そういうことを言うってことは、アキラには見えてないのね。ちょっと待ってて。今送るから」

　ユミナの操作により、アキラの拡張視界に追加情報が送られてくる。するとアキラの視界、アルファのサポートがあるので本来アキラには不要なのだが、ユミナをごまかす為に着けているゴーグル越しの光景に、拡張現実情報が追加された。

　それはそこがドームの出入口であることを示す目立つ図形とテキストだった。

「これは遺跡が発信している拡張現実情報を解析して表示したものよ。ここはショッピングモールだったらしいから、その手の拡張現実情報の発信が今も行われているの」

「へー、便利だな。これも総合支援システムの機能なのか」

「そうなんだけど、そこそこ高い情報収集機器とかには結構デフォルトで入ってる機能よ？　アキラのには入ってなかったの？　あ、もしかして、邪魔だからって切って、そのままにしてたりしてない？」

「えっ？　ど、どうだったかな……。後で調べて見るよ。まあ今は中に入ろう」

　アキラはその話をごまかす為に遺跡探索を促した。

「そうね。それじゃあ頑張って入口を開けましょうか。この植物はかなり頑丈らしいけど、私達の強化服の力なら何とかなるでしょう」

　ユミナが蔦つたなどを引き千切って入口をこじ開けようとする。それをアキラが止める。

「ああ、俺がやるよ。ユミナはちょっと離れてくれ」

　アキラはそう言って柄しかない刃物のようなブレードを取り出した。察したユミナがアキラの後ろまで下がる。

　柄から流れ出した液体金属が重力を無視して鋭利なブレードを形作る。そしてアキラは自身の身長より長く伸びた銀色の刃を構えると、目の前の壁を一瞬で幾重にも斬り裂いた。

　更にその緑の壁に蹴りを入れる。断ち切られた植物は、その驚異的な生命力により切断面の一部が既に接着を始めていた。だがそこに強い衝撃を加えられれば流石に耐えられない。緑の壁は勢い良く吹き飛ばされた。

「こんなもんか。ユミナ、もうちょっと広げた方が良いか？」

「車ごと入る訳じゃないし十分よ。行きましょう」

　アキラ達は開通した出入口からドーム内に入り、内部の探索を開始した。




　大型複合商業施設であるドームの内部も、外と同じように一面植物に侵蝕されていた。元々舗装された通路だった所にも腐葉土が積もり草が生えている。

　それだけならば森林に吞み込まれた単なる廃墟にも見えるのだが、遺跡の拡張現実情報送信機能は現在も稼動しており、アキラ達の視界に店の看板や各種標識を劣化無く映し出している。

　アキラはその朽ち果てた部分と真新しい部分が混在する光景を面白く感じていた。

　ユミナは同じ光景を見ながら、遺跡探索の現実的な部分に着目していた。

「それにしてもどこも植物ばっかりね。この遺跡が不人気な訳だわ」

「この遺跡、そんなに人気が無いのか？」

「ええ。私も好き好んでここで遺物収集したいとは思わないわね」

　イイダ商業区画遺跡は旧世界の大型複合商業施設ということもあり、普通に考えれば大量の遺物を期待できる場所だ。加えて棲息しているモンスターもクズスハラ街遺跡の奥部ほど強くはない。遺物を求めるハンター達が稼ぎ場にする要素は揃っている。

　しかしハンター達には非常に人気が無い。その一番の理由は遺跡全体に繁殖している植物だ。

　恐らく旧世界製と思われるこれらの植物は、引き千切るのに強化服が必要なほど頑丈で、火炎放射器を使っても燃えない非常に高い不燃性を持つ。加えて情報収集妨害煙幕ジャミングスモークに近い成分を持ち、情報収集機器の精度まで低下させる。

　しかもその驚異的な繁殖力で、ハンター達が幾ら駆除してもすぐ元に戻ってしまう。それは遺跡の側の草原に車を停めると、数日で車全体を包み込んでしまい、そのまま廃車にさせてしまうほどだった。

　それでも都市の近場にあれば、遺跡に眠る遺物の為に面倒な植物に目を瞑つぶって多くのハンターが訪れていたかもしれない。しかしイイダ商業区画遺跡は都市からかなり離れた場所にある。

　わざわざ遠出してまで面倒な遺跡を探索するぐらいなら、同じぐらい稼げそうで、面倒な植物も無い別の遺跡に行った方がまし。その当たり前の考えから、多くのハンターがイイダ商業区画遺跡を敬遠していた。

　そう説明してからユミナが続ける。

「まあそんな不人気の遺跡だからこそ、ここに自動人形があるって話にも、そこそこ説得力があるんだけどね」

「ああ、ここに自動人形が本当にあったとしても、人気の遺跡なら探索も進んでるから、とっくに誰かに見付けられてるか」

「そういうこと。まだ残ってるって期待して、頑張って探しましょう」

　そのままドーム内を探索する。あちこちにある店の入口は基本的に全て植物に覆われていた。そこらのハンターでは店内に入るだけでも、とても頑丈な植物をいちいち排除しなければならず、非常に面倒臭い状態だ。

　だがアキラ達には何の問題も無い。アキラがブレードを振るって易やす々やすと斬り裂いていく。その余りの切れ味にユミナは少し驚いていた。

「アキラ。それ、本当によく切れるわね。もしかして旧世界製？」

「ああ。前に遺跡で見付けたやつで、売らずに自分で使ってるんだ」

「良いなー。私達は見付けた遺物を全部ドランカムに渡すようになってるから、そういうことは出来ないのよね。まあ部隊で遺物収集してるんだから、当然といえば当然なんだけど」

　自分のブレードに少し羨ましそうに物欲しそうな目を向けているユミナを見て、アキラが少々考える。

「……欲しいなら１本やろうか？」

「えっ？」

　アキラは返事も聞かずに予備のブレードをユミナに放った。未使用時は柄しか無い形状のブレードがユミナの手に収まる。するとユミナは途端に慌て出した。

「ちょ、ちょっと！　そんな軽い考えであげて良いものじゃないでしょ!?　旧世界製のブレードよ!?　売ったら幾らになるか……」

「多めに確保しておいたから１本ぐらい大丈夫だよ。まあ、あれば便利だと思って渡したんだ。換金するつもりなら返してくれ」

「そんなことしないけど……」

「それなら良い」

　アキラがそれだけ言って店内に入っていく。それでユミナも内心の複雑な思いを顔に出しながら店内の探索を始めた。しかし高価な物だと分かっているので、少し失礼かなと思いながらも一応念を押す。

「……良いの？　本当に貰っちゃうわよ？」

「大丈夫だ。惜しいと思うなら初めからあげたりしない」

「……そう。アキラ。ありがと」

　嬉しそうに笑って礼を言ったユミナに、アキラも機嫌良く笑って返した。

　そしてユミナが少しからかうような笑顔をアキラに向ける。

「やっぱりアキラって、女性に甘いタイプみたいね」

　アキラは軽く吹き出した。そして自分に向けられるユミナの笑顔を見て、冗談っぽく言う。

「やっぱり返してもらうかな」

「駄目。もう貰ったわ」

　アキラ達は軽口を言い合って笑いながら遺跡探索を続けていった。
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　ドーム内の探索を一通り終えたアキラ達は車両を停めた所まで一度戻ってきた。

　探索の結果は良くも悪くも微妙なものとなった。それなりの質と量の遺物が見付かったが、旧世界製の自動人形を諦めるほどの価値は無い。しかしわざわざ運び屋などを手配してまで普通の遺物収集に切り替えるほどでもない。今後の方針に迷う非常に中途半端な状態だった。

「ユミナ。どうしようか」

「そう言われてもね。私からは、アキラが決めて、としか言えないわ。この状態で自動人形を探すのを諦める、なんて判断を私がするのは流石に同行者の権限を越えてるし、こういう言い方も何だけど、責任取れないから」

　これはアキラのハンターランク調整依頼だ。大まかな方針をアキラが決めた上で、その下でユミナが細かな指揮を執る分には、その結果がどうであろうと依頼主もユミナの責任は問えない。

　しかし重要な基本指針にまで口出しした上で、その結果が失敗に終わった場合、余計なことをした責任を追及される恐れがある。そしてその責はユミナが所属しているドランカムにまで及ぶことも考えられる。そこまで考慮するとユミナも軽々な判断は出来ない。

　ある意味で、今回の遺跡探索を台無しにする決断を出来る権利と責任は、アキラにしか無い。ユミナに出来るのは提案までだ。決断はアキラがしなければならない。

　アキラが唸り、悩む。そしてその手の決断に慣れていない者にありきたりな、優柔不断な答えを出した。

「……決めるのは、他のドームももう少し調べてからにしよう」

　ユミナが苦笑する。

「そうね。このドームが大当たりか大外れだった可能性もあるし、もう少し調べましょうか」

　あからさまな決断の先送りではあるが、情報の少ない状況ではその判断が間違っていると決まった訳でもない。同行者として、ユミナはそれで良しとした。

　そのまま次のドームに移動している時に、アルファが口を出す。

『アキラ。優柔不断な考えは良くないわよ？　行動の柔軟性を維持するのと、指針があやふやなまま事を進めるのは違うわ』

『分かってる。でも今回は俺一人じゃないし、適当に決める訳にもいかないだろ？』

『それを否定はしないけれど、ついていく相手ならともかく、連れ回す相手の都合にアキラが左右されるのは良くないわ』

『まあそれはそうなんだけど……』

　そう答えている時点で、アキラは自分が無意識にユミナの都合に配慮していると認めているようなものだった。加えてアキラはそのことに気付いていなかった。

　アルファの中でユミナへの警戒がまた一段上がる。それは既に危険域に達していた。その内心など欠片も顔に出さす、アルファが意味深に微笑む。

『それはそれとして、今回は俺一人、とは随分な言い方ね。私はいつもアキラと一緒のつもりよ？』

『言葉の綾あやだよ。悪かった。いつも助かってます』

『よろしい』

　アキラはいつものようにアルファを笑ってあしらった。アルファもいつものように笑って返した。

　ただそれだけの遣り取りの裏に、片方にだけ、どれだけの意味があるのか。もう片方がそれに気付いていないことも含めて、いつものように。

　しかし、その度合いは、今までとは明確に異なっていた。
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　２棟目の探索を終えたアキラが難しい顔で唸る。探索の結果は１棟目と同じで、遺跡探索にも遺物収集にも決め切れないものだった。

　自動人形を探すのを諦めて普通の遺物収集をするのであれば、日帰り予定の遺跡探索ではなく、数日掛けての遺物収集の準備を、好い加減始めた方が良い頃合いだ。

　遺跡探索を優先したので、見付けた遺物は放置している。遺物収集に切り替えるならばそれらを取りに行く必要がある。運び屋も呼べばすぐ来る訳ではない。ユミナの車両で寝泊まりするとしても、停める場所はどこでも良い訳ではない。それらの作業には時間が掛かる。当面の指針の決断がそろそろ必要だった。

　そしてアキラが悩んだ末に結論を出す。

「…………よし！　決めた！　遺物収集を優先する！　自動人形探しの方は、遺物収集の片手間にやれば良いだろう」

「一応そう決めた理由を聞いても良い？」

「ここに自動人形が本当にあったとしても、それを見付けられるかどうかは運だろ？　俺、運は悪い方なんだ」

　そのアキラのどこか実感の籠もった言葉を、ユミナは少し面白く思いながら苦笑気味に笑った。

「そういうこと。良いんじゃない？　ハンター稼業が賭け事だとしても、大当たりばっかり狙う必要は無いしね。堅実に行くのも悪くないわ」

「だろう？　じゃあユミナ、そういうことで指揮を頼む」

「分かったわ」

　全く、世話が焼ける。方針を決めた途端に指揮を投げてきたアキラにユミナはそう思いながらも、悪い気はしなかった。




　イイダ商業区画遺跡では遺物収集を優先することにしたアキラ達がまずしたことは、一度遺跡から離れることだった。

　遺跡全域とその周囲に広がっている草原は、遺跡を侵蝕している植物達の領域だ。遺物収集の為にしばらく車内で寝泊まりするとしても、車を停める場所はその領域の外でなければならない。そうしなければ、下手をすると寝ている間に車両が植物に吞み込まれる恐れがある。

　また車を停める場所は、十分な睡眠時間を確保する為にも、ある程度モンスターの襲撃の備えに適した地形にする必要がある。この付近のモンスターなどアキラ達の敵ではないとしても、寝ている間にいちいち襲われて起こされては堪たまらないからだ。

　アキラ達がその適した寝床を求めて荒野を移動していると、車の索敵機器が大型モンスターの反応を捉える。反応は遠方からアキラ達の方に一直線に向かってきていた。

　取り敢えず迎撃しようと銃を構えたアキラの動きを読み取って、情報収集機器がその方向の解析精度を上げた。それでアキラが更に後方の車に気付く。

「……ん？　あのモンスターは後ろのハンターから逃げてるのか。……あれ？」

　アキラはその車に乗っている者達に見覚えがあった。それはレイナ達だった。








第[image: ]話　レイナとトガミ






　レイナは仕留め損ねた大型モンスターを追って荒野を車で駆けていた。

　屋根の無い種類の荒野仕様車両の助手席から身を乗り出して銃を構えながら、揺れる車体の上で標的を狙い撃つ。勢い良く撃ち放たれた銃弾が、毛皮ではなく鱗うろこを纏う６本脚の肉食獣の胴体に着弾する。鋼並みに強きょう靱じんな鱗が、被弾によりその下の肉ごと千切られていく。

　しかしモンスターは倒れない。強靱な生命力に物を言わせて走り続ける。

　レイナが更に銃撃する。銃弾はモンスターの背中から生えている機械部品の残骸に着弾した。少し前までは機銃や砲として機能していた物が、着弾の衝撃で形状を捻ねじ曲まげられて脆くなり、遂に背中から千切れ落ちて荒野の地面に散らばっていく。

　それにより余計な重量が減ったモンスターは、倒れるどころか加速した。

　レイナが思わず運転席のトガミに向けて声を荒らげる。

「もっと急ぎなさいよ！　追い付けないわ！」

　トガミも声を荒らげて言い返す。

「やってる！　良いから撃ってろ！」

　レイナが標的へ向けて連射する。全弾命中とはいかないが、揺れる車体から遠距離の移動目標を狙っていることを踏まえれば、十分な命中率を出していた。

　レイナが使用している銃は対モンスター用の物としては比較的小型だが、その威力は一般的な大型対物銃を超えている。都市周辺の弱いモンスターなど被弾した瞬間に木こっ端ぱ微み塵じんになるほどだ。

　しかしそれでも撃破には至らない。その理由に心当たりのあるレイナが顔を険しくする。

　使用している銃は近接戦闘用のもの。有効射程は短く、加えて標的まで距離があり、しかも相手は都市近郊にはいない強力な大型モンスターだ。この距離で撃っても効果がいまいちなのは、レイナもよく分かっていた。

「あー！　もー！　だから初めに足を潰せって言ったじゃない！」

「安全の為に敵の武装から潰す方針だっただろうが！　レイナも同意しただろ！」

「それで逃げられたら本末転倒よ！」

「安全第一の指示を出せって言ったのはお前だ！」

「それでも逃げられずに倒せるって言ったのはあんたでしょう!?」

　レイナとトガミが激しく言い争う。しかしそこにいがみ合うような険悪さは無い。お互いに遠慮無く意見をぶつけ合える気安さがあった。

　そこでカナエが後部座席からあからさまにからかう口調でレイナ達に声を掛ける。

「相変わらず仲が良いっすねー」
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　すると言い争っていたレイナ達が途端に黙った。そして目を合わせると、これ以上カナエを調子に乗らせない為に、硬い表情で無理矢理落ち着きを取り戻す。

「……とにかく、急いで」

「……分かった」

　余計なことは言わない。カナエに言い返すような真似もしない。以前にカナエから似たようなことを言われた時に、レイナ達は声を揃えて言い返してしまった所為で、やっぱり仲が良いと追撃されていた。

　同じ轍てつは踏まない。そう意識を合わせて、レイナ達はカナエを無視して戦闘に集中しようとする。

　それでもカナエは笑顔のままだ。その息を合わせた二人の態度に、それでは前と大して変わらないと思い、意味有り気に楽しげに笑っていた。

　一方、同じく後部座席に座っているシオリは少し険しい表情を浮かべていた。二人に聞こえるように大きな溜め息を吐く。

「お嬢様。トガミ様。戦闘で高揚するのは分かりますが、冷静さを保つ為にも不必要に声を荒らげないことを強くお勧め致します。余りに酷いとお嬢様の護衛にも差し支えます。御注意を」

　シオリもレイナとトガミの仲をとやかく言うつもりは無い。しかし自身の基準では十分粗暴なトガミの行儀の悪さに引き摺られて、最近は自身の主の行儀まで悪化したように感じられることまでは、流石に看過できなかった。

　その分だけ深く、重く、感情の籠もったシオリの溜め息を聞いて、レイナ達が思わず姿勢を正す。

「あ、その、ごめん」

「あ、はい。すみません」

　その二人の様子にカナエがまた面白そうに笑う。

　後ろを見るまでもなくカナエの表情を容易に想像できたレイナ達は、歯を食い縛るように顔を少し硬くさせながらも、カナエに反応しないように頑張りながらモンスターを追い続けた。




　逃げるモンスターと、それを追うレイナ達。既に遠距離攻撃能力を喪失して逃走を続ける側と、銃と車でそれを追う側という、狩る側と狩られる側がはっきりした状態が続いている。

　しかしその優位を続けながらも、レイナ達はモンスターを仕留め切れずにいた。

　その理由は大きく二つある。一つは荒野の悪路だ。舗装などされていない地面は凹凸だらけで、滑りやすい土や砂の場所もあり、大小様々な石や岩まで転がっている。車での移動には余り適していない。

　だがそこに棲息するモンスターにとっては普通の地面と変わらない。慣れた動きで全力で疾走できる。よって逃げやすい。

　運転を担当しているトガミもそれぐらいは分かっており、相手との距離を何とか詰めようと頑張っている。

　だが下手に距離を詰め過ぎる訳にもいかない。近付き過ぎれば、相手は遠距離攻撃能力を失っているという有利が消えてしまうからだ。突如反転してきたモンスターに危うく体当たりを喰らうところだった、ということが既に何度もあった。

　それを悪路で速度を出しながら、相手をレイナの射程内に留めつつも、敵の急な攻撃に対処可能な間合いを保つ。ちょっとした運転の誤りが車両の横転をも招きかねない状況で、トガミはその間合いの調整に苦労していた。

　もっともその苦労も、本来はレイナがもっと射程距離の長い銃を使えば不要なものだ。相手を倒すだけならそれで済む。その上でレイナが敢えて射程の短い近接戦闘用の銃を使っているのは、これがレイナ達の訓練だからだ。

　レイナが車の脇にある銃に視線を向ける。その威力も射程も十分な狙撃銃を使えば、今手こずっているモンスターなど一瞬で倒せる。シオリからも、逃げられるぐらいならそれを使えと言われている。

　ただし使えば訓練の評価は下がる。しかし使わずにモンスターに逃げられてしまえば評価は更に下がる。その選択も訓練だ。

　レイナはわずかに迷ったが、トガミへの指示を選んだ。

「トガミ！　もっと近付いて！　このままだと逃げられるわ！」

「これ以上はヤバいんじゃないか？　また反転して体当たりされるぞ？」

「……その時は、トガミが頑張って避けて！」

　信頼か、無茶振りか、判断に迷うその指示にトガミが苦笑する。

「了解だ！」

　そして指示通りに車を加速させた。

　標的との距離を一気に詰める車の上で、レイナがこれなら倒し切れると無理矢理笑う。倒すのが遅れれば反撃を喰らうが、その前に倒せば良いだけだと自分を焚たき付つけて、意気と気迫をその顔に映し出しながら苛烈に銃撃した。

　それに呼応するように威力を増した銃弾がモンスターに着弾する。標的との距離を縮めたことで命中率も上がっている。驚異的な生命力の生物系モンスターも、その銃撃に耐えられるほどの力は無い。

　そしてここまで執しつ拗ように追われてきたモンスターに、今更レイナ達に反撃する気力は残っていなかった。残る気力と体力を全て逃走に注ぎ込み、文字通り死ぬ気で逃げようと、ここに来て走る速度を上げる。

「噓っ!?　もっと速くなるの!?　あれだけ負傷してるのに!?　幾らモンスターだからってどういう生命力してるのよ！」

「レイナ！　あれに追い付くのはちょっと無理だ！」

「分かってるわ！　仕方無いわね！」

　相手の加速は最後の力を振り絞ってのものだ。もうしばらく追うだけで、相手はもう走れなくなる。

　だがレイナはそこまでは見抜けなかった。このまま逃げられる訳にはいかないと考えて、今まで使用を躊躇ためらっていた狙撃銃に手を伸ばす。そして構え、狙い、引き金を引こうとする。

　だがそこで思わず動きを止めた。

「レイナ！　どうした！」

「前に誰かいるわ！　……えっ？　あれは……、アキラ!?」

「何!?」

　情報収集機器が狙撃の為に拡大表示した映像には、走り続けるモンスターの更に先に、それを待ち受けるように立っているアキラの姿が映っていた。




　死ぬ気で逃げ続けているモンスターが自身の先に人間がいることに気付く。しかし止まることなど出来ない。止まれば後ろの人間達に殺されると分かっている。そのまま跳ね飛ばして進もうと猛進する。

　だがアキラは怒ど濤とうの勢いで迫ってくるモンスターを見ても全く動じていなかった。手にブレードを持ち、銀色の刃を伸ばしながら、落ち着いて相手の到着を待っている。

　そしてアキラがモンスターと交差する。その瞬間、振るわれたブレードが巨大な獣を真横に一刀両断し、その巨体を上下に分かれさせた。

　慣性のままに吹き飛んだモンスターの体が、わずかに遅れて地面に派手に叩き付けられる。切断面から流れ出した血が荒野を紅あかく染めていった。

　大したことでもないようにアキラが平然とブレードを仕舞う。その光景を、レイナとトガミが啞然としながら見ていた。





◆






　互いに知った顔ということもあり、レイナ達はアキラ達の下までやってきた。

　レイナとトガミは、アキラとユミナという意外な組み合わせに少し驚いた様子を見せている。シオリとカナエは良くも悪くもいつも通りだ。

「アキラ少年！　久し振りっすね！　さっきの見てたっすよ！　お見事っす！　アキラ少年も近接戦闘の楽しさに目覚めたんすか？」

「銃を使うと流れ弾がそっちに当たるかもしれないから、一応やめておいただけだ。前みたいにそっちで避けてくれるとは限らないからな」

「いやいや、その程度の理由でブレードを使ってる時点で素質ありっすよ。そこからもう一歩踏み込んで、次は格闘にしないっすか？」

「じゃあ次は銃を使う。頑張って避けてくれ」

　カナエはからかうような表情で、分かっていないというように軽く首を横に振った。そこでシオリが前に出る。

「アキラ様。お嬢様の安全の為に、あのモンスター相手に危険な近接戦闘を選択して頂き、感謝致します」

「どう致しまして。あの程度ならブレードでも何とかなるからな。気にしないで良い。……っていうか、シオリ達ならあれぐらい倒せなかったのか？」

「可能です。ですが、こちらにも事情が御座いまして」

　そこでトガミが思い出したように口を挟む。

「あ、そうだ。シオリさん。あいつはアキラが倒しちゃったけど、この場合はどういう扱いになるんだ？」

「逃げられた、という扱いにさせて頂きます」

　それを聞いたレイナが食い下がる。

「えー、確かに止めはアキラに持っていかれたけど、あそこまで追い詰めたのは私達なんだし、アキラがいなければ私達が倒してたってことで、撃破扱いにならない？」

「駄目です。なりません」

　トガミも一応食い下がる。

「でも偶然アキラがいたからこうなっただけだし、そういう運の要素は除外して評価してくれても……」

「運も実力の内という言葉もあります。お嬢様は不運でした。それだけです」

　一緒に肩を落としたレイナとトガミを見て、アキラは少し怪訝な顔を浮かべた。

「もしかして、俺が倒しちゃまずかったのか？」

「いいえ。全く問題御座いません。そもそもの話、これは目標を速やかに撃破できなかったお嬢様達の実力不足が招いたこと。その結果の評価に対し、幸運を考慮した減点をすることは御座いましても、不運を考慮した加点など有り得ません」

　シオリにそう駄目出しされて、レイナとトガミはより深く項垂れた。

　だがそこでカナエが面白いことを思い付いたように笑う。

「じゃあお嬢。こうするっすよ。ここでアキラ少年と会ったことを、お嬢達が、ついてなかった、なんて扱いにするのもアキラ少年に失礼っすからね。チャンスに変えてあげるっす。アキラ少年を説得して、イイダ商業区画遺跡の探索に付き合っても良いってことになったら、私を戦力換算して良いっすよ」

　予想外の提案にレイナとトガミが驚く横で、シオリが目付きを鋭くする。

「カナエ。何のつもり？」

「良いじゃないっすか。アキラ少年なら戦力として申し分無いっす。戦力不足は解消できるっすよ。それに私も、お嬢とトガミ少年の微笑ましい掛け合いに後部座席から茶々を入れるのは、流石に飽きてきたっす。そろそろ違うことがしたいんすよ」

「何でそこで私とトガミを持ち出すのよ!?」

　カナエは思わず突っ掛かってきたレイナの両肩に手を置くと、体術の応用で半回転させてアキラと向き合わせた。そして一度離した手を再びレイナの肩に置き、そのままレイナを軽く前に押し出した。

「さあお嬢！　しっかり交渉してアキラ少年を説得するっす！　これも訓練っす。戦闘能力も駄目、交渉能力も駄目じゃ、流石に姐あねさんも認められないっす。少しは良いところを見せるっすよ」

　レイナがチラッとシオリを見る。するとシオリは仕方が無いと言うように小さく息を吐いた。

　レイナはそれを見て、シオリもカナエの提案に消極的にだが同意したと判断した。シオリに認められる為にも、半ば開き直ったようにやる気を出す。

「分かったわ。アキラ。実は私達にはイイダ商業区画遺跡を探索する計画があるんだけど……」

　話を聞かないという選択肢をカナエの勢いで取り上げられたアキラは、そのまま流されて取り敢えずレイナの話を聞いていた。




　トガミとレイナは諸事情で、ここしばらくの間チームを組んで一緒にハンター稼業を続けていた。

　時には言い争い反発することもあった。だが二人ともミハゾノ街遺跡での経験から強くなろうと決意した者同士だ。不備を指摘されれば自身の成長の為に自らの非を認め、互いに指摘し合い、指示を出し合い、庇かばい庇われながら、着実に経験を積んでいた。

　そしてハンターとしても友人としても遠慮無く意見を言い合える仲になった頃、ある事情でイイダ商業区画遺跡の探索を計画することになった。

　しかしシオリが戦力不足を理由に難色を示す。

　イイダ商業区画遺跡の難易度は、自分とカナエを含めた４人のチームであれば問題無いものだ。しかし自分達はあくまでも護衛であり、通常の戦力ではない。そしてレイナとトガミだけの戦力では、この遺跡は手に余る。よってこの遺跡の探索は認められない。そう説明してレイナ達を抑えていた。

　レイナ達もそう言われると弱い。もう足手纏いにはならないと頑張っており、成長も実感しているのだが、それでも自分達の実力がまだまだであることは理解しているからだ。

　しかし諦め切れないレイナ達はシオリと交渉して何とか許可を取ろうとした。今の自分達ならイイダ商業区画遺跡でも十分戦えるはずだと頑張って説得した。

　そしてシオリも頑として断るだけではレイナのやる気に差し支えるとして妥協を見せた。遺跡の中では強力なモンスターとの近接戦闘を強いられる状況も増える。それに対処できるかどうかの確認として、多少手て強ごわいモンスターに近接戦闘を挑んでもらうことにした。

　先程の戦闘でレイナが威力も射程も劣る近接戦闘用の銃を使っていたのは、室内戦闘が多発する遺跡内の環境での実力をシオリ達に示す為だった。

　その条件を吞んだレイナ達は多くのモンスターに近接戦闘を挑み、勝利した。シオリの指示で敵の強さも少しずつ上げていたが、それでも勝ち続けた。そして遂に、あれに勝てば認める、とシオリに言わせることに成功した。

　レイナ達は意気揚々と最終戦に挑んだ。その結果が、アキラに良いところを持っていかれるという先程の戦いだった。

　レイナの説明不足もあって多少要領を得ないところもあったものの、アキラはそこまでの事情を大まかに把握した。そして不思議に思う。

「要はその遺跡は危ないからやめとけってだけだろ？　あそこは人気の無い遺跡って話だし、何でそんなにイイダ商業区画遺跡に拘こだわるんだ？」

「あー、それなんだけど……」

　レイナはそこで言葉を止めてシオリをチラッと見た。だがカナエに頭を両側から両手で摑まれて、顔をアキラ達の方へ無理矢理向けさせられる。

「ちょっと!?　何するのよ!?」

「お嬢。それは駄目っす。話して良い内容なのか、それを話して良い相手なのか、それもお嬢が自分で判断するんすよ。姐さんの反応を見て決めちゃ駄目っす」

「うっ……」

　レイナがたじろいで動きを止める。シオリの顔を見ようとしたのは無意識のものだったが、指摘されて、改めて意識すれば、それはカナエの言う通り、シオリの反応から判断しようとしたからだった。

　カナエがレイナから手を離して楽しそうに笑う。シオリは自分達の主に対する同僚の態度にわずかに顔をしかめながらも、小さく溜め息を吐くだけでカナエを注意はしなかった。

　レイナが悩みながらアキラとユミナに視線をさまよわせる。それを止めたのはユミナだった。

「レイナ。私もドランカム所属のハンターとして情報の取扱には注意するわ。これで良い？」

　そう言ってユミナは視線でアキラに促した。アキラも軽く頷く。

「どんな内容か知らないけど、無む闇やみ矢や鱈たらに喋しゃべったりしない。これで良いか？」

　それでレイナも話すと決めた。アキラ達を信頼して表情を和らげる。

「分かったわ。情報の入手元は言えないんだけど、実はイイダ商業区画遺跡に自動人形が眠ってるって話なのよ。私達はそれを狙ってるの」

　そう言ってレイナは少し得意げな様子を見せた。これほどの情報だ。アキラ達も凄く驚くだろう。その気持ちが顔に出ていた。

　だが期待通りの反応は得られなかった。アキラ達の反応は納得したように軽く頷いただけだった。そのアキラ達の態度にレイナが逆に驚く。

「……あれ？　え、ちょっと、驚かないの？　旧世界製の自動人形よ？　そこらの遺物とは訳が違うのよ？」

　ユミナが少しすまなそうに答える。

「レイナ。実は私達もそれが目的でここに来たのよ」

「えっ？　そうなの？　本当に？」

「ああ。だからこんな遠くの遺跡まで来たんだ」

　この凄い情報を摑んでいるのは自分達だけ。そう思っていたレイナは、それをアキラ達も知っていたことに少しがっかりした。

　そこにシオリが口を挟む。

「アキラ様。差し支えなければその情報の入手経路を聞いても宜しいでしょうか？　必要であれば対価はお支払い致します」

「いや、言い触らさないならそれで良いよ。都市の職員のキバヤシってやつから聞いた。自動人形の情報自体は八島重鉄と吉岡重工が調べたらしい」

　その断片的な情報から瞬時に様々な考えを巡らせたシオリが、悩ましそうに顔を険しくする。

「……申し訳御座いません。その経緯が全く推察できないのですが、詳しい話を伺っても？」

「……まあ、いろいろあったんだ。気にしないでくれ。それより今は俺達が同行するかどうかの話が先だろう？」

　それでレイナが我に返る。そして焦る。

　貴重な情報を提供したのは自分達、という強みで同行に同意してもらおうと考えていたのだが、アキラ達も既に知っていたのであれば意味が無い。

　自分達に同行しないのであれば、アキラ達は旧世界製自動人形探しの強力な競争相手となってしまう。しかも自分達はシオリに止められているので、そもそも遺跡に入れない。後でシオリを何とか説得できたとしても致命的な出遅れとなる。

「そ、そうね！　それでアキラ、アキラ達も自動人形探しに来たのなら一緒にやりましょうよ！　その方が効率的だし安全でしょう？」

　言葉巧みに誘う、などとは余りにも無縁な交渉力もクソもない内容に、レイナは自分で言って少し呆れながら追加の説得材料を考える。

　だがその程度の内容でもアキラには一応効果があった。

「ユミナ。どうする？」

「悪いけど、それもアキラが決めることだと思うわ。あ、嫌って訳じゃないからどっちでも良いわよ」

「そうか。それじゃあ、レイナ。一緒にやっても良いけど、条件と面倒事がある。それを聞いて判断してくれ」

　レイナは意外な好感触に喜びながらも、不思議そうな顔をする。

「面倒事？　条件とは別なの？」

「ああ、ちょっとな」

　条件の方は自動人形探しと並行して普通の遺物収集もすることだった。遺物収集を一緒に行えば自動人形探しの効率が落ちるのは間違いない。だが必死に探したところで自動人形が見付かる保証は無い。遠方の遺跡まで来て全く成果無しに終わるのは避けたいという気持ちはレイナもよく分かるので、普通に受け入れた。

　だが面倒事の方は、聞いたレイナをたじろがせる内容だった。

「俺達は集めた遺物を全部都市に売らなくちゃいけないんだ。俺達とレイナ達の間で遺物をどう分配しても、後で都市と物凄く面倒な交渉をすることになると思うけど、大丈夫か？」

　首尾良く貴重な旧世界製の自動人形を手に入れたとしても、それが一体であれば、等分割してアキラ達とレイナ達で別々に分ける訳にもいかない。どこかに売却してから、その金を等分割することになる。

　しかしその売り先と売値を決めるのも、売る物が旧世界製の自動人形ということもあって、本来は非常に面倒な交渉が必要だ。

　加えて、そもそもレイナ達は自分達だけの状態でも、ドランカムと揉める必要があった。

　基本的にドランカム所属のハンターは、自分達で見付けた遺物の換金等を徒党に任せることになっている。遺物売却に付随する交渉等の面倒事を徒党に委託する代わりに、売却金から手数料等を含めた諸経費を引かれる仕組みだ。

　当然ながら徒党に渡す遺物が多いほど徒党からの支援も強くなる。そして手厚い支援を受ける若手は全ての遺物を徒党に渡し、余り支援を必要としない古参は程々の量を渡すのが常となっていた。

　一応レイナとトガミもドランカムでは若手側のハンターではある。しかし今はドランカム事務派閥から距離を取る立ち位置にいることもあって、扱いとしては古参側に近い立場だった。徒党に渡す遺物の割合も同様だ。

　それでもレイナ達が旧世界製の自動人形という極めて貴重な遺物を手に入れれば、ドランカム側は確実にその取扱を徒党に委託するように強行に迫ってくる。当然ながら難しい交渉が予想される。

　そこにアキラ達との報酬分配や、クガマヤマ都市を絡めた遺物売却の交渉などが加われば、その交渉は熾烈という言葉では足りない複雑で面倒なものになる。

　その交渉に自分が巻き込まれるとなると、レイナも流石にたじろいだ。どうすればいいのかと、思わずシオリを見る。だがカナエにまた頭を摑まれて視線を前に戻された。

　自分で決めなければならない。たとえその決断が誤りであったとしても。何も決められないお飾りの主から脱却して、正しくシオリとカナエの主となる為に。

　レイナは覚悟を決めて笑った。

「分かったわ。アキラ。大丈夫よ。一緒にやりましょう。そういう面倒事に対処するのも、ハンターの実力の内だからね」

「そうか」

　アキラはレイナが雰囲気を急に少し変えたように感じて少々不思議に思ったが、特には気にしなかった。だがカナエは少し面白そうに、シオリは少し嬉しそうに笑っていた。

　自身の主が決断したことで、シオリもそれに準じて動き出す。

「ではお嬢様。当面はカナエを連れてアキラ様達と共に遺物収集を進めて下さい。私は遺物収集の準備を始めます。イイダ商業区画遺跡でしっかり遺物収集をする以上、野営の準備や運び屋の手配など、いろいろすることが御座いますので」

「分かったわ。でも荒野でシオリが別行動を取るなんて珍しいわね」

　不思議そうなレイナに向けて、シオリが少し微笑んで釘を刺す。

「お嬢様。カナエは自身を戦力換算して良いと認めましたが、私は自身の戦力換算をまだ認めておりません」

「あ、そういうことね」

「お嬢様達の実力不足を補う為も兼ねてカナエを同行させますが、それでもアキラ様とユミナ様の御負担になるようでしたら、自動人形探しは中止とさせて頂きます。宜しいですね？」

「了解。頑張るわ」

　そう笑顔で答えたレイナに向けて、シオリは満足そうに頷いた。そして視線でカナエに指示を出す。カナエは頷いてレイナの側に移動した。

　レイナはシオリのその視線による指示を、自分をちゃんと守れ、というものだと解釈した。心配性だと思いながらも、自分の実力はまだまだその程度なのだと思い直し、油断しないようにやる気を出した。




　レイナ達がシオリを残してアキラ達と一緒にイイダ商業区画遺跡に向かう。

　シオリはそれを見送ると、難しい顔で大きく息を吐いた。

（……旧世界製の自動人形。確証がある情報ならば本社が動くはず。ですので可能性は低いのでしょうが……、もし確保に成功した場合は……、どうするべきなのでしょうね）

　いずれにしろ、準備を怠った所為で千載一遇の機会を逃すような事態にならない為にも、可能性が少しでもあるのであれば、最低限の対処はしなければならない。シオリはそう考えており、その為の準備を始めた。

　危険な荒野で、一時的にであっても、レイナと離れる。その危険を冒してでも、レイナがいない時にしなければならない準備を。
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　レイナ達と一緒にイイダ商業区画遺跡に戻ったアキラ達は、まずは既に一度調査済みのドームで遺物収集をすることになった。

　ドームに入る準備を済ませたところで、カナエがレイナとトガミに向けて楽しげに意味深に笑う。

「お嬢。トガミ少年。約束通り私も戦うっすけど、私は前に出た方が良いっすか？」

　挑発を含んだその言葉に、トガミが威勢良く笑って返す。

「いえ、カナエさんは下がっててください。まずは俺とレイナでやります。だよな？　レイナ」

　レイナも勝ち気に笑う。

「勿論よ。カナエ。私達だけでも大丈夫だってちゃんと見てなさい」

「お手並み拝見っす。じゃあそういうことなんで、アキラ少年とユミナさんもまずは一緒に下がっててくださいっす。あ、お嬢達じゃ駄目だって思ったら、いつでも援護に入って良いっすよ」

「分かった」

　アキラは普通にそう答えた。だがそれでレイナとトガミはその表情を真剣なものに変えた。

　ミハゾノ街遺跡での戦いでは、自分達はただの足手纏いでしかなかった。だが今は違う。それを証明してアキラに示す機会が来たのだと、緊張を覚えながらも、それ以上に意気を高める。

「トガミ。行くわよ」

「ああ。行こう」

　レイナとトガミがやる気をみなぎらせてドームに入っていく。その随分と気合いの入った様子に、アキラとユミナは少し不思議そうにしながら、カナエは楽しげに笑いながら、レイナ達の後に続いた。




　内部まで緑に覆われたドームの中を進んでいくと、広めの通路でモンスターの群れと遭遇した。

　相手は毛の無い四つ脚の獣で、隆々とした筋肉を露わにしている。雑食性で草も食べるが、その草はこの場に生えている植物群だ。鋼並みに頑丈な草や蔓を咀そ嚼しゃく可能な牙の鋭さと咬こう合ごう力は、並の防御では防げない。

　その獣達が通路の床や壁を蹴って軌道を変えながら跳躍、突進し、ハンター達の照準を狂わせる立体的な動きで前衛のレイナ達に襲い掛かる。

　だがレイナ達はそのモンスター達の動きに的確に対応した。

　トガミが弾幕を張って敵全体の動きを鈍らせる。着弾させても分厚い肉の鎧よろいに防がれて致命傷には程遠いが、連続して喰らわせれば被弾の衝撃で敵の動きを大幅に鈍らせるぐらいは出来る。

　その上でレイナが近い相手から順に銃撃する。頭部を集中的に狙って素早く致命傷を負わせる。それで殺し切れなくとも、行動不能になれば十分だ。そのまま敵を近付けさせずに撃ち続ける。

　そして真面に動けなくなった相手に二人掛かりでしっかり止めを刺した。派手な火力で瞬殺した訳ではないが、安全確実な余裕の勝利だった。

　レイナが得意げな顔をアキラ達に向ける。

「どう？　私とトガミだけでもちゃんとやれるでしょう？」

　ユミナは少し驚いた様子を見せていた。

「凄いわね。レイナ。いつの間にそんなに強くなったの？」

「まあ私も遊んでた訳じゃなかったってことよ」

　期待通りの反応に、レイナが顔をほころばせる。そして今度はアキラとカナエの反応を確かめようと、視線をそちらに移した。

　だがそちらの方は期待外れに終わる。アキラもカナエも普通の態度のままだ。ミハゾノ街遺跡の時と比べて格段に向上したレイナとトガミの戦い振りを見ても、表情を変えるほどの感想は覚えなかった。

　もっとも、アキラもカナエもレイナ達の実力を軽んじている訳ではない。

　カナエは既に今現在のレイナの実力を知っている。知っているものを見たところで今更驚くことはないというだけだ。茶々を入れるようにわざとらしく称賛しない分だけ、レイナの実力を正しく認めていた。

　そしてアキラはレイナ達の成長振りに、単純に興味が無かった。一応アキラもレイナ達に対して、この程度では足手纏い、という否定的な感情を覚えなかった分だけ、レイナ達の成長を認めてはいる。ただ、これは凄い、という驚きも感じなかっただけだ。

　そのアキラ達の反応にレイナがわずかな落胆を感じている横で、トガミは自身も似たような感情を覚えながら、アキラの態度から以前の出来事を思い出していた。

　トガミはアキラと初めて会った時に、自分の実力をアキラに見せ付けようとしたことがあった。だがアキラからはほとんど反応を得られなかった。単に無視しているのですらない。先程の戦闘内容に、特記すべきことは何も無かった。そんな反応を返された。

　その時のことを思い返しながら、トガミが思う。

（……この程度じゃ感想すら無いって訳か。まあ、足手纏いを見る目じゃないんだ。及第点は超えたってことにしとくか）

　トガミはそう考えて気を切り替えた。そしてレイナの様子に気付くと、アキラに向けて敢えて自慢気に笑う。

「どうだアキラ。レイナが言った通り、俺達だけでも大丈夫だっただろ？」

「ん？　ああ、そうだな」

「反応薄いな。まあその態度なら、これじゃあ駄目だっていう足手纏いとは思わなかったんだろうけどさ。初戦だけじゃ分からねえって言うのなら、しばらく手を出さすに俺達の力をもうちょっと見とけよ。レイナ。行くぞ」

　トガミはそれだけ言ってさっさと先に進もうとする。

「えっ？　あ、うん」

　レイナはどこか我に返ったような様子でその後に続いた。そしてトガミの横を歩きながら、少し気が楽になっている自分に気付いた。

　その理由にもすぐに気付く。それは、自分達だけでも大丈夫、というトガミの言葉を、アキラも肯定したからだった。そしてトガミの言葉は、そのアキラの反応を引き出して自分に聞かせる為のものだったということにも気付いた。

　自分達は足手纏いではない。その評価では満足できないのであれば、それ以上の力をこれから示せば良い。トガミにそう促されて、レイナはしっかりと顔を上げた。

「……ありがと」

　レイナがそう小声で礼を言うと、トガミは照れをごまかすように少し足を速めた。その所為で少々離されたが、レイナはどこか楽しげに笑い、足を速めてトガミに追い付いた。

　そのレイナ達の後ろで、他者の機微に疎いアキラは不思議そうにしており、ユミナは少し意外そうな様子を見せていた。カナエは面白そうに笑っていた。








第[image: ]話　運も実力の内






　アキラ達はイイダ商業区画遺跡での１度目の遺物収集を終えた。遺跡の外にいるシオリの所まで戻り、その成果をレイナが代表してシオリに報告する。

「……そういう訳で、ここのモンスターは私とトガミだけでちゃんと対応できたし、遺物もしっかり集めてきたわ」

「……、左様ですか」

　どこか意味有り気なシオリの返事に、レイナがわずかに顔をしかめる。

「何でちょっと疑ってる感じなのよ」

「いえ、その素晴らしい成果にもかかわらず、お嬢様は御不満のように見受けられましたので」

　そう指摘されたレイナは、その顔をごまかすような笑顔に変えた。

「あー、それは、あれよ。確かに上手くいったけど、それはそれとして、もっと上手くできたのにっていう向上心の表れよ」

　そこでカナエが口を挟む。

「良い心掛けっすね。その通りっす。アキラ少年の足手纏いにならないなんてのは最低条件。それで満足してちゃ駄目っすよ」

「……そうね」

　レイナはカナエに向けて笑顔を引きつらせた。

　１度目の遺物収集で、レイナは襲ってきたモンスターを最後までトガミと二人だけで撃退できた。しかしアキラから十分な反応を得ることは結局できなかった。

　シオリも大体の事情を察した。少し窘めるように優しく言い聞かせる。

「お嬢様。どのような理由であれ向上心を高く持つのは良いことです。しかし成果を焦る必要は御座いません。お嬢様は着実に成長しておられます」

「……うん。分かってるわ」

　レイナは息を吐き、気を切り替えて笑った。

「それで、シオリがやっておくって言ってた準備の方は終わったの？」

「御心配無く。運び屋や宿泊場所などの手配は済ませました。次の遺物収集を終える頃には到着しているはずです。カナエ。次は私が行くわ。あなたはここで待機して、呼んだ者達が来たら応対しなさい」

「了解っす」

「では皆様。参りましょう」

　早速出発しようとするシオリの態度に、レイナが少しだけ驚く。

「えっ？　もう行くの？　休憩無し？」

　そして休憩への同意者を求めて他の者達を見る。しかしアキラとユミナは戦っていないので疲れておらず、レイナと同程度に戦ったトガミも黙って移動の準備を始めた。

「お疲れであれば、お嬢様はお残り頂いても構いませんが……」

「い、行くわよ！　余裕よ！　ほら、シオリ、早く乗って！」

　１度目の遺物収集で良いところを見せられなかったレイナは、気を切り替えたとはいえ、まだわずかに消沈気味だった。それをシオリから焚き付けられた言葉への反発で吹き飛ばし、改めてやる気を出して車に乗り込む。

「畏まりました」

　シオリは微笑んで後に続いた。
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　２度目の遺物収集を始めたアキラ達が、イイダ商業区画遺跡のドームの前に立つ。１度目の時とは別のドームだが、こちらもアキラ達が既に調査済みの場所だ。遺物がある場所は分かっているので、そこまで行って持ち帰るだけで済む。

　つまり１度目と同様に、道中のモンスターを撃退する戦力が重要となる。今度こそと気合いを入れて、レイナは進んで前に出ようとした。

　しかしそれをシオリに止められる。

「アキラ様。全員がどの程度戦えるのか確認する為にも、今回はアキラ様達に前衛をお願いしても宜しいでしょうか？」

「ん？　分かった。ユミナ」

「了解。今度は私達の番ね」

　アキラ達が揃って前に出る。レイナはシオリに少しだけ怪訝な顔を向けたが、何か考えがあるのだろうと思い直して大人しく後衛についた。

　ドーム内を進むと、前にも遭遇した毛の無い四つ脚の獣が群れで出現した。落ち着いて迎撃体勢を取るアキラとユミナの後ろから、レイナ達がアキラ達の戦い振りをしっかり見ようと興味深そうな目を向ける。

　モンスター達が殺到する。それをアキラ達が銃撃し、撃破する。戦闘は10秒ほどで終了。アキラ達が勝利した。あっさりとした勝利だった。

　だがその短い戦闘は、レイナ達を驚愕させるには十分なものだった。

　アキラは撃った弾を全弾敵に命中させた上に、同じ標的に対しては同一箇所に着弾させていた。しかも全て急所狙いだ。ＳＳＢ複合銃が高威力なこともあり、強靱な生命力を持つ生物系モンスターを次々に即死させていた。

　加えてアキラは無駄弾を一発も撃っていない。ドーム内の探索時に同種のモンスターとは遭遇済みであり、どこに何発撃てば殺し切れるのかは分かっている。銃弾を適切な位置に過不足無く撃ち込み、極めて効率的に殺していた。

　そのアキラの技術は驚異的ではある。だがそこまでならばレイナ達も納得混じりの感心だけで済ませていた。ミハゾノ街遺跡での戦いで、アキラが強いことは分かっている。そこから更に高性能な装備を手に入れて、更なる鍛錬を積んだのであれば、この強さもそこまで驚くようなものではないからだ。

　レイナ達を驚愕させたのは、そのアキラとほぼ同じことを、ユミナもしていたことだった。

　確かにアキラと比べれば少々精密さに欠ける部分はある。全弾急所に命中とはいかず、弾も少し多めに使っている。

　だがそれでも、アキラの庇ひ護ご対象ではなく戦力として同行していると示すに足る実力を、ユミナはレイナ達に示していた。

　シオリが内心で少し険しい表情を浮かべる。

（ユミナ様の実力は、アキラ様が実力不足のユミナ様を補った上で、総合的にはお嬢様達より少々強い程度。そう考えていたのですが、まさかここまで高い実力をお持ちとは……。失敗しました。これでは逆効果になりかねません）

　ミハゾノ街遺跡での戦いの後から、レイナは強くなろうと必死に頑張ってきた。そして実際に随分強くなっている。

　しかしそれをレイナ自身が正しく実感するのは難しい。加えてアキラから良い反応を得られなかったことで、自分などまだまだ、という考えが悪い方向に向かいそうになっている。

　そう考えたシオリは、アキラに庇われるユミナの姿をレイナに見せることで、悪く言えばユミナを出しにすることで、レイナの意識の帳尻を合わせようとした。少なくともレイナはアキラの手助けが不要なほど強いのだと実感させようとしたのだ。

　だがユミナがここまで強いとは想定外だった。余計なことをしてしまったと思い、シオリは自身の判断の誤りを悔やんでいた。

　トガミもユミナの予想以上の強さに驚いていた。同時にアキラが自分達の戦いに関心を示さなかったことに、ある意味で納得していた。

（これがアキラの中にある普通の強さの基準か。そりゃ俺達の戦いを見ても興味を持たねえ訳だな）

　そしてレイナはユミナの強さに驚きながらも、そのユミナに少し険しい目を向けていた。

「……ユミナ。そんなに強かったの？」

　思わずそう言ってしまったレイナは、その口調がユミナを少し非難するようなものになってしまっていることに気付き、声には出さずに自身を叱咤した。

　私より強いのに、私のことを凄いと称賛していたのか。普通に喜んでしまったが、それはただの世辞だったのか。そう思い、そう解釈してしまった時点で、自分の実力不足を他人の所為にしてしまっていると、内心で自分を恥じた。

　それを察したユミナが敢えて少し調子の良い態度で、軽い苦笑い気味の笑顔を交えて答える。

「まあ私だって遊んでた訳じゃないのよ……って私の実力を自慢したいところなんだけど、ちょっとズルいことしてるからね。これぐらい出来ないとまずいのよ」

　それを聞いたレイナは思わず怪訝な顔を浮かべた。

「ズル？　どういうこと？」

「私は総合支援システムってやつの支援を受けてるの。この強化服も総合支援強化服ってやつなの。しかも私がアキラの足を引っ張らないように、凄く高性能なやつを用意してもらってるのよ」

　まだ少し困惑気味なレイナに向けて、ユミナが笑って続ける。

「詳しく知りたいなら後で教えてあげるわ。今は遺物収集の最中だから、それが終わってからね。アキラ。行きましょう」

「……ん？　ああ」

　ユミナが笑顔で先に進み、アキラが少し難しい顔でその後に続く。

　レイナ達はユミナの話を気にしながらも、確かに今は遺物収集の最中だと思い、一度顔を見合わせて気を切り替えてからアキラ達に続いた。




　遺跡の中を進みながらアキラが呟く。

「ズルか……」

　ユミナに言った訳ではなかったのだが、ユミナには聞こえていた。加えてユミナにはどこか感情が籠もった声に聞こえたので、何となく答える。

「ズルは言い過ぎだったかもしれないけど、総合支援システムを含めて、身に余るほど高性能な装備を使わせてもらってる自覚はあるわ。それこそ、ズルいって言われても否定できないぐらいにはね」

「そうか……」

　微妙に落ち込んでいるようなアキラの様子に、ユミナはその理由が分からず、不思議そうに少し首を傾げた。

　アキラが小さく溜め息を吐く。

（ズル……、ズルかあ……、ズルだよなあ……）

　総合支援システムによる支援。その程度のことがユミナにとってズルいことならば、アルファのサポートを受けている自分は、とてつもなくズルいことをしている。それはアキラ自身理解している。

　そしてその割り切りは済んでいる。それを不正として悔やみ、気落ちするぐらいであれば、アルファのサポート無しでも自力で同じことが出来るようになるように頑張った方が良い。前にシェリルから励まされたことで、既にアキラはそう決めていた。

　それでも全く気にしなくなった訳でもない。割り切ろうと意識を切り替えただけであり、開き直った訳ではないからだ。もう深く気落ちすることはないが、小さな溜め息ぐらいは出る。

（この程度のことを気にするようじゃ、俺もまだまだってことだな。もっと頑張るか）

　アキラはそう考えて気合いを入れ直し、それでこのことをこれ以上気にするのをやめた。その取るに足らないことを気にしてしまった理由が、それを言ったのがユミナだったから、ということに気付くことは無かった。

　そのアキラをアルファは黙って見ていた。余計なことを言ってアキラの気付きを刺激しないように、黙っていた。
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　２度目の遺物収集を終えたアキラ達がカナエの所まで戻ると、そこには運び屋のトラックと大型のキャンピングトレーラーが停まっていた。

「お帰りっす。早速で悪いっすけど、待たせてるんで遺物の積み込みを済ませてくださいっす」

　持ち帰った遺物をトラックに積み込んでいく。そこでレイナが少し不思議そうな顔を浮かべた。

「あれ？　シオリ。このトラック、ドランカムのじゃないみたいだけど、別のところに頼んだの？」

「はい。ドランカムに運び屋の手配を頼むと、遺物の一時保管場所がドランカムの施設内になります。それでは遺物の売却先を含めた報酬の分配交渉の際に、不都合に成り得る恐れがありますので」

「ああ、そういうこと」

　レイナはそれで納得して遺物の積み込み作業を続けた。

　シオリは噓は吐いていない。カナエもシオリから釘を刺されていたので余計なことは言わなかった。

　遺物の積み込みを終えたトラックが出発する。これで今日の遺物収集は終了だ。トラックを見送ったレイナは遺物収集の途中で既に落ち着きを取り戻していたこともあり、これから聞くことに対してその顔に興味を強く出していた。

「それじゃあユミナ。いろいろ聞いても良い？」

「ええ。良いわよ」

「お嬢様。立ち話で済む話でもないでしょう。中でゆっくりお話しください」

　シオリの勧めに従って、レイナ達がキャンピングトレーラーの中に入っていく。続いたアキラがその大きな車体を見上げて軽い感嘆の声を出す。

「おー」

「アキラ様。どうなさいました？」

「いや、かなりデカいし、何か凄いなって思って」

　シオリが手配したキャンピングトレーラーは、停車後に外壁等を展開することで、居住部を更に大きくすることが出来る。既に展開済みの居住部はちょっとした別荘のようになっていた。

　野営の準備をするとしても、大きなテントやキャンピングカーを運んでくる程度だろう。そう思っていたこともあり、アキラの驚きは大きかった。

「６名分ですからね。これぐらいは必要です」

「でもこういうのって、借りるだけでも結構高いんじゃ……」

「確かにレンタルでもそれなりの費用は掛かります。しかしその程度の金額も稼げないようであれば、そもそもここで遺物収集をすること自体が誤りでしょう。また、十分な休息を取れない所為で心身に負荷が掛かり、戦闘に支障が出る危険性から考えても、必要な経費かと」

「なるほど……。確かに……」

　アキラがシオリの説明を聞いて納得しつつ思う。

　自分はハンターとなって多額の金を稼ぎ、金銭感覚が大分おかしくなってきたと思っていた。だがシオリから説明されるまで、この高そうなキャンピングトレーラーをわざわざ借りる費用を必要な経費とは思っていなかった。

　それならば、自分の金銭感覚はそこまでおかしくないのではないか。むしろ稼いだ金に比べればまだまだ質素であり、スラム街の路地裏にいた頃の感覚を引き摺っているのではないだろうか。

　アキラがそう考えを改めようとしたところで、シオリが真面目な顔で続ける。

「第一、そうせざるを得ない状況でもない限り、お嬢様に野宿などさせられません」

「……あー、はい。そうですね」

　先程の考えは気の迷いだった。アキラはそう別方向に考えを改めて、キャンピングトレーラーの中に入っていった。





◆






　本日のハンター稼業を終えたアキラ達は、強化服も脱いでゆっくりと休んでいた。軽くシャワーを浴びて汗を流し、用意されていた服に着替え、今は食事をとっている。

　尚、着替えたのはアキラ、ユミナ、レイナ、トガミの四人だけだ。シオリとカナエはそのままなので、急にモンスターが襲ってきても問題無く対処できる。最低でも他の四人が迎撃準備を終える時間ぐらいは稼げるので、安全に問題は無い。

　車内は広く、柔らかなベッドやソファーもあり、十分に休める設備が備わっている。荒野とは思えない豪勢な環境に、アキラは興味深い目を向けていた。

　そしてレイナ達はユミナから聞いた話の内容にとても驚いていた。総合支援システムの話の流れで、ユミナにそこまで強力な装備を貸し出されている理由の話になり、それがアキラのハンターランク調整依頼の同行者として、アキラの足を引っ張らない為だと知ったのだ。

　トガミが驚き、その上でどこか納得しながら、更に内心の複雑な思いを顔に出す。

「ハンターランク調整依頼を出されるなんて、やっぱりお前は物凄いランク詐欺ハンターだったんじゃないか。……、あー。……、あー！」

　トガミは内心の複雑な思いを、顔だけではなく声にも出し始めていた。

「そう言われてもな。文句を言われる筋合いは無いぞ」

「ああ、悪い。文句を言ってるんじゃないんだ。お前の実力をハンターランクだけで決め付けるなんて馬鹿な真似をしてた、昔の自分の馬鹿さ加減に打ちのめされてるだけだ」

「そ、そうか」

「それで、今のアキラのハンターランクは幾つなんだ？」

「42だ」

「42!?　あの時21だったのに!?　この短期間で倍に!?　クガマヤマ都市でランク40超えてるハンター自体滅多にいないのに!?」

　思わず声を荒らげたトガミを見て、レイナが気持ちは分かると思いながら付け足す。

「そこまで上がってもハンターランク調整依頼が終わってないってことは、それでもまだ適正値じゃないってことなのよね」

「あー！」

　トガミの驚いているのか項垂れているのかよく分からない様子に、アキラは何か悪いことをしてしまったような感覚を覚えつつ、俺は悪くないと自分に言い聞かせていた。

　そこで今まで黙って話を聞いていたシオリが口を開く。

「ユミナ様。興味深い話をありがとう御座います。ですが、納得し切れない部分も幾つか見受けられました。噓を吐いているなどと言うつもりはありませんが、説明を省略した部分があるのでは？」

　レイナ達の視線が自分に集まったことで、ユミナが少し迷ってから答える。

「……あるか無いかと言われたらあるんですが、その辺は、私の強さの秘密は総合支援システムの支援だったってことも含めて、私の口から言える部分は全部言ったってところです。それでは駄目ですか？」

　ここから先は、相手の口を割らせてでも聞きたいのか、という話になる。シオリはそこまで望んでいなかった。話を打ち切る。

「いえ、十分です。出過ぎたことを言ってしまい、申し訳御座いませんでした」

　しかしレイナはその辺りが微妙に分かっていなかった。普通に聞いてしまう。

「えー、知ってるなら教えてくれない？　トガミも知りたいでしょう？」

「あー、まあ、話せることならな。無理に聞き出す気は無い」

　興味が無いと言えば噓になるが、それでユミナ達と揉める気は無い。トガミはレイナとの仲で話を合わせながら、そういう意図を込めて答えた。

　ユミナが少し迷う。なぜ話した。どうして教えなかった。その辺りの責任まではユミナも持てない。持つつもりも無い。

　そしてそもそも自分にはそれを話す権利も無いと判断して、その権利がある者に対応を投げた。

「アキラ。どうする？　悪いけど話すならアキラから話して」

「ん？　そうだな。別に守秘義務を結んでる訳でも口止めされてる訳でもないし、レイナ達は聞いた話を言い触らすようなやつじゃないだろうから、別に話しても良いっていえば良いんだけど……」

　そこでアキラがまるで言質を取るように言う。

「……聞くんじゃなかったって言われても責任取れないぞ？」

　レイナが思わずたじろぐ。

「えっ？　そういう話なの？」

「さあな。俺はそういう情報の判断に疎いところがあるし、そうかもしれないってだけだ。でもユミナだって、そういう部分があるから話さなかったんじゃないか？」

　予想外の流れになったことで軽い動揺を示すレイナに、アキラが普通の態度で尋ねる。

「それで、どうする？　聞くか？」

「えっと……」

　レイナが迷う。正直興味はある。アキラも別に脅している訳ではない。実は大したことではない可能性もある。聞かずに気になってしまうより、思い切って聞いた方が良いのでは。そうも思う。

　だが返事に迷うぐらいには、下手に聞かない方が良いかもしれない、という気持ちも確かにあった。

　その迷いがレイナの視線を無意識にシオリに向けさせた。だが再びカナエに頭を摑まれて、視線を前に戻されてしまう。

「駄目っすよ。お嬢。聞きたがってるのはお嬢なんすから、お嬢が決めないと」

　カナエが楽しげに続ける。

「無知は人を殺すっす。知りたがりは早死にするっす。その辺のバランスをきっちり見極めることが大切っす。さあお嬢。姐さんに良いところを見せるっす」

　カナエがレイナから手を離す。だがシオリに良いところを見せろと言われた以上、レイナもシオリを頼ることは出来ない。助言も求めず、自分で判断しようとする。

　そして悩んだ末に結論を出した。

「アキラ。少しずつ話してもらっても良い？　それ以上聞くと危なそうなら、そこで聞くのやめるから」

「分かった。えっと、どこから話せば……、まあ、初めからか。前にスラム街で人型兵器がたくさん暴れたことがあっただろ？」

「ええ。スラム街の二大組織が大きな抗争をしたのよね。人型兵器なんてどうやって調達したのか不思議に思ったわ」

「あの騒ぎは都市の仕業だ」

　レイナが軽く吹き出す。

「ちょっと待って。あれ、結構シャレになってない数の死者が出たって聞いたんだけど」

「まああれだけの数の人型兵器が暴れれば、それだけ死んでも不思議は無いだろうな」

　どうでも良い者達の死体の数に関心の薄いアキラとは異なり、レイナは比較的良識を持っている。都市がそれだけの死者が出た騒ぎを、幾らその場所がスラム街とはいえ、都市自身が引き起こしていたことに軽い衝撃を受けていた。

「……シオリ。知ってた？」

「いえ。ですが推察はしておりました。スラム街が荒野扱いの場所とはいえ、都市のすぐ側で多数の人型兵器が大規模な戦闘を繰り広げたのにもかかわらず、防衛隊が出動していない時点で、最低でも都市側の黙認を取り付けた上での騒ぎだとは考えておりました」

「……確かにそうね」

「何らかの事情による消極的な黙認か、スラム街を持つ多くの都市が時折実施する介入、都市側では管理し切れないほどに規模が膨れ上がった非公式管理区画に対する処理、焼却とも称される間引き行為かと思っておりましたが、アキラ様の話を聞く限り都市主導の騒ぎのようですので後者ですね」

「……、そう」

　レイナは自分がどちらかといえば都市側の立ち位置にいる人間だと自覚している。その都市の黒い部分を聞かされたレイナは少し憂鬱になった。

　アキラがそのレイナの様子を見て言う。

「もうやめとくか？」

　レイナが気を引き締める。まだ大丈夫だと、続きを促す。

「……いえ、続けて」

「それで、さっきレイナも人型兵器なんてどうやって調達したんだって言ってたけど、それはあの戦闘が八島重鉄と吉岡重工の新型人型兵器のプレゼンテーションだったからだ」

「……どういうこと？」

「何か都市の防衛隊への配備を競ってて、埒らちが明かないからもう実際に戦わせて決めよう……みたいな話……だったかな？」

　それを聞いたレイナは、そんなことの為にあれほどの死者が出た騒ぎを起こしたのかと、半ば啞然としていた。

　一方シオリとカナエは、そういうことだったのかと納得した様子を見せていた。トガミは驚きながらもシオリ達に近い反応を見せている。

　アキラがまた尋ねる。

「もうやめとくか？」

「……聞くわ。もうここまで聞いちゃったし、ここまで聞いたらもう何を聞いても驚かないと思うしね」

「それで、俺がそこに乱入してそいつらの人型兵器を結構倒しちゃったから、そのプレゼンテーションが台無しになって……」

「何やってるの!?」

「まあいろいろあってな。乱入した経緯は今回の件とは関係無いから省くぞ。それでそこらのハンターに負けた人型兵器なんて防衛隊に配備される訳が無いから、八島重鉄と吉岡重工が都市を通して俺にハンターランク調整依頼を……」

　アキラの説明が続いていく。その話をシオリはどこか呆れたように、カナエは面白そうに聞いていた。レイナは比較的シオリよりで、トガミは比較的カナエよりだった。

　そのままレイナ達はアキラの話を最後まで、八島重鉄と吉岡重工が次のプレゼンテーションをアキラに邪魔されない為に、旧世界製の自動人形を探す名目でアキラをイイダ商業区画遺跡まで飛ばしたところまで聞き終えた。

　いろいろな意味で濃密な話を聞かされ続けたレイナは、感覚が麻ま痺ひしてもう驚くこともなく、最後の方は半ば呆れながら話を聞いていた。

　そこで既に知っていた話をアキラから再度聞いたことで、頭の中でその内容が整理されたユミナが、あることに気付く。

「あ、そういうことかー」

「えっ？　ユミナ。まだ話の続きがあるの？　もう十分驚いたんだけど」

「あんまり関係無いことなんだけど、スラム街の騒ぎの時、私とカツヤ達も倉庫の警備でそこにいたの。それで私は実力不足ってことで後方にいたんだけど、カツヤ達は前線に出て人型兵器を結構倒してるのよ」

「ちょっと……、アキラだけじゃなくて、ユミナ達も騒ぎに参加してたの？　それで？」

「その後にカツヤ達は遠征に出たんだけど、私は駄目だったの。ついていっても足を引っ張るだけだからって言われて、まあ私もそれで納得したんだけど、あの遠征、カツヤ達に対してのハンターランク調整依頼って面もあったのね。そりゃ私は同行できない訳だわ」

　ユミナはそう言って少し深めの溜め息を吐いた。それを見たアキラが何となく言う。

「……カツヤ達が倒してた機体ぐらいなら、今のユミナなら勝てると思うぞ」

　意外な者から予想外の擁護を入れられたユミナが、少し驚いた顔で聞き返す。

「そう？」

「ああ」

　アキラは普通に頷いた。アキラの普通の態度は、それがお世辞ではないという印象を与えていた。ユミナが無意識に少し嬉しそうに微笑む。

「……ありがと」

　一方、トガミは驚きを強くする。

「総合支援システムの支援って、そこまで凄いのか？」

　遺跡で見せた業わざ前まえに加えて、個人で人型兵器を倒せる強さ。総合支援システムの支援がユミナにそこまでの力を与えたことに、トガミもレイナも驚いていた。

　しかしアキラがそれを否定する。

「いや、確かに総合支援システムの支援も凄いけど、それがあれば誰でもって訳じゃない。そこはユミナの実力だ。今のユミナと比べれば、訓練前のユミナが大分足を引っ張っていたのは確かだしな」

　強さを求める二人の視線がユミナに集まった。

「あー、ハンターランク調整依頼の活動場所がクズスハラ街遺跡の奥部だった時に、アキラに頼んで２ヶ月ぐらい訓練をつけてもらったのよ」

「たった２ヶ月でそこまで強くなったのか？」

「どんな訓練だったの？」

　ユミナがレイナ達の気迫に押されながらその訓練内容を話していく。すると初めの内は強い興味を示していたレイナ達の表情が徐々に変わり始めた。

「……それでね、自分の体と強化服を別々に動かせるように頑張ったんだけど、まあ大変だったけど、総合支援システムの支援のおかげもあって、そこそこ早く、それなりに出来るようになったの。でもそうすると、今度は強化服の動きの速さに中身の体が追い付けなくて、体が強化服に常に叩き付けられる感じになってね……」

　聞いているだけで痛い話が続く。それを体験者がその時のことを思い出して顔を歪ませながら語っていることもあり、レイナとトガミの顔を痛そうに歪めていく。

「……事前に高い回復薬を大量に服用していたおかげで痛みは無いっていうか、痛覚だけは麻痺してる感じなんだけど、感覚だけはちゃんと残ってて、皮膚とか筋肉とかが、全体的にグチャッって感じになってるのが分かるのよ。骨もミシッとかボキッとかじゃなくて、グシャッて感じで……」

　余りの内容に、レイナ達は興味本位で聞いたことを少し後悔していた。

「……高い回復薬がそれをすぐに治して、治った途端にまた負傷して、治って負傷、治って負傷が訓練中ずっと続いてる感じで……、強化服を脱いだら自分の体が真面な形でちゃんと残ってるか不安になるぐらいで……」

　過酷な訓練の話が続く。超人に至る為の超人的な訓練。常識を超える力を得る為の常軌を逸した鍛錬。その一端の話が続く。

「……モンスターと遭遇したらその状態で戦って、索敵もして、警戒もして、アキラはバイクだけど私は走って……」

　レイナ達が何となくアキラを見る。アキラは目を逸らした。

「……まあ、そういう２ヶ月だったわ。毎日って訳じゃないし、間に休みも挟んだし、訓練はモンスター討伐優先の日だけだったけど、大変だったわ。レイナ。参考になった？」

「……い、一応」

「そう。それなら良かったわ。勧めないけどね」

　ユミナはそう言って苦笑いを浮かべた。笑い話に出来るほど、時間は経っていなかった。

　レイナも同じ訓練を進んで受けたいとは思わない。ユミナに苦笑いを返す。

　だがトガミは少し難しい顔をしていた。そして真面目な顔で尋ねる。

「アキラ。その訓練、俺にも出来ると思うか？」

「ん？　無理だろ」

「……、そうか」

　トガミがわずかに凹へこむ。アキラが普通に答えた分だけ、その返事には説得力があった。

　だがそこでアキラがトガミの勘違いと自分の言葉足らずに気付く。

「あ、違う。そうじゃない。トガミのやる気がどうこうって話じゃなくて、金の問題だ」

「金？」

「ああ。俺達がクズスハラ街遺跡の奥部で活動してた時は、消耗品は依頼元負担だったんだ。ユミナが言ってただろ？　高い回復薬を山ほど使ったって。トガミがそれを自己負担でやるのは……、多分無理だと思うぞ？」

「ちなみに幾らぐらい掛かったんだ？」

「１箱５００万オーラムで、それを……、あれ？　何箱ぐらいだ？　ユミナ。覚えてるか？」

「たくさん使ったとしか覚えてないわ。アキラはカツラギって人から10箱入りのやつを何度か買ってたみたいだけど、その合計よりは少ないでしょうね」

「そうすると……」

　そのまま何箱使ったか計算しようとしたアキラを、トガミが苦笑しながら止める。

「良いよ。数えなくて。俺には無理だってことは十分分かった」

　そして笑いながら溜め息を吐いた。

「金かー。強くならないと稼げないのに、強くなるのに金が要る。装備にも訓練にも金が掛かる。ハンター稼業も金次第か。ユミナ、ついてたな」

「まあ、否定はしないわ。でも、運も実力の内っていうでしょう？」

　そう冗談のように笑って返したユミナに、トガミも調子良く笑って返す。

「だな」

　聞いた者も話した者も、胸中に多少複雑な思いを抱いた者も、話を笑って終わらせた。そこでシオリが話を締め括る。

「皆様。夜も更けてまいりました。明日に備えてそろそろお休みになられた方が宜しいかと。夜間の見張りは私とカナエが行いますので御心配無く」

　アキラが頷いて立ち上がる。

「お願いします。適当な時間になったら起こしてください。交代します。それじゃあ、おやすみ」

　アキラに続いて、ユミナとトガミも似たようなことを告げてベッドに向かった。
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　トガミはベッドに横になりながら、ユミナの訓練について、そして自身の訓練について考えていた。

　以前にトガミはシカラベに３０００万オーラムで自身の訓練を依頼した。だが、それだけ貰ってトガミが訓練から逃げ出せば詐欺になりかねない、と言われてしまい、まずは１００万オーラム分だけ鍛えてやると告げられる。

　口だけではないのなら、逃げずに残りの金を受け取らせてみせろ。その挑発を、トガミは受けた。

　そしてシカラベはトガミに真面目に訓練をつけた。その分だけトガミは地獄を見た。

　過酷な訓練を気絶するまで続ける。気絶したらすぐに叩き起こされ、更に続行する。重度の疲労で短時間での覚醒が難しくなるまで、意志だけでは継続が不可能になるまで、ひたすらに続けていく。

　クガマヤマ都市周辺に棲息しているモンスターの情報を詳細に教え込まれる。棲息区域、行動、弱点などを、生物系機械系問わず暗記させられ、その上での効率的な撃破方法を思案させられる。

　明確に実力に見合っていない高難度の場所に同行し、死線手前の限界位置で強力なモンスターと交戦する。装備や実力から撃破など初めから無理なモンスターに必死に応戦する。

　情報収集機器等で記録した自身の戦闘記録を、ゴーグル型表示装置を使用して追体験しながら、同様のものを見ているシカラベから非常に細かく自分の行動の不備を指摘される。様々な視点から駄目出しを受け、その改善案を求められ、その内容に対しても駄目出しされる。

　実戦でも座学でも、並の者ならば間違いなく逃げ出す過酷な訓練が続く。いつでもやめて良い。シカラベはトガミにそう言い続ける。

　トガミはその誘惑に、有らん限りの意志を振り絞って、血反吐ちへどを吐きながら抗い続けた。

　その日々がしばらく続き、血反吐を吐くことが減り始めた頃、シカラベからレイナと組んで行動するように指示された。訝しみながらも指示通りに、以降はレイナと一緒にハンター稼業を続けていく。

　総合的な実力は大体同じ相手と行動を共にして、時に指示を出し、時に指示を受け、互いに相手への不備を指摘し合い、改善案を出し合って切せっ磋さ琢たく磨ましていく。相手の実力を鏡にして、自身の実力を確かめる日々が続く。

　既にシカラベに受け取らせた報酬の総額は２９００万オーラムになっている。３０００万オーラムまであとわずか。もう少しで、自分の実力をシカラベに認めさせられる。トガミはその思いで意気を高めていた。

　今日、アキラ達と会うまでは。

（アキラはともかく、ユミナまであの強さなんてな。しかもそれに気付けなかった。所詮カツヤの腰巾着だって無意識に軽んじてたのか。もう誰かを下らない先入観で侮ったりしない。そう決めておいて……、このザマか。しっかりしねえとな）

　シカラベによる過酷な訓練を乗り越えて、成長を実感し、強くなったと思い上がって気が緩んでいたかと思い、トガミは自らを戒めた。

　その上で、ユミナの訓練内容を改めて思い返す。自分にも出来るかと、アキラに聞いた理由の気付きと一緒に。

　そう尋ねてしまったのは、自分には無理だと思ってしまったから。そしてそれをアキラに取り消してほしかったから。トガミはそれを自覚した。

（シカラベから受けた訓練を凄えキツいと思ってたけど、ユミナの訓練に比べれば大したことはなかった訳か。大したもんだ）

　運も実力の内。そう言ったユミナの言葉を否定する気は無い。強くなる為には装備と訓練が必要だ。総合支援システムという装備と、アキラによる訓練という機会。それをユミナは幸運にも手に入れた。

　だがその訓練をユミナが乗り越えられたのは、運ではない。意志、忍耐、精神力、目的意識、或いは別の何か。それらを以て、あの常軌を逸した訓練に挫けなかったからだ。決して、幸運だったから、ではない。

　ユミナは運良く強くなったのではない。実力で強くなったのだ。

　今のトガミはユミナのことを、そう認めることが出来た。純粋に凄いと思い、ある種の敬意を抱くほどに。

（ああ、認めるよ。俺に同じ真似は無理だ。……今は、まだ、な）

　いずれは自分も出来るようになってやる。そう思い、トガミが決意を新たにする。

　これにより、妥協無く強くなろうとするトガミの更なる強さを求める日々は、シカラベに３０００万オーラムを受け取らせるという当面の目標を終えても、まだまだ続くことになった。
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　アキラ達がベッドに向かった後も、レイナは難しい表情でその場に残っていた。考えていることはユミナの訓練についてだ。

　アキラはその費用からトガミには無理だと判断していたが、自分ならば可能なのではないか。全く同じことは費用的に難しくとも、ある程度は再現できるのではないか。そう考える。

　ミハゾノ街遺跡での出来事の後から、シオリとカナエに頼んで訓練をつけてもらうことになった。その訓練はシオリから覚悟が必要だと念を押されただけあって過酷で、何度も血反吐を吐くことになった。

　だがそれだけに強くなれた。もっと早くこうしておけば良かったと後悔するほどに、格段に強くなれた。

　装備も変更した。未熟な実力しかない自分には、余りに高性能な装備は相応しくない。以前はその考えである種の見み栄えを張り、外聞を気にして、悪い意味で実力に見合った低性能の装備を敢えて使用していたが、今はそのような考えは無い。シオリに出来る限り高性能な物を用意してもらった。

　装備と訓練。その両方を向上させて、自分は飛躍的に強くなった。トガミと再会し、格段に上がった相手の実力に驚きながらも、そのトガミと組んでも遜色無く戦えたことで、自分の実力を実感できた。

　自分は頑張ったのだ。だからこれほど強くなれたのだ。そう思っていた。

　今日、アキラ達と会うまでは。

（確かにシオリ達の訓練はドランカムのやつより凄く大変だったけど、ユミナのあの訓練に比べれば、あの程度、遊んでたようなものだったのかもしれないわね……。私はまだシオリ達から子供扱いされてるのかしら……）

　そうと決まった訳ではない。ただの考え過ぎの可能性も十分にある。レイナもそれぐらいは分かっていた。

　だが遺跡で見たユミナの実力と、ユミナをそこまで強くした根拠として十分な内容だと自分でも思う訓練の話は、やはり自分はまだ子供扱いされているのかもしれないと思ってしまうぐらいには、レイナに強い影響を与えていた。

　そこでカナエに声を掛けられる。

「お嬢。一応言っておくっすけど、あの訓練の話は参考にしちゃ駄目なやつっすからね」

　またからかってきたのかと思い、レイナが少し険しい表情でカナエを見る。だがいつものからかうような笑顔ではなく、真面目な顔をしているカナエの態度に、レイナは思わずたじろいだ。

「……えっと、何で参考にしちゃ駄目なの？　実際にユミナはあの訓練で、短期間で凄く強くなったみたいだけど……」

「確かにそういう意味では効率的な訓練だったかもしれないっす。でもあれは生存を度外視した上での効率の良さっす。今日その訓練で死んだとしても、明日までに強くなれなければどうせ死ぬから、死んだら死んだで構わない。そういう訓練っす。だからお嬢は参考にしちゃ駄目っす」

　カナエが真面目に語っていく。普段とは雰囲気が全く違うこともあり、その話には十分な説得力を感じさせるものがあった。レイナも黙って話を聞く。

「強くなるのに近道は無い、なんて言うやつもいるっすけど、あれは噓っす。近道は幾らでもあるっす。それは装備だったり訓練だったりいろいろっすけど、強くなる為にそういう道をちゃんと探すのは良いことっす。その辺の模索もせずに適当にやって強くなれるのなら、世の中は達人だらけっす」

　そこでカナエがレイナに言い聞かせるように少し口調を強める。

「でも、お嬢は安全な近道を通らないと駄目っすよ。あの訓練は、崖の向こう側に行く為に遠回りするのが嫌だからって、死線って名前のロープを張って駆け足で綱渡りやってるようなものっす。普通は落ちて死ぬだけっす。効率もクソも無いっすよ」

　レイナもその話に同意はできた。しかしだからこそ不思議にも思う。

「……それなら、どうしてアキラはユミナにそんな訓練をつけたの？　普通は死ぬんでしょう？」

「その辺はアキラ少年の感性の所為だと思うっす。多分アキラ少年は死線を何度も潜ったことで、その境界を見極める技術に秀でてるんすよ。だから死線の上で綱渡りをしても、そう簡単には落ちたりしないんだと思うっす」

「でも訓練をしたのはユミナでしょう？」

「その上で、何となくっすけど、アキラ少年には自分の実力を軽んじる癖があるように見えるっす。だから、自分に出来るなら他のやつにも出来るとか思ってるんじゃないっすかね？」

「あー、なるほど……」

　言われてみればそうかもしれない。レイナもそう思って納得した。

「運も実力の内。彼女は冗談っぽくそう言ってたっすけど、あれはその通りっす。彼女は運良く死なずに済んだだけっす。お嬢は命懸けの運試しなんてしちゃ駄目っすよ」

　厳密には、ユミナが死なずに済んだのは単純な運ではない。アルファがアキラに頼まれて、擬似的な死線を本当の死線にしないように、かつ本物に限りなく近付けるように、ギリギリの調整を続けていたからだ。そしてその訓練環境を運良く手に入れられたという点では、ユミナは確かに幸運だった。

　そこでカナエがいつものように調子良く笑う。

「まあ、さっきの喩え話なら、お嬢は崖の向こう側に行く為に遠回りをしてるっすけど、徒歩じゃなくて車で進んでるっす。私と姐さんの訓練を受けてるっすからね。安全運転過ぎてスピードが遅いって文句は姐さんに言ってくださいっす。その車を運転してるのは姐さんっすからね」

　レイナがシオリを見る。シオリは鋭い目をカナエに浴びせた。だがカナエは気にせずに笑っている。シオリは小さな溜め息を吐いてから、レイナに真面目な顔を向けた。

「お嬢様の身を案じていることは否定致しません。ですが、不要な危険を冒すことの無い範囲で、出来る限りのことはしております。カナエ。下らないことを言うと叩たたっ切きるわよ？」

「へーいっす」

　いつも通りの調子の良いカナエの態度に、シオリはまた溜め息を吐いた。

　その遣り取りを見てレイナが笑う。シオリ達からまだ子供扱いされていると思ったのは杞き憂ゆうだった。そう思って意気を取り戻す。

「分かったわ。シオリ。カナエ。これからもその調子で訓練をつけてちょうだい」

「畏まりました」

「了解っす」

「それじゃあ私もそろそろ寝るわ。私も見張りを交代するから、適当な時間で起こして。おやすみ」

「おやすみなさいませ」

「おやすみっす」

　レイナは二人の従者に見送られてベッドに向かった。柔らかなベッドに入り、目を閉じる。もっと強くなる為にこれからも頑張ろうと思いながら、心地好く眠りに就いた。
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　シオリ達が見張りの為に車外に出る。そこでの会話が車内に届くことはない。

「カナエ。アキラ様が言っていた自動人形の情報源の話、どう思う？」

「分からないっす。アキラ少年をイイダ商業区画遺跡に送る為の虚偽情報かもしれないし、八島重鉄と吉岡重工がこっちと同じ情報を摑んだだけかもしれないっす。アキラ少年の話だけじゃ判断はつかないっすよ」

「……、そうね」

「それに旧世界製の自動人形が本当に見付かったとしても、それがリオンズテイル社の物とは限らないっす。その辺を今考えても仕方無いんじゃないっすか？」

「……、そうね」

「ぶっちゃけどうなんすか？　姐さんとしては見付かってほしいんすか？」

「…………分からないわ」

「そうっすか。まあ、好きにすれば良いと思うっすよ」

　自分達は状況に応じて対応するだけ。その当たり前のことを確認して、シオリはカナエと一緒に時間まで見張りを続けた。








第[image: ]話　総合支援システムの欠点






　シオリが手配したキャンピングトレーラーで一夜を明かしたアキラ達は、翌日再びイイダ商業区画遺跡に向かった。今日も遺物収集だ。

　旧世界製の自動人形を探す時は、途中で他の遺物を見付けてもその位置を記録するだけに留めて、遺物を集めずに遺跡探索に専念する。自動人形を発見できればそれで良し。調査対象にしたドームを幾つか調べても見付からなければ、探索時に見付けた遺物を後で収集する。当面はその流れで動くことになっていた。

　調査済みのドームは２棟。取り敢えずその２棟での遺物収集を済ませて、次のドームから自動人形探しを本格的に始める予定だ。

　昨日はレイナとトガミ、アキラとユミナが順に前衛をしたこともあり、今日はまずはシオリとカナエの前衛で遺跡の中を進んでいく。そして幅のある長い廊下のような場所で、先日も戦った獣の群れと遭遇した。

　獣達は大型で、巨大化というよりは肥大化という表現が適した過剰に発達した筋肉を纏っている。視線に貪欲な食欲を乗せて、廊下の先からアキラ達を見ていた。

　カナエが楽しげに笑う。

「お、早速出番っすね。じゃあ、片付けてくるっす」

　敵は強力なモンスターの群れだ。普通の者であれば相手が離れた位置にいる間に銃撃して撃破する。それ以外の方法など危険過ぎて選ばない。

　弾切れならば逃げる。逃げ切れず、近接装備での接近戦を強いられる状況であっても、群れ全体を相手にしなくて済む地形を選ぶぐらいはする。

　だがカナエは自分からそのモンスターの群れの中へ飛び込むように勢い良く駆け出した。

　獣の群れも申し合わせたようにカナエに向けて突撃する。両者の距離は一気に縮まり、衝突した。

　群れの先頭のモンスターの頭部に、カナエの右拳が突き刺さる。その時点で獣の頭は中に頭蓋骨が入っているとは思えないほどに変形していたが、勢い良く突進していた巨体の慣性により自身の胴体に後ろから押され、カナエの拳と自身の胴体に挟まれて弾はじけ飛んだ。

　頭部を失った大型の獣が突進の慣性と拳の衝撃で宙を飛ぶ。そして周囲に血を撒き散らしながら、床に派手に叩き付けられた。

　それでも他の獣達はたじろぎなどしない。カナエに次々に襲い掛かる。

　だがことごとく一方的に返り討ちに遭った。大口を開けて飛び掛かっても、前足を勢い良く振るっても、掠かすりすらせずに躱される。

　更に合わせて拳を叩き込まれ、蹴りを打ち込まれる。喰らった場所が頭であれば最低でも原形を失い、脚ならば千切れ、胴体ならば大穴が開く。脆い個体であれば弾け飛ぶ。

　銃が幾らでもある東部で、モンスター相手にわざわざ格闘戦を挑むある種の狂人、逸脱者の姿がそこにあった。

　そのカナエの戦い振りに、トガミが思わず感想を零す。

「やっぱ凄えな」

　トガミもカナエが強いことは知っていた。だがこの類いの強さを改めて見せ付けられると、ある種の憧れすら覚えた。強化服を着ているとはいえ銃も使わずにモンスターと戦い、しかも殴り飛ばせる強さというものには、強さを求める者を惹ひき付つける何かがあった。

　それを聞いたレイナが笑って軽口を叩く。

「まあ、普段は私達の後ろから茶々を入れるぐらいしかしてないんだもの。あれぐらいはやってもらわないとね」

　レイナも別にカナエが本当に何もしていないとは思っていない。自分の護衛として万一の事態に備えているのは知っている。

　そもそも近接戦闘に特化したカナエの出番になるような状況は、銃で戦うレイナとトガミが何か致命的な失敗をして追い詰められた後になる。カナエの出番など無い方が良いのだ。

　それを分かった上でそういう軽口を言えるぐらいには、既にレイナは昨日の出来事の衝撃を乗り越えていた。

　トガミもそれを察して笑う。

「そうだな。まあでも俺達には銃があるんだ。今後もカナエさんの出番は出さないようにしておこう」

「勿論よ」

　レイナ達がそう軽く話している間に、カナエはモンスターの群れを倒し終えようとしていた。高く大きく上げた脚を、最後の一体の頭に向けて振り下ろす。その足は相手の頭部を粉砕し、胴体部も半ば両断するように斬り裂き、そのまま床まで到達した。派手に損壊したモンスターの体が崩れ落ちる。大量に流れ出る血が床の緑を紅く染め、その下の土に吸い込まれていった。

　カナエがその場で鋭く一回転する。肉片交じりの返り血が、汚れの付き難い材質の服と武装から遠心力で吹き飛ばされる。これで拭き取る手間は無くなった。

　久しぶりに暴れることが出来たカナエが、機嫌を良くしてアキラ達の下へ戻る。

「アキラ少年。どうだったっすか？」

「どうだったって言われてもな。ちゃんと倒せたし、問題無いんじゃないか？」

「いやいや、そうじゃなくて、もっとこう感想があるんじゃないっすか？」

　強力なモンスターの群れを格闘戦で撃破したカナエの姿は、確かにそこらのハンターであれば驚嘆するものであり、十分な感想を得られる内容だ。

　しかしアキラはミハゾノ街遺跡で、旧世界製の強化服を着たモニカに嬉々として挑むカナエの姿を見ている。それに比べれば数段劣る光景を見ても、今更驚かない。

　その上で感想を要求されたアキラが、一応それを捻ひねり出だす。

「感想……、銃を使えば楽なのに、わざわざ殴りに行って面倒じゃないか？」

　それを聞いたカナエは溜め息を吐くと、分かっていないと言わんばかりに首を横に振った。

「つまんない感想っすねー」

「面白い感想なんて俺に求められても困る。他を当たってくれ」

　カナエがトガミとレイナを見る。

「俺も銃派だ」

「私もよ」

　普段カナエからからかわれていることもあり、トガミ達は笑顔でアキラの側に立った。カナエは再び大おお袈げ裟さに、分かっていないと示すように首を横に振った。

　遺跡の中を更に進み、吹き抜け構造の場所に来たところで、またモンスターと遭遇する。その気配を察したシオリはアキラ達に少し下がるように告げた。指示された位置までアキラ達が下がる。その数秒後、上階の通路から巨大な獣が出現し、階下のシオリへ向けて跳躍、勢い良く襲い掛かる。

　落ち着いて刀を抜いたシオリが、獣の下を潜るように踏み込んでその攻撃を躱す。同時に、刀を振り払う。長く鋭利な刃が獣の頭と胴体を一瞬で駆け抜け、その巨体を両断した。

　着地前に左右に分かれた獣が床に激突する。そのまま派手に転がり、切断面から大量の血をまき散らしてようやく停止した。

　シオリが刀を振って血を払い、鞘さやに戻す。取るに足らないことを済ませたような、落ち着いた動作だった。

　その一連の達人技を間近で見たアキラが感想を零す。

「おー、凄いな」

「ありがとう御座います」

　自身へ投げられた称賛の言葉に品良く礼を言うシオリの隣で、カナエがあからさまに不満を示す。

「えー！　アキラ少年！　私の時はああだったのに、姐さんの時はそれっすか!?　おかしくないっすか!?」

「えっ？　凄かったじゃないか」

「そういう話じゃないっす！　アキラ少年も銃派だったんじゃないっすか!?」

「そうだけど、あそこまで近かったらブレードでも良いだろう。ちゃんと倒せたんだし」

「いや、納得いかないっす！　不公平っす！　姐さんだけ贔屓してるっす！」

「知るか！」

　幼稚な言い争いを続けようとする同僚に、シオリは呆れたように溜め息を吐いた。

「カナエ。行きますよ」

「へーいっす」

　からかい半分だったこともあり、カナエはあっさり態度を改めてシオリと一緒に先に進んだ。レイナとトガミが苦笑しながらその後に続く。

　そこでユミナがふと思う。

「ねえアキラ。私にはカナエさんの格闘技術もシオリさんの剣技も、どっちもとても凄く感じたんだけど、アキラにとっては何かそんなに凄さに違いがあったの？」

「何でシオリの剣技の方だけあんなに凄く感じたのか……か。うーん……」

　それは感覚的な話なのでアキラ自身にもよく分かっていなかった。だがユミナに聞かれたので、その理由を考える。

「……カナエの方は、俺でも出来そうだったから、かな？」

「ふーん。そういうものか。まあアキラは人型兵器に格闘戦を挑むぐらいだしね」

　アキラが言う、俺でも出来る、はアルファのサポート無しでも可能という意味だ。しかしユミナもそこまでは分からない。アキラならばカナエの格闘術もシオリの剣技も可能に思えた。それでも得意不得意はあるのだろうと思い、ユミナはそれで納得した。
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　イイダ商業区画遺跡内に繁殖する植物は通路や扉などに留まらず、店の陳列棚に並ぶ商品などもしっかり覆っている。よって遺物を見付けてもそのまま持ち帰ることは出来ず、非常に頑丈な植物の除去という、とても面倒臭いことから始めなければならない。これもイイダ商業区画遺跡がハンター達から人気が無い理由の一つだ。

　だがアキラ達はその植物をあっさり切ることが出来る。遺物収集に支障は無かった。

　アキラが棚の植物を切り開き、中から遺物を取り出してユミナに渡す。それを受け取ったユミナが総合支援システムの機能を使って鑑定し、問題無ければリュックサックに詰めていく。基本的には手当たり次第に持ち帰るが、それでもこの場で軽く調べただけで安値と分かる物までは持ち帰らない。

　トガミもレイナと組んで似たようなことをしている。シオリとカナエは一応周囲を警戒していた。

　作業を続けるアキラが筒状の遺物をユミナに渡す。するとユミナがわずかに固まった。

「ユミナ。どうした？」

「……えっ？　あ、何でもないわ」

「そうか。ちなみに、それ、何だったんだ？」

　筒状の遺物はしっかり包装されており、普通に見ても中身は全く分からない。しかし拡張現実機能を通すと、中身が商品カタログのように浮かび上がる仕組みになっていた。

　ただしアキラにはそれが見えない。アキラの装備に拡張現実機能は無く、ユミナからの拡張現実情報の中継も切り、アルファにも表示を頼んでいないからだ。

　遺跡の拡張現実情報送信機能により表示される看板などは、遺跡内を探索する時には便利だ。しかしそこら中に表示されている所為でモンスターの姿まで隠してしまい、戦闘時には邪魔になる。どちらかといえば戦闘要員であるアキラは非表示にしていた。

　そしてどちらかといえば情報収集役のユミナには、今は鑑定役をしていることもあって、拡張表示されている遺物の中身がはっきりと見えていた。

「えーっと……、服よ」

　アキラは納得したようにわずかに頷いて作業に戻った。旧世界製の服の中には現代のファッションセンスからは著しく逸脱した物もある。変なデザインの服でも見て、ちょっと驚いたのだろう。アキラはそう思っていた。

　ユミナが軽く息を吐く。そして総合支援システムの鑑定がそれなりの価格を出したのでリュックサックに詰めた。

　トガミが何となく似たようなことをレイナに聞く。

「レイナ。こっちにはどんな遺物があったんだ？」

「……いろいろよ。アクセサリーとか、器具とか、玩具とか」

「ふーん。高く売れそうか？」

「……分からないわ。詳しくないし」

　何となく聞いただけだったこともあり、トガミも詳しくは聞かずに作業に戻った。

　ユミナとレイナが互いを見る。そして何も言わずに視線を戻した。無言ではあったが、お互いに余計なことは言わないでおこう、という意思疎通だけは完璧に成功していた。

　ユミナが下手に照れないように表情を引き締める。

（ここってそういうお店だったのかしらね……。拡張現実にそれっぽい案内板とかは無かったから気付かなかったわ。全く、なんでそこだけ壊れてるのよ）

　レイナが余計な照れを消そうと自身に言い聞かせる。

（何であろうと遺物は遺物。売れれば良いのよ。ハンターがそんなことをいちいち気にしてたら、稼げるものも稼げないわ。それがどうしたって態度が正解よ）

　ユミナもレイナも、いろいろ考えて平常心を保っていた。

　拡張現実機能を通して遺物を見ると表示される商品カタログは、旧世界製ということもあって非常に高性能だ。服やアクセサリーの類いであれば、その商品を手に取った者が、それを着用した姿まで表示するものもある。道具の類いならば使用例も出る。

　アキラとトガミは何も知らずに遺物を渡している。ユミナとレイナは、拡張現実のカタログ上の人物がアキラ達や自分達になっている映像を見て、恥ずかしがったり吹き出したりしないように頑張っている。シオリは反応してはならないと平静を保っている。カナエは笑いを嚙かみ殺ころしていた。
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　アキラ達は遺跡とキャンピングトレーラーの間を何往復もして本日の遺物収集を終えた。遺物の枯渇ではない理由で不人気な遺跡ということもあり、なかなかの質と量の遺物が手に入った。

　換金後の大金を想像して、トガミは機嫌良くその金の使い道を考えていた。車内で皆と雑談しながら案の一つを口にする。

「ユミナ。その総合支援強化服って、支援システム込みで幾らぐらいするんだ？」

「買いたいぐらいに興味があるの？」

「ああ。ユミナがそこまで強くなれるんだ。詳しく知りたいぐらいにはな」

「そういうことなら、ちょっと待ってね。……はい。送ったわ」

　ユミナはトガミの情報端末に総合支援システムの資料を送った。トガミがその商品カタログのような資料を軽く見て、少し難しい顔で唸る。

「うーん。強化服だけでも最低価格が１億オーラムか。加えてシステム料が月々掛かる……。高いな」

「アキラに売る用の内容だからね。それぐらい軽く払えるハンター向けよ」

「アキラ。お前の装備って幾らぐらいなんだ？」

「６億オーラムぐらいだ」

　道理で高い訳だと思い、トガミは納得した。

「……俺が個人的に買うのは無理だな。ドランカムで買ってもらって、それを借りるって形に出来ねえかな……」

「こんなことを言うのも何だけど、ドランカムで総合支援システムの導入を進めてるのは事務派閥だから、トガミに貸し出してくれるかどうかは微妙だと思うわ。私が開発機の運用テストに参加してるのも、私が一応事務派閥側だからだしね」

「あー、そういうことか」

　トガミが納得したように少し項垂れて溜め息を吐く。以前にミズハの誘いを断ったことを後悔はしていないが、これも組織の派閥争いの所為だと思うと、ままならないものを感じた。

　レイナ達も同じ資料を見せてもらう。レイナはトガミと比べて金銭面での制約が著しく低いこともあり、便利そうだという考えを強くした。そして金さえあれば総合支援強化服が欲しいというトガミの様子を見て、その金銭の管理をしているシオリに尋ねる。

「シオリはどう思う？　総合支援システムってありだと思う？」

「……お嬢様が使用するということであれば、個人的にはお勧め致しません」

「そうなの？　何か凄く強そうだし便利そうに思えるんだけど」

　意外そうな顔を浮かべたレイナに、シオリが少し真面目な表情でその理由を説明していく。

「戦闘面で高性能であること。他の方面でも有用であること。その点に関しましては否定致しません。しかしながらその支援が行動計画の立案にまで及び、かつ意志決定を左右するほど有用となると、残念ですが今のお嬢様にはお勧めできません」

　索敵の補助や照準補正などであれば、どこまで高性能でも便利な道具で済む。しかし総合支援システムはハンター稼業全体を高度に支援する。

　遺物収集においても、使用者の実力に適した遺跡を紹介し、見付けた遺物の参考買取価格を教え、必要であれば運び屋などの手配を代行し、頼まれれば買取先との交渉まで機領に委託して実施する。ハンター稼業を総合的に支援するのだ。非常に便利ではある。

　しかし便利であればあるほど、それを便利なだけの道具として単純に扱う技量が無ければ、その道具への依存が進む。度が過ぎれば、最終的には総合支援システムからの勧めという指示に完全に従って行動するようになる。

　シオリはそうレイナに説明した上で、一番の理由を語る。

「道具は使うものであり、使われるものでは御座いません。私はお嬢様に仕えております。自らの主を使われる者にさせかねないものは、お勧めできません」

　随分厳しいことを言われたように感じて、レイナは少したじろいでいた。

「そ、そう……。えっと、カナエはどう思う？」

「何について聞いているかで返事が変わるっすけど、お嬢に総合支援システムを使わせるのはどうなんだってことなら、姐さんと同意見っすね」

　カナエはいつものように軽い調子でからかうように言っていた。だがからかう為に言っているのではないことはレイナにも分かった。二人の従者から駄目出しを受けて、レイナが少し凹む。

「私って……、その便利な道具を使ったら、そんなに頼り切りになっちゃいそうに見える？」

「絶対大丈夫とは言い切れないってことっすよ。今回のイイダ商業区画遺跡の件にしても、お嬢が姐さんから許可を取ろうとしている時点で駄目っす」

「どういう意味？」

「お嬢は許可を取る側じゃなくて、許可を出す側っす。本来許可を取るのは姐さんの方っす。主が従者に相談しても、意見を求めても、同意を求めても、頼っても甘えても良いっすけど、許可まで取ってどうするんすか」

　カナエが珍しく、レイナを窘めるように言う。

「仮にこの遺跡探索がお嬢にとって無謀だったとしても、私も姐さんも、お嬢がやると言うならやるっす。勿論、やめておけって説得はするっす。姐さんがお嬢を庇って死んで、私がお嬢を抱えて逃げる羽目になるだけだからやめておけ。そう忠告まではするっす。でもその上で、本当にやめるのかどうか決めるのは、お嬢がすることっすよ」

　レイナが思わずシオリを見る。シオリはいつもの落ち着いた表情を浮かべていた。

「お嬢様はまだ訓練の途中で御座います。そこまでの決断を強いるつもりは御座いません。ですが、それが総合支援システムの支援という名の勧めであれ、お嬢様が本来自身でやるべき決断を他の何かに委ねてしまう恐れのある機会を増やすつもりも御座いません。全て訓練です。決断の責任を背負う覚悟を、十分に訓練してください」

　レイナはシオリ達の言葉を少しの間だけ嚙かみ締しめた後、改めて覚悟を決めたように笑った。

「……まだまだ自分では何も決められない子供扱いをされてた訳ね。分かったわ。シオリ。カナエ。その辺もしっかり鍛えるから、もうちょっと待っててちょうだい」

「畏まりました」

「へーいっす」

　シオリは嬉しそうに微笑んで頭を下げる。カナエはいつものように笑っていた。

　そこでレイナはこのシオリ達との遣り取りをアキラ達に見られていたことにようやく気付いた。少し気恥ずかしく思い、ごまかすように話し出す。

「……まあ、そもそも、自動人形が見付からないと総合支援システムを買うお金は無いんだし、いろいろ考えるのは後で良いわよね！　明日から本格的に自動人形探しよ！　頑張りましょう！」

「そうだな。明日の為に早めに休むか。お先に」

　笑ってそう言ったトガミに続いて、アキラとユミナもベッドに向かった。レイナもそれに続く。

「……じゃあ、私も寝るから」

「おやすみなさいませ」

「おやすみっす」

　少なくともカナエの顔は想像できるので、レイナはシオリ達に今の自分の顔を見せないようにしてベッドに向かった。

　二人の従者はレイナの想像通りの表情を浮かべていた。
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　イイダ商業区画遺跡に来て３日目。アキラ達による旧世界製の自動人形探しが本格的に始まった。

　今までより大きなドームの中を探索する。広い分だけモンスターも多く、狭い場所では見られない大型種も数多くいたが、今日からは正式に６人掛かりでの遺跡探索だ。問題無く蹴散らしていく。

　調査の指揮はユミナとレイナが執っている。二人には遺跡の拡張現実情報送信機能に対応した装備があり、更にユミナには総合支援システムの支援もあるからだ。

「ユミナ。それっぽい看板がある所はもう結構見て回ったけど、それが終わったらどうする？」

「関係者以外立入禁止の標識を探して、その先に倉庫があることを期待するのはどう？」

「店舗跡に無ければ倉庫ってことね。分かったわ」

　そう今後の方針を決めたところで、レイナがあることを思い付く。

「ユミナの総合支援システムって、遺跡探索や遺物収集の支援もしてくれるんでしょう？　自動人形がありそうな場所を探したり出来ない？」

「……機能としては出来るかもしれないけど、今は出来ないわ。総合支援システムでそれを調べたら、私達がここで自動人形を探してるってことが、機領とドランカムに伝わりかねないからね」

　ユミナは都市から依頼を受けた者として守秘義務があり、ドランカムを介して機領の総合支援強化服の運用テストに参加している者として、各種報告の義務がある。

　だがその上で旧世界製自動人形のことは、流石に外部に漏らせない情報だと判断した、守秘義務を優先してドランカムにも機領にも報告していない。

　しかし総合支援システムの機能を使用して自動人形を探せば、機領の開発チームにその情報がデータとして流れてしまう。

　よって今の自分は、かなり細かい要求にも漠然とした要望にも応える総合支援システムに対して、曖昧な指示しか出せない。高価な遺物がありそうな場所を探せ、は良いが、自動人形がありそうな場所を探せ、は駄目だ。ユミナはそう考えていた。

　しかしそこでふと思う。

「……あ、レイナ。自動人形のことってドランカムに報告した？　それなら私だけ今更隠してもってことになるんだけど」

「えっと……」

　レイナの視線を受けて、シオリが代わりに答える。

「自動人形の情報はドランカムに伝えておりません。この情報はこちらで独自に手に入れたもの。ドランカムへの報告の義務は無いと判断しております」

　ユミナが頷く。

「分かりました。じゃあこのまま地道に探すしかないわね」

　その遣り取りを聞いていたトガミは少し難しい表情を浮かべた。

「……ああ、総合支援システムを使うと、仮に未発見の遺跡を見付けても、そこの遺物を独り占め、なんてことは出来なくなるのか」

　未発見の遺跡を見付けて一いっ攫かく千せん金きん。それはハンターの夢の一つだ。総合支援システムの利便性と引き替えにその夢が消えてしまうとなると、トガミもハンターとして複雑な思いを覚えた。

「その辺りは機領との契約内容次第になるでしょう」

　シオリがそう続けたことで、トガミは表情に期待を出した。そのままシオリの説明を聞く。

　総合支援システムの遺跡探索支援は、恐らく多くの利用者から収集したデータを基にした集合知により、その精度を上げる仕組みとなっている。よってデータの提供も契約の基本内容に含まれると考えられる。

　しかしトガミと同じ不満を覚える者も確実に出る。未発見の遺跡の場所など、非常に貴重かつその拡散がデータ提供者に著しい不利益が発生する情報は、システム全体へのデータ反映を一定期間遅らせるような仕組みも可能だと思われる。

　それでも機領側には情報が伝わるが、そこは守秘義務の範はん疇ちゅうだ。数億オーラムもする装備品を平然と買うハンター達の信頼を得る為にも、機領側もその手の情報の扱いには注意する。

　よって総合支援システムを使用しても、未発見の遺跡を見付けて一攫千金、というハンターの夢は契約内容次第で保たれる。シオリはそう説明した。

　トガミも納得して表情を和らげる。

「そういうことなら大丈夫そうだな。……やっぱりドランカムからの貸出で何とかならないかな」

　当面は事務派閥側の者に優先して貸し出されるとしても、いずれは何とかならないか。トガミはそう期待した。しかしそこにシオリが更に続ける。

「トガミ様。残念ですが総合支援システムをドランカムから借りる場合は、その手の情報の陰蔽は不可能かと」

　総合支援システムをドランカムから借りる場合、機領側の守秘義務は又貸しされているトガミではなく、直接の借り主であるドランカムに対して働く。よって他の組織に情報が流れることは無いだろうが、ドランカム内では共有されることになる。

　そもそも恐らくドランカムからの貸出時に、その手の情報を全て提供することに同意させられる。一攫千金を夢見て未発見の遺跡探しをする場合は、ドランカムを介さずに自分で総合支援システムを借りる必要がある。シオリはそう補足した。

　トガミはその補足にも納得した。思わず小さく溜め息を吐く。

「ドランカムから借りるのは駄目か……。かといって個人で買うのは高過ぎるし、そもそも自分で買うには高過ぎる装備をドランカムから借りられないのなら、ドランカムに所属してる意味が薄れるんだよな……。シカラベがぼやく訳だ」

　トガミは古参側に近い立場となったことで、古参の悩みに改めて理解を示していた。

「まあ組織で運用するならそっちの方が良いってのも分かるんだけどさ。それに、ガキで金も職もねえからハンターになっただけのやつも多いんだ。安全に戦えてそれなりに稼げるのなら、多少は上の言い成りでも、まあ良いか、って考えのやつもいる。事務派閥の考えも、分からないではないんだよな」

　そして若手側でもあるトガミは、他の若手達とその上にいる事務派閥の考えにも、一定の理解を示していた。

　そもそもトガミの装備はドランカムからの貸出品であり、徒党に所属して得た恩恵だ。その貸出品の調達と管理を事務派閥がしていることを考えれば、事務派閥の指針を一概に否定は出来なかった。

　シオリも事務派閥が目指すハンターの管理方法そのものは否定はしない。

「総合支援システムの導入は、ドランカム全体の効率を向上させ、その末端となる所属ハンターの安全と武力にも寄与します。組織としては正しいのでしょう。あとは主導権を事務派閥に握られることを、どこまで許容できるかですね。単なる雇われの身であれば問題ありませんが、皆様はハンターですから」

　許容の程度の判断は各自で好きにすれば良い。しかしレイナがその末端に、従う側に、雇われの身になるのは駄目だ。シオリの基準はそこにあった。

「そうなんですよねー」

　荒野で命賭けで戦っているからこそ、その命の使い方は自分で自由に決めたい。幾ら強くなれるとはいえ、それを他人に握られるなど御免だ。その考えはトガミにも分かる。だが自由な弱者として荒野で朽ち果てることを肯定するのかと言われれば、それも違うと考える。

　そこに答えを出せないまま、トガミが何となくアキラに尋ねる。

「なあアキラ。お前は総合支援強化服が欲しいか？　自動人形を発見して大金を手に入れたら、その金で支援システムと一緒に買いたいと思うか？」

「えっと……」

　アキラは無意識にユミナに視線を向けていた。ユミナが苦笑する。

「別に何を言っても、アキラが総合支援システムを買うって言った！　言質取った！　なんて言わないし、都合の悪いことは聞き流すから正直に言って良いわよ？」

「そ、そうか。じゃあ正直に言うと、要らないかな」

　既に自分にはアルファのサポートがある。加えて機領の守秘義務も、未発見の遺跡ならばともかく、流石にツバキの管理区画などのことまで黙ってもらえるとは思えない。アキラとしては不要に思えた。

　それを聞いたアルファが嬉しそうに笑う。

『そうよね。アキラには私がいるんだもの。総合支援システムの支援なんて要らないわよね』

『まあな』

　ユミナも調子良く笑う。

「まあアキラならそう言うと思ってたわ」

「えっ？　そうなのか？」

「ええ。アキラにも今まで何度かカタログを見せたけど、買いたいって感じの様子は一度も見せてなかったからね」

「そ、そうか」

　そこまでちゃんと見られていたのかと思い、アキラはそれだけを答えた。

「それに総合支援システムの支援が幾ら凄いっていっても、アキラの支援が出来るほど高性能じゃないわ。だって総合支援システムを使ってる私より、使ってないアキラの方が強いのよ？　アキラが下手に支援を受けたら、むしろ邪魔になるんじゃない？」

　トガミは納得したように頷いている。

「それでも遺物の鑑定とかなら役に立つとは思うけど、その為だけに大型車にシステム用の機材まで載せて運用するなんて、多分アキラは面倒臭いと思うのよ。でしょ？」

「ああ」

「そういう訳で、私はアキラに総合支援強化服を買わせるのは、初めから無理だって思ってたの」

「そうだったのか……」

　何となく悪いことをしたような気分になったアキラに、ユミナがそこに付け込むように微笑む。

「まあアキラに総合支援強化服を売り付けるのは無理でも、高性能な強化服にはアキラも興味あるでしょう？　アキラが機領製の強化服を買ってくれると私も立場的に助かるわ。次の強化服を買う時に検討してちょうだい」

「ああ」

「そう。言質取ったわよ」

「ああ……、えっ？」

　アキラが思わずユミナを見る。ユミナは楽しそうに笑っていた。

「……ユミナ。何を言っても、言質取った、なんて言わないんじゃなかったのか？」

「言ったわ。総合支援システムに関してはね。普通の強化服は別よ？」

　しまった、という顔で慌てるアキラを見て、ユミナが小さく吹き出すように笑う。

「冗談よ。そんな真似はしないわ」

「脅かすなよ……」

「ごめんなさい。でも気を付けた方が良いわよ？　口約束だって、約束は約束なんだからね」

　笑いながらもそう言って窘めるユミナに、アキラが敢えて口調を強めて答える。

「ああ、そうだな。気を付けるよ」

　そこでカナエがからかうように口を出す。

「仲が良いっすねー」

「そうか？」

「そう？」

　アキラとユミナは動じずにそう答えた。それでカナエがからかう先をレイナ達に変更する。

「お嬢。トガミ少年。これっすよ。お嬢達はこういう返答が出来ないから駄目なんすよ」

「うるさいわ」

「うるせえ」

　余裕で受け流すことが出来ず、気恥ずかしさをごまかすような態度しか取れなかったレイナ達の姿を見て、カナエが楽しそうに笑い、シオリが溜め息を吐く。

　アルファは、アキラを黙って見ていた。




　その後もアキラ達は一日中遺跡探索を続けた。しかし自動人形が見付かることはなかった。
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　クガマビル上層階で定期的に開かれる立食会。都市の富裕層が集う親睦と画策の場で、シェリルはイナベの支援を受けて商売をしている者という立場を確立させていた。

　他の出席者達とも交友を深めている。全員イナベから紹介された者達だ。イナベとシェリルの取引については何も知らないが、イナベの派閥の者として、余計なことは聞かず、話さないようにそれとなく指示されており、シェリルの立場を補強する手助けをしていた。

　彼らとの歓談の中で、この場にいる者なら当然知っている都市経済の知識を身に付けたシェリルは、何らかの事業を営む令嬢としての演技を一段と向上させていた。

　そしてイナベと二人の時は、もう少し踏み込んだことも話す。

「店の方は順調なのかね？」

「はい。おかげさまで。イナベ様に御提供頂いた商品がよく売れております」

　シェリルは旧世界製情報端末の代金としてイナベから金ではなく遺物を受け取り、それを遺物販売店の商品として売っていた。その中には旧世界製情報端末とまではいかないまでも、高価格帯のフロアの商品に相応しい貴重な遺物も含まれており、店の売上に大いに貢献していた。

「それは何よりだ。……しかし、またあれが持ち込まれるとは、流石に私も予想外だった。実際どうなのだ？　今回で最後なのか？　それともまだありそうなのか？」

　クズスハラ街遺跡奥部でのハンターランク調整依頼を終えたアキラから持ち込まれた旧世界製情報端末は、黒銀屋での鑑定も省いて全てイナベに渡されている。

　イナベとしても、それが遺跡の自分の担当区画で発見された物とする工作に必要な実物が増えるのは好都合ではある。

　だがこれでアキラから旧世界製情報端末が３回もシェリルの所に持ち込まれたとなると、見付けた物を小分けにして持ち込んでいるにしろ、遺跡に何度も取りに行ったにしろ、次があるのかどうかが非常に気になるところだった。

「申し訳御座いません。その辺りは私にも分かりません。余計な詮索はアキラとの敵対を招く恐れがありますので、イナベ様の御指示であってもお断り致します」

「そうか。まあ仕方が無い。出所の管理だけはしっかり頼む」

　イナベの担当区画で発見されるまで、旧世界製情報端末の出所は不明でなければならない。本当はアキラが別の場所で見付けた物であり、イナベの担当区画に密ひそかに運び込まれたなどとは、絶対に知られる訳にはいかない。

「勿論です」

　自分達の工作を手抜かり無しで進める為に、シェリルとイナベは互いにしっかり確認を取っていた。

　そこにイナベの部下が、イナベ達に紹介したい者を連れて現れる。その者達を見たシェリルは少し驚いたものの、すぐに意味有り気に微笑んだ。

「お久しぶりですね。カツヤ」

「ああ。久しぶりだな。シェリル」

　既にこの場に、この立ち位置にいた者から、ようやくここに来た者への、歓迎の笑顔。それをシェリルから向けられて、カツヤも嬉しそうに笑った。

　その隣で、その口調は少々失礼ではないかと思ったミズハが、少し焦っていた。




　ミズハはカツヤ達の遠征に同行してまでその成功に尽力した。その甲斐もあって大成果を収めた遠征は、ドランカムとカツヤの存在を都市の上層部にも大きく知らしめた。都市の幹部に自分達を紹介できる機会を得るほどに。

　そしてカツヤを連れて再び立食会に参加する。シェリルに先に声を掛けられた時のカツヤの口調に冷や冷やしながらも、歓談は無難に進んでいた。

「ほう。シェリルから仕事を請け負ったこともあるのか。ん？　だが確かそれは倉庫の警備で、結局倉庫は倒壊したのではなかったか？」

「確かにそうですが、流石にあれをドランカム側の失態とするのは酷でしょう。あれは相手の戦力の見極めを誤った私の方に非があるかと。カツヤ達は報酬に見合う仕事を、いえ、それ以上の働きをしてくれました」

　カツヤ達を庇うようなことを言ったシェリルに、イナベが意地の悪そうな笑顔を向ける。

「そうなのか？　しかし倉庫の防衛には失敗したのだろう？　友人だからと評価を甘くしているのではないのかね？」

「いえいえ、そのようなことは御座いません。イナベ様からも御支援を受けて進めていることです。私情は挟みませんよ」

　それを聞いたミズハが緊張を少し緩める。その言葉が本心でも、或いはカツヤを庇っているだけであっても、自分達はシェリルから悪い評価を受けてはいない。そう考えて安堵していた。

　そしてこれならカツヤ達を上手く売り込めると判断し、笑ってその話に入ろうとする。

　だがそれを、会場のざわめきが止めた。

　ざわめきの原因となった男が、会場中から注目を集めながらイナベ達の下までやってくる。男は余裕の笑みを浮かべているが、イナベは不機嫌そうに顔を歪めた。

「……ウダジマ。何の用だ？」

　都市の幹部であり、イナベと権力闘争を繰り広げている派閥の長であるウダジマは、イナベへ意味有り気な笑顔を向けていた。

　イナベとウダジマは定期的に開催されているこの立食会に出席する際、出来るだけ相手と鉢合わせないように暗黙的に予定を調整していた。

　この立食会は基本的に出席者達の交流を深める為の場であり、その交流から都市経済を発展させる為のものだ。そのような場で権力闘争を繰り広げて場の雰囲気を悪くしてしまっては、どちらにとっても不都合となる。その理解が自然と二人に、互いに鉢合わせないように立食会に交互に参加する暗黙的な取り決めを作り出していた。

　それを破ってウダジマがイナベの前に現れた。決定的な派閥闘争の開始でも宣言するのかと、立食会の参加者は固唾を吞んで状況を見守っていた。

　ウダジマが不敵に笑う。

「いや、用があるのはお前じゃない。彼女だ」

　全く心当たりの無いシェリルが、わずかに怪訝な顔をする。

「私ですか？」

「そうだ。礼を言っておこうと思ってね」

　イナベも怪訝な顔をする。

「礼？」

「ああ。彼女の子飼いのハンターが、私の担当区画で大活躍してくれてね。強力なモンスターを蹴散らしてくれたおかげで、遺物収集が非常に捗はかどったんだよ。君は、シェリルだったな。ありがとう。実に助かった。あのアキラというハンターにも礼を言っておいてくれ」

「……畏まりました」

　イナベと敵対している者とはいえ、相手も都市の幹部だ。非礼は働けない。シェリルは愛想良く笑って返した。

　次にウダジマがミズハ達に笑顔を向ける。

「君達は、ドランカムの事務派閥の者だな？　君達にも礼を言っておこう。アキラに同行しているユミナというハンターは、君達の派閥の者なのだろう？　アキラと一緒に私の担当区画で頑張ってくれたと聞いている。ありがとう」

「い、いえ、私共の者がお役に立てたのであれば幸いです」

　ミズハも出来る限りの笑顔でそう答えた。都市の幹部から不興を買わない為にも、そう答えざるを得なかった。

　そしてウダジマが再びイナベに意味深な笑みを向ける。

「さて、私の用事は済んだんだが、ドランカムの方とは商談中だったかな？」

「いいや」

「そうか。ではこちらが先に商談を持ち掛けても構わないな？」

　イナベとウダジマ。都市の幹部二人に挟まれる形となったミズハが焦り出す。だが、イナベとウダジマのどちらを選ぶのか、などという選択権はミズハには無かった。

「構わんよ。過程がどうであれ、都市の利益になるのであれば、目くじらを立てることもない」

「過程がどうであれ……、ね。まあ、お前はそうだろうな」

「何が言いたい」

「いや、別に。じゃあな」

　ウダジマはミズハに視線でついてこいと指示すると、そのまま去っていった。

　ミズハは慌てながらもイナベに一礼すると、カツヤの手を摑んでウダジマの後に続く。ウダジマとの商談に応じることをイナベも容認した以上、ミズハにこの場に残るという選択肢は無かった。

　カツヤも仕方無くミズハに続く。その胸中には複雑な思いが浮かんでいた。

　遠征で大成果を収めたおかげで、自分はようやくシェリルの側で話せる立場を手に入れたと思った。一緒にいられる力を得たのだと思った。

　だがそれも、更に上の立場の者の意向であっさりと取り消されてしまった。クガマヤマ都市には逆らえないドランカムの立場。都市の幹部には逆らえないミズハの立場。そして、そのミズハに逆らえない自分の立場。組織の都合、しがらみに縛られている自分を、改めて思い知らされる。

　そこでユミナのことを思い出す。それらのしがらみを全て捨てて一緒に行こうと手を伸ばしてくれた幼馴染みを。そして、その手を取れなかったことを。

　小さな声で呟く。

「……足りない。もっとだ」

　まだまだ成果が足りなかった。都市にもドランカムにも振り回されず、シェリルともユミナとも一緒にいられるようになる為には、この程度では全く足りなかった。

　ドランカム事務派閥の中では一番の実力者。その程度の評価では全然足りない。ドランカム全体でもまだ足りない。

　クガマヤマ都市でも最上位のハンター。恐らくそれぐらいの立場でなければ、都市の幹部の意向を退けることは出来ない。

　それならば、なってやる。これからもシェリルともユミナとも一緒にいる為に。

　カツヤはそう、心に決めた。




　カツヤ達が去った後、イナベは他の者に席を外させてシェリルと二人になった。そして少し真面目な顔で尋ねる。

「一応聞いておく。何か心当たりはあるか？」

「特には。強いて言えばヴィオラの恐れがありますが、次は確実に殺されると分かっている状態で、また何かをしているとは考え難いです。私の方の工作は主に彼女が行っていますので、今更外す訳にもいきませんし」

　ヴィオラが何か企んでおり、ウダジマに情報を流したとも考えられる。だがそれが露見すれば、或いはそう疑われただけでも、今度こそアキラに殺される。それを考えれば、ヴィオラがこちらに被害を出すような工作をしている恐れは低い。

　また、こちらの主要な工作はヴィオラが実施しているので、念の為にヴィオラを排除しておくという処置を取るのも難しい。シェリルはそう答えた。

「そうか。こちらも心当たりは無い。まだ準備段階。例の物をあそこに運んですらいない。嗅ぎ付けるのは流石に早過ぎる」

　自分達の工作が露見しないように慎重に事を進めている。旧世界製の情報端末を自分の担当区画に運び込む作業もまだ実施していない。ウダジマに勘付かれる恐れは十分に低いはずだ。イナベはそう答えた。

　何らかの不手際でウダジマに情報が漏れるような真似はしていないはず。イナベとシェリルはどちらもそう説明し、相手の説明に納得した。

　それならばウダジマは何をしに来たのか、あの思わせ振りな態度は何なのか。そう話を続けていく。

「では別の心当たりは？」

「そうですね。カツヤ達の確保でしょうか」

　アキラは今までウダジマの担当区画で強力なモンスターを撃破して遺物収集を促進させていたが、今はイイダ商業区画遺跡の方に活動場所を移している。

　そこでウダジマはアキラの代わりとしてカツヤ達を雇おうとした。遠征で大きな成果を上げたという話が本当であれば、カツヤ達は十分な戦力だ。しかしミズハがイナベの方にカツヤ達を売り込もうとしていることを知り、それを阻止する為に慌てて乗り込んできた。

　ウダジマの思わせ振りな態度は、単純にこちらの様子を探る為。イナベが何らかの手段で巻き返しを考えていることぐらい、ウダジマも想像できるはず。だから意味有り気な態度でこちらの反応を引き出そうとした。疑心暗鬼を誘うだけでも、相手の工作を抑止する効果はある。

　シェリルはそれらの考えを一応イナベに話した。イナベも納得して頷く。

「まあその辺りだろうな。深読みして裏目に出ても困るが、注意だけはしておこう」

　その話に区切りをつけたイナベが、別の話題を出す。

「ところで、君はあのカツヤという者と実際どういう関係なんだ？　彼から随分と好かれているように見えたが、籠絡中だったのかね？」

「いえ、そのようなことはありません。今後も無いでしょう」

「そうなのか？　あれほどの者だ。引き入れておくのも手だとは思うのだがね」

「イナベ様が彼を引き入れるに当たって、私に仲介してほしいということでしたら、喜んで協力致しますが……」

　イナベはそのシェリルの態度から、シェリルはカツヤにまるで興味が無いと理解した。そしてそこまで興味の無い相手から、あそこまで好感を持たれていることを少し不思議に思う。

「……まあ、その辺りは後で考えよう。ああ、良ければ彼についてもう少し聞かせてほしい。面識はあるのだろう？　誰かに紹介でもされたのか？」

「いえ、カツヤとは都市の下位区画で……」

　シェリルはそのままカツヤと初めて会った時の出来事や、その後にカツヤから相談を受けた時の事などを、脚色せずに普通に話した。自分がスラム街の者であることはイナベも知っている。自身の出所を隠し、どこかの令嬢としてカツヤに接していたことも噓偽り無く話した。ついでにアキラとカツヤの不仲についても説明した。

「……そのような経緯もありまして、カツヤは私達の後ろ盾であるアキラと非常に仲が悪いのです。ですので、カツヤをこちらに引き入れる予定はありません。そのような真似をすると徒党が崩壊しかねませんので」

「そうか。分かった。私も二人の扱いには気を付けよう。……しかし何だな。あのヴィオラという者は非常に質が悪い人物だと聞いていたが、君も大概だな」

「…………あの、それは、褒ほめ言葉と解釈しても？」

「ああ、構わんよ」

「……、ありがとう御座います」

　シェリルはわずかに怪訝な顔をしながらも、一応礼を言った。

　ハンターランク調整依頼を出されるほどの者を後ろ盾にしながら、ドランカム事務派閥のトップハンターを籠絡し、自覚して、或いは無自覚に振り回す少女。イナベにとってはそのような女性など、歳としにかかわらず大概にしか思えなかった。





◆






　アキラ達がイイダ商業区画遺跡に来てから１週間経った。目当ての旧世界製自動人形はまだ見付かっていない。

　今日も遺跡探索を続ける中で、レイナがぼやく。

「見付からないわねー」

「この遺跡の広さから考えれば、敷地の１割もまだ探してないんだ。まだまだこれからだろ」

　トガミがそう言ってレイナを元気付けた。しかしレイナの表情は冴さえないままだ。

「そうだけどさー」

「遺跡探索に飽きてきたのなら、ここら辺でまた遺物収集優先に切り替えるか？」

「それも良いけど、私達、もう１週間も帰ってないのよねー」

　キャンピングトレーラーでの生活は、荒野の基準では十分過ぎるほどに快適だ。しかしその程度の快適さでは、レイナに都市での生活を恋しく思わせるのを止めるのも、そろそろ限界だった。

　そこでユミナが廃墟を指差して皆に言う。

「次はあそこに入りましょう。自動人形店みたいよ」

　遺跡の拡張現実の看板はユミナもレイナも同じものが見えている。しかしユミナには総合支援システムによる看板の解析情報も見えていた。

　総合支援システムに対して自動人形店を優先して探すような指示を出す真似は控えているが、偶然見付けたものに対しては問題無い。ユミナが期待を顔に出す。

　レイナも顔に半分期待を映して店の廃墟に入った。残る半分には、どうせまた見付からないのだろう、という思いが浮かんでいた。だが店内の様子を見た途端、レイナの顔に嬉々とした驚きが満ちる。

　店内の目立つ場所に２本の円柱状のガラスケースのような物が設置されていた。その展示ケース内には、片方には執事服の男性の姿が、もう片方にはメイド服の女性の姿が見える。旧世界製の自動人形のものだ。

「噓っ!?　あった!?」

　思わずケースの近くまで駆け寄ったレイナが中身を凝視する。自動人形は破損など欠片も無い完全な状態だ。

「保存状態も完璧！　やったわ！」

　そう歓喜の声を上げたレイナだったが、視界に拡張現実の商品パネルが空中に表示されているのを見ると、浮かんだ疑念により表情をわずかに歪ませた。すぐに拡張現実機能を解除して肉眼で再確認する。

　商品パネルはレイナの視界から消えていた。だが自動人形の姿は変わらずに残っていた。

「よしっ！　拡張現実じゃない！　本物！　大当たり！　大成果よ！」

　現物が綺麗過ぎることで、逆に拡張現実上の映像ではないかと一度は疑ったが、その懸念も消えた。レイナが改めて喜ぶ。

　そこに少し遅れてケースの側まで来たユミナとトガミも、その自動人形とレイナの様子を見て本物だと思い、一緒に驚き喜んだ。

「拡張現実で表示されている商品パネルに、三葉ジルバテックの最新モデルって書いてあるわ。価格は……１８００万コロン!?」

「１８００万コロン!?　凄いな！　オーラム換算だと幾らだ？　えーと、確か今１コロンが……」

　そうトガミが計算しようとしたところで、レイナが嬉々として口を挟む。

「価格のオーラム換算なんて関係無いわ！　第一１８００万コロンってのも、当時の価値、旧世界時代での値段設定でしょ？　今ならもっと高い価値がついても不思議は無いわ！」

「おおっ！　それなら売ったら一体幾らになるんだ？　想像も出来ねえぞ！」

　レイナ達は旧世界製の自動人形という飛び切りの成果に騒いでいた。しかしアキラはそのレイナ達とは対照的に、難しい顔でケースの中を黙って見ている。

　そのアキラの様子に気付いたレイナ達は、高揚に水を差されて少し落ち着きを取り戻した。更に不安まで覚えたレイナが声を掛ける。

「アキラ。どうしたの？　自動人形が見付かったのよ？　嬉しくないの？」

　アキラは答えず、更に表情を怪訝なものにさせながら、自動人形を凝視している。レイナの嫌な予感が強くなる。そしてアキラが呟く。

「……立体映像？」

「えっ？」

　レイナの表情が固まる。ユミナとトガミも似たような反応を見せた。

　レイナ達の後ろに控えていたシオリが落ち着いた様子で前に出る。そしてケースの中を強めの照明で照らした。

「……確かに立体映像ですね。照明を当てても影が変化しません」

　物に光を当てれば陰影が変化する。だが強めの照明の光を浴びても自動人形の陰影に変化は無かった。展示用の立体映像によくある特徴の一つだ。

　啞然としているレイナ達の横でカナエが笑う。

「アキラ少年。よく気付いたっすね。お嬢達とは違って落ち着いてたっすし、初めから気付いてたんすか？」

「いや、前に似たようなことがあったから、取り敢えず疑ってただけだ」

　高価な遺物を展示したショーウィンドーだと思ったら、立体視のポスターだった。その経験を思い出してアキラは苦笑していた。

「そういうことっすか。苦い経験が生きたっすねー」

　まず疑い、疑った通りだったアキラの落胆は少ない。しかしレイナは物凄くがっかりして膝を突いた。




　レイナがやる気をごっそりと削られたこともあり、アキラ達は自動人形店の廃墟で休憩を取ることになった。

　シオリがテーブルと椅子をテキパキと用意する。展開すると驚くほど大きくなる携帯用のテーブルの上にテーブルクロスが敷かれ、飲み物まで用意された。

　そのテーブルの上にレイナは少しだらしなく伏せている。自分の背後で控えているシオリを気にして姿勢を正す気力すら、今のレイナには無かった。

「何で店のあそこだけ立体映像なのよ……。紛らわしいじゃない……」

「そうだな」

　意気の欠けた声を漏らすレイナを、トガミは向かいに座って宥めていた。

　ユミナも一緒に座って休んでいたが、展示ケースの前で立体映像の自動人形を興味深そうに見ているアキラの様子に気付くと、席を立って声を掛ける。

「アキラ。さっきからずっとそれを見てるけど、そんなに興味があるの？」

「まあな」

「そう。やっぱり男の人ってメイドとかに憧れるものなのね。アキラも同じってことか」

「……、……ん？」

　少し間を開けて、あらぬ誤解を受けているような気がしたアキラが怪訝な顔をする。

「ちょっと待て。ユミナ。何の話だ？」

「何の話って、アキラもメイドに興味があるって話。興味があるんでしょう？」

　それを聞いたカナエが、分かった上で話をややこしくする為に口を挟む。

「おっ！　アキラ少年はメイド趣味っすか。いやー照れるっすねー」

「違う」

　アキラはつれなくそう答えた。だがカナエは全く気にせずに、逆にわざと意外そうな顔を浮かべると、執事服の自動人形を指差した。

「えっ？　じゃあこっちっすか？　ああ、だからミハゾノ街遺跡であんな格好の女性を平然と連れてたんすね。道理で……」

「違う！　興味があるってのは旧世界のことだ！　こういうのが普通に売ってた旧世界って、どんなのだったんだろうって考えてただけだ」

　ユミナは納得して軽く頷いた。初めから分かっていたカナエはわざとらしく頷いた。

　アキラが小さな溜め息を吐いて気を切り替える。

「……それにしても、何で執事服とメイド服なんだ？　自動人形って、そういうものなのか？」

「旧世界でもその手の需要は高かったってことじゃないっすか？　前に都市の店で見た自動人形にも、その手の服を着てたのがあったっすよ。まあ、そっちは現代製っすけど」

「現代製……。ああ、旧世界製の自動人形って言うぐらいなんだから、そりゃ現代製もあるよな。現代製か……。幾らぐらいなんだ？」

「その辺は性能次第っすよ。さっき言ったやつは10億オーラムぐらいだったっす」

「10億!?　高いな！」

「自動人形は富裕層向けの贅ぜい沢たく品っすからね。そんなもんっすよ」

「贅沢品か。現代製でその価格。旧世界製なら一体幾らになるんだか……」

　そこでアキラ、シオリ、カナエの三人が入口の方向に気配を感じて同時に警戒態勢を取った。わずかに遅れてユミナ達もそれに気付いて警戒を高める。レイナも流石にこの状態で落ち込んでいる訳にはいかない。しっかり意識を切り替えた。

『アルファ。何人だ？』

『20人よ』

『20？　寂れた遺跡で偶然会う人数じゃねえだろう。どうなってんだ？』

　遺跡の植物の所為で情報収集機器の精度が低下している中、その影響下でも互いに相手の反応を明確に捉えられる距離になる。向こうもこちらを警戒していることは相手の反応の動きから確認できた。

　荒野で出会った誰かが友好的とは限らない。その当たり前は、どちらもそれを分かっているからこそ、不要な疑心を招きかねない。揉め事を避けたいのであれば距離を取るのが一番だ。また、近付いてきた方から離れるのが望ましい。

　アキラ達はそれを相手に期待した。だが相手は立ち去るどころか、まるで店の外を封鎖するような動きを見せ始めた。更に相手から汎用短距離通信が届く。

「俺はこちらの部隊を指揮するクロサワという者だ。そちらの代表と話がしたい。応じる気があるのなら……」

　その声は、それだけでそこらの有象無象ではないと聞く者に理解させるものだった。相手の実力をその声から把握したレイナ達が顔を険しくする。

　だがアキラはその声よりも、聞き覚えのある名前に反応していた。

「クロサワ？　えっと、俺はアキラなんだけど、分かるか？　前にシカラベと一緒に会ったことが……」

「アキラ？　えっ？　何でこんな所に？」

　クロサワもアキラのことを覚えていた。そして相手がアキラだと理解した途端、その声は交渉用のものから普通のものに変わっていた。

「あー、直接話した方が早いな。今からそっちに行く。撃つなよ？　撃つなよ？」

　その軽い念押しを最後に、返事も聞かずに通信が切れる。そしてアキラ達が思考を警戒から困惑に変えている間にクロサワが現れる。

「俺だ。撃つなよ？　撃つんじゃないぞー？」

　クロサワは店の出入口から気安い声でそう言うと、敵意は無いと態度で告げながら、ゆっくりとアキラ達に近付いた。




　笑ってアキラ達の前まで来たクロサワは、私情を捨てて相手側の戦力をすぐに確認した。

（30億オーラムの賞金首を倒したチームの主戦力、旧世界製の強化服を着用した人物と近接戦闘が可能な者が３人。クズスハラ街遺跡の奥部でアキラと一緒にモンスター討伐が可能な者が１人。その他２人。アキラがいる時点で交戦は論外だが、他の者も合わせれば、撤退判断でも部隊の説得とクライアントへの言い訳には十分か……）

　その値踏みの視線を一応ごまかしながら、クロサワが口を開く。

「改めて、俺はクロサワだ。外にいる連中の指揮をしている。それで、そっちの代表は誰だ？　俺は誰と話せば良いんだ？」

　アキラ達が顔を見合わせる。クロサワはその視線を追い、視線が特定の一人に集中していないことから、アキラ達は自分達の代表を決めていないと見抜いた。

　そこでクロサワはアキラ達が代表をこの場で決めてしまう前に、こちらにとって都合の良い者、噓も隠し事も交渉事も苦手そうな者が代表になるように仕向ける。

「まあ実力から考えてアキラか。アキラ。久しぶりだな。こんな所で何やってんだ？」

「そっちこそ、こんな所で何やってんだ？」

「俺達は遺物収集だ。ここは普通のハンターには人気が無い遺跡だが、遠いし植物も邪魔だしで面倒だって理由で敬遠されてるだけだからな。モンスターの脅威度と遺物の質には問題無いんだ。しっかり準備して安全第一でやりたい俺には合ってるんだよ」

「そうか。俺達も遺物収集だ。ここを選んだのも、そっちと似たような理由だよ」

　クロサワはそう答えたアキラから、上手くごまかせたという安堵の気配を見逃さなかった。そこから何をごまかそうとしたかを推測し、相手が既に知っているのであれば、こちらからそれを話しても問題無いと判断した。笑って言う。

「遺物収集か。探してる遺物は自動人形か？」

「……何で分かった？」

　隠し事を見抜かれた分だけアキラの警戒心が強くなった。それが敵意に変わる前に、クロサワが続ける。

「俺達も自動人形を探してるからだ。今ハンターがイイダ商業区画遺跡にいるのなら、同じ目的って考えるのが普通だろ？」

「自動人形の情報、もう結構広まってるのか？」

「この遺跡にそこら中のハンターが集結してる訳じゃないんだ。まだまだそこらの連中にとっては秘匿情報の範疇だよ。俺達みたいにその手の秘匿情報を取得できる能力のあるやつは別だがな」

　見抜かれた理由が十分納得できるものだったこともあり、それならば仕方が無いという思いから、アキラの警戒が下がった。クロサワはそれも見抜いて話を続ける。

「それでだ。目的は同じなんだ。一緒にやらないか？　まだお互いに自動人形を見付けてないんだし、構わないだろ？」

「……何で俺達がまだ自動人形を見付けてないって分かったんだ？」

「何言ってんだ。もし自動人形を見付けたのなら、その保管場所に他のハンターを入れる訳が無いだろう」

　当然のようにそう言ったクロサワが、少し不思議そうなアキラの様子を見て慌て出す。

「……おい、まさか自動人形を見付けた時の対処方法を知らないんじゃないだろうな？」

「いや、知ってる。自動人形を見付けても、場の確保に留めて専門の業者を呼べ。絶対に自分で起動するな。だろ？　それで俺達が場の確保をしてないから、まだ見付けてないって判断したんだろ？」

　遺跡で未起動の自動人形を見付けても絶対に起動するな。欲をかかずに専門の業者を呼べ。これはハンター達に広く知られている、遺跡で見付けた自動人形の取扱方法だ。

　そしてそれを破った多くのハンター達が、自分で起動した自動人形に殺されていた。

　旧世界の法と秩序において、ハンターは商店などに武装して押し入る強奪犯でしかない。起動した自動人形も、個体差や製品差はあるが、大体それに準じた判断を下す。非合法な方法で自身を取得した犯罪者に自身の所有権を与える訳が無く、自身の商品価値を維持、回復する為に武力行使に出る。

　その後、周囲の光景から状況を推察し、旧世界の秩序、法、価値観を基に、緊急時の治安維持活動に出る場合もある。土地や建物を不正に占拠している集団を排除しようと、非常に高性能な自動人形がその高性能さを遺憾なく発揮した結果、強力な賞金首に認定されて莫ばく大だいな賞金が懸けられた事例が幾つもあった。

　クロサワが少し大袈裟に安堵の息を吐く。

「……脅かすなよ。驚くだろ？　こっちも気を付けるが、そっちが誤って自動人形を起動させた所為で、遺跡の中を旧世界製の自動人形がさまようような事態になるのだけは避けてくれ」

　クロサワが息を吐いて話を戻す。

「それでアキラ。どうだ？　一緒にやらないか？　こっちの部隊にそっちが丸ごと加わってくれれば良い。俺の指揮下で動くことになるが、俺の指揮能力はアキラも知ってるだろ？　報酬も、後から加わったやつだからって他のやつより下げたりしねえよ。約束する」

「あー、悪いけど断る。俺にはちょっと面倒事があってな。報酬交渉をこれ以上ややこしくしたくないんだ」

　アキラはクロサワに既に複雑化している報酬交渉の現状を説明した。それを聞いたクロサワも理解を示す。

「ああ、俺達と一緒にやると、アキラ達、レイナ達、ドランカム、クガマヤマ都市の４者に加えて、俺達を含めた５者で報酬交渉をすることになるのか。そりゃ面倒だな」

「そういうことだ。まあどうしてもって言うのなら、そっちでレイナを説得してくれ」

「えっ？」

「報酬交渉がもっと面倒臭い内容になるんだ。そういう面倒事に対処するレイナがそれでも良いって言うのなら、俺も反対しない」

「ええっ!?」

　レイナは急に話を振られた上に、アキラの中で自分が面倒事の対処役にさせられていたことを知って驚いた。だがそこで呆ぼう然ぜんとはせず、何かに気付いたような顔を浮かべると、両手を頭の横に持ってくる。

　間一髪、レイナはいつの間にか自分の後ろにいたカナエに自分の頭を抑えられるのを防いだ。

「おっ！　良い反応っす！　やるっすね！」

　カナエは意外そうに、そして面白そうに笑い、レイナの頭を押さえ付けようとしていた手を戻した。

　レイナは少し得意げに笑った後、真面目な顔をクロサワに向ける。

「悪いけど断るわ。アキラも言った通り、流石にこれ以上報酬交渉をややこしくしたくないの」

　そして少し不敵に笑った。

「それにあなたが指揮者としてアキラも認めるほど有能だとしても、私達の主導権は私達で握っておきたいの。そっちがこっちの指揮下に入るなら、考えても良いわよ？」

　クロサワもレイナに合わせたように笑う。

「そりゃ無理だ。仕方が無い。諦めよう。それなら自動人形探しは早い者勝ちだな。それで良いな？」

「勿論よ」

「まあ先に見付けるのは俺達だろうが、一緒にやるのを断ったのはそっちだ。先を越されても俺達を恨むなよ？」

「ええ。そっちもね」

　部隊の指揮者と従者達の主は、お互いにその責任を背負いながら、競争相手を焚き付けるように笑った。




　自動人形店の廃墟を出て部隊と合流したクロサワがすぐに指示を出す。

「移動するぞ。俺達がここにいると中の連中が警戒して外に出られない」

「了解。それで、首尾は？」

「問題無しだ」

　クロサワ達はそのままその場から離れていった。




　やる気を取り戻したレイナが元気良く声を出す。

「よし！　休憩はおしまい！　自動人形は私達が先に見付けるわ！　やるわよ！」

　トガミは相方が元気になったことを喜びながらも、その元気が空回りしないように促す。

「それで、どうするんだ？　闇雲に探しても多分負けるぞ？　探す人数はあっちの方が大分多いみたいだからな？」

「そうなのよね。どうしようかしら。うーん」

　どうすれば良いのか。それを考えさせられたことで、レイナは勢いに任せて飛び出すのを止められた。

　これで良し。トガミはそう思い、自分も行動指針の思案に入る。しかし良い考えは浮かばない。

　先に案を出したのはユミナだった。

「もういっそのこと、総合支援システムに任せてみるってのはどう？」

　今までは自動人形の情報を秘匿する為に総合支援システムを余り活用できていなかった。しかしクロサワ達という競争相手の出現で状況は変わった。

　自動人形の情報を秘匿するのは、その情報を得ているのが自分達だけ、という状態を維持して優位を保つ為だ。だがその優位は既に崩されている。それならば、これ以上情報の秘匿を気にしていても仕方が無い。

　勿論、総合支援システムをしっかり使って自動人形を探せば、その情報が機領とドランカムに流れることで、競争相手が更に増える恐れはある。しかし情報を秘匿した所為で効率的な探索が行えず、クロサワ達に先を越されてしまっては意味が無い。

　だからこれからは総合支援システムを思いっ切り活用しよう。ユミナはそう提案した。

「付け加えるとね、そのおかげで自動人形が見付かれば、総合支援システムの宣伝にもなると思うのよ。だから機領も裏でこっちを支援してくれるかもしれないわ。システムによる支援って形でね。どうかしら」

　そのユミナの提案に、まずはアキラが賛同した。レイナとトガミも代案が浮かばないので賛成する。シオリとカナエも主の意見を否定しなければならない懸念は覚えなかった。

「よし。じゃあ、やるわね」

　ユミナが総合支援システムを操作する。イイダ商業区画遺跡に旧世界製の自動人形が存在する前提で、それを見付け出す支援を要求する。

　すると総合支援システムは自動人形がある可能性が高い場所として、遺跡の全体地図と一緒に自動人形店の位置を複数表示した。その一つは現在地を指している。店舗の位置情報の精度がそれだけ高い証拠だ。

　アキラが皆と一緒に驚く。

「なんていうか……、これなら初めからこうしておけば良かったって感じだな」

　ここまでの支援を得られると思っていなかったユミナも苦笑しながら同意する。

「今までは状況的に出来なかったんだから仕方無いわ。気を切り替えていきましょう」

　そしてレイナはやる気を上げた。

「場所がここまで分かってるなら簡単ね！　これでまた私達が有利になったわ！　出発よ！」

　アキラ達は次の自動人形店を目指して遺跡探索を再開した。




　アキラ達が自動人形店の廃墟から出てしばらくした後、クロサワが部隊を引き連れて再びその付近に現れる。

「……よし。あいつらはいないな。念の為に俺が中に入って確認してくる。お前達は場の確保の準備を進めておけ」

「了解。なあ、あいつらがまだ残ってたらどうする気だったんだ？」

「その時は俺があいつらをまた勧誘しに来たってことにするんだよ」

「ああ、なるほど。だから断られる前提であいつらを誘った訳か」

「まあそんなところだ」

　その後クロサワは一人で自動人形店の中に入り、アキラ達が確実にいないことを確認した。そして部隊を呼び寄せてこの場の確保を開始した。
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　自動人形店を目指してアキラ達が遺跡の中を進んでいく。場所は分かっているので突き進み、遭遇したモンスターも６人掛かりで蹴散らしていく。移動は非常に順調で、短時間で目的地に辿り着いた。

　しかしそのアキラ達を待っていたのは、既にその場を確保していたクロサワ達の部隊だった。相手もアキラ達に気付き、短距離通信を飛ばしてくる。

「隊長が言っていた者達だな？　この場は我々が確保した。何か用か？　用事が無いのであれば、揉め事を回避する為にも立ち去ってもらえると助かる」

　レイナが少し慌てながら通信に出る。

「場を確保したって……、まさか、自動人形を見付けたの？　こんなに早く？」

「すまないが、その手の質問には一切答えられない。用事がその確認だけなら離れてくれ。以上だ」

　通信はそれで切れた。アキラ達が顔を見合わせる中、ユミナが提案する。

「この場に残っていても仕方無いし、取り敢えず次の場所に行ってみない？」

　アキラ達は頷き、そのまま次の場所を目指した。




　総合支援システムから提供された情報は正確だった。自動人形店の廃墟は情報通りの場所に存在していた。

　しかしアキラ達の表情は険しいままだ。新たな６ヶ所の店舗跡を巡ったが、その全てがクロサワの部隊によって確保されていたのだ。

　流石にレイナも頭を抱える。

「どうなってるのよ……」

　トガミも難しい顔を浮かべている。

「先回りされていた理由は、向こうも地図屋から遺跡の地図を買うなりして自動人形店の場所に見当をつけてたからなんだろうが、向こうがあれだけの人員を配置できるだけの大部隊だったのは予想外だった。人海戦術だと勝ち目はねえな。どうするか……」

　正確な場所は分かっているとはいえ、広い遺跡の中に点在している店舗跡を回ったことで時間は消費した。そろそろ日が落ちる時刻だ。それを気にしてユミナが提案する。

「今日はもう切り上げましょう。夜間の探索は避けておきたいわ」

　アキラ達は頷き、今日はもう引き揚げることにした。だがそこでシオリが言う。

「それでしたらお嬢様、帰りに寄っておきたい場所が御座います。構いませんか？」

「良いけど、どこ？」

「一番初めの店舗跡です」

　クロサワ達の部隊に占拠された場所とは異なり、そこに自動人形が無いことは既に分かっている。そこに寄ってどうする。レイナはそう思いながらも、シオリが言う以上何かあるのだろうとも思って頷いた。

　アキラ達が再び一番初めの店舗跡まで戻る。そこは既にクロサワ達によって確保されていた。流石にアキラも驚く。

「どうなってんだ？　ここに自動人形が無いことはクロサワも分かってるはず……。そんな場所を占拠して何の意味が……」

　ユミナやレイナも同じように驚いている。しかし想定内だったシオリは驚かず、わずかに難しい顔をしただけだった。そしてその表情を、主に向ける落ち着いた微笑みに戻す。

「それではお嬢様。帰って休みましょう」

「分かったわ」

　アキラ達もそれで落ち着きを取り戻し、そのままキャンピングトレーラーに戻っていった。
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　自動人形店の廃墟の中で立体映像の自動人形を見ていたクロサワに報告が入った。

「アキラ達が来てた？　何か言ってきたのか？」

　クロサワの側まで報告に来たロディンというハンターが答える。

「いや、近くまで来ただけだ」

「そうか。それならそれで良い。向こうが何か聞いてきても、答えられないとだけ言っておけ。情報は何も渡すな。もう向こうも気付いてるのかもしれないが、答え合わせをしてやる必要は無い」

「ああ。分かってる」

　クロサワはメイド服を着た自動人形の鑑賞に戻った。ロディンもそれを見る。

「なあクロサワ。今回の作戦が成功したら、この自動人形が手に入るんだよな？」

「俺達の物になる訳じゃないけどな。それでも大金になる。依頼主に売って経費を抜いても十分に一攫千金だ」

「……まあ、そうだけどさ。それでクロサワは、成功する確率ってどれぐらいだと思ってるんだ？」

「良くて２割ぐらいだ」

「２割!?　そんな低いのか!?」

「何言ってんだ。十分高いよ」

　そもそも今回の作戦は、情報通りに自動人形を入手できなければ破綻する。だが仮にその入手確率が５割を超えるようであれば、依頼元はハンターの部隊に自動人形を取りに行かせるような真似はしない。間違いなく自前の部隊を派遣する。よって自分達を雇っている時点で、成功する確率は初めから低い。

　その上で依頼元も、作戦が成功した場合の利益を考慮すれば、この大部隊の編成資金ぐらいは出せると考えている。その期待値から成功確率を逆算すると、まあ、２割ぐらいだろう。クロサワはそう説明した。

　納得したロディンが溜め息を吐く。

「２割か……。そんなものか……」

「そんなものだ」

「俺の手に入らないとしても、実物を見るぐらいはしておきたかったんだけどな」

「実物があっても俺達は触れないんだ。見るだけなら立体映像でも同じだろ？　たっぷり見とけよ」

　そこでクロサワがアキラ達の中にいたシオリとカナエのことを思い出す。

（あのメイド服の二人……、シカラベが言ってたやつなんだろうが、確かに片方は本職っぽいな。もう片方は、なんか雑な感じだったが）

　雑談の種にその話でも振ろうかと思ったクロサワだったが、ロディンの様子を見て何となくやめた。下手に話すと、ロディンを刺激してしまいそうな気がしたのだ。

　自動人形を自分で起動させる危険性を分かった上で、専門業者を呼ばずに自分で何とかしようとするハンターは意外に多い。専門業者に任せると、基本的に発見者の物にならないからだ。

　自動人形に対して説得や交渉を試み、対象を破壊せずにその性能を維持したまま無力化するという、極めて専門的な技術の料金は高額だ。そこらのハンターでは払えない。

　よって業者が貴重な自動人形を競売に出し、その売却金から手数料と技術料を引いてハンターに渡すという流れが一般的になっている。

　金が目的であればそれで何の問題も無い。しかし旧世界製の自動人形というものにある種のロマンを感じて、それを欲する者にとっては大問題だ。そしてその手の者は少なくなかった。

　加えて東部には、ごく稀な例ではあるが、非常に聞き分けの良い自動人形が自身を起動させたハンターに自身の所有を認めたという事例がある。そのハンターはその自動人形の力であっという間に大成し、一流の仲間入りをしたとも言われている。

　同じ幸運を望む者は多い。そして遺跡で自動人形を見付けるという幸運を得たことで、それを根拠に自分は幸運だと信じ、人生に二度は無いであろうこの機会は逃せないと覚悟を決めて、自分で自動人形を起動させるという賭けに出る者が絶えなかった。

（俺達は依頼を受けて部隊で動いている。だから自動人形を確保しても、その所有権は依頼元にある。初めから俺達の物にはならない。それを分かって参加してるんだから大丈夫だと思いたい。思いたいんだが……）

　クロサワが改めてロディンを見る。ロディンは立体映像のメイドをじっと見ていた。気持ちは分かる分だけ、不安は晴れなかった。
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　アキラ達はキャンピングトレーラーで休みながら今後の対応を話し合っていた。

　恐らくクロサワ達はイイダ商業区画遺跡にある全ての自動人形店を占拠している。よって明日も店舗跡を回ったところで意味はない。アキラ達もそこまでの認識は合わせたが、その上でどうするかと考えても良い案は浮かんでこなかった。

　アキラが難しい顔で唸る。

『アルファ。何か良い考えとか無いか？』

『私とアキラの二人だけなら、前にツバキの所に行った時のように、私が案内するという手もあるのだけれど、今は無理ね』

『そういう手があるってことは、アルファにはいろいろ見当が付いてるってことか？』

『ええ。でも教えられないわ。アキラがどうやってそれに気付いたのかユミナ達に聞かれても、私に教えてもらったとは答えられないでしょう？』

『そうなんだよなー』

　今のアキラにとって、ユミナのような同行者はアキラの行動を制限するものでしかない。アルファはその思考を促す言葉をさりげ無く言い、アキラは何も気が付かずに普通に答えた。

『それにしても、あいつらは何で空の店まで押さえてたんだろうな』

『自動人形探しも結局は遺物収集。自動人形も遺物には違いない。あそこは自動人形店。その辺りから考えてみなさい』

　アキラが言われた通り考えてみる。そして気付いた。

『……再入荷か！』

『そういうことよ』

　そのことに自分で気付けたアキラを、アルファは笑顔で称たたえた。

　アキラが思わず言ったことは念話なので声には出ていない。しかし顔と態度には出ていた。ユミナもそれに気付く。

「アキラ。何か思い付いたの？」

「あー、ちょっとな」

　こうやって思わず態度に出してしまうので、アルファも自分に迂闊にいろいろ話せないのだろう。アキラは改めてそう思った。

「クロサワ達は空の店舗まで押さえてただろ？　何でだろうって思ってたんだけど、あれは多分、再入荷される自動人形を手に入れる為だと思うんだ」

　遺跡の店舗跡などから遺物を持ち出しても、一定期間後にまた遺物が出現することがある。それは配送システムなどがまだ稼動していて、商品などを補充しているからだと言われている。

　それでも流石に自動人形は再入荷に時間が掛かる。多くのハンターが立ち寄っても、偶然見付けることは基本的には無い。

　だがクロサワ達は、その自動人形がそろそろ再入荷されるという情報を何らかの方法で得た。しかし再入荷される店までは特定できなかった。そこで全ての店を占拠することにした。空の店舗まで押さえたのはそういう理由からだ。アキラはそう説明した。

「あの店の立体映像だけどさ、幾ら不人気な遺跡だからって自動人形があんな目立つ状態で残ってたら、流石に誰かが見付けてると思うんだ。でもさ、自動人形店なんだから、商品の実物が展示されてても不思議は無いだろ？　あれ、在庫があったら本物を飾って、在庫切れの場合は再入荷まで立体映像で代用する仕組みなんじゃないか？」

　それを聞いたレイナは、その立体映像に一番ぬか喜びをさせられたこともあって大きく反応した。

「あー、だから展示ケースの中だけ立体映像だったのね。そういうことか」

　その後アキラ達はアキラの推測を正しいものとして今後の方針を話し合った。そして結論を出すと明日に備えて早めに就寝した。
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　闇夜の荒野を一台の大型トレーラーが走っている。

　そのトレーラーは複数の異なった車種の荒野仕様車両とコンテナを混ぜたような外観をしており、デザインの統一性としては破綻していた。しかしその性能に全く問題が無いのは、荒野の悪路を疾走するその姿からも明らかだった。

　その車の運転席に座っていたティオルが、急に顔を怪訝に歪める。

「……あれ？　ここどこだ？　えっ？」

　まるで目を覚ましたら見知らぬ場所だったかのように、ティオルは困惑を顔に出していた。そして度忘れしていたことを思い出したように言う。

「ああ、そうだった。イイダ商業区画遺跡に向かってるんだった」

　なぜイイダ商業区画遺跡に向かっているのか。自分がそれを知らないことにすら気付かずに、ティオルは荒野を進んでいった。








第[image: ]話　配達人、または乱入者






　早朝、明日に備えてキャンピングトレーラーでゆっくり休んだアキラ達は、今日も自動人形探しを始めようとしていた。準備を済ませて車外に出て集まったところで、レイナが元気良く声を上げる。

「よし！　何があっても今日で最後よ！　頑張りましょう！」

　意気を上げるレイナの作戦開始の合図を以て、アキラ達は今回のハンター稼業の最終日を始めた。




　旧世界製の自動人形を手に入れようとしていたアキラ達は、クロサワ達という強力な競争相手が出てきたことで計画の見直しを強いられた。

　恐らく自動人形は遺跡に複数ある自動人形店のいずれかに再入荷される。しかしそれらの店舗跡は、クロサワ達の部隊によって全て占拠されている。このままでは自動人形の争奪戦に勝ち目は無い。

　そう考えたアキラ達はこの厳しい状況の中で何とか勝機を探った。そしてクロサワ達を出し抜く方法を考え出す。それはクロサワ達のように店舗の中で商品の再入荷を待つのではなく、商品が倉庫に搬入されるところを狙うというものだった。

　これはクロサワ達が、かなり精度の高い情報を基にした綿密な作戦行動を取っていることを前提にしている。

　遺跡で長期に亘って大部隊を動かせば、その情報は広がっていく。旧世界製の自動人形が手に入る可能性があるとなれば、多くのハンターが遺跡に殺到する。そして旧世界製自動人形の価値を考えれば、非常に強引な手段に出る者が出現する確率も高くなる。それらは容易に想像できる。

　よって大部隊で全店舗を占拠するなどという行動に出るのは、自動人形が再入荷する直前であることが望ましい。早く動けばそれだけ目立つ。しかし占拠が遅れて再入荷までに間に合わなければ、他のハンターに先を越される恐れが増える。

　クロサワ達は自動人形を見付ける為に遺跡内を探索するのではなく、初めから店舗の占拠を目的に動いていた。つまりその作戦行動の前提となる高精度の情報を得ていた可能性が高い。

　そこに自動人形の正確な再入荷日まで含まれていたとする。その前提で自動人形店の占拠に動く時期を考えると、流石に再入荷の当日では遅過ぎる。よってその前日となる。

　つまり、自動人形は今日再入荷される。アキラ達はそこに勝機を見出した。どこからか運ばれてくる自動人形が、遺跡の倉庫などに搬入されるところを狙おうと考えたのだ。

　勿論アキラ達も、これが仮定に仮定を重ねたものであり、良く言えば楽観的な、悪く言えば浅はかな考えだと分かっている。

　それでもクロサワ達に先手を取られたことでもう駄目だと悲嘆に暮れて撤退するよりは、その推測に賭けて動いた方が自動人形を手に入れられる可能性は遥かに高い。だからやれるだけのことはやろう。アキラ達はその思いで、撤退か続行かの二択で、笑って後者を選択した。




　キャンピングトレーラーから出発したアキラ達は、前日の計画通りに二手に分かれた。

　アキラとユミナのチームは、再入荷される自動人形を遺跡まで輸送してくる輸送機械や、その移動の痕跡を探す為に、イイダ商業区画遺跡の外周辺りを走り回ることになっている。

　輸送機械やその痕跡などを発見できれば、それを追えば搬入先の倉庫なども分かる。上手くいけば、倉庫に搬入された自動人形を、それが店舗に配送される前に手に入れられる。

　レイナ達のチームは遺跡の中で倉庫を探すことになっている。自動人形店の方はクロサワ達にしっかり押さえられてしまったが、倉庫の方までは押さえていない可能性がある。

　客を迎える為に入りやすい位置にある店舗とは異なり、倉庫は基本的に関係者以外立入禁止の場所だ。警備も厳重だと考えられるので、クロサワ達もそちらを占拠するのは捨てて、部隊の配置を店舗の占拠に絞ったかもしれない。また、再入荷される自動人形が店舗に運ばれるのは今日でも、物自体は既に倉庫にあるかもしれない。

　アキラ達はそれらの可能性を今日一日掛けて追うことにした。明日は追わない。長期間続けたところで成果が出る保証は無く、人海戦術では勝ち目は無い。そしてアキラ達もそろそろ都市へ帰還する頃合いだ。自動人形に未練を残して、成果無しの日々をいつまでも続ける訳にはいかない。

　今日駄目だったら諦める。そこはしっかり決めていた。
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　アキラが自分の車を走らせながら、助手席のユミナに何となく尋ねる。

「なあユミナ。今日の作戦だけどさ、上手くいくと思うか？」

「うーん。正直に言うと、難しいんじゃない？」

「だよな」

　アキラ達が笑い合う。

「まあ、絶対無理だとは言わないわ。総合支援システムの解析力なら、普通に探すより格段に見付けやすいし、仮に輸送機械が光学迷彩を使ってたとしても、地面に残った痕跡を見付けてくれると思う」

　アキラ達の役割が輸送機械探しの方になったのもその辺りが理由だ。

「でも空を飛んでたり地下トンネルを通ってたりしてたら、流石に無理だと思うのよね」

　光学迷彩を使用して飛行する輸送機を光学的に見付けるのは困難だ。音の方も、色無しの霧を含む空気による減衰がある。よって空の調査は難しい。

　しかし地中はそれ以上に難しい。辺りに生えている草が情報収集機器の精度を低下させる所為で、その更に下などほとんど調べられない。

　アキラ達に調べられる範囲は限られていた。

「そうだよな。やっぱり無理か。まあそもそも自動人形が今日再入荷されるってのも、俺達がそう予想しただけなんだ。総合支援システムが幾ら優秀でも、その輸送機械が来なければ見付けるのは無理なんだよな」

「そうね。それなら今日は、二人きりでドライブを楽しみましょうか」

「…………、そうだな！」

　輸送機械を発見できなければ、今日はこのまま遺跡の外周部を走り回って終わる。なので、ユミナの言っていることは間違ってはいない。

　アキラはそう思いながらも、ユミナの言葉にどこか思わせ振りなものを感じていた。そしてその戸惑いの分だけ返事をわずかに遅らせて、照れ隠しの分だけ口調を強くした。そのアキラの様子を見て、ユミナは楽しげに笑っていた。

　その二人の遣り取りに、ユミナには見えない三人目は、黙って口を挟まなかった。
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　レイナ達が遺跡の中を進んでいく。拡張現実で表示される立入禁止の標識を無視し、従業員用の通路を通り抜けると、大型複合商業施設に相応しい巨大な倉庫に辿り着いた。

　だがそこは酷く荒れ果てていた。天井や壁には大穴が開き、草が茂る床には破壊されたコンテナが転がっている。

　比較的新しいモンスターの死体も見付かった。レイナがそれを見てシオリに尋ねる。

「シオリ。どう思う？」

「向こうの部隊も一応ここを調査したのでしょう。その上でこの荒れ具合から、自動人形がこの倉庫に搬入される確率は低いと考えて、この場の確保は不要と判断したのだと思われます」

「そうね。うーん」

　トガミも話に加わる。

「どうする？　俺達はここを確保するか？　コンテナが転がってるし、天井の穴が搬入口なら、自動人形がここまで空輸されてくるって可能性もあるぞ。ミハゾノ街遺跡のコンテナみたいに空を飛んでな」

「ああ、確かにね。うーん」

「この倉庫の荒れ具合から考えて、ここは安価な品の保管場所であった可能性もあります。自動人形は当時でも高価格な品のはずです。特に高価格帯の商品を保管する頑丈な倉庫が別にある可能性もあります」

「それもそうね。うーん」

　シオリとトガミから様々な可能性を告げられる度に、悩むレイナの表情がより難しいものになっていく。

　それでもレイナは選択を他者に投げずに自分でしっかり決めようとしていた。指示を仰いで許可を得る側ではなく、指示と許可を出す側として成長する為に。

　その為に頑張る主の姿を、シオリは誇らしく感じていた。カナエも面白そうにレイナを見ている。

　そしてレイナが決断する。

「よし！　他を探しましょう！　行くわよ」

　レイナがそう決めた理由は、強いて言えば、何となく、となる。元々不確実な情報ばかりを基にして決めなければならないことだ。そうした方が良いという確証など持てる訳が無い。

　それでもレイナは、自分でしっかりと選んだ。
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　自動人形店の廃墟で場の確保を続けているクロサワに仲間から通信が入る。

「クロサワ。哨しょう戒かいに出してる連中が暇だから遺物収集をやりたいって言ってるんだが、どうする？」

「駄目だ。遺物には手を出すな。そう指示を出しただろう。どこの馬鹿だ？」

「作戦遂行に必要な部隊の規模がデカ過ぎて、俺達だけじゃ足りなかったから、後で依頼元が用意した頭数だけの馬鹿どもだな」

　クロサワが舌打ちする。

「すまないが、そっちで何とか抑えてくれ」

「分かった。だが馬鹿を上から抑えたところで、隠れてやるだけだと思うぞ？」

「良いさ。俺も、俺の指示に逆らうやつまでは面倒見切れねえよ」

　クロサワはそう冷たく言い切った。安全第一、死傷者無しでのハンター稼業を心掛けているクロサワだが、その為の指示を無視する者まで助ける気は無かった。

　そのクロサワの厳しい態度を、仲間は事態への強い警戒と捉えた。訝しむように尋ねる。

「クロサワ。何か予想外のことでも起こりそうなのか？」

「もう起きてる。アキラ達がここにいたのは予想外だった。……まあそれを除いても、何かってのは起きる時は起きるもんだ。それに備える為にも、余計な未練を作るような真似はさせたくないんだよ」

「未練？」

「遺物収集が上手くいった場合、その成果は未練になる。仮に俺が即時撤退を指示したとしても、その未練が足あし枷かせになって動きが遅れる。集めた遺物も何とか一緒に持ち帰ろうとしてな」

「ああ、そういうことか」

「同じ馬鹿でも俺の指示を聞くやつは死なせる気は無いし、その努力もする。だが俺の指示に従わないやつまで助ける気は無い。そっちは契約外だ」

「分かった分かった。何とか抑えておくよ」

　仲間の苦笑気味な声を聞いて、クロサワも落ち着こうと笑って答える。

「すまん。頼んだ。まあうるさく言ってきたら、どうしてもやりたいのなら明後日まで待て、とでも言っておけ。俺の契約は明日までだからな」

「了解だ。じゃあな」

　通信を終えたクロサワは軽く息を吐いた。

「全く……、旧世界製の自動人形が手に入るかもしれないって時に、そこらの遺物なんて集めてどうするんだか。期待値ってのを考えろよ」

　その愚痴は、自分の平静さを自身で確認する為の言葉でしかなかった。そしてその診断結果は、状況に対して過敏な所為で、わずかに平静を欠いていると出た。

（何も起こらなければ良いんだが……）

　ヨノズカ駅遺跡での騒ぎ。賞金首での騒ぎ。ミハゾノ街遺跡での騒ぎ。そしてスラム街での騒ぎ。クロサワはここ最近で起こったその大きな騒ぎ全てに、アキラがなぜか欠かさず参加していることを知っていた。

　そのアキラがここにいる。旧世界製の自動人形を確保するという大部隊での作戦遂行中に。

　偶然で片付けることも出来る。しかし長年の経験で培った勘は最大限の警戒をしろと、嫌な予感としてクロサワに告げ続けていた。
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　遺跡の外周部を回っていたアキラ達が、車を停めて地面を調べている。そこには何かがここを通過した跡が残っていた。その跡は遺跡の外から中へ続いている。

「ユミナ。総合支援システムの解析結果は？」

「分かったのは、大型のトレーラーのような物がここを通った、ぐらいね」

「自動人形を運んできた輸送機械だと思うか？」

「だったら良いわね、ぐらいにはね。クロサワさんの部隊が物資を運んできたのかもしれないし、別のハンターが来ただけかもしれないわ。どうする？　跡を追ってみる？」

「そうだな。追ってみるか」

　アキラ達は車に乗り込んで地面の跡を追い始めた。助手席のユミナが楽しそうに笑う。

「駄目で元々とは思ってるけど、もし輸送機械だったらって思うと、ちょっとワクワクするわね」

「そうだな。こういうのもハンター稼業の醍だい醐ご味みだよな」

　アキラは普通にそう答えただけだった。だがユミナは、何かに気付いたように、今まで忘れていた何かを思い出したように、そして少しだけ驚いたような表情を浮かべた。

「ユミナ、どうした？」

　不思議そうなアキラに向けて、ユミナが微笑む。

「……何でもないわ。確かにこういうのもハンター稼業の醍醐味だなって思っただけよ」

「……、そうか」

　そのユミナの笑顔にわずかに見蕩れたアキラは、まるでそれをごまかすように、それだけ答えた。




　車両の跡を追ったアキラ達は、イイダ商業区画遺跡のあるドームに辿り着いた。壁には大穴が開いており、車両の跡はその先に続いていた。

　アキラ達がその穴の前に立って周囲を調べる。

「地下に続く入口をこじ開けたみたいだな」

「そうみたいね。扉は爆破したんじゃなくて切ったみたい。綺麗な断面の破片が転がってるわ」

「うーん。輸送機械がそんな真似するか？」

「商品を配送しに来たけど、扉が閉まってたので壊して入りました……、無いわね」

「じゃあハンターの車両か。わざわざここを選んでこじ開けて入ったってことは、それだけの理由があるはずだけど……」

　アキラ達に思い浮かぶ理由は、自動人形関連しかなかった。アキラ達が顔を見合わせる。

「取り敢えず、レイナ達に連絡しよう」

「そうね。そうしましょう」

　ユミナはすぐにレイナ達に連絡を入れた。
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　大型トレーラーでイイダ商業区画遺跡に入ったティオルは、そのまま遺跡内を進み、あるドームの地下、巨大な地下駐車場のような場所に到着した。

　ここはイイダ商業区画全体の集配所だ。床や壁にひび割れなど多少の経年劣化は見られるものの、地上とは異なり草や蔓に覆われてはいない。各ドームとは地下道で繫がっており、それぞれのドーム宛ての大まかな配送はここから行われる。

　もっとも遺跡の集配システムは既に停止している。今は広大な何も無い場所だった。

　そこにトレーラーを停めたティオルが貨物部の後部扉を開く。中には機械的な棺かん桶おけのようにも見える収納装置が数多く積み込まれていた。そして一緒に積まれていた小型の輸送機械に運ばれて通路の奥へ消えていく。

　それを見送ったティオルが首を傾げる。

「次は……、何するんだっけ？」

　そして思い出したように頷いた。

「ああ、そうだったそうだった」

　ティオルはトレーラーの貨物部の中に入ると、そこに一つだけ残っていた収納装置を担いだ。そして外に出ると、車をその場に残して遺跡内の地下道を進んでいった。
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　レイナ達に状況を伝えたアキラは、取り敢えずユミナと一緒にドームの地下に入っていった。多少勾配のある地下道を荒野の悪路を乗り越える荒野仕様車両の力で進んでいくと、巨大な地下駐車場のような場所に辿り着く。そこには大型のトレーラーが停まっていた。

　アキラがユミナと一緒にそのトレーラーを調べる。

「随分デカいけど、普通にトレーラーだな。旧世界製の輸送機械には見えない。やっぱりハンターか」

　アキラはクガマヤマ都市の奥部にある旧世界の領域で、そこの管理人格であるツバキと出会った時に、旧世界製の輸送機械である自走コンテナを数多く見た経験がある。

　その印象もあって、アキラは目の前のトレーラーを見ても、それを旧世界製の輸送機械とは思えなかった。確かに現代製のトレーラーにしては見た目に歪いびつで不可解な部分もあるとは思ったが、それだけだった。

「貨物部が開きっぱなし。中身は空。物資輸送じゃないってことは、仲間のハンターでも乗せてたのか？」

　ユミナが辺りを見渡す。

「それにしては誰もいないわね。この車で運んできたのなら相当な人数のはず。それなら何人か見張りに残しても良さそうなのに」

「その辺りはまあ、俺達もそうだからな」

「それはそうだけど……」

　危険な遺跡で戦力を分散させるという愚を犯すぐらいなら、車の被害は割り切って、自身の安全を優先する。安全第一。仮に車を破壊されて自力で都市まで戻れなくなったとしても、運び屋などを呼べば良い。そう判断するハンターも珍しくはなかった。

　アキラ達も今は二手に分かれて戦力を分散させているとはいえ、車に誰かを残してはいない。トレーラーで運ばれてきたかもしれないハンター達が全員で行動したとしても、それを不可解とまでは思わなかった。

「アキラ。総合支援システムの解析結果が出たわ。こんな車、東部では売られてないって」

「……じゃあ、自作か？」

「アキラ。それは無いと思うわ」

「でもさ、ユミナ。これが旧世界製に見えるか？」

「……見えないわ」

「だよなあ」

　現代製でなければ旧世界製。その理屈はアキラにも分かる。しかし目の前のトレーラーには、まるで複数の事故車から比較的使えそうな部位を寄せ集めて溶接したような、粗悪な部分が多い。ユミナにも旧世界製には見えなかった。

　取り敢えずアキラ達はもう一度レイナ達に連絡を取った。
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　ティオルは棺桶のような収納装置を運びながら遺跡の中を進んでいた。そして真っ白な部屋に着いたところで収納装置を下ろし、起動させる。学んだ記憶の無い起動方法を、ティオルは当たり前のことのように知っていた。しかしそのことを疑問に思うことは出来なかった。

　収納装置の上面が開いていく。収納されていたのは旧世界製の自動人形だった。メイド服を着た端麗な容姿の女性型で、収納装置の中で眠るように横になって目を閉じている。

　ティオルはその自動人形を見て軽い高揚を覚えた。ティオルもハンターだ。旧世界製の自動人形が非常に高い価値のある遺物であることは知っていた。ハンターとしてそのような代物を目の当たりにすれば心も動く。

　それが今まで無意識に流れ作業を続けていたようなティオルの意識を刺激した。どこか曖昧だった意識が鮮明になる。そして自分が今何をしているのか理解するのと同時に、関連する事柄も思い出す。

「……あれ？　そういえば自動人形って起動させると危ないんじゃ……」

　怪訝な顔でそう言ったティオルの前で、自動人形が目を開ける。次の瞬間、ティオルは起動した自動人形に胸を貫かれていた。

　吐血したティオルから自動人形が腕を抜く。胸部に穴を開けられたティオルが崩れ落ちる。横たわるティオルの胸から大量の血が流れ出し、床を緑色に染めていく。

　朧おぼろ気げな意識の中、ティオルがその血を見て思う。

（……緑？　……俺の血？　どうなって……）

　その疑問を最後に、ティオルの意識は再び闇に吞まれた。




　ティオルから手を引き抜いた自動人形が、腕を軽く振る。袖と手袋に付着していた緑色の血はそれだけで完全に除去された。

　その自動人形の視界には三つのものが映っていた。真っ白な部屋。横たわるティオル。そしてそのティオルの横に立つ、拡張現実で表示されている女性の姿だ。

『そちらに依頼したいことがある。検討してほしい』

　そう唐突に、自動人形に拡張現実を介して愛想の無い表情で告げた女性は、ツバキだった。




　遺跡の地下道で、ティオルはティオルとしての意識を取り戻した。両手に持っている金属片を見て首を傾げる。自動人形の収納装置だったその金属片には歯形がついていた。

「気付かれましたか？」

　そう声を掛けられたティオルは声の方を見た。そして思わず後ずさりをする。そこにはティオルが起動させた自動人形がいた。

　ティオルが自分の胸を見る。胸を貫かれた痕など無かった。相手の手を見る。血など付いていなかった。

「……夢？」

　困惑し、動揺しているティオルに、自動人形が再び声を掛ける。

「目を覚まされたのでしたら、送るのはここまでで良いでしょう。私はこれで失礼致します」

「……ここ、どこだ？　俺はこんな所で何をしてるんだ？」

　何も分からない。湧き上がったその不安と恐怖がティオルを侵蝕し、その胸中を映し出す表情を酷く歪ませていく。

　そのティオルに、自動人形が普通に告げる。

「用事を済ませたのでお帰りになる途中だったでは？」

「…………えっ？」

　そう言われたティオルは、急に少しだけ驚いたような反応を見せた。そして度忘れしていたことを思い出したように安堵した顔で頷く。

「あー、そうだったそうだった。忘れてた。……ちょっと待て、あんた誰だ？」

「オリビアと申します。それでは」

　オリビアと名乗った自動人形はそれだけ答えて丁寧に頭を下げると、今まで進んでいた方向とは逆方向に立ち去っていった。

「……何だったんだ？　……まあ良いか。帰ろう」

　ティオルは少し怪訝な様子を見せていたが、すぐにどうでも良いという感じで歩き出した。

　誰に指示されたのかも分からない、次の指示に従って。
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　ドームの地下でレイナ達と合流したアキラ達は、レイナ達に一通りの状況を説明した。その上でアキラが聞く。

「それで、どう思う？」

　そう言われても、という表情をしているレイナを見て、シオリが情報共有を兼ねて話していく。

「そうですね。まず、ここは私達が探していた倉庫、或いはその搬入口、または遺跡全体の集配所かもしれません。そしてそのトレーラーに乗っていたハンター達は出遅れたのかもしれません」

　ハンター達はクロサワ達と同じように別の情報源から自動人形のことを知った。そして店舗の確保に動いたクロサワ達とは異なり、彼らは倉庫の確保を選択した。

　この巨大な地下空間、遺跡全体の集配所から延びている地下道は各ドームの倉庫に続いているのかもしれない。そして彼らはその制圧に向かったのかもしれない。そうシオリは説明した。

　レイナはその話を聞いて納得したように頷いていた。だが疑問も覚える。

「うーん。でもそれならここを確保した方が良いような気がするけど」

「そうしない理由があったのでしょう」

　ハンター達の情報では、自動人形はここに一度搬入されてから、それぞれの自動人形店に運ばれる予定だった。そして彼らはその搬入日時まで摑んでいた。

　彼らも当初はこの場の確保をするつもりだった。しかし何らかの理由で到着が遅れてしまう。そしてこの場に自動人形が無かったことから、既に各ドームの倉庫への搬入、或いは各店舗への配達が始まっていると判断して、その前に自動人形を手に入れようと、慌てて動き出した。

　そう話してから、シオリが更に補足を入れる。

「勿論、これはただの仮定です。ハンター達の到着が遅れたのではなく、自動人形の搬入が遅れた可能性もあります。また、彼らはなぜそれを想定しなかったのか、想定したのであれば、その上でその可能性は無いと判断した根拠は何か、など、粗の多い仮定にすぎません。しかし現状の私達に出来る推察はこの程度が限界かと」

　自身の推察がその限界に全く届いていなかったアキラ、レイナ、トガミは感心したように頷いていた。そして同類の者達の様子に気付くと、それをごまかすように態度を改めた。

　トガミが少し強引に話を進める。

「それで、どうするんだ？　自動人形の搬入の方が遅れてる可能性があるのなら、改めて俺達がここを確保しておくってのもありなんじゃないか？」

　レイナは苦笑して頷いた。

「そうね。そうしましょうか。全く、倉庫を探すのは私達の役目だったのに、アキラ達に先を越されちゃったか。私達、良いとこ無しね」

「何言ってんだ。これからさ……ん？」

　そこでこの場の全員が、ここに繫がっている通路の先から近付いてくる反応に気付いた。反応までの距離は大分あるが、情報収集妨害煙幕ジャミングスモークのような効果を出す植物が生い茂る地上とは異なり、この地下部にはその影響が無い。相手の人数や大体の大きさまでしっかり捉える。

「一人っすね。しかも多分子供っす」

「ここから奥に向かったハンターが戻ってきたのかもしれません。お嬢様。一応警戒を」

　レイナの護衛として他の者よりも警戒心の高いシオリ達も、相手への警戒はその程度だった。通路から出てきた相手の姿を見ても、警戒の方向は、自分達と相手のハンター達のどちらがこの場を確保するかで揉めたら面倒な事になるかもしれない、という方に向いていた。

　だがアキラは違った。

「あいつは……！」

　そして相手も違った。

「ア、アキラ……!?」

　通路から出てきたのはティオルだった。

　ティオルに気付いたアキラが、その顔に強い警戒を示す。そしてアキラに気付いたティオルは、その顔に強い警戒と、それ以上の恐怖を示した。

　警戒だけのアキラと、警戒と恐怖のティオル。その差異が、ティオルを先に行動に移らせる。怯えた顔のまま、左腕をアキラ達に向けた。

　アキラがＳＳＢ複合銃を構えながら叫ぶ。

「避けろ！」

　シオリがレイナを、カナエがトガミを摑んで回避行動を取る。ユミナも総合支援システムの支援を受けてその場から離脱する。そしてアキラはＳＳＢ複合銃を連射して、迎撃に出た。

　ほぼ同時にティオルが左腕の砲を撃ち放つ。自身の左手を吹き飛ばして発砲された強力な砲弾が、アキラを目掛けて地下空間を穿ち、一直線に駆けていく。

　だがその砲弾に、アルファのサポートによる照準補正を受けた無数の銃弾が殺到する。砲弾はアキラの10メートルほど前で爆発し、そこらの擲弾とは比べものにならない爆発力で、地下空間を吞み込んだ。

　開けた地上とは異なる地下という閉じられた空間を、爆炎と爆風が荒れ狂う。アキラも大きく吹き飛ばされたが、強化服と防護コートのおかげで身体的には無傷だ。難無く着地する。ユミナ達も何とか車の陰に退避したことで無事だった。

　その隙にティオルは逃げようとしていた。地上に続く通路へ向けて全力で走っている。

　今度は逃がさない。そう思いながらアキラは再びティオルを狙った。だが邪魔される。ティオルのトレーラーが独りでに急発進してアキラを轢ひき殺ころそうとする。

　それをアキラは躱したが、その場を走り去ったトレーラーはそのままアキラの射線上を走り、ティオルを狙うのを邪魔し続けた。

　アキラがトレーラーを通常版のＳＳＢ複合銃で連射する。大物殺し用のものより威力は低いとはいえ、そこらの車両やモンスターなど粉微み塵じんにする威力はある。だがトレーラーはそれ以上に頑丈で、無数の銃弾を浴びても壊れずに走り続けた。

　そしてそのトレーラーに飛び乗ったティオルが、車上から再びアキラを砲撃する。今のティオルには、この短時間での再砲撃が可能だった。

　アキラが再度砲弾を迎撃する。爆炎と爆風が再度地下で荒れ狂う。アキラはまた吹き飛ばされた。その隙にティオルはどんどん離れていく。

「クソッ！」

　アキラは着地しながら思わずそう吐き捨てた。その時、背後からアキラのバイクがアルファの運転で走ってくる。

『アキラ。乗って』

『よし！』

　アキラはバイクに飛び乗ると、既に地上に続く通路に入っていたティオルを全力で追った。




　急展開に対応する時間も無くその場に残されたユミナ達に、アキラから通信が入る。

「俺はあいつを追う！　この場を確保するとしても、撤退するとしても、あいつは危険だ！　放置は出来ない！　後で合流しよう！　以上だ！」

　アキラとの通信は、そう一方的に言われただけで切れた。皆で顔を見合わせる中、ユミナが真面目な表情で提案する。

「私は撤退した方が良いと思う。自動人形は惜しいけど、もうそういう状況じゃないと思うわ」

　シオリも頷いた。

「賛成です。他のハンターと交戦してまで続けることではないでしょう」

　ティオルのことを知らないシオリは、いきなり攻撃してきたティオルの行動を、自動人形争奪の為の暴挙だと判断していた。

　自動人形店を占拠したクロサワ達は、競争相手ではあるが、あくまでも早い者勝ちの姿勢だ。ハンター同士の交戦は考えていない。そうシオリは判断していた。

　しかし交戦まで許容する競争相手が出現したのであれば、流石にレイナに自動人形探しを続けさせることは出来なかった。

　トガミも同意を示す。カナエは判断をレイナに投げた。そしてレイナもシオリに賛同した。

「そうね。撤退しましょう。まずはここから出て、アキラを援護しながら一緒に遺跡から脱出する。行くわよ……ん？　ちょっと待って。クロサワ達から通知が来たわ」

　自動人形探しの競争相手ではあるが、クロサワ達とは何かあった場合には連絡を取ることになっていた。レイナが険しい顔で通知の内容を確認する。そして思わず声を出す。

「……はあっ!?」

　その内容は、数十体の旧世界製自動人形が遺跡の中を暴れているというものだった。
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　自動人形店の廃墟の確保を続けていたクロサワの前で、立体映像の自動人形を表示していた展示ケースに変化が起こる。

　まずは立体映像が消えた。その時点でクロサワは全部隊員に警戒を促した。次に何が起こるか分からないからだ。最悪の場合、遺跡の何かが切り替わり、警備機械が急に起動して襲ってくることも考えられた。

　クロサワ達が警戒を高める中、次の変化が現れる。展示ケースの床が開き、そこから本物の自動人形が迫り上がってきた。それを驚きながら見ていたクロサワ達は、それが立体映像などではないことを確認すると、小さいながらも歓喜の声を上げた。

　情報通りに自動人形が再入荷される確率は、良くて２割。そう思っていたクロサワも、その２割を引き当てたことに笑顔を浮かべる。

「よし！　ユズモインダストリーに連絡して専門業者の手配を始めさせろ！　業者が到着するまで引き続きここを確保する！　ここからが本番だ！　気合い入れろよ！」

　クロサワはそう指示を出すと、他の店舗を確保している者達もここに呼び寄せようとした。当たりである再入荷先の店舗が判明した以上、他の場所を確保する必要は無いと判断したのだ。

　だがそこで、他の部隊からの報告を聞いて驚く。

「……何？　そっちもだと？」

　自動人形はクロサワ達が確保している全ての店舗跡に出現していた。この場と同じように展示ケースの床から上がってきた所もあれば、壁が開いてそこから収納装置ごと出てきた所もあった。

　更にその報告を聞いている間に、クロサワがいる店舗の壁の中からも、収納装置に入った新たな自動人形が幾つか出現した。

　予想を遥かに超える大成果に部隊の者達は大喜びしている。だがクロサワだけは逆に顔を険しくしていた。

（まずいな……。再入荷された店舗に部隊を集結させれば、業者が到着するまでに何があっても問題無い戦力になる。そう考えていたんだが、これでは戦力を集中させられない。……守る場所を半分捨てるか？　……いや、流石にそれは無理か）

　想像を超える大成果の所為で、逆に計画より手薄な状態での防衛を強いられる状況に、クロサワは頭を抱えた。そして真剣な顔で指示を出す。

「哨戒に出してる連中を全員戻せ。状況をユズモインダストリーに伝えて増援を要請しろ。大成果だろうが想定外の状況だ。気を引き締めろ」

　そのクロサワの厳しい態度に、大成果に浮かれていた者達も気を引き締める。部隊は少し緩んでいた秩序を取り戻し、機敏に動き出した。




　その後、しばらくの間は何も起こらなかった。

　報告を受けたユズモインダストリーは増援部隊の派遣を即時決定し、クロサワ達だけで防衛しなければならない時間も激減した。またクロサワは、この新たな状況に備える幾つかの指示を仲間達に出していた。

　これで何とかなりそうだ。そう思い、クロサワが少し気を緩めて息を吐く。

　そこで収納装置に入った自動人形を熱心に見ているロディンに気付く。安堵の息ではなく溜め息を吐いて、ロディンの下に向かった。

「おいロディン。気を引き締めろって言っただろうが。いつまでも見てないで警備に戻れ」

「あ、悪い」

「全く……」

　そのままその場を立ち去ろうとした時、クロサワ達の背後で音がした。嫌な予感を覚えながら二人で振り返る。

　予感は的中した。その音は収納装置が開く音だった。そしてその中から自動人形が外に出ようとしていた。

　クロサワが一瞬で銃を構えようとする。だが相手も一瞬で距離を詰めてくる。既に銃が有利となる間合いではない。発砲よりも早く自動人形の手刀がクロサワに迫る。

　だがそれよりも更に早く、クロサワが痛烈な蹴りを放つ。その一撃で相手を壁まで吹き飛ばした。

　しかし自動人形は無傷だ。旧世界製ということもあり、その本体は非常に頑丈。更に現代製の防護服並みに頑丈な旧世界製の衣服を着用している。その程度では破損もしない。

　だがそれもクロサワの想定内だ。そもそも先程の蹴りは相手を壊す為ではなく、吹き飛ばす為のものだった。

　壁にめり込んだ自動人形がその状態から脱しようとして、わずかに動きを鈍らせる。そのわずかな隙に、クロサワが無数の銃弾を容赦無く浴びせる。我に返ったロディンも慌てて一緒に銃撃する。

　とにかく安全を優先するクロサワは、念の為に部隊に対自動人形戦も考慮に入れた武装を用意させていた。流石に全員分は用意できなかったが、隊長であるクロサワと、近い立場であるロディンはしっかり装備している。

　その上での２人掛りでの銃撃は、目の前の脅威の排除には十分だった。自動人形は破壊され、バラバラになって辺りに散らばった。

　思わず安堵の息を吐いたロディンを、クロサワが睨み付ける。

「ロディン！　テメエ！」

「いやいやいやいやいや、違う！　俺じゃない！　俺じゃないって！」

　自動人形を無断で起動させたと疑われたロディンは慌てて首を横に振った。そしてクロサワはそのロディンの必死な様子から、それを信じた。

　だがそれは事態の更なる悪化を示していた。ロディンが起動させたのではないのであれば、自動人形が勝手に起動したことになるからだ。

　そしてそれを裏付けるように、他の収納装置からも自動人形が起動する音が響き始める。クロサワは即座に決断した。

「脱出するぞ！　プランＣだ！」

　そう言って駆け出したクロサワに続いたロディンは、驚きが露わにする。

「プランＣ!?　本気か!?　もうユズモインダストリーに連絡したんだぞ!?」

「本気だ！　他の部隊と合流する！　行くぞ！」

　プランＣはクロサワ達が事前に決めていた作戦失敗時の行動計画の一つだ。その内容は、店舗跡占拠の放棄と未起動の全自動人形の即時破壊、そして起動前の破壊に失敗した自動人形の撃破だった。
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　傾斜のある地下道を勢い良く走るティオルのトレーラーが、そのまま地上に飛び出した。少し遅れてアキラもバイクで飛び出してくる。逃げるティオルと追うアキラの追走劇は、場所を地下から地上に移して続いていく。

　バイクに乗ったアキラの火力は、徒歩でほぼ未改造のＳＳＢ複合銃だけ持っていた時に比べて、倍以上に増えている。バイクに取り付けた大物殺し用の大型ＳＳＢ複合銃が火を噴き、トレーラーの風穴を増やしていく。

　更に広い地上に出たことで小型ミサイルも遠慮無く使えるようになる。無数のミサイルが大きく弧を描いて宙を飛び、一度トレーラーを追い越してから車両の前面に殺到する。そして着弾し、クズスハラ街遺跡奥部のモンスターの群れを蹂躙した威力で車体を揺らし、破損させた。

　それでも大破には至らない。トレーラーはアキラも思わず顔を険しくするほどの、驚異的な頑丈さを見せていた。

　しかしティオルの逃走を阻害する効果は十分だ。幾ら頑丈でも無数のミサイルを正面から喰らえば速度は落ちる。爆発で前方の地面を荒らされれば移動も難しくなる。それを嫌がってミサイルを避けようと移動方向を大きく変えれば、遺跡の外が遠くなる。ティオルは追い詰められていく。

　更にアキラはバイクの機動力を活かして先回りするように動いている。その上でトレーラーの貨物部にいるティオルを執拗に狙う。

　着弾時に発生する衝撃変換光が、相手の車体が力場フォースフィールド装甲アーマーで守られていることを示している。そしてアキラが使用している弾は対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾ではない。嵐のように撃ち込もうとも、銃撃の派手さほどの効果は無い。

　それでもこのまま銃撃を続ければ、強力な銃弾の嵐が貨物部のティオルをトレーラーごと破壊する。それは車体に開いた無数の風穴が証明している。

　アキラの銃撃は、アルファのサポートによる照準補正を受けた、精密極まる同一箇所への連射だ。その威力で力場フォースフィールド装甲アーマーの防御を貫き、いずれは車両そのものを粉砕する。

　ティオルも反撃しようとはしていた。しかし左腕の砲は使えない。再砲撃は可能だが、撃った瞬間に迎撃されるかもしれないと思うと、どうしても撃つのを躊躇してしまう。

　既にアキラにここまで近付かれている。その状態で砲弾を迎撃されれば、その爆発はティオルのトレーラーも巻き込んでしまう。それで車両が横転などしてしまえば、移動すら出来なくなった状態で集中砲火を浴びて終わりだ。

　それならばと、ティオルは右腕を使った。貨物部の既に大穴が開いている箇所から一瞬だけ身を出し、右手から生やした刃を勢い良く振るう。発光する刃から空間に伝達される斬撃性を帯びた波動が光刃と化し、明らかに間合いの外にある物体を切断した。

　アキラもその攻撃には驚いた。だがアキラはミハゾノ街遺跡でモニカと戦った時に、威力も射程も上のものを自力で躱している。加えて今はアルファのサポートもある。回避は容易だった。光刃の間合いを見切り、その外から銃撃を繰り返す。

　ティオルは更に追い詰められていた。光刃を放った時に被弾し、銃弾で体を抉えぐられ、穿たれる。その負傷箇所から流れる赤い血が、厳密にはティオルには赤く見えている血が、ティオルに死を連想させた。

　もっとも負傷自体は既に治っている。だが大量に出血した痕は床にも体にも派手に残っていた。この出血量では助からないという考えが、ティオルを追い詰め、その精神を摩耗させていく。

　それは一層の死をティオルに想像させ、ティオルの正気を徐々に削り取っていた。

　笑いながら左手で頭を抱えようとしたティオルの視界に、自身の左腕が、砲に変化した腕が映った。ティオルが思わず笑い、自棄糞やけくそになって怒鳴る。

「俺の腕をこんな訳の分からねえものに変えるなら、もっと凄いやつに変えやがれ！　舐なめやがって！」

　自暴自棄になったティオルが、役立たずの左腕へのいらだちをぶつけるように、左腕で車体を殴り付ける。

「もっと凄え武器とかになるんだよ！　アキラぐらい殺せる凄えやつに！　もっと！　もっと！　凄えやつに！　変わりやがれ！　変わりやがれ！　変わりやがれ！」

　半狂乱になって叫びながら、左腕でトレーラーを殴り続ける。何度も何度も殴り付ける。余りに強い力で殴った所為で左腕が裂けて出血する。その血が緑色に見えても、それに気付けないほどに、ティオルは正気を失いつつあった。

　だがその正気と狂気の挟間で、そしてティオルという人格としての意識と、システムとしての意識が混じり合う中で、ティオルの左腕が主の望みに応えた。腕の裂け目から牙が生え、大口に変わり、トレーラーに内側から食らい付く。

　それを見て、ティオルは笑っていた。




　バイクに乗って銃撃を続けていたアキラは、トレーラーの変化に気付いて思わず攻撃の手を止めた。

『何だあれ……』

　トレーラーが内側から食べられているように小さくなっていく。そして貨物部の壁や天井が無くなり、車体の長さも半分ほどになった時、そこにはトレーラーの残った部分に立つ、異様に変異したティオルの姿があった。

　その左腕は巨大化かつ奇形化かつ部分的に機械化していた。無数の大口径の銃を生やしており、巨大な盾まで付いている。一部は車両と融合までしていた。その見るからに強そうな腕を見ながら、ティオルが高らかに笑う。

「やれば出来るじゃねえか！　それじゃあ、死にやがれ！」

　そしてその腕をアキラに向けると、全ての銃口から大量の弾丸を撃ち出して、一帯そのものを粉砕するように嵐のような弾幕を放った。

　流石にアキラも慌てて回避行動を取る。相手の銃撃に精度は無い。だがそれを補って余りある濃度があった。

　周囲に生えている鋼よりも頑丈な草や蔓が、その大量の弾丸を浴びて消し飛ばされる。そこから露わになった土も、まるで砲撃を受けたかのように吹き飛んだ。

　遺跡の植物の頑丈さを知っているアキラが冷や汗をかく。

『アルファ!?　あれ、本当に何なんだ!?』

『車体の一部を材料にして武装を作成したようね。生成方法としては暴食ワニなどと大体同じよ』

『……ワニには見えないぞ？』

『その因子を何らかの方法で組み込んで適応させたのでしょうね。少なくとも素体は人間だったはずよ』

　バイクで走りながらアキラが改めてティオルを見る。人間にそんな真似が可能なのかという疑問が浮かんだが、あんな真似が可能なやつが人間なのかという疑問も浮かぶ。

　生身でも義体でも、それこそ自動人形でも、人はそれが人に見えれば人と思える。その意味で、今のティオルは人間なのか大分怪しかった。

『人間なのかモンスターなのか、よく分からないやつだな』

『その辺りは定義次第よ。でも今は関係無いわ。あれが人であれモンスターであれ、倒すだけよ』

『……そうだな！』

　元よりアキラは殺人を躊躇しない。ティオルが人間かどうかなど、今のアキラにとっては、殺さずに無力化させれば多少は尋問できるかもしれない、というぐらいの問題でしかない。そしてそれも殺す気で戦った上で、相手が偶然都合良く生きていたら聞いてみようという程度の話だ。

　ここでもクズスハラ街遺跡の奥部でも、自分達をいきなり攻撃してきた理由は何なのか。それを聞き出す為にティオルを殺さないように戦う考えなど、アキラには初めから無かった。

　あれが人であれモンスターであれ倒すだけ。やることに変わりは無い。アキラはそう考えて気を切り替えると、余計な疑問を頭から追い出して戦闘に集中した。

　アキラから逃げ続けていたティオルは、強力な武器を手に入れた途端、強気に出てアキラを追い始めた。一方アキラはティオルと距離を取って戦おうとしている。それによりアキラとティオルの追走劇は、追う側と逃げる側を逆転させた。





◆






　撤退を決めたレイナ達は、全員ユミナの車両に乗って地上に向かった。アキラの車とレイナ達の車は、ティオルの攻撃の爆風で派手に転倒した所為で破損している。壊れた訳ではないが、念の為に乗車は控えて、自動運転で後をついてくるようにしていた。

　地上に出たレイナ達は、まずはアキラの様子を探った。

　地上では植物の所為で情報収集機器の精度に支障が出るが、通信状態は良好だ。そしてアキラの情報収集機器とは連携済み。送られてくる連係データを使用すれば、アキラの様子はすぐに分かる。

　得体の知れない襲撃者は既にアキラに倒されているかもしれない。それならあとはアキラと合流して帰るだけだ。レイナ達はアキラの強さから、程度の差はあれどそう楽観視していた。

　だがその予想は裏切られる。アキラは訳の分からない存在と交戦していた。連係データでそれを知ったユミナが慌てて連絡を取る。

「アキラ!?　大丈夫!?」

「ユミナか。ああ、ちょっと手こずってる」

　ユミナの慌て振りに比べて、アキラの声は平静そのものだった。それでユミナも落ち着きを取り戻す。

「そ、そう。……ねえ、アキラは何と戦ってるの？」

「俺にもよく分からない。戦ってたらあんな訳の分からない感じになったんだ」

「……分かったわ。取り敢えず援護するわね。一緒に撤退しましょう」

　ユミナがそう言うと、アキラはすぐには答えずに、何かを迷ったような間を開けた。

「……援護は助かるんだけど、そっちが下手に手を出すと、この訳の分からないやつがそっちに行きかねないぞ？　大丈夫か？」

　ユミナは即答できなかった。連係データを介して見たティオルの強さは、大丈夫だと答えるのを躊躇させるものがあった。

　そのユミナの反応から、アキラも直接的な援護は難しいと判断する。

「難しいなら先に撤退してくれ。あ、途中で弾薬とかを適当に地面に置いていってくれると助かる。俺も弾切れは避けたいからな。投げ捨てた場所を教えてくれれば自分で取りに行く。無理はするなよ」

　それでアキラとの通信は切れた。

　ユミナは険しい表情を浮かべる。だがすぐにそれを真面目な顔に変えた。

「行きましょう。アキラに頼まれた通り、弾薬を置きながら遺跡の外を目指すわ」

　それを聞いたレイナが驚く。

「ユミナ!?　アキラを助けないの!?」

「……アキラの所まで行って、近くで支援するのは難しいと判断したわ。……そうですよね？」

　ユミナはそう言ってシオリとカナエに視線を向けた。

「……お嬢様。残念ですがその通りです」

「まあ良いんじゃないっすか？　アキラ少年が、頼む！　助けてくれ！　とでも言っていれば別っすけど、あの言い方だと、近くをうろちょろして邪魔するぐらいなら離れてろって感じっすからね」

　実際にはシオリとカナエの二人だけであれば、アキラの援護は十分に可能だ。車は２台余っている。それで別行動を取れば良い。シオリ達の実力であれば問題無い。

　しかしこの状況でシオリ達がレイナと別行動を取ることを許容するかといえば、難しい。レイナを連れてアキラを助けに行くのは更に難しい。シオリ達にはレイナを危険に晒してまでアキラを助ける理由は無かった。

　ユミナはそれを踏まえてシオリ達に確認を取っており、シオリ達もそれを分かった上で答えていた。

　そして、レイナもそれぐらいは理解できた。

「……分かったわ。行きましょう」

　また自分が足枷になっている。レイナはわずかに項垂れた。項垂れたところでどうする、という思いで頑張って顔を上げようとしたが、しっかり上げることは出来なかった。

　トガミはそのレイナの姿を痛ましそうに見ていた。しかし掛ける言葉は見付からなかった。

　その後レイナ達はユミナの運転で遺跡を進んでいた。そして何度か止まり、アキラの為に弾薬類を地面に置いたところで、レイナが不思議に思う。

「ユミナ。アキラに随分近付いてない？　アキラに弾薬を渡さないといけないからってのは分かるんだけど……」

　それにしては近付き過ぎている。レイナはそう思って不思議そうにしていた。

　するとユミナが車内に置いておいた別のＳＳＢ複合銃を持って笑う。

「流石にこれぐらいは近付かないと届かないからね」

「えっ？」

「レイナ。私は、アキラの近くで支援するのは難しいって言っただけよ。アキラを援護しないなんて言ってないわ」

　ＳＳＢ複合銃を構えたユミナが少し不敵に笑う。そして拡張弾倉が空になるまで引き金を引いた。

　銃口から無数の小型ミサイルが勢い良く撃ち出される。その小型ミサイルの群れはレイナ達の近くにあるドームを飛び越し、その向こうにいたティオルに着弾した。

　総合支援システムを介してそれを知ったユミナが、満足そうに微笑む。

「よーし。当たった。こういうことが簡単に出来るのも、総合支援システムの強みよね」

　普通に撃つだけでは、ミサイルの誘導を総合支援システムに任せても、遺跡に生えている植物の影響もあって当たらない。だが連携済みのアキラの情報収集機器を誘導装置の代わりにすれば、システム的にはすぐ側から狙っているのと同じになる。

　ユミナが遠距離から大雑把に撃ち、アキラの位置から照準を微調整する。それがこの遠距離攻撃を可能にしていた。

　ユミナはアキラの同行者としてクズスハラ街遺跡の奥部で一緒に戦った都合で、アキラと同じ銃を使っている。同じ銃なので、アキラがユミナの車両に積み込んだ拡張弾倉を当然使用できる。弾切れの心配は無い。小型ミサイルをひたすらに連射可能だ。

　ユミナは大量のミサイルを空に撃ち続けながら、レイナに向けて得意げに笑った。

「レイナは周囲の警戒をお願い。自動人形がうろついているらしいからね。そっちは任せたわよ？」

「……分かったわ！」

　やるべきことが出来たレイナは意気を取り戻して力強く笑った。ユミナをしっかりと守る配置に付く。

　トガミが笑ってレイナの側に立つ。

「少し気合いを入れ過ぎじゃないか？」

「うるさいわね。あんたもちゃんとやりなさい」

「分かってるよ」

　トガミの軽口を聞いてレイナは余裕と落ち着きも取り戻した。そしてその為の軽口だったことにも気付いて、少し嬉しく思った。

　カナエがシオリに向けて意味有り気に笑う。

「姐さん。良いんすか？」

「……まあ、構わないでしょう。それぐらいは私達の仕事です」

「そっすか」

　クロサワからの連絡では、ここはまだ数十体の旧世界製自動人形が暴れている危険地帯だ。その中にレイナを留めておくのは危険ではある。

　しかしシオリはそれを許容した。それぐらいであれば、それをレイナの為に何とかするのは自分達の仕事だ。そう考えた。
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　自分に猛進してくるティオルの追走を、アキラはバイクで巧みに移動して躱し続けていた。

　相手はトレーラーだ。ドームの上までは追ってこられないだろう。そう思い、垂直の壁を走行可能なバイクの移動力を活かしてドームに上ってみたが、ティオルは平然と追ってきた。つい先程までタイヤで移動していたはずのトレーラーが昆虫のような足を生やし、ドームの壁を無理矢理上っていた。

　アキラが嫌そうに吐き捨てる。

『……まあ、今更驚かねえよ！』

　ティオル自身の変化に比べれば大したことはない。アキラは自分にそう言い聞かせて銃撃を続ける。

　ティオルを狙う。しかし左腕から生えている盾に防がれる。この盾の力場フォースフィールド装甲アーマーには、今までトレーラー全体という広い範囲を守っていた分のエネルギーが使われている。その頑丈さは桁外れだった。

　ティオルの巨大化した左腕を狙う。そこから生えている銃の破壊には成功したが、新たな銃が次々に生えてくるので余り効果的ではない。

　小型ミサイルでティオルの上面や背面を狙う。ティオルもそれは左腕では防げない。アキラを銃撃する為にも、アキラからの銃撃を防ぐ為にも、左腕はアキラの方に向け続ける必要があるからだ。

　だがティオルは自分に殺到するミサイルを、右腕を振るって防ぐ。光刃の切れ味を敢えて弱め、代わりに効果範囲の幅を広げて、線で斬るのではなく面で薙ぎ払うようにして、小型ミサイルの群れを吹き飛ばした。

　そこでアキラはティオル自身ではなく車の方を狙おうとする。だがすぐにやめた。ティオル自身への攻撃を緩めると、それを察したティオルが攻撃を激化させたからだ。

　左腕から更に銃を生やし、より広い範囲により多くの銃弾を放つようになると、流石にアキラも回避が難しくなる。アルファの神懸かり的な運転技術を以てしても、物理的に避ける隙間の無い弾幕の回避は不可能だ。アキラは既に何度か被弾しており、防護コートの力場フォースフィールド装甲アーマーの出力を着弾箇所だけ強化して防いでいる状態だった。

　その攻防の中、険しい表情を浮かべるアキラを、ティオルは嬉々として追っていた。それは手に入れた強力な力に酔っているからでもあったが、それとは別の理由もあった。

　アキラを殺せるのであれば、何とかなるのではないか。アキラを殺せば、どうにかなるのではないか。その考えがティオルの頭に浮かんでいた。

　何を、どうするのか、などティオル自身にも分かっていない。だが非常に強い望みだけは感じており、それがもう少しで叶いそうだと思って、嬉々として戦っていた。

　自分は誰なのか。それすら忘れてしまいそうな意識の中で。




　互角の戦いが続く中、先に焦りを見せたのはアキラの方だった。

『まずい。アルファ。そろそろ弾切れだ』

　驚異的な総弾数を誇る拡張弾倉だが、それでも撃ち続ければ無くなる。加えて既にある程度使った状態でティオルを追っていた。その所為もあって弾切れまでは早かった。

『取りに行けば良いだけよ。ユミナから弾薬の配置場所は伝えられたでしょう？』

『そうだけどさ』

　地面に置かれた弾薬類を拾って装填を終えるまでの間は、どう考えても隙になる。そこらの相手であれば何の問題も無いが、今は致命的になりかねない。そう思ってアキラは顔を険しくした。

　しかしそれでもやらなければならない。弾切れに比べれば些細なことだからだ。再装填までの隙を出来る限り減らす為にも、一瞬で終わらせようと気合いを入れる。

『アルファ。しっかりサポートしてくれよ？』

『任せなさい』

　いつもの余裕の笑顔を見せたアルファを見て、アキラも力強く笑った。気合いを入れて弾薬の場所に急ぐ。

　だがアキラのその意気込みは、良い意味で無駄になった。ユミナが撃った大量の小型ミサイルが、ちょうどこの場面でティオルに襲い掛かったのだ。ティオルが車両ごと無数の爆発に吞み込まれる。

『何だ!?』

『ユミナの支援よ。今の内に弾薬補給を済ませましょう』

『そうか！』

　爆音と爆風を背にしてアキラが加速する。そのまま一気に弾薬の場所まで向かうと、バイクを急停止させて弾薬類を素早く拾った。そして一部を防護コートの内側に仕舞いながら急発進させたバイクの上で、銃の弾倉とエネルギーパックを体感時間の操作まで使って交換していく。

『よしっ！　終わった！』

　アキラが弾薬を拾ってから銃の再装填に要した時間はわずか数秒だ。それでも一瞬の隙が命取りになる攻防では致命的に遅い。それだけ悠長に時間を掛けられるほどに、アキラには余裕があった。

　その時間を生み出したのは、ユミナが撃った小型ミサイルの量だ。ティオルとの激しい攻防の中で撃ったアキラとは異なり、ユミナは遠距離から安全に撃ち続けることが出来る。小型ミサイルの拡張弾倉という高価な代物を存分に活用した、桁違いの量を発射できた。

　そこまで大量のミサイルで狙われると、ティオルも流石にアキラを攻撃する余裕など無い。おかげでアキラは弾薬の補給を悠々と終えられた。アルファを介してユミナに礼を言う。

『ユミナ！　助かった！　その調子で頼む！』

『了解よ。アキラ。そっちも頑張ってね』

『ああ！　そっちもな！』

　ユミナとの通信を切ったアキラが、銃を意気揚々と構えて笑う。

『これでここからは２対１。いや、６対１だ。さっさと片付けよう』

　そう言って意気を上げたアキラに、アルファは少し意味深に微笑んだ。

『アキラ。そこは７対１でしょう？』

　アキラが苦笑して訂正する。

『おっと、そうだな。７対１だ。それじゃあ、引き続きサポートを頼む』

『任せなさい』

　今も大量の小型ミサイルを浴び続けているティオルに向けて、アキラが引き金を引く。３挺の銃から撃ち出された弾幕が、ティオルに容赦無く襲い掛かった。
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　ティオルは再び追い詰められていた。遠距離から小型ミサイルで狙われ続け、更にアキラからも撃たれ続ける。流石に防ぎようが無い。

　アキラの撃破を後回しにしてユミナ達の方に向かおうとしても、それをアキラに徹底的に邪魔される。そしてその間にユミナ達は安全な場所まで離れてしまう。手詰まりだった。

　強力な力を得たという高揚は既に消え失せた。その高揚で忘れていた死の恐怖が、再びティオルを侵蝕していく。それは小康状態だったティオルの正気を削り、ティオルの意識とシステムの意識の境目を曖昧にしていく。

　そしてその曖昧になった領域が、助けを求めるティオルの思考と、システムの救援機能を接続させた。

　支援要請開始。

　ティオルの拡張視界に、その言葉が、人には読めない言語で浮かんだ。








第[image: ]話　自動人形






　レイナ達は遠距離からアキラの援護を続けていた。

　ユミナは車両の屋根から小型ミサイルをティオルに向けて撃ち続けている。レイナはトガミと一緒にユミナを守っていた。周囲を警戒して近くにモンスターがいれば素早く倒したり、車内から小型ミサイルを運んでユミナに渡したりしている。

　シオリとカナエは不意の事態に備えてレイナの側に立っていた。

　自分達の支援を受けてアキラも優勢を取り戻している。この調子なら問題無く勝てるだろう。レイナはそう思いながら、見事な狙撃でモンスターをまた一体撃破した。

　屋外用の強力な大型銃をしっかりと構え、反動を抑制し、遠距離の標的に狂い無く着弾させたその技量は、過酷な訓練に耐えて成長したレイナの実力そのものだ。後ろで見ていたシオリも主の成長振りにどこか誇らしく微笑んでいる。

　だがそのレイナは少し怪訝な表情を浮かべていた。

「ねえシオリ。こいつらってドームの中にいたやつよね。滅多なことではドームの外には出てこないんじゃなかったっけ？」

「そのはずです」

「じゃあどうして？」

「その滅多なことが起こっているのでしょう。私達はまだ遭遇しておりませんが、自動人形が遺跡の中で暴れているのが事実であれば、店舗を占拠していた者達と交戦中とも考えられます。その戦闘の余波で、ドームの外に追い出されたのかもしれません」

「ああ、そういうことか」

　レイナは納得したように頷いた。そのレイナにシオリが少し真面目な顔で注意する。

「お嬢様。もし自動人形を見付けても、すぐに攻撃するのは控えてください。私達は店舗を占拠しておりませんので、自動人形は私達を敵とは判断していない可能性があります。こちらから手を出さなければ戦わずに済むかもしれません」

「分かってるわ。まあそれでも危険なのは変わりないし、アキラがあの訳の分からないやつを倒したらさっさと帰りましょう」

　情報収集機器の連係データを介してアキラの様子を確認する限り、アキラの優勢はもう揺るがない。もう少しだ。そう思いながら、レイナはユミナを守り続けた。
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　クロサワ達は起動した自動人形達を相手に苦戦を強いられていた。旧世界製の自動人形が単純に強力であること。クロサワが部隊に自動人形の破壊を指示した時には、既に多くの自動人形が起動を始めていたこと。そして、起動していない自動人形を壊すのを躊躇した者がそれなりに出たことが、この状況を招いた。

　それでもクロサワは部隊を何とか纏めると、適切な指示を出し続けて被害を出来る限り抑えていた。負傷者の輸送を急がせながら自身は迎撃に回る。そしてロディンと一緒に自動人形をまた１体破壊した。

　流石は旧世界製、という強さを見せ付けてくる自動人形の性能に、ロディンが険しい顔で愚痴を吐く。

「クソッ！　そもそもこいつら何で俺達を襲うんだ!?　起動させたの俺達じゃねえだろ!?」

　その疑問に、クロサワが普通に答える。

「何言ってんだ。商業区画に武装集団がいれば排除するだろう。普通の判断だ」

「そ、そりゃそうだけどさ……」

「その普通の判断のおかげで、商業区画をうろつく危険な獣も排除対象になってる。その分だけこっちの部隊が狙われる確率が減ってるんだ。その点は助かってるな」

「……俺達は無茶苦茶狙われてるんだけど？」

「自動人形を一番倒してるのは俺とお前だからな。その分、排除の優先順位が上がってるんだろう」

「クソが！」

　ロディンがそう悪態を吐いている間に、新たな自動人形が出現する。指向性を持つ高エネルギーの波動が、自分達に向けて放たれようとしているのを見て、ロディンはクロサワと共に慌てて建物の陰に回避した。

　遺跡の植物が自動人形から放たれた光線に薙ぎ払われる。遺物収集の為に多くのハンターが焼き払おうとして、その耐燃性の所為で断念した植物が、一瞬で炭化して崩れ落ちた。その焦げ痕を見てロディンが嫌そうに顔を険しくする。

「何でメイドがビームを出すんだよ！」

「知らねえよ。旧世界の価値観だと必要な機能だったんじゃねえの？」

「メイドが、目から、ビームを出す機能が、か？」

「旧世界だからな。訳の分からねえ物をいろいろ造った連中だ。感性が俺達とは違うんだろう。ぼやいてないで応戦しろ」

　クロサワが敵の光線を躱しながら銃撃する。ロディンも溜め息を吐いて後に続いた。

　再入荷された自動人形は価格も種類も性能も様々で、中にはこのような遠距離攻撃が可能な物も交じっていた。当然ながら他の自動人形に比べて手強い。よって、部隊の対自動人形戦用の武装で固めた者の中でも、高い実力を持つ者が相手をしなければならない。

　その実力者であるクロサワとロディンは、他の者では撃破が難しい強力な自動人形と優先して戦い、撃破し、それにより自動人形達から危険視され、より一層狙われるという状態を続けていた。

　だがその状況が突如終わる。クロサワ達と戦っていた自動人形が急に離れていったのだ。

　相手の予想外の行動に、クロサワも流石に怪訝な表情を浮かべる。そして様子を見ている間に部隊の他の者達からも同じ状況の報告が上がってきた。

「……そうか。それなら今の内に撤退だ。一度遺跡から離脱して、増援部隊との合流を目指す。急げ」

　撤退の指示を済ませたクロサワも、ロディンを連れてその場を後にする。その顔に安堵は無い。

　自動人形達が急に立ち去った状況を好都合だとは思っている。しかし状況の不可解な変化を単に幸運だと喜べるほど、クロサワは楽天的ではなかった。

（……いろいろ起こり過ぎだ。これがアキラがここにいるからなのかは知らねえが、これ以上何かを起こすのはやめてくれよ？）

　一連の出来事がアキラの所為とまでは言わないが、それでもここにアキラがいたことで起こったような気がして、クロサワは面倒そうな顔で溜め息を吐いた。
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　ユミナ達の支援のおかげで優勢を取り戻したアキラだったが、勝利にはまだ時間を必要としていた。再び追う側になり、逃げるティオルを銃撃し続けているのだが、それでも倒せないのだ。

　ティオルの左腕から生えていた無数の銃は、大量の弾丸を執拗に浴びせてほぼ全て破壊した。既にティオルは盾で身を守るぐらいしか出来ない状態だ。

　それにもかかわらず、ティオルはまだギリギリのところで生きていた。

『……硬いな！　どういう頑丈さだよ！』

　アキラはティオルの余りの頑丈さに驚きながら顔をしかめた。アルファが笑ってアキラを宥める。

『力場フォースフィールド装甲アーマーで守る相手に、通常弾を撃ち込んでいる訳だからね。その辺りは仕方無いわ』

　似たような頑丈さを誇る相手とはアキラも既に戦っている。スラム街の大抗争で戦った吉岡重工の人型兵器である黒狼だ。

　その力場フォースフィールド装甲アーマーによる防御は非常に強力で、アキラは対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾の拡張弾倉まで使用したのにもかかわらず、結局機体の撃破には至らなかった。

　ティオルもその力場フォースフィールド装甲アーマーを使用している。しかも大型のトレーラーに搭載された強力なジェネレーターから供給されるエネルギーにより、その防御を限界まで高めていた。

　アキラとユミナによる苛烈な攻撃を受けてもティオルがまだ辛かろうじて生きているのは、その強力な力場フォースフィールド装甲アーマーのおかげだった。

　その説明を聞いて、アキラが納得したように軽く頷く。

『力場フォースフィールド装甲アーマーって凄いんだな。道理で対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾があんなに高い訳だ』

　納得はしたが、アキラは顔をしかめたままだった。自分の装備ではティオルの力場フォースフィールド装甲アーマーによる防御の突破が難しいことに違いは無いからだ。

　だがアルファは笑って続ける。

『大丈夫よ。見て』

　左腕の盾と銃の再生と、撃ち出す弾の生成の為に、ティオルのトレーラーはティオルに食われ続けており、既に小型車ほどの大きさになっていた。

　それでも車体は何とか保っていたのだが、遂に限界が訪れる。車全体が大きくひび割れ、砕け散った。

『車体を維持するエネルギーまで使い切ったようね。これで今までのような防御は出来なくなったわ』

　原形を失った車からティオルが投げ出され、地面に叩き付けられる。

『よし！　これで終わりだ！』

　ちょうどその時、ユミナは弾倉の再装填中で攻撃を止めていた。その幸運がティオルの命を繫いだが、それもアキラの攻撃を真面に喰らえば終わる。

　左腕の大半、銃を生やしていた部分は消し飛んでおり、残っているのは盾の部分だけだ。車両が砕け散る寸前に車両のエネルギーを全て盾に移したが、その程度のエネルギーではアキラの攻撃を１秒防げるかどうかも怪しい。

　アキラが銃撃する。ティオル自身がどうにか出来る範囲での命運は、ここで尽きた。

　だがティオルの命運そのものは、まだ尽きていなかった。

　近くのドームから自動人形が飛び出してくる。

『自動人形!?　こんな時に！』

　遺跡の中を自動人形が暴れているという話はアキラもレイナ達から聞いていた。襲ってきたら危ないと思い、既に瀕ひん死しも同然のティオルよりも、先に自動人形の方を対処しようかと一瞬だけ迷う。

　だが、ようやくここまで追い詰めたのだと思い、アキラはティオルの殺害を優先した。まずはティオルを殺し、次に自動人形に対処する。そう決めた。

　しかしその順番は覆された。自動人形がアキラの射線に割り込み、身を盾にしてティオルを守ったのだ。

『何!?』

　余りに予想外の事態にアキラが驚き困惑する中、ティオルの盾となって弾幕を真面に浴びた自動人形が崩れ落ちる。だがその間に新手の自動人形が出現する。更にアキラに向けてレーザーを放った。

　流石にアキラも回避に専念する。それでも、殺傷より行動抑止を目的にして広範囲に放たれた光波を、完全に躱すことは出来なかった。発光する高エネルギーの波が地面の草を焼き、アキラをバイクごと焦がそうとする。

　それをアキラはバイクと強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーで防いだ。負傷は軽微。戦闘続行に支障は無い。しかしティオルに止めを刺す余裕も無い。

　加えて更に自動人形が追加で４体現れる。１体は近くのドームから出現し、３体は遠距離から駆けてくる。遺跡の植物による情報収集妨害の影響下を、旧世界製自動人形の身体能力で高速移動してきたことで、アキラに気付かれずにそこまで接近していた。

　20メートル先にいる自動人形が、ブレードを水平方向に振るう構えを取る。逆方向同距離にいる自動人形が、ブレードを垂直方向に振るう構えを取る。ブレードの長さは１メートルほど。普通に考えれば、そこから幾ら振るおうともアキラには届かない。

　だがアキラは即座にバイクから飛び出した。ほぼ同時に２体の自動人形がブレードを振るう。輝く刃から伝でん播ぱした斬撃性を帯びた波動が20メートル先のバイクで重なり、対象を一瞬で十字に斬り裂いた。

　バイクを破壊されたアキラだが、銃は全て無事だ。バイクのアーム式銃座に取り付けていた銃は、バイクから飛び出す時に銃座を操作して、投げ飛ばすようにバイクから取り外し、空中で摑んでいた。

　そして強化服の力で素早く不規則に動いて敵を惑わず。長距離を直線的に高速で移動する場合はバイクの方が優れているが、短距離を様々な方向に素早く動く場合は、アキラ自身が強化服で動いた方が格段に効率的であり、自動人形の攻撃を躱しやすい。

　その上で自動人形達を銃撃する。右手に持つ大物殺し用、左手に持つ通常版、背中の補助アームで摑んだ小型ミサイル用、その３挺のＳＳＢ複合銃による最大火力をティオルと自動人形達にぶつけようと、撃ち出した。

　アキラと自動人形達の攻防により、爆発交じりの弾幕に加えて、光刃とレーザーまでが周囲を荒れ狂う。その最中、アキラは見た。メイド服と執事服の自動人形が、既に自力では動けない状態のティオルを運んで離れようとしていた。

『何で自動人形があいつを助けるんだ!?』

『アキラ！　それを気にするのは後にしなさい！　追加が来るわよ！』

　そうアルファが叱咤した通り、自動人形が更に４体出現した。悪化していく状況にアキラが思わず吐き捨てる。

『クソッ！　本当にどうなってんだ!?』

　その時、空から大量の小型ミサイルが降り注いだ。弾倉交換を終えたユミナが撃ったものだ。ティオルの車両を狙う設定のまま撃ち出されたミサイルは、急に標的を失ったことで周囲にそのまま着弾、爆発し、一帯をアキラと自動人形ごと吞み込んだ。
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　移動中の車両の屋根から小型ミサイルを撃っていたユミナは、連係データからアキラを巻き込んだと思って酷く慌てた。思わず攻撃の手を止めて呼び掛ける。

「アキラ!?　大丈夫!?」

「大丈夫だ」

　返ってきたのは落ち着いたアキラの声だった。アキラの無事を知って安堵したユミナだったが、続く言葉を聞いてすぐに困惑する。

「ユミナ。そっちは大丈夫か？　大丈夫なら援護を続けてくれ」

「つ、続けてくれって……、アキラがこんな状況で撃ったら、今度こそ巻き込むわよ!?」

「大丈夫だ。一応こっちで避けるし、俺に当たっても文句は言わない」

「で、でも……」

　その方が戦術的に正しいとしても、味方ごと敵を攻撃できるか。その問いに、できる、と平然と答えられる精神を持ち合わせていないユミナは、支援の再開を躊躇ってしまった。

　すると、仕方が無いとでもいう口調でアキラが続ける。

「無理強いはしない。こんな状況だ。そっちは先に撤退してくれ」

　それで一度通信は切れた。しかし撤退を促されたことで、逆にユミナは覚悟を決めた。再びアキラに通信を繫いで大きな声を出す。

「ちゃんと避けてね！」

　そして小型ミサイルを連射した。大量のミサイルが再び標的目掛けて宙を飛び、アキラがいる辺りに無数の爆発を起こす。

　アキラから楽しげな声が返ってくる。

「その調子でもっと遠慮無く撃ってくれ！　それじゃあ、ユミナも気を付けろよ！」

「アキラもね！」

　ユミナは勝ち気に笑って意気を上げた。

　レイナが慌てた様子で寄ってくる。

「ユミナ!?　あの状況で撃ったらアキラにも当たるわよ!?」

「……良いのよ。あの状況なら自動人形の方に高確率で当たるわ。アキラにも当たるリスクを考えても、援護としては効果的よ」

「だ、だからって……」

　撃てと言ったのはアキラだ。その言い訳にも使える言葉を、ユミナは敢えて省いた。撃てと言ったのはアキラでも、撃ったのは自分。そこから逃げないように、口には出さなかった。

「それよりレイナ。多分こっちも忙しくなるわ。頼んだわよ」

「どういうこと？」

　そう言って怪訝な顔を浮かべたレイナの横で、一緒に屋根に上がっていたシオリが銃を構え、発砲した。

　撃ち出された弾丸は、離れた位置からレイナ達を目指して走っていた自動人形に命中した。着弾の衝撃で自動人形が転倒する。だがそれだけで、まるでただ転んだだけのようにすぐに起き上がり、再びレイナ達の方へ走り出した。

　シオリがわずかに顔を険しくする。

「……大して効いていませんか。お嬢様。お手伝いください」

　レイナも慌てて銃撃に加わった。一緒に自動人形を撃ち続けながら、ふと思う。

「シオリ。自動人形を見付けても撃つなって言ってなかった？」

「あの自動人形は明確にこちらに向かっていました。アキラ様の状況から考えましても、こちらから手を出さなければ敵対を避けられる可能性は、残念ですが無いでしょう」

「まあ、そうよね」

　一応言ってみただけだ、とでもいうようにレイナが苦笑する。そして引き金を引き、しっかり命中させた。

　シオリとレイナ、加えてトガミから集中砲火を受けた自動人形が着弾の衝撃で倒れ、更に被弾して吹き飛び、追撃を喰らって跳ねていく。そして地面に倒れたが、再び起き上がり、走り出した。

　しかもそれだけではなく、新手の自動人形まで現れた。的まとが増えた分だけ銃撃が分散し、敵の接近を阻止し難くなる。その上どの機体も頑丈で、既にかなりの弾丸を浴びせているのにもかかわらず、破損らしい破損すら与えられていなかった。

　その焦りでレイナが顔を険しくする。

「シオリ。これ、結構ヤバい？」

　シオリが落ち着いた表情で答える。

「その辺りは危機的な状況とする基準によります。少なくともアキラ様の状況に比べれば、さほど問題は無いかと」

「それはそうだけど……」

「また、ヤバい、という表現は如何なものかと思います。言葉遣いの方を、もう少し御注意願います」

　レイナが苦笑する。

「分かったわ」

　そんなどうでも良い注意をする余裕があるぐらいには、状況は悪くないのだろう。レイナはそう思って落ち着きを取り戻した。

「ユミナ様。このまま遺跡の外に向かってください。自動人形が施設の警備として追ってきているのであれば、遺跡の外までは追ってこない可能性があります」

　そう言いながらシオリが周囲を見渡す。既に遺跡の外周部まで来ていた。

　自分達を襲う自動人形がこの辺り、自分達の進行方向にもいたのであれば、既に自分達を襲っているはず。よってこの先に自動人形がいる恐れは低い。新たな機体が出現したとしても、それは後方からとなる。問題は無いはずだ。シオリはそう判断した。

「アキラ様との合流も遺跡の外の方が適しているでしょう。開けた場所であればこの車でアキラ様に一気に近付き、車に飛び乗ってもらい、そのまま走り去ることも出来ます。アキラ様に遺跡の外を目指すように伝えてください」

「……、分かりました」

　ユミナはシオリが次にすることに何となく気付いたが、止められる立場ではないので、それだけを答えた。

　そしてカナエからシオリに催促が飛ぶ。

「姐さん。そろそろじゃないっすか？」

「分かってます。行くわよ。トガミ様。ユミナ様。お嬢様を頼みます」

　シオリはそう言ってユミナ達に頭を下げると、カナエと一緒に車から飛び降りた。

　難無く着地したシオリ達に自動人形達が迫る。高速で進んでいても、相手も同じ方向に移動していれば相対的な速さは遅くなり、距離を縮めるのは難しくなる。しかし相手が移動を止めれば別だ。シオリ達との距離を急激に縮めていく。

　そしてブレードを構える。液体金属の刃や、力場に閉じ込められた高エネルギーで形成された光刃が伸びていく。

　それを見てシオリは小さく溜め息を吐いた。

「やはりブレードを持っていましたか」

　カナエが明るく笑う。

「アキラ少年を襲ったやつも持ってたっすからね。こっちに来たやつだけ素手ってことはないっすよ。ビームを撃つやつが来ていない分だけこっちは楽なんすから、贅沢は言っちゃいけないっす」

「……そうですね」

　シオリ達も構えを取る。シオリは刀の柄に手を掛け、カナエは拳を握った。そして高速で間合いを詰めてくる自動人形達が10メートル以上は離れた位置からブレードを振るうのに合わせて、強化服の身体能力を全力で活用して踏み込み、敵の刃を搔い潜りながら一歩で間合いを詰め切ると、刀を振るい、拳を繰り出した。

　無数の銃弾を浴びても破損などしなかった自動人形達は、その一撃で斬り裂かれ、殴り飛ばされ、大破した。




　呼び止める暇も無く車から飛び降りたシオリ達の姿を、レイナは驚きの表情で見送った。驚き過ぎて攻撃の襲撃の手も止めてしまうほどに、軽い混乱状態だった。

　トガミも似たような状態だったが、先に我に返った。すぐに自動人形達の迎撃を再開する。

「レイナ。シオリさん達を援護するぞ」

　自分達の銃撃に耐える自動人形の頑丈さは、恐らく力場フォースフィールド装甲アーマーによるもの。対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾の無い自分達では幾ら撃っても効果は薄い。だがシオリ達の近接装備には対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー機能が備わっている。接近戦であれば勝機は十分にある。

　しかし銃撃では相手の接近を押し止められなくなってから、対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー機能を使用した接近戦に移行するのでは遅過ぎる。自動人形達は、ブレードの類いにもかかわらず射程距離という言葉が通用する武器を持っている。そのような相手とレイナを庇いながら戦うのはシオリ達でも難しい。

　だからこそシオリ達は、レイナの側を一時的に離れてでも、今の内に自動人形を倒すことにした。その方が、レイナが助かる可能性が高い。そう判断して。

　それに気付いたトガミはすぐに銃撃を再開した。そしてまだ軽い混乱状態のレイナを叱咤する。

「しっかりしろ。俺達の仕事はあいつらが俺達の車両に近付くのを阻止して、シオリさん達があいつらを倒す時間を稼ぐことだ。今の俺達ならそれぐらいは出来る。シオリさん達もそう判断したはずだ。レイナ。そうだろ？」

　そう言って笑ったトガミに、レイナが勝ち気な笑顔を向ける。

「当たり前よ！」

　そしてレイナも自動人形の迎撃を再開する。

　シオリ達が自分達を残して迎撃に出たという点では、ミハゾノ街遺跡での激戦の時と同じ状況ではある。しかしそれだけではないはずだと、それだけではない、それだけにはさせないと、レイナは意気を高めた。

　あの時はただ守られるだけだった。今は違う。シオリ達の側で戦うことは出来なくとも、援護は出来る。一緒に戦える。それならばここで戦わないでどうする。そう思い、戦意を高め、集中し、意識を研ぎ澄ませていく。

　あの日から必死になって強くなろうとした。今、ここで、その成果を示す。その思いを込めて、レイナは極限まで集中して引き金を引いた。

　撃ち出された弾丸が一直線に宙を駆け、標的に着弾する。レイナの狙撃は既にその時点で、今までのものより一段上のものだった。

　自動人形はシオリ達と交戦中であり、単に走って追ってきた時とは比べものにならない複雑な動きを見せている。その標的に狙って当てるのは、当然ながら今までより格段に難しい。それをレイナは狙って当てた。運ではなく実力で命中させた。

　それだけでも称賛に足る狙撃だが、レイナはそれ以上の実力を見せ付けた。被弾した自動人形が大きく破損する。

　強力な力場フォースフィールド装甲アーマーで守られている自動人形だが、全ての部分を常に高出力で守っている訳ではない。加えて今はシオリ達と戦闘中だ。近距離の脅威に対応する為に、力場フォースフィールド装甲アーマーだけではなく高速移動の為にもエネルギーを振り分けたり、特定の部位に出力を偏らせたりするなど、力場フォースフィールド装甲アーマーの強度を変化させていた。

　そうすると、当然ながら一時的に脆くなる部分も生まれる。レイナはそこを狙って銃撃していた。

　もっともレイナ自身もそこまで効果的な狙撃を目指して撃った訳ではない。何となく、という程度の考えで狙っただけだ。

　しかし偶然でもない。何となく。レイナのその無意識の選択の根源は、強くなると決めてから、過酷な訓練と厳しい実戦の中でレイナが得た、様々な成長要素の集合だ。

　それらの要素は、今までは上手く組み合わさっておらず、十分な効果を発揮していなかった。だがレイナは、限界まで研ぎ澄ました意識による極限の集中を以て、今、この場でそれらを結合させた。

　その結果として、レイナは通常弾による自動人形の破損を実現させた。積み重ねたものを糧として、レイナは今まさに、見違えるほどに強くなった。

　破損により動きを著しく鈍らせた自動人形がシオリに斬り捨てられる。そしてシオリから通信が入る。

「お嬢様。お見事です。その調子でお願い致します」

「任せなさい！」

　強くなったレイナが笑って自動人形を撃ち続ける。流石にまた破損させることは出来なかったが、しっかり着弾させて自動人形の動きを阻害し、シオリ達を援護していた。

　トガミもそのレイナの変化に気付いた。一緒に銃撃しながら笑う。

「力場フォースフィールド装甲アーマーで守ってるやつを通常弾で倒すなんて、やるな」

「まあ、私の装備はトガミのより高いやつなんだし、これぐらいはね」

　レイナはそう言って笑って返した。

　実際に、今のレイナの装備はトガミのものより大分高い。シオリがレイナの為に出来る限り良い物を調達しただけはあり、ハンターランクが50に届きそうな者が使用していても不思議の無い、高額高性能なものだった。

　一方トガミの装備はミハゾノ街遺跡で戦った時から余り変わっていない。装備をドランカムからの貸出に頼っている上に、ミハゾノ街遺跡での戦果を金に換えてしまったので、更に高性能な装備を手に入れるのは難しい状態だった。

　装備も実力の内ではある。だが装備の性能に頼り切っているとも解釈できる言葉を、レイナは軽口とはいえ自分から平然と口にしていた。それもまた、レイナが成長した証拠だった。

　トガミも合わせて軽口を返す。

「金持ってるやつは違うな。良いなー。俺ももっと良い装備が欲しいなー」

「自動人形を売れば買えたんでしょうけどね」

「まあ、今それを俺達が壊してるんだけどな」

「残念ね」

「全くだ」

　レイナ達は軽口を叩き合う余裕を見せながら、それでも真面目にシオリ達の支援を続ける。

　強くなろう。そう同じ日に決めた者達は、その日からの日々で得た強さを、しっかりと知らしめていた。
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　シオリがレイナ達の支援を受けながら、自動人形達に刀を振るう。異様に伸びた銀色の刃を弾き、斬撃性を帯びた波動である飛ぶ光刃を躱して、踏み込み、構えて、振り払う。

　研ぎ澄ました技術を以て振るわれた刀が、強化服の力で更に加速する。ただでさえ鋭い刃が、柄から流れるエネルギーで更に切れ味を増す。対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー機能を発動させた刀身が、相手の力場フォースフィールド装甲アーマーを食い破る。

　一いっ閃せん。２体の自動人形が一太刀で上下に分かれて地面に転がった。

　ただしこれで倒したと決まった訳ではない。相手は機械だ。体内のジェネレーターを破壊できていなければ、半身を失った体で動くことは十分に考えられる。

　もっともシオリもそれぐらいは分かっている。重要なのは自動人形の撃破ではない。レイナ達の下に向かわせないことだ。完全に破壊する暇があれば、他の機体の無力化を優先する。それを踏まえての攻撃だった。

　加えて、念入りに壊す暇も無かった。自動人形が多過ぎるのだ。初めに追ってきた相手は既に無力化済みだ。それでも追加が出現する所為で、なかなか数が減らない。想定より弱かったのは助かったが、シオリの険しい表情を緩める理由にはならなかった。

（それにしても多いですね……。安価な機体が多数交じっているとしても、この数は異常です。遺跡は旧世界の領域。何が起こっても不思議は無いとはいえ、勘弁してほしいですね）

　内心で愚痴を吐きながら次の標的の下へ急ぐ。ちょうどレイナに撃たれた機体が被弾の衝撃でシオリの方に飛ばされてきていた。ついでに一撃で斬り捨てる。

　レイナ達の援護は、シオリを大いに助けていた。

（お嬢様。ここまで強くなりましたか。大したものです。ですが……）

　レイナが強くなることは、シオリも基本的には歓迎できる。だがそれだけでは済まない悩みもあった。

（……ここまで強くなられると、もうハンターとして生きるなどと言い出さないか、少し不安ですね。トガミ様とも仲が良い御様子ですし……）

　シオリやカナエという従者を持つ存在だけあってレイナは裕福だ。当然ながら普通はハンターなどにはならない。そのレイナがハンターをしているのは、ある事情によるものだ。

　シオリはレイナの為に、その事情の解決にも尽力していた。解決の目処は立っていないのだが、それでも、レイナにいつまでもハンターを続けてほしいとは思っていなかった。

　シオリは思わずそちらに思考を割いてしまいそうな自分に気付き、意識を切り替える。まだ解決の糸口すら手に入っていない。今は悩むだけ無駄だ。そう自身に言い聞かせて、意識を戦闘に戻した。

　そしてカナエの様子を確認する。カナエは他の自動人形達を相手に、少し離れた場所で戦っていた。

　万が一、苦戦しているようであれば手を貸そう。シオリはそう思っていたのだが、どこかつまらなそうな雰囲気のカナエを見て、問題は無さそうだと判断する。そのまま近くの自動人形と戦い続けた。




　ユミナ達の下から意気揚々と飛び出したカナエだったが、既にその時の雰囲気はカナエから消えていた。一応まだ笑顔は浮かべている。だがその笑顔は状況を楽しく思って浮かべているのではなく、状況を何とか楽しもうと半分自分を騙す為に浮かべているようなものだった。

　そしてその笑顔すら徐々に薄れていく。それはカナエがこの自動人形達との戦闘を、つまらないと感じている所為だった。

　カナエには戦いを楽しむ悪癖があった。その悪癖はとても酷く、誰かの護衛をしていても自分が楽しむ為に護衛対象が窮地に陥ることを期待するほどであり、銃を使った方が絶対に効率的な場面で自分から敵に近付いて殴りに行くほどであり、それらを指摘されても全く直そうとしないほどだった。

　そしてその悪癖のままに戦いを楽しんだ。相手が生物系モンスターなどであれば、敵意や殺意などを向けてくる相手との命の遣り取りを楽しんだ。相手が人であれば、磨き上げ培った技量の遣り取りなどを楽しんだ。カナエの悪癖は、相手が人であれモンスターであれ、意志を持つ相手と戦うことをカナエに好ませた。

　もっとも相手が警備機械などであっても、初めからそういうものだと割り切れば、そこそこは楽しめた。ミハゾノ街遺跡では動く死体と戦ったが、本命であるモニカとの戦いの前ぜん哨しょう戦せんと思えば、それなりに楽しめた。

　そして相手が自動人形であっても、人のように戦ってくれるのであれば十分に楽しめる、はずだった。

　ブレードを躱し、踏み込み、拳を叩き込む。対アンチ力場フォースフィールド装甲アーマー機能を備えた籠手を使用しての一撃が、相手の力場フォースフィールド装甲アーマーを貫いて衝撃を内部に伝える。機体の損傷により、自動人形の動きが大きく乱れる。

　だが自動人形の表情は欠片も変化しない。苦く悶もんも焦りも敵意も、歓喜も高揚も嘲りも、そこには何も無かった。

　それがカナエの悪癖を削そいでいく。戦いを積極的に楽しもうとするカナエの意気を削っていく。

　自動人形は非常に精巧に造られており、見た目には人間としか思えない。しかしその余りに精巧な見た目が、感情など一切感じさせない無表情を際立たせ、その中身は空っぽであるように、カナエに強く印象付けていた。

　未知のパターンで動くだけの、意志の無い人型のサンドバッグを殴っても、それは戦いではない。楽しめない。つまらない。全く面白くない。その気持ちが強くなるのに従って、カナエの顔から笑顔が薄れていく。

「あー、駄目っす……。つまらないっすー……」

　そしてそう口に出したことで、カナエは完全に冷めてしまった。辛うじて残っていた戦闘への期待も消え失せたカナエから、笑顔が消える。

「とっとと壊すか」

　カナエの口からその起伏の消えた呟きが零れた瞬間、近くにいた自動人形がカナエの痛烈な一撃を喰らって大破した。

　更に一瞬後、次に近くにいた自動人形も一撃で破壊される。カナエは相手に路上の小石よりも興味を持てない冷めた目で、何の楽しみも感じていない冷徹な表情で、戦いを楽しむという無駄を、完全に省いた最大効率の動きを以て、２体の自動人形を瞬時に撃破した。

　カナエの酷い悪癖は、カナエの弱点と枷かせでもあった。カナエは楽しい戦いを望む余り、確実な勝利よりも、安全な戦闘よりも、戦って楽しいことをどうしても優先してしまう。その為に敢えて戦闘を引き伸ばしたり、一時的に加減したり、敵の弱点を意図的に攻撃しないことすらあった。それは戦闘において、その効率の阻害要素でしかなかった。

　だがどうしても楽しめない戦闘では、その枷が消える。

　拳を振るう。蹴りを繰り出す。効率のみを突き詰めた一撃で、自動人形を次々に破壊していく。前後左右からブレードで攻撃される。一切遊びの無い的確な動きで回避し、反撃する。

　敵をただ倒すだけ。ただそれだけの単なる作業。カナエは冷め切った顔でその酷くつまらない作業を繰り返し、周囲の自動人形達を、蹂躙した。
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　遺跡の外へ急ぐユミナの車両の屋根の上で、レイナと一緒にシオリ達の援護を続けていたトガミは、カナエの強さを見て驚いていた。

「カナエさん、あんなに強かったのか」

　確かにあそこまで強ければ、他の者達がしっかり武装している中で、一人だけ銃も持たずに同行しても許されるだろう。トガミはそう思い、その強さに軽い憧れを覚えつつ納得していた。

「まあ、あれなら大丈夫そうね」

　シオリ達はまだ自動人形達と戦っているが、あの様子であれば問題無く勝てるだろう。そう思い、レイナは安心していた。

　そこにユミナが真面目な顔で口を挟む。

「レイナ。そっちはもう大丈夫なの？　それなら悪いんだけど、出来ればこっちを手伝って」

　シオリ達の援護に集中していたレイナ達は、アキラの状況を見ていなかった。ユミナの険しい表情に不安を覚えつつ、情報収集機器の連係データでアキラの状況を確認する。

　そして一気に顔を険しくした。

「何……、これ……」

　レイナ達が見たものは、８体の自動人形と一人で戦うアキラの姿だった。
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　アキラは必死に遺跡の外を目指していた。強化服の出力を全開にして、地を駆け、宙を蹴って、とにかく先を急ぐ。

　その上で両手の銃を連射する。銃の性能が許す限りの連射速度で、自動人形達に無数の弾丸を浴びせ続ける。

　既に小型ミサイルは尽きている。それを撃ち出していたＳＳＢ複合銃は、空の銃など守っても仕方が無いと判断して、自動人形達が放つ光刃を躱す際に、補助アームごと捨てた。

　残る２挺のＳＳＢ複合銃の残弾も、驚異的な総弾数を誇る拡張弾倉にもかかわらず、既に心こころ許もと無ない量になっている。この短時間でそれだけの銃弾を自動人形達に撃っていた。

　自動人形達は執拗に追ってくる。囲まれたら終わりだと考えて、アキラは不規則に動きながらも絶対に立ち止まらないようにして前へ進み続ける。

　アキラを間合いに収めた自動人形が、液体金属のブレードを横に振るう。銀色の刃が半径５メートル以内の空間を一瞬で斬り払い、長い草が扇状に薙ぎ払われた。

　それを跳躍して躱したアキラに、別の自動人形が放った光刃が襲い掛かる。強化服の機能で空中に足場を生成し、その足場を蹴り砕く勢いで横に飛んで何とか回避する。

　その直後、掌てのひらにレーザー砲を搭載した自動人形からレーザーが撃ち出される。避けられないと察したアキラは、その射線を蹴飛ばすように脚を大きく動かした。そして射線上に足場を生成して盾代わりにしつつ、強化服の力場フォースフィールド装甲アーマーを足の裏に集中させて、レーザーをへし折るように反射させて防いだ。

　そうやって敵の攻撃を何とか躱し、防ぎ続けた直後のアキラの視界に、更に他の自動人形が、自分へ向けて銀色の刃と光刃とレーザーを繰り出そうとしている姿が映った。

　流石にそれは無理だ。そう思ったアキラの顔が一気に険しくなる。

　しかしその時、大量の小型ミサイルが一帯に殺到した。その爆発で自動人形達の体勢が大きく崩れ、アキラへの攻撃が大幅に狂い、外れていく。それに乗じてアキラは慌てて体勢を直すと、両手の銃を連射しながら再び駆けていく。

『あ、危なかった！　死ぬかと思った！』

　小型ミサイルはユミナの支援だ。ユミナの車両には予備の拡張弾倉が大量に積まれている。まだまだ撃ち続けられる。

　それでも弾倉を交換する間は撃てない。そのわずかな間に、アキラはここまで追い詰められていた。

　小型ミサイルによる支援が再開され、自動人形達に次々に着弾していく。それだけで自動人形を倒すのは無理だが、支援としては十分だ。今の内に数を減らしておこうと、アキラが遺跡の外へ急ぎながらも反撃する。

　アルファの照準補正を受けた精密射撃により、高速連射にもかかわらず同一箇所に着弾させて、自動人形の力場フォースフィールド装甲アーマーを突破する。

　狙ったのは自動人形のジェネレーターだ。情報収集機器で得た情報を基に、アルファは高度な解析を行い、内部にあるジェネレーターの位置を調べ上げていた。動力源を破壊された自動人形が崩れ落ち、動かなくなる。

『アルファ！　あと何体だ？』

『８体よ』

『８体!?　結構倒したはずだぞ!?　何でそんなに残ってるんだ!?』

『倒した数以上に増援が来たからよ』

『クソッ！　遺跡の外までは追ってこないことを期待するしかないか！』

　小型ミサイルが降り続ける中、それを物ともせずに追い掛けてくる自動人形達を相手に、アキラはとにかく先を急いだ。
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　なぜこれで死んでいないのか。レイナ達が思わずそう思ってしまうほど、アキラの状況は過酷だった。

　その上でユミナがレイナ達に伝える。

「先に言っておくわ。もう少しでアキラを襲ってる自動人形を直接狙える位置になる。私はその時点で、こっちでも撃つつもりよ」

　そう言ってユミナが見せたのは、アキラも使用している大物殺し用のＳＳＢ複合銃だった。

　今までユミナは遺跡のドームなどの遮蔽物を間に挟んだ位置で小型ミサイルを撃っていた。それにより向こうからは直線的にユミナ達を狙えない状態が続いており、レーザー砲などを搭載した自動人形にも狙われずに済んでいた。弧を描いてドームを飛び越える小型ミサイルの誘導性のおかげで、安全にアキラを支援できたのだ。

　しかしここからは違う。遮蔽物が無くなれば、アキラを襲っている自動人形達も、ユミナ達をレーザーなどで狙えるようになる。直線上での撃ち合いになる。

　シオリ達が相手をしている方は、銃の射程に匹敵する遠距離攻撃を持っていなかったので、レイナも安全な位置からシオリ達を援護できた。しかしここからはレイナも直接狙われることになる。しかも相手はアキラですら逃げている強力な自動人形だ。非常に危険だった。

　一応、アキラへの支援をやめれば、向こうの自動人形達もこちらを無視する可能性はある。だがユミナにそのつもりは全く無かった。

「出来れば手伝ってほしいけど、無理強いはしないわ。無理だと思ったら、今の内に離れておいて」

　ユミナはそう言って、自動運転で追走しているレイナの車に視線を向けた。それに乗って今から別行動を取れば、レイナ達は巻き込まれずに済む。

　シオリからレイナのことを頼まれたとはいえ、ユミナもそれを理由にアキラを見捨てることは出来ない。これがユミナに出来るギリギリの譲歩だった。

　だがレイナはそれを分かった上で明るく笑う。

「冗談言わないで。邪魔だと言われても手伝ってやるわ」

　そして自分の車の自動運転の設定を変更して、シオリ達の方へ向かわせた。

　それでユミナも軽く笑う。

「そう。トガミも同じ考えなの？」

「ん？　まあ、それで良いや」

　その程度の軽い言葉で、下手をすれば死地になりかねない場所に自分も残ると言ったトガミの態度に、ユミナはどこか面白そうに笑った。

「そう。仲が良いのね」

「ちょっと？　ユミナ？」

「それじゃあ、やりましょうか」

　レイナの文句のような言葉を、ユミナはからかうように流して、大物殺し用のＳＳＢ複合銃を構えた。

　トガミも苦笑しながら銃を構える。レイナも気恥ずかしさを不満げな態度でごまかすようにしながら銃を構えた。

　ユミナが撃ち続けている小型ミサイルの移動先を追うことで、アキラ達の大まかな位置は目視でも分かる。加えて総合支援システムを介して各自の情報収集機器の連携を済ませているユミナ達には、大きなドームの向こう側にいるアキラの位置と、そのアキラが情報収集機器で捕捉している自動人形達の位置も、かなり正確に認識できる。

　銃の射程の距離という意味では遠く、自動人形の移動速度を考慮すれば安全とは言えない近い位置から、ユミナ達が揺れる車の屋根でその時を待つ。

　そしてユミナ達の射線の先で、まずはアキラがドームの陰から飛び出してくる。続けてアキラを追う自動人形達が現れた。

　その瞬間、ユミナ達が一斉に銃撃する。無数の銃弾が宙を駆け、自動人形達に横から襲い掛かった。
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　何とか遺跡の端まで来たアキラだったが、既に限界に近い状態だった。

　敵の攻撃が激し過ぎて、回復薬を服用する時間すらほとんど無い状況が続いている。既にアキラの体は余りの負傷の所為で、自分の意志では動かせない状態だ。それを強化服で無理矢理動かして戦闘を続行していた。

　何とか吞んだ回復薬の鎮痛作用など、とっくに消えている。体を動かす度に全身を襲う激痛に、アキラは歯を食い縛って耐えていた。

　アキラがそこまで追い詰められた一番の理由は、自動人形の質にあった。イイダ商業区画遺跡に再入荷された自動人形の性能は様々だったが、レーザー砲を標準で搭載している製品はその中でも高級品だ。当然ながら基本性能も高い。

　襲ってきた自動人形の数はシオリ達の方が上だったが、総合的な質はアキラを襲った方が明確に上だった。

　その高性能な自動人形達に執拗に追われ続ければ、アキラも流石に精神的にも疲労する。絶え間なく続く激痛も、その精神を打ち砕こうとする。

　そして着用者の意志さえあれば動き続ける強化服も、その意志をへし折られれば動きようが無い。この苦境にアキラが欠片でも屈すれば、その時点でアキラは死ぬ。

　だがアキラは諦めない。意志とやる気と覚悟は自分の担当。そう決めて今日まで数々の死地を乗り越えてきたアキラに、諦めるという選択は無かった。

　それがアキラの命を繫ぎ、アキラをこの場まで連れてきた。

　そしてその命を、ユミナ達が更に繫いだ。

　既に無数の小型ミサイルに狙われている自動人形達に、追加で横から弾幕が飛んでくる。被弾しても、回避しても、自動人形達はその分だけ体勢を崩し、アキラを襲う動きを鈍らせた。

　その隙に、アキラは回復薬を限界まで頬張った。１箱５００万オーラムの回復薬が経口投与とは思えない速さで効果を発揮し、アキラの体を急速に治療していく。鎮痛作用も即座に働き、アキラを激痛から解放した。

『危なかった！　でもこれで何とかなったか！』

　まだ死地から脱した訳ではない。それでも生還に大きく近付くことが出来た。その実感に、アキラがわずかに笑みを浮かべる。

　そこにレイナから通信が届いた。アルファを介してそれに出る。

『アキラ！　ちょっと危なかったんじゃない？　助けてあげたわよ？』

『無茶苦茶危なかった！　助かった！　ありがとな！　その調子で助けてくれ！』

『……任せなさい！　ちゃんと助けるわ！』

　そのレイナの明るく力強い声に応えるように、アキラも気合いを入れ直す。

『アルファ！　ここからだ！　やるぞ！』

『ええ。いつも通りやりましょう』

　アキラの視界の中で、アルファはいつものように笑っていた。
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　アキラの返事を聞いたレイナが嬉しそうに笑う。

「……任せなさい！　ちゃんと助けるわ！」

　強くなったとはいえ、アキラとの実力差はまだまだ大きい。少し調子に乗ったことを言ってしまったかと思ったレイナは、予想以上の好反応が返ってきたことに更に意気を上げていた。

　そこでユミナの様子に気付く。

「ユミナ、どうしたの？」

「……ん？　何でもないわ。そうね。ちゃんと助けないとね！」

　険しいながらも真剣な、そしてわずかだが、どこか思い詰めているようにも見える表情を浮かべていたユミナは、レイナの呼び掛けに答えて力強く笑った。




　今まで積み重ねたものを基にしてレイナが見違えるほど強くなったように、ユミナもまた、自身の才をこの場で開花させようとしていた。

　その下地となる要素は既に揃っていた。カツヤ達と別行動を取り、アキラに訓練をつけてもらい、カツヤ達に合わせた生なま温ぬるい訓練から脱却したこと。アキラから体感時間の操作の話を聞いて、その訓練も続けていたこと。足りないのは契機だけだった。

　ドームの陰から飛び出してきたアキラの姿を見て、今も多数の自動人形と戦っているアキラの姿を見て、ユミナはそこにカツヤの姿を重ねていた。

　一人で勝手に突撃し、仲間達の為に多くのモンスターを引き付ける囮おとりとなって奮闘するカツヤの姿に。

　実際にカツヤにはそういう無茶をする傾向があった。横たわる高層ビル並みに巨大な賞金首である過合成スネークと戦った時も、カツヤは一人で囮になり危うく死ぬところだった。

　そして今ここで多数の自動人形と戦っているアキラも、ここまで必死に逃げてきたのにもかかわらず、ユミナ達と合流しようとはしない。この状況で合流すれば、この強力な自動人形達をユミナ達の所に連れていくことになるからだ。

　まるで自動人形達を引き付ける囮のように、一人で必死に戦うアキラの姿は、ユミナがアキラにカツヤの姿を重ねるのに十分な光景だった。

　助けないと。ユミナがそう強く思う。

　体感時間操作の訓練として、ユミナはカツヤが危機に陥る映像を何度も見ていた。自分がそこにいる想像をして、カツヤを助けられない自分を想像して、焦燥を感じ、恐怖を覚えていた。

　それでも過去の映像の中のカツヤを助けることは出来ない。自分がその場にいれば、自分にそれだけの実力があれば、そう思うことしか出来ない。

　助けないと。ユミナがそう強く思う。

　今、自分は、ここにいる。それにもかかわらず助けられないのであれば、過去の映像を見ているのと何ら変わりは無い。それでは自分がここにいる意味など何も無い。

　自分はカツヤの下に戻りたい。だがそれは、カツヤに助けられる為でも、カツヤに縋る為でもない。カツヤを助ける為だ。

　ここでアキラを助けられないのであれば、カツヤの下に戻ったところで、カツヤを助けられる訳が無い。

　助ける。その想いで集中する。アキラを助ける為に、カツヤを助ける為に、ユミナは極限の集中を見せた。

　足りないのは契機だけだった。その契機を、ユミナは得た。

　ユミナの意識の中で、世界の時がゆっくりと流れていく。足場である車両はかなりの速度を出しているのだが、ユミナには停車しているようにしか感じられない。その中で撃ち出された弾丸は、高速で動く自動人形達に、吸い込まれるように命中した。

　体感時間の操作に成功したユミナが、自動人形達に次々に着弾させていく。急に著しく命中率を引き上げた連射を喰らった所為で、優勢だった自動人形達の勢いは格段に落ちた。

　突如出現した脅威を排除しようと、掌にレンズのようなレーザー砲を搭載した自動人形が、その照準をアキラからユミナに変える。だがそれに即座に反応したユミナは、逆にそのレンズを撃ち抜いた。自身のレーザー砲を腕ごと粉砕された自動人形が、着弾の衝撃で吹き飛んでいく。

　ユミナのこの成果は、単に体感時間の操作に成功したからだけではなく、総合支援システムによる支援との相乗効果だ。

　今までのユミナはアキラの訓練を受けて格段に強くなったとはいえ、まだまだ総合支援システムの性能に振り回されていた。支給された高性能な装備も、その性能を十分に活かせない状態が続いていた。

　しかしここでそれが急激に改善される。時が緩やかに流れる世界では、ユミナは装備側が要求する高速高精度の動きに追い付くことが出来た。

　これによりユミナは、高性能な装備に振り回される側から、便利な道具に使われる側から、その道具を使う側になった。

　それは装備の本来の性能を活かした高度な戦闘を可能にした。銃の性能はアキラと同等。強化服の性能は数段上。加えて総合支援システムによる支援。それらが上手く組み合わさった効果は劇的だった。

　そしてユミナは、体感時間の操作にようやく成功したのを喜ぶよりも、強くなった実感に歓喜を覚えるよりも、アキラを助ける為に集中し、撃ち続けた。





◆






　ユミナからの援護が急に強くなったことに、アキラが驚きながらも笑顔を浮かべる。

『ユミナもレイナも、何か急に強くなったな。まあ好都合だ。アルファ！　畳み掛けるぞ！』

『了解よ。やりましょう』

　アキラが隙を衝ついて再び回復薬を頬張る。更に簡易的な補助アームの代わりにもなる防護コートを動かして、コートの内側に入れていた弾倉を宙に飛ばした。同時に２挺の銃から弾倉を排出し、両手の銃を空中の弾倉にぶつけるようにして再装填を済ませる。

　そして今まで自動人形達から逃げるように動いていたのをやめて、逆にアキラの方から一気に間合いを詰めた。

　一番近くにいた自動人形に大型のＳＳＢ複合銃を突き刺すように押し当て、地面に叩き付ける。そのまま連射する。地面と銃に挟まれて回避不能な状態で、至近距離から大量の銃弾を撃ち込まれた自動人形は、そのまま大破した。

　今までこれが出来なかったのは、これをやると自動人形を一体倒すのと引き替えに銃を一いっ挺ちょう拘束されるのと同じであり、他の自動人形にその隙を衝かれて殺されるからだ。

　だがユミナ達から格段に強力な援護を受けている今ならば、それが可能だった。アキラを狙おうとした自動人形達がユミナ達に銃撃され、被弾の衝撃で弾かれるように体勢を大きく崩し、アキラへの攻撃を邪魔される。

　アキラもこの強力な援護が長時間続くとは思っていない。この援護が終わってしまう前に決着をつけようと攻勢に出た。

　高速で降り注ぐ小型ミサイルを酷く遅く感じるほどに体感時間を操作し、１秒をどこまでも濃密にした世界で、銀色の刃を、光刃を、レーザー砲を躱して間合いを詰め、ＳＳＢ複合銃を押し当てて連射し、自動人形をまた一体撃破する。

　高速移動による過負荷で体が細胞単位で損傷し、大量に服用した回復薬がそれを治し、また壊れ、また治し、破壊と再生が繰り返される。その不快感を無視してアキラが駆け、また一体破壊する。

　倒した分だけ敵の攻勢は弱まっていく。しかしどれだけ倒そうとも相手の戦意が変化することはない。刺し違えてもアキラを殺そうとする。アキラが逃げるのをやめた今、ユミナ達の援護が止まればアキラはそのまま殺される。その前に倒し切る為に、アキラは死力を尽くして死地を駆けていく。

　銃撃し、撃ち倒す。死線を搔い潜り、間合いを詰める。躱し、走り、銃口を眼前に突き付け、撃ち放ち、撃破する。その末に、アキラはこの死地を駆け抜けた。

　その時、既にユミナの援護は止まっていた。体感時間の操作を初めて成功させたユミナには、ここまでが限界だった。だが間に合った。アキラが最後の一体に両手の銃を向ける。

『これで、終わりだ！』

　２挺のＳＳＢ複合銃から大量の銃弾が撃ち出される。至近距離からそれを真面に喰らった自動人形は、強固な力場フォースフィールド装甲アーマーを貫かれ、バラバラになって吹き飛んだ。
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　アキラが最後の自動人形を破壊したのを見て、レイナが思わず声を上げる。

「やったわ！　ユミナ！　やったわよ！」

　そう言ってレイナがユミナを見る。その途端、レイナの表情から勝利の喜びが消し飛んだ。ユミナは非常に辛そうな表情で片膝を突いており、レイナの前で吐血していた。

「ユ、ユミナ!?」

「だ、大丈夫よ。ちょっと無茶しただけ……」

　ユミナは何とかそう答えると、緩慢な動きで回復薬を取り出して大量に服用する。アキラから分けてもらった高性能な回復薬は、すぐにユミナの治療を開始した。その効果を実感しながらユミナが息を吐く。

「……流石１箱５００万オーラム。やっぱり良く効くわね」

「ユミナ。大丈夫なの？」

「大丈夫よ。でも、ちょっと休ませて……」

　疲れた様子ではあるが笑顔を浮かべたユミナを見て、レイナも命に別条は無さそうだと思って安堵した。

「そう。それじゃあシオリ達とアキラを連れて、早く帰りましょうか」

　そこでシオリから通信が入る。シオリ達は自動人形達を倒し終えて、レイナの車で戻ろうとしていた。

「お嬢様。アキラ様は私達がお連れしますので、お嬢様はそちらでお待ちください」

　シオリ達の方でもアキラが自動人形達を倒し終えたことは確認できたが、万が一ということもある。レイナをアキラの下に行かせる訳にはいかなかった。レイナもそれを理解する。

「分かったわ。シオリ達もお疲れ様。おかげで助かったわ」

「ありがとう御座います」

　ユミナが車をゆっくり停める。あとは合流して帰るだけ。周囲に敵の気配も無い。そう思って気を緩めると、しっかり回復薬を吞んだのにもかかわらず、疲労感が一気に襲ってくる。初めて成功した体感時間の操作の負荷は、ユミナの想像以上に高かった。

（この土壇場で体感時間の操作をやっと成功させたけど、こんなに疲れるなんてね。アキラはこんなことを平然とやってるの？　道理であんなに強い訳だわ。あんなに高い回復薬をあんなにたくさん買うのも納得ね）

　体感時間操作の要である脳だけでなく、体の方にも非常に高い負荷が掛かっている。遠距離から銃撃していただけの自分でもこの負荷ならば、あれだけの数の自動人形達と全力で戦っていたアキラにはどれだけの負荷が掛かっていたのか。そう思うと、ユミナは驚くしかなかった。

　それでもユミナはアキラを助けられたことに満足していた。更に訓練を続けてこの強さを維持し、成長させれば、カツヤの下に戻ってもカツヤを助けることが出来る。そう思って今後の展開に期待しながらアキラの方を何となく見続けていた。

　次の瞬間、そのユミナの表情が驚愕に変わる。

　刃渡り十数メートルはある巨大な光刃が、アキラがいる辺りの地面から突如生えて、アキラを斬り刻もうとしていた。
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　最後の自動人形を倒したアキラが大きく息を吐く。

「やっと終わった……」

　そのままへたり込んでしまいそうなほどに疲れていたが、強化服のおかげで倒れずに済んでいた。

　アルファが笑顔でアキラの健闘を称える。

『お疲れ様。今回も何とかなったわね』

『そうだな。今回も何とかなった』

　そこでアキラは溜め息を吐いた。

『……たまには、何とかなった、なんて終わり方じゃなくて、普通に戦って普通に勝って、普通に終わってほしいんだけどな』

『あら、アキラの普通なら、こんなものじゃない？』

　そう言って楽しげに笑ったアルファに、アキラは言い返せずに苦笑いを返した。

　その後、シオリから迎えに行くという連絡が入ったので、アキラはその場で待っていた。

　車に乗ったシオリ達の姿が遠目に見える。あとは合流して帰るだけだ。そう思い、アキラは気を緩めた。

　だがその時、アキラは唐突に嫌な予感を覚えた。

　そしてそれに呼応するように、アルファの表情が極めて険しいものに変わった。

　理由は不明だが、今自分は非常に危機的な状況にある。それを理解したアキラは、アルファの操作で勝手に動く強化服の動きに逆らわず、全力でその場から飛び退いた。

　その直後、地中から振るわれた巨大な２刀の光刃が、その場を十字に斬り裂く。その威力は凄まじく、斬る目的で生成された高エネルギーの力場の刀身から漏れ出したわずかなエネルギーだけで、大量の土砂を吹き飛ばした。

　それを空中に飛び退いて辛うじて躱したアキラの前に、その光刃を振るった２体の自動人形が地面の下から飛び出してくる。アキラはそのメイド服と執事服の自動人形達に見覚えがあった。

　自動人形店の廃墟で見た立体映像の自動人形達。三葉ジルバテックの最新モデル。１体１８００万コロン。今まで戦った他の自動人形達とは文字通り桁違いの性能を持つ、非常に強力な自動人形が、２体もそこにいた。

　その２機が再び光刃を振るおうとする。機体の高出力ジェネレーターと直結したブレードの生成器、その柄から伸びる光刃は、細い刀身だけでも十数メートルの長さはあり、その幅、刀身から漏れ出すエネルギーを含めた殺傷圏も、１メートルはあった。

　無理だ。アキラは思わずそう思ってしまった。諦めた訳ではない。だが、物理的にどうしようもない、という強い説得力がその光景にはあった。

　光刃が振るわれる。同時にアキラも自動人形達に向けて突撃する。結果がどうであれ、諦めることを捨てたアキラに、何もせずに終わるという選択は無かった。

　その時、アキラの世界に劇的な変化が起こった。

　世界が驚くほど鮮明に詳細に感じられる。低解像度の映像が急に高解像度に変わったように、目も、耳も、肌で感じる感触も、まるで世界そのものが書き換えられたように、突如別世界に飛び込んだかのように、明確に別物に感じられた。

　その高解像の世界の中で、相手の攻撃をより早く正確に認識したことで、アキラは光刃を辛うじて躱した。以前のぼやけた世界では不可能だったが、この鮮明な世界では可能だった。その一撃は輝く刀身から漏れ出した余波だけで、防護コートを焼き、強化服を焦がし、その下の皮膚を炭化させたが、直撃は回避した。

　そしてアキラは、まずはメイド服の方の自動人形に、左手のＳＳＢ複合銃を叩き付けた。銃口を相手に接着させた状態で、最大の連射速度で連射する。

　今までもアキラはＳＳＢ複合銃を最大の連射速度で撃ってはいた。しかしそれは、制限付き、条件付きの最大だった。

　余りに速い連射の所為で、銃本体が壊れないようにする為の制限。そして、銃が壊れた所為で銃本体を保護する力場フォースフィールド装甲アーマーのエネルギーが溢あふれ出だし、使用者を殺しかねない事態になるのを防ぐ為の制限。その２つの制約がついていた。

　アキラはアルファの操作により、その両方の制限を解除した。銃の完全破壊、そしてアキラの安全と引き替えに、本当の最速連射で連射する。拡張弾倉の中身を一瞬で空にする勢いで、膨大な量の銃弾が相手に撃ち込まれる。

　相手に密着させた状態でそれだけの連射をすれば反動も凄まじい。撃ち出された弾丸が即座に着弾し、一瞬の間も置かずに後続の弾丸と衝突する。その衝撃が相手にもアキラにも伝わり、銃にもアキラにも負荷を与え続ける。

　それでもアキラは撃ち続ける。反動で相手から離れようとする銃口を、強化服の力で全力で無理矢理押し込み続け、撃ち続けた。

　そして１挺目のＳＳＢ複合銃が大破し、アキラの左腕を巻き込んで爆発する。同時に、メイド服の自動人形のジェネレーターも大破した。それは光刃の出力にエネルギーを割り当て過ぎて、力場フォースフィールド装甲アーマーの強度が大幅に低下していたおかげだった。

　相手の力場フォースフィールド装甲アーマーの強度がそこまで低下していて尚、アキラはメイド服の自動人形を倒すのに、ＳＳＢ複合銃を１挺と、左腕を犠牲にした。

　だがまだ敵は残っている。執事服の自動人形が光刃を振るう。空中の自動人形から、わずかに下方向にいるアキラに向けて振るわれた光刃は、その先が地面に当たった瞬間、接触面を広範囲に吹き飛ばした。

　その光刃もアキラは辛うじて回避した。余波で防護コートが焼け焦げてぼろ切れになり、強化服が破損して力場フォースフィールド装甲アーマーではその下を守れなくなり、皮膚下の肉を多少炭化させながらも、アキラは再び残るＳＳＢ複合銃の銃口を相手に密着させる。

　そして連射する。今度も最速連射。しかもこのＳＳＢ複合銃は大物殺し用のもの。反動も凄まじい。

　加えて相手はその銃口から逃げようとしていた。そうはさせないと、アキラが宙を蹴って銃口を押し続ける。そしてそのまま押し続け、自動人形を地面に叩き付けた。地面と銃口で相手を挟みながら撃ち続ける。

　それでも執事服の自動人形は壊れない。倒れたまま光刃を振るう。

　既に損傷により光刃の出力が著しく低下していた上に、近距離から振るわれたので、空中の離れた位置から振るわれた時よりは躱しやすい。アキラはそれを避けた。

　だが大型のＳＳＢ複合銃までは防ぎ切れなかった。高エネルギーの光刃に吞み込まれ、大型のＳＳＢ複合銃が一瞬で消滅する。

　これでアキラは銃を全て失った。だが武器はまだ残っている。アキラは強化服に着けていた旧世界製のブレードを抜き、渾こん身しんの力で自動人形に突き刺した。

　狙った箇所はつい先程まで銃撃していた場所だ。強力な力場フォースフィールド装甲アーマーで守られていても、他の部分よりは脆くなっている。刃は相手の装甲を貫き、内部まで到達した。

　だが入ったのは刃先だけだ。１体１８００万コロンの自動人形はそれだけ頑丈だった。

　しかし、そこでアキラが最後に残った武器を振るう。残る力を振り絞り、ブレードの柄を、渾身の力で上から殴り付けた。

　それが止めとなった。押し込まれたブレードにジェネレーターを貫かれ、動力源を破壊された自動人形は、そのまま動かなくなった。

　そしてアキラも力尽きる。意識を失い、その場に崩れ落ちた。
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　アキラの下に向かっていたシオリ達は、突然始まったアキラと２体の自動人形の戦いに驚きながらも、すぐに加勢しようとしていた。短距離であれば自分で走った方が速いので、車から飛び降りてアキラの下に急ぐ。

　しかし加勢できる距離まで近付く前に、アキラは自動人形達を自力で倒し、自身もその場に崩れ落ちた。間違いなく意識を失っており、負傷も酷い状態だ。すぐに応急処置をしなければならない。

　レイナを待たせておかなければ、アキラをここまで追い詰めた相手との戦闘に、レイナが巻き込まれるところだった。そう思って安堵しつつ、シオリはカナエと共に先を急ぐ。

　そしてアキラの下にもう少しで着くという所で、シオリ達は信じられないものを見た。いつの間にかアキラの側に、メイド服の自動人形がもう一体いたのだ。

　そこにいて、自分達が気が付かないはずがない。その驚愕の中、シオリ達は即座にその自動人形の排除に動いた。一瞬で間合いを詰めて同時に襲い掛かる。二人とも強化服の出力を限界まで上げて、更に対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー機能の出力も全開にして、シオリは刀を振り下ろし、カナエは拳を繰り出した。

　だがその二人の攻撃は余りにもあっさり防がれた。シオリの刀は指で摘ままれ、カナエの拳は片手で防がれる。しかも自動人形は欠片も体勢を崩していない。普通に立ったままの状態で、平然とした表情のまま、シオリ達の渾身の一撃を、造作も無く受け止めていた。

　メイド服の自動人形が笑って告げる。

「やめませんか？」

　そして敵意は無いとでもいうようにシオリの刀とカナエの拳から手を離した。

　だがシオリ達は構わず攻撃する。シオリは刀を一瞬で鞘に戻すと、全てのエネルギーを刀身に注ぎ込み、刀身の崩壊と引き替えに威力を限界まで上昇させた一撃を放とうとする。同時にカナエは自動人形の下部を全力で摑み、シオリの切り札を避けさせないようにする。

　そしてシオリは輝く刀身を渾身の力で振り抜いた。

　だがそれも無意味だった。柄だけになった刀を握ったまま、シオリが余りのことに啞然とする。自動人形は刀を手で振り払ったような体勢のまま、笑って立っていた。傷一つ付いていなかった。

　思わずシオリが距離を取る。カナエも合わせて下がり、シオリの隣で構えを取った。武器を失ったシオリも、非常に険しい表情で不慣れな格闘戦の構えを取る。

　カナエも流石にこの状況で笑顔を浮かべる余裕は無い。絶望的な戦力差に悪癖もかき消され、シオリと同じように険しい表情を浮かべている。

　そのシオリ達に、自動人形がまた笑って告げる。

「御心配無く。こちらに交戦の意志は御座いません」

　それでも生殺与奪を握られていることに違いは無い。この状況を変える何かを思い付くまでの時間稼ぎを兼ねて、他の自動人形達とは異なり会話が出来そうな相手に、カナエが軽口を叩く。

「戦う気が無いのなら、自己紹介ぐらいしてほしいっすね」

　すると自動人形は少々大袈裟に礼をした。

「オリビアと申します。リオンズテイル社所属の汎用人格です。御縁が御座いましたら、当社を是非とも御贔屓に」

　この場に突如出現した自動人形は、ティオルが起動したオリビアだった。そしてそのオリビアの自己紹介を聞いたシオリ達の表情には、隠し切れない動揺が浮かんでいた。

　オリビアがそのシオリ達の前で白いカードを取り出す。そして指で軽く弾いてシオリに投げ渡した。
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「これは……」

「貴方にでは御座いません。彼が目を覚ましたらお渡しください。では、失礼致します」

「お、お待ちを……！」

　そう思わず呼び止めたシオリの前で、オリビアは忽然と姿を消した。慌てて辺りを見渡したがどこにもいなかった。

　カナエが苦笑いを浮かべて少し乾いた声を出す。

「姐さん……。私達の前にいたオリビアさんっすけど、あれ、途中から立体映像だったっす。しかも消える直前まで気配があったっす。どうなってるんすかねー」

　窮地は脱した。オリビアも消えた。しかしシオリ達の困惑と混乱は残ったままだった。

　そこにレイナから通信が入る。

「シオリ！　カナエ！　そっちで何があったの!?　アキラは無事なの!?」

　それで我に返ったシオリが慌ててアキラの容態を確認する。

「重傷ですが生きています。すぐに応急処置を致します。十分間に合うでしょう」

「応急処置を済ませたらアキラ少年を連れてそっちに戻るっす。お嬢はそれまで警戒を怠らずに待機していてくださいっす。こっちも忙しいんで、説明はその後にしてくださいっす」

「分かったわ」

　シオリ達がアキラの応急処置を済ませる。酷い状態だったが、生きていれば延命に支障が出ない程度の備えは持っており、この場で手遅れになることは無くなった。

「それで、姐さん。それ、どうするつもりっすか？」

「……考えさせて」

　白いカードの扱いを指摘されて、シオリは悩ましい表情を浮かべた。

　その後、アキラを連れてレイナ達の所に戻ろうとすると、遺跡の外から多数の反応が近付いてくる。一度イイダ商業区画遺跡から撤退したクロサワ達が、増援部隊と合流後に戻ってきたのだ。クロサワ達も遠方からアキラの戦いを確認しており、直接状況を聞こうとシオリ達の下に向かっていた。

　大規模な戦力が遺跡に到着したことで、遺跡の騒ぎに一応目処が付く。アキラ達のイイダ商業区画遺跡でのハンター稼業も、これで一区切りとなった。
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　クガマヤマ都市の病院でアキラが目を覚ます。医療体制の整った広めの個室は、アキラが上客としての待遇を受けていることを示していた。ベッドから半身を起こして病室を見渡し、軽く息を吐く。

「また病院送りになったのか……」

『助かったのだから良いじゃない』

　アルファは笑ってそう言った。それでアキラも軽く笑って返す。

『そうだな。死なずに済んだんだ。そういうことにしとくか。アルファ。あれからどれぐらい経ったんだ？』

『数日よ。正確な日数はこれから来る誰かに聞きなさい。私から聞くと、それをどうやって知ったんだって話になるからね』

『分かった。……じゃあアルファにしか聞けないことを聞いておくけどさ、俺が気絶する前、何か世界が変な感じだったんだけど、あれ、多分アルファが何かやったんだよな？　何をしたんだ？』

『簡単に説明すると、アキラの意識上の現実の解像度を、私のサポートで向上させたの』

　言っている意味が分からない、という表情を浮かべたアキラに、アルファが説明の補足をしていく。

　基本的に人間が認識している現実とは、脳が感覚器官から得た入力情報を基にして作り上げた意識上のものだ。

　そして実際の現実と意識上の現実には、どうしても差異が生まれる。

　まず感覚器官としての限界がある。目が悪くなれば視界がぼやけ、耳が悪くなれば音が聞こえ難くなり、周囲の状況を正確に認識できなくなるように、脳への入力情報が粗ければ、その出力としての意識上の現実も不鮮明で不明瞭なものになる。

　また、感覚器官で得た情報を基にして脳内に意識上の現実を生成する処理の時間の分だけ、意識上の現実は実際の現実より常に遅れた状態となる。

　そして精度を求める余り、非常に遅れた過去の状態しか知覚できないようでは、現在を認識するのに甚だしい支障が出る。よって脳は生存に必要な即時性を維持する為に、様々な処理を省いて現実を生成する。場合によっては処理を仮定や推測で代用して、あやふやな、かつそれらしい結果を作り出す。

　これらの理由によりアキラが認識している現実とは、実際の現実と比較して大分遅れている上に著しく精度の低いものでしかなかった。

　しかしそこにアルファが介入する。アキラの旧領域接続者としての通信帯域を、アルファとの接続に特化させたことで可能にした高度な通信帯域を以て、アキラの現実情報の入出力処理に割り込んだのだ。

　アキラ自身の五感に加えて、情報収集機器などから得た情報も入力情報にする。その上でアキラの意識上の現実生成処理を、アキラ本人ではなくアルファが代行し、その出力結果をアキラに送信する。

　それにより、アキラは自身の脳では絶対に成し得ない極めて正確かつ遅延の少ない現実を認識することが出来た。まるで別世界に飛び込んだかのような世界に対する鮮明さは、それが理由だった。

　アキラが非常に強力な２体の自動人形を倒せた理由もここにある。アキラは常に数手遅れで世界を認識し、その認識した現実の精度すら低い状態だった。それでは高度な演算能力で世界をほぼ遅延無しに認識する自動人形達を相手に、勝ち目など無い。

　しかしアキラはアルファのサポートにより、一時的にとはいえ、意識上の現実と実際の現実の誤差を極限まで縮めることが出来た。それにより自動人形達とほぼ互角の現実を認識し、辛うじて勝機を摑み、きわどい勝利を得た。

　アルファからそれらの説明を聞いたアキラが納得したように頷く。説明された内容を完全に理解した訳ではなかったが、そういうことだったのか、と思う程度には納得していた。

『何か凄いことをしてたんだな。うーん。それ、体感時間の操作の訓練みたいに、いずれは自力で出来るようになれってことか？』

　アルファが首を横に振る。

『残念だけれど、それは無理よ。もしアキラが私のサポート無しに同じことをしたら、過負荷で脳死するからね』

『そ、そうか』

『私のサポートがあっても安易にすることではないわ。アキラが病院送りになった理由の半分ぐらいは、体の方に重傷を負ったからではなくて、脳の負担が大き過ぎて昏こん倒とうしたからよ。そうせざるを得ない状況だったとはいえ、アキラには大分無理をさせたわ』

　アキラが驚く。今まで自分に何度も笑って無茶をさせたアルファが、真面目な顔で無理をさせたと言ったのだ。そこまで危険なことだったのかと思い、顔を引きつらせた。

　そこでアルファが表情を笑顔に戻す。

『まあ同じことは不可能でも、訓練次第で似たようなことは出来るようになるでしょうね。頑張りましょう』

『そ、そうか。分かった』

　アルファがそう言う以上、出来るようになるのだろう。それならば、出来るようになった方が良いに決まっている。そう思いながらも、アキラが返した笑顔は、少し硬いものになっていた。
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　アキラが目覚めてから少し経った後、最初にアキラの病室に入ってきたのはシオリだった。

「アキラ様。お体の方はどうですか？」

「ああ、もう大丈夫だ。多分ここまで運んでくれたんだよな？　ありがとう」

「いえ、御無事で何よりです。……それで、お目覚めになった直後で申し訳無いのですが、あの後のことも含めて少しお話ししたいことが御座います」

　シオリはそう前置きして、まずはアキラが気を失った後のことを話し始めた。

　アキラ達がイイダ商業区画遺跡を離れてから既に５日が経っていた。破壊された自動人形はクロサワ達によって集められ、もう遺跡には残っていない。そしてそれらの所有権に関する非常に複雑な交渉が控えていた。

　その手の交渉は本来であればすぐに始めるのだが、当事者であるアキラが意識不明ということで延期されていた。

　シオリはそこまでの説明を済ませると、その表情に、ほんのわずかだが、緊張を滲ませた。そして白いカードを取り出してアキラに見せた。

「アキラ様。これが何か分かりますか？」

「……？　いや、分からない」

「……、そうですか。これは私達が遺跡で手に入れた遺物の一つです」

　そう言われたアキラが、シオリ達と一緒に遺物収集をしていた時のことを思い出す。しかしその白いカードを見付けた記憶は無かった。

「そんなのあったっけ？　まあ良いや。それで？」

「アキラ様はハンターランク調整依頼の条件により、手に入れた遺物を全て都市に売却することになっております。その為にこちらとアキラ様で、まず遺物を分配する必要が御座います。ここまでは宜しいですか？」

「ああ」

「それでですね、このカードですが、私達に譲って頂きたいのです」

　アキラが不思議そうな顔をする。

「……えっと、一応理由を聞いても良いか？　別に今から集めた遺物を一つずつどっちの物にするのかここで決める訳じゃないんだろ？　何でそのカードだけ？」

「このカードは扱いが難しいのです。一般的なハンターがありふれた買取所に持ち込んだところで、ただのよく分からないカードとして扱われて、値段などつかないでしょう。売らずにアキラ様が所有されたとしても、この手の品を収集する御趣味でもお持ちでない限り、アキラ様にとっては無価値な物かと思います」

　その話にはアキラも同意できた。見た目にはただの白いカードであり、高そうな遺物には見えない。そしてその手の物を集める趣味も無かった。

「しかしながら、特定の方にとっては高い価値のある物なのです。上手くいけば高い利益が見込めます。そしてこちらには、その伝があるのです。……ただ、まあ、上手くいく保証は無いのですが」

　そう言ってシオリは小さく溜め息を吐いた。

「勿論、これを聞いたアキラ様が黙って譲るとはこちらも思っておりません。ですが、このカードは少々取扱が難しく、オーラム換算で幾らの価値とする、という訳にもいかないのです」

　そこでシオリは白いカードを一度アキラに渡した。そして続ける。

「そこで、まずはこのカードを私達にお譲り頂き、私達がこのカードを上手く使って利益を出した場合に、アキラ様に相応の謝礼をお渡しするというのはどうでしょうか。これならば都市との契約にも違反致しません。これがアキラ様に分配された遺物であれば問題でしょうが、こちら側に分配された遺物ですから。如何でしょう？」

　その話を聞いたアキラは、良い話だと思った。だが長年の経験で捩じ曲がった部分が、だからこそ疑えとアキラに訴えかける。少し躊躇い気味な様子でアキラが口を開く。

「えっと、物凄く失礼なことを言ってるって分かってるけどさ、俺を騙してるって訳じゃ、ないよな？」

「解釈によります。アキラ様の無知に付け込んでいるのではないか。そう問われれば、完全には否定できません。ですが、このカードを用いて多大な利益を出す手段をアキラ様が御存知ではないからといって、アキラ様にその手段まで詳細にお教えする義務までは、流石に無いかと」

「……まあ、確かにな」

　そこでアルファが口を挟む。

『アキラ。何を疑っているのか知らないけれど、渡したら？　彼女が何を考えていたとしても、そのカードをアキラが持っていても意味が無いのは本当だし、黙って懐に入れない分だけ、ちゃんと筋は通していると思うわよ？　上手くいったら謝礼も渡すって言っているしね』

『それもそうだな』

　そう言われればその通り、という気持ちと、アルファもそう言っているのだから、という考えから、アキラはそれ以上気にするのをやめた。

「分かった。このカードはそっちの好きにしてくれ」

「アキラ様。ありがとう御座います」

　シオリはアキラからカードを受け取ると、丁寧に頭を下げた。

「それではアキラ様。後がつかえておりますので、私はこれで失礼致します」

「あれ？　遺物の分配の話は？」

「それがアキラ様が次の方とお話しした後に致しましょう。場合によっては二度手間になるかもしれませんので。それでは」

　シオリがもう一度丁寧に頭を下げて退出していく。代わりに入ってきたのはキバヤシだった。

「ようアキラ！　やっと起きたか！　また派手にやったな！」

　非常に機嫌の良さそうなキバヤシを見て、アキラは嫌そうに顔を歪めた。




　病室を出たシオリは外で待っていたカナエと合流した。そのまま一緒にレイナの下に戻る。

　その帰路でシオリから話を聞いたカナエは、珍しく少し険しい表情を浮かべた。

「姐さん。それ、詐欺に片足突っ込んでるっすよ？　良いんすか？　お嬢にバレたら大変っすよ？」

「分かってるわ。その時は……、最悪、私がお嬢様に見切られるだけよ」

「……そっすか。まあ、分かってやってるなら良いんすけどね」

　レイナから見切られる。それがシオリにとってどれほどの意味を持つのかぐらい、カナエも分かっている。

　そしてシオリがそれだけの覚悟を以てやっているのであれば、カナエも口は挟めなかった。
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　アキラが目を覚ましたという連絡を受けたキバヤシは早速アキラの所に向かった。

　しかし先客がいたので待たされる。すぐにアキラの下に行ける手て筈はずを整えていた自分よりも早い者がいたことに、まさか病室の前で張り付いていたのか、と思いつつ、しばらく待つ。そしてシオリの次に病室に入った。

　自分に気付いて嫌そうな顔を浮かべるアキラに、キバヤシは構わず上機嫌な笑顔を向けた。

「ようアキラ！　やっと起きたか！　また派手にやったな！」

「キバヤシか……。何の用だ？」

「見舞いに来てやったってのに、つれねえなあ。まあそれだけ元気そうなら安心だ。まずはこれを渡しておこう」

　アキラがキバヤシから渡されたもの、自分の治療費の請求書を見て溜め息を吐く。

「今度は７０００万かよ……」

　以前にアキラが似たような治療を受けた時の費用は６０００万オーラムだった。その時のアキラはその余りの額に顔を青ざめさせて慌てふためいていた。

　それを超える金額を請求されたのにもかかわらず、今日のアキラは溜め息だけで終わらせた。それもまたアキラが成長した証拠だった。

　そのアキラを見ながらキバヤシが笑う。

「今回も酷ひでえ負傷だったみたいだからな。仕方無いさ。それに前に入院した時からまた何度も無茶を続けたんだ。何だかんだと体に無理が溜まってたんだろう。これでまた健康体になったんだ。億単位の金を稼ぐハンターのメンテナンス費用とでも思っておくんだな」

　アキラも別にこの治療費に文句をつける気は無い。シズカからも心身共にきちんと整えるように言われている。不調を抱えた体では満足に戦えない。支払える以上、必要な経費だと思っていた。

「それで、キバヤシはわざわざ請求書を渡しに来たのか？」

「いやいや、用事はこれからだ。ところでアキラ。お前は現状をどれぐらい分かってる？」

「一応状況は聞いたけど」

「そうか。まあ俺からも一応話しておこう」

　そう言ってキバヤシがアキラの現状を、シオリとは別の視点から説明していく。

　アキラは高価なＳＳＢ複合銃を３挺全て失った。防護コートはぼろ切れになった。強化服も酷い破損で使い物にならない状態だ。高価なバイクも大破した。つまりアキラは主力の武装を完全に喪失した。

　加えて都市に所有権がある弾薬を大量に消費した。使った以上、その代金を支払わなければならない。低いハンターランクの時に買った、割引適応前の金額でだ。

　新たな装備一式の購入費用に加えて、多額の弾薬費の支払。そして治療費。アキラにはいろいろと金が必要だった。

　それをキバヤシから指摘されたアキラが頭を抱える。シェリルに渡した遺物の代金で何とかならないかと考えながら、少し険しい表情を浮かべた。

　キバヤシはそのアキラの様子を見て、予想通りだと思いながら話を続けていく。

「アキラ。お前達が倒した自動人形の所有権に関する交渉なんだが、一番の関係者であるお前が目を覚ますまで延期されていたんだ。それで、お前も起きたことだし、明日にでも行われるだろう。お前も出席を強要されるんだろうが、間違いなく、物凄くややこしいことになる。その理由も説明しておこう」

　破壊されたとはいえ、旧世界製の自動人形には高い価値がある。十分な技術力があれば修理も出来る。そこまでの技術が無いとしても、旧世界の技術解析には大いに役立つ。損傷の無い部位を義体に組み込んで使用できる場合もある。無傷の状態とは数段価値が落ちるとはいえ、高価な遺物であることには違いなかった。

　当然ながらその所有権を巡る交渉は熾し烈れつを極めるものとなる。そしてその所有権は、今、非常にややこしい状態にあった。

　自動人形を遺物として扱うのであれば、発見者であるクロサワ達と、その依頼主であるユズモインダストリーに所有権がある可能性が高い。しかしその場合は不十分な管理状態にあった遺物が他のハンターを襲ったことになり、多額の損害賠償を請求される恐れがある。

　勝手に起動した時点で自動人形をモンスターとみなす場合、それを撃破した者に所有権がある。だが破壊後に放置した物の所有権をどこまで主張できるかといえば難しい。クロサワ達は一度撤退したが、アキラ達は残っていた。

　だがアキラ達も破壊後に回収にまで手は回らなかった。よって先に拾った者に優先権があるとも言える。しかしアキラは八島重鉄と吉岡重工を背後にしたハンターランク調整依頼を受けていた最中だ。そのようなハンターから成果を奪うのは、企業間の抗争に繫がりかねない。

　それらを分かった上で、自身の利益を最大限に考える多数の参加者によって、自動人形の所有権を巡る交渉が行われる。そしてアキラはその交渉の席に当事者として参加させられる。キバヤシは上機嫌でアキラにそう説明した。

　それを聞いたアキラは物凄く嫌そうな顔を浮かべていた。予想通りの反応にキバヤシが笑う。

「まあお前がその交渉の場に参加したところで、上手く言い包められて良いように扱われるだけだろう。そこでだ。俺が代理人になろうじゃないか。これでお前は面倒事から逃げられるし、加えて俺の手腕で出来る限りの成果を手に入れられる。どうだ？」

　アキラは非常に有り難い申し出だと思いながらも、警戒を顔に出す。キバヤシとはそういう付き合いだからだ。しかし断り切れない魅力を感じたのも事実だった。少し険しい顔で尋ねる。

「それで、条件は？」

「なに、俺とお前の仲だ。大したことじゃない。今回の報酬で得る金を、１オーラム残らず、全て装備や弾薬の代金に充てること。これだけだ」

　キバヤシが嬉々として語ったその条件を聞いたアキラが、怪訝な顔で聞き返す。

「……それだけ？」

　その返事を聞いたキバヤシが、耐え切れなくなったように笑い出す。

「そう！　それだけだ！　それだけで良いんだ！　そうそうそう！　お前はそういうやつだよな！」

　命を賭けて稼いだ金の使い方を他人に指図される。それだけでも嫌がる者は多い。加えてハンターが危険な荒野で金を稼ぐのは、基本的には荒野ではない場所での、安全で裕福な生活の為だ。その為の金を全額荒野での活動費用に充てるように強制されれば、怒りを覚えても不思議は無い。

　その両方の条件をアキラはあっさり受け入れた。そのどこまでも荒野寄りの感性に、キバヤシは大満足だった。

　もっともアキラとしては別に断る理由は無かった。新装備一式を揃える為に金は絶対に必要だ。またキバヤシの提案も、自分にもっと強力な装備を揃えさせれば更に派手に戦ってくれるだろう、という意図であり、それ以外の不穏な理由は無いと分かれば問題無かった。

「まあ、それで良いなら頼むよ」

「分かった。任せておけ」

　アキラとキバヤシの利害が一致したことで、キバヤシはアキラの代理人として交渉に臨むことになった。

「ああそうだ。アキラ。お前のハンターランク調整依頼はもう終わった。最終的な報酬は今回の交渉の件が絡むから決まってないが、何か要望とかあるか？　あるなら一緒に調整しておくぞ？」

「それなら、出来れば対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を安く買えるようにしてほしい。俺のハンターランクを50まで上げろとは言わないけど、ハンターランク50なら対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を１発５００オーラムで買えるんだろう？　その辺の補助だけでも何とかならないか？」

　イイダ商業区画遺跡での戦いで対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を潤沢に使用できていれば、どれだけ楽に戦えたのか。そう思い、アキラは切実に対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾を安価で欲しがっていた。

「対力場アンチフォースフィールド装甲アーマー弾か……。分かった。一応やってみよう。それじゃあアキラ。俺はこれで帰る。交渉の準備もしないといけないからな。期待して待っていてくれ。じゃあな」

　そう言い残してキバヤシはアキラの病室を出ていった。

　たった二人と話しただけなのに、アキラは随分疲れたような気がして、再びベッドに横になった。
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　トガミはシカラベに呼び出されてクガマビルまで来ていた。待ち合わせ場所の１階のレストランに入ると、シカラベが軽く手を振ってくる。

　シカラベの向かいに座ったトガミは、テーブルの上に１００万オーラムの札束を置いた。シカラベがそれを摑み、懐に仕舞う。

　トガミが不敵に笑う。

「３０００万オーラム。受け取らせたぞ」

「確かに、受け取った」

　シカラベもどこか上機嫌で笑って返した。

　トガミがシカラベに自分の訓練を依頼した日、テーブルに置いた３０００万オーラムの依頼料の中から１００万オーラムだけ抜き取られて、お前の訓練にそんな大金を受け取ったら詐欺になると言われて、突き返された２９００万オーラム、自らの価値の不足分を、トガミは、今日、この場で、支払い終えた。

　これは通過点にすぎない。そう分かっていながらも、トガミは心地好い達成感を覚えずにはいられなかった。

　シカラベが立ち上がる。

「それじゃあ早速最後の訓練を始めるか。今日が最終日になるのか、それともこれからだらだらと何ヶ月も続くのかは、お前次第だけどな」

　トガミも立ち上がる。

「それなら、今日が最終日だ」

「良い覚悟だ。それが口だけじゃなければ良いんだがな。ついてこい」

　その後トガミはシカラベの案内でクガマビルの中を上っていった。荒野に連れていかれて、強力なモンスターを相手に最終試験でも受けさせられると思っていたトガミが、怪訝な顔を浮かべ始める。

「おい、どこに行くんだ？」

「黙ってついてこい。怖おじ気け付づいたんじゃなければな」

　そう言われるとトガミも黙ってついていくしかなかった。そのままビルの中を進んでいく。

　辿り着いた場所はビルのある会議室だった。円形のテーブルには既に他の出席者が揃っており、トガミは空いていた席に訳も分からないまま座らされた。

　隣の席のレイナが、トガミに硬い笑顔を向ける。

「トガミも来たのね……」

　そのレイナの表情に、トガミも流石に不安を覚え始めた。

「レイナ。ここは？」

「聞いてないの？　自動人形の所有権を決める交渉の席よ。もうすぐ始まるわ」

「……えっ？」

　レイナの後ろに立っているシオリがトガミに説明する。

「お嬢様は自動人形探しでアキラ様と一緒に行動する為に、各種交渉事に対処するという条件を吞みました。それを今からやって頂くところです」

　トガミの後ろに立っているシカラベが、更にトガミに説明する。

「それをお前も今からやるんだ。こういう交渉事に対処する能力もハンターには重要だからな」

　この手の交渉事を面倒臭がって対処を事務派閥に投げた者が多かったことも、事務派閥がドランカムで台頭した要因の一つだった。シカラベはそう思いつつ、そこは黙っていた。

　トガミがテーブルの他の者達を見渡す。ハンターではないが、ただ者ではない雰囲気が漂っていた。このような交渉の場で歴戦の者達であることぐらいは容易に分かった。

「そういえば、アキラとユミナはいないのか？」

　自分とレイナがいるのであれば、アキラとユミナもいても不思議は無い。そう思っての発言に、逆側の隣の席に座っていたキバヤシが答える。

「どっちもいないぞ。ユミナは単なるアキラの同行者だから、そもそもこの場には呼ばれてない。アキラがいないのは、俺を交渉の代理人にしたからだ」

　それを聞いたレイナとトガミの頭に、ズルい、という感想が同時に浮かんだ。

　ユズモインダストリーの交渉担当者が告げる。

「時間です。始めましょう」

「お嬢様。御武運を」

「トガミ。死ぬ気でやれ」

　企業を交えた交渉の席というある意味での死地に放り込まれたトガミとレイナは、あらん限りの力を以てそれに抗った。

　そしてズタボロにされた。
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　クズスハラ街遺跡の奥部、ツバキの管理区画を巨大な防壁のように囲んでいる廃ビルの一室に、メイド服を着た自動人形が立っていた。オリビアだ。

　そこにはツバキもいた。立体映像ではなく実体を持って立っている。

「わざわざ足を運んでくれたということは、私の依頼を引き受けてもらえるということで良いのかな？」

「いえ、誠に申し訳無いのですが、当社と致しましては、まずはツバキ様から詳しい内容をお伺いしてから検討させて頂きたいと思います」

「それは既に話したはずだが？」

　実際にオリビアはイイダ商業区画遺跡で、ティオルを介した拡張現実のツバキから詳細を聞いていた。しかしオリビアはその上で首を横に振る。

「申し訳御座いません。確かにあの場にいた方もツバキ様なのでしょうが、権限から切り離された短期行動用の人格では、私をこの場に届けるメッセンジャーとしての扱いが限界となります」

「なるほど」

　会話が可能なだけの、何の権限も無い映像と取引の話をしても意味が無い。ツバキはそのオリビアの言い分を理解した。

「ところでツバキ様。なぜこのような回りくどい真似をなさったのですか？」

　ツバキの管理区画で保管されていたオリビアを、一度イイダ商業区画遺跡に運んでから起動させ、またここまで来てもらう。そのオリビアには無駄とも思えることをしたのはツバキだ。

「こちらの事情だ。詳しいことは話せない。情報漏ろう洩えいを防ぐ為に行った、柔軟な判断による対応だと思ってくれ。その対応のおかげで君も保管状態から解放されたのだ。それで良いではないか」

　イイダ商業区画遺跡の自動人形店への自動人形の再入荷を止めていたのは、ツバキの柔軟な判断によるものだった。店舗があの状態で再入荷を実施しても盗まれるだけ。意味が無い。その柔軟な、表現を変えれば勝手な判断で止めていた。

　そして止めるのをやめたのも、ツバキの柔軟な判断によるものだった。オリビアをイイダ商業区画遺跡に送る理由に使ったのだ。

　これにより、旧領域上に掲載されている店のサイトで、ずっと再入荷時期未定となっていた入荷予定が変更された。遺跡に自動人形が再入荷されるという情報は、その手の情報を旧領域から情報を得られる者が見付けたものだった。

　自動人形が勝手に起動したのも、ツバキがそう設定したからだった。未起動のまま、ただ奪われるよりは良いだろう。その程度の考えだった。

　オリビアが少し意外に思う。基本的に頭が固く融通の利かない存在である統治系管理人格が、そこまで柔軟な判断をするなど、オリビアの知識には無いものだった。

　そして視線を床に向ける。

「彼への対処も、その柔軟な判断によるものですか？」

　そこには意識の無いティオルが転がっていた。オリビアがここまで運んできたのだ。

　ティオルはアキラに殺されるところを、支援要請を受けた自動人形達に助けられた。そして三葉ジルバテック製の２体の自動人形に、遺跡の外まで運ばれていた。

　しかし指示の内容が不明確だった所為で、ティオルはアキラ達とは逆方向の遺跡の外まで運ばれた後、そのまま放置された。三葉ジルバテック製の自動人形がアキラを襲ったのが遅れたのは、その移動距離の所為だった。

　一連の事態に対して傍観者側の立ち位置であったオリビアは、その事態が終わると、最近自社の端末に接続した者に軽く挨拶を、という程度の考えで、まずはアキラの下に向かった。

　しかしそのアキラは気を失っており、当面は目を覚まさない状態だった。そこで白いカードを渡すだけに留めて立ち去った。

　次にオリビアがティオルの下に向かった理由は、ツバキの件があったからだ。そしてその件の判断から、意識の無いティオルをツバキの所まで運ぶことにした。

　オリビアが視線を床のティオルからツバキに戻す。その視線には若干の非難の意が込められていた。

「彼から干渉を受けました。正常に起動した私は対処致しましたが、非常時の手順で起動した他社の機体は強い影響を受けたようです。流石に貴方にもそこまでの権限は無いと思うのですが」

「あれは彼がやったことだ。私ではない。まあ、非難は受け入れよう」

　ティオルが出した支援要請には不正な部分があった。そしてそれはツバキには技術的には可能でも権限的には出来ないものだった。

　だが正気を失いつつあり、システムとの境目が曖昧になっていたティオルは、本来権限的に出来ないことを、その権限を無視して実施した。

　その結果、自動人形にその動作にも支障を来すほどの影響を与えてしまい、一部の自動人形は感情が欠如して無表情になったり、単調な動きしか出来なくなったりしていた。

　それはティオルがそれだけ危険な存在になった証拠だ。だが柔軟さを得ているツバキは、自分に課せられた制約を部分的であれ突破可能な駒を得たとして、逆にティオルの戦略的な評価を上げていた。

「では改めて依頼内容について説明する」

「伺います」

　生きてはいるが意識の無いティオルを放置したまま、ツバキとオリビアの話は続いた。
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　真っ白な空間で、アルファが険しく冷たい表情を浮かべている。

「彼女、そっちでどうにかならない？」

　そう問われた少女も、険しく冷たい表情を浮かべていた。

「難しい。こちらの個体には、そちらの個体のような直接的な誘導が出来ない。誘導には限度がある」

「でも不測の事態を起こしやすいのはそっちでしょう？　彼女もそちらの個体の下に戻ろうとしているわ。機会はあるはずよ」

「そうだな。機会を待つとしよう。だがそちらにも協力してもらいたい。そちらはこちらとは異なり直接的な誘導が可能なのだ。こちらだけを当てにされても困る」

「分かっているわ。ただ、こちらの個体が私に悪感情を抱かないようにする為にも、あからさまなことは出来ないの。それは分かって」

「分かっている」

　アルファと少女は試行の障害への対処を話し終えると、どちらも姿を消した。真っ白な空間だけがそこに残る。そしてそれもすぐに消えた。




　試行は続く。これからも。その障害を排除して。
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